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ま え が き

コンピュータの導入によ って企業 内の各種の業務が機械化 されて きているが、最近では、 これ ら個

々の システムを統合 した、いわゆ る トータル ・システムが指向され てい る。 このような情勢になると

繊 体全体の情凱 を難 ず。必要があり、コンビ。一。を醐 。利用す。ための専門賄 者はもち

ろん、企業内のあらゆる鵬 を対象とする情鋤 理教育樋 要な瓢.な 。て くる。

しか しなが ら、現状では、 カ リキ ュラム、教師、費用などいろいろと問題 があり、十分な教育が行

なわれているとは言い難い。

そこで、当財団で は、企業 内におけ る情報処理教育の問題点を調査 し、 情報処理教育を実施するた

めの具体的なあり方を調査研究する こととした。

この資料は、上 記調査研究 の一環 として、企業 ・官公庁などのコ ンピュータ ・ユーザーを対象に情

報処理教育の現状、 問題 点、今後のあり方などについてア ンケー ト調査 を実施 した結果を集計 し、

とりまとめた もの である。
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1.調 査 の 概 要

1.1対 象 会 社 の 選 定

「電子計算機ユーザー調査年報(情 報処理学会1972年 度版)」 記載の会社、約4,000社 の

中か ら計算機メーカ、 計算セ ンター、病院、学校を除いた各 業種を網羅 するよう1171社 を選定

し、 計算機部門管理者宛に郵送でアンケー ト回答を依頼 した。

1.2調 査 時 期

昭和47年11月30日

1.3回 収 率

アンケー ト発送数

アンケー ト回収数

アンケー ト回収率

1171社

396社

338%

1.4教 育 対 象 者 の 分 類

この調査では企業内情報処理教育を実施す る際の対象者を以下の4つ に大きく分類する。

〔経営 者、管理者〕 中間管理 者以上、 トップマネージメ ン トまで

〔専門要員〕SE、 プ ログラマ、 オペ レータなど直接コ ンピュー タに関係す る業務に従事す る者

〔技術 系社員〕 主 として設計 ・製造などに関す る業 務に従事するエ ンジニア

〔事務系社員〕 その他の者

＼
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1.5回 収 会 社 の概 要

(1)業 種別会社数とその比率

業 種 会 社 数
全体に占める

割合(%)

鉱 業.・ 建 設 22 5.7

ガ ラ ス ・ 土 石 製 品 12 3.0

水 産 ・ 食 品 13 3.3

繊 維 ・ パ ル プ ・ 紙 13 3.3

化 学 工 業 45 11.3

鉄 鋼 ・ 金 属 30 7.6

機 械 ・ 精 密 38 9.6

電 気 ,機 器
31 7.8

輸 送 用 機 器 31 7.8

そ の 他 製 造 5 1.3

電 力 ・ ガ ス 9 23

運 輸 ・ 倉 庫 ・ 不 動 産 23 5.8

商 業 39 9.8

金 融 ・ 保 険 ・ 証 券 41 103

通 信 ・ 出 版 ・ サ ー ビ ス 17 4.3

官 庁 ・ 諸 団 体 27 6.8

合 計 396 100D
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(2)資 本金別会社数とその比率

資 本 金

(億 円)

1

未 満

1以 上

5未 満

5以 上

10未 満

10以 上

50未 満

50以 上

100未 満

100以 上

500未 満

500

以 上

「

未回 答

.

合 計

会 社 数 24 44 26 121 43 79 28 31 396

全体に占め

る割合(%)
6.1 11.1 6.6 30.6 108 19.9 7.1 7.8 100.0

、

(3)従 業員数別会社数とその比率

従 業 員

(人)

500

未 満

500以 上

1.000未 満

1,000以 上

2ρ00未 満

2,000以 上

10ρ00未 満

5,000以 上

10ρ00未 満

10,000以 上

20ρ00未 満

20,000以 上

50ρ0味 満

50,000

以上
未 回 答 合 計

会 社 数

L

46 43 57 117 65 27 16 11 14 396

全体に占め

る割合(%)
11.6 10.8 14.6 29.5 16.4 6.8 4.0 2β 3.5 100.0

、

(4)コ ンピュー タ・レンタル別会社数とその比率

、
.

コンピュータ

レンタル料

(百 万円)

蝉
喫 満

1以 上
多

5未 満

5以 上

10未 満

10以 上

20未 満

20以 上

50未 満

50以 上

100未 満

100

以 上
未 回答 合 計

会 社 数 31 148 66 42 51 19 15 24

奄

396

全体`こ占め

る割合(%)
7.8 37.3 16.7 10.6 12.9 48 38 6.1 100.0
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2. 集 計 結 果

2.1情 報処理 教育の 目的と重要性

(1)情 報 処理 教育の目的(対 象別)

経営者

管理者

技術系

社 員

事務系
社 員

、

コ ン ピュー タ

ア レル ギー の

解 消

、

新しいものの考

え方、システム思考

の養成
＼

コ ン ピ ュー タの

限 界 を 知 る。

、、

コンビユターの

高度利用に
対す る知識
・
、 修 得

コンピュータ 専門要員
1

利 用 の促 進Cの ロ ー
:フ^シヨ ン!
の た めL●.

,

その他:

,,〆'

,ノ'

152社

(19.1)

197社

(24.7)

143社

(18.0)

107社

(13.5) 1;L川
1一12社(1 .5

-6社(0β)

-9社(1.4)

24社(3.9

",'一"
,',〔 一{'
,',"一,一" 〔<二 つ :,一

,"

,'
,''

46社

(7,4)

120社

(19,3)

39社

(6.3)

125社

(20ユ)

145社

(23.2)

45社

(7.2)

70社

(IL2)
|

、 、 、、
、 、、
、 、 、、
、 、、

、、

1

～ /亡
L

、

155社

(16.5)

172社

(183)

、

85社

(9.1)

98社

(10,4)

203社

(21.6)

一

87社

(9.3)

・

3983社
社
〔42(8.9)

.

碧:元㌘ 三鵠

回答会社数

284社

224社

290社

,
●

得のため

専門要員

llrl～

騨 聯 ド罐=ζr欝i欝
':・1.人 さ 鵠/

250社

(194)

1

169社

(13.1)

271社

(21.1)

215社

(16.7)

300社

(23,3)

6

(5.4)

1313社(1.0)

378社

(注)1.回 答方法は多数選択となっているので回答総数は回答会社数を こえる。

2.()の 中の数字は対象ごとの総回答数を分母とす る百分率である。

(2)情 報処理教育の重要性(対 象別)

経営者

管理者

専門要員

i重 ・㌔i警i雅 櫟
1/

140社・

(36.5)

174社

(45.6)

48社

(12.6)

_4社

(LO

吐16社
I
l
I
`

、

一 －
r、 、1、
、 、 、'
、

'1

235社

(61.5)

93社

(24.3)

32社

(8.4)
A 1

(4,2

L窯
(52i-一 一ー一一… 二二 二 二 二 二 ニ=一 一二=二 二ン'二/仁L

回答会社数

382社

382社

」

`
口'

技術系

社 員

63社

(19.2)

141社

(43.1)

93社

(28,3)

28社

(8.5)

(謝i＼ ＼
、
、
、
、

、
、 !
＼1

71社

(18.7)

177社

(46.6)

]16社

(30.5)
`

9社 L

328社

事務来

社

(2.4)

7社

(1.8)

380社

(注)こ こでは、最も情報処理教育が必要だと思われ たものから対象別に順位をつけてもら

った ものを集計したものである。

なお、()の 中の数字は回答会社数を分母 とする百分率である。
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2.2外 部 教 育 機 関の 利 用 状 況

(1)外 部教育機関の利用状況(対 象別)

吟

、・ノ

経営者

管理者

専門要員

技術系

社 員

事務系

社 員

1・ 一当 ㌘ 糠 」 國
1・ ㌧ノ/V'

218社

(69,7)

69社

(22.1)

.

-

1
' 』

.、6な 、一〆 ン曜
、

～耕 ＼l
I,1`/(0.6)

344社

(55.6)

450社

5.5(8ユ)

156社

(25.2)

回答会社数

245社

11社(3.5)

…
23社 』 、＼、

(3.7)＼ こ・1

、、

、
、
、
、

一
4

113社

(62.8)

28社

(15.5)

31社

(17.2)

… (1仁 ププ
'

1社/

(06)' ソ ～
卜

114社

(50.7)

52社

(23ユ)

43社

(19ユ)

358社
12社(1.9)

137社
4社(22)

171社
6社(2.6)

4社

(1.8)

6社

(2.7)

(注)1.回 答方法は多数選択となっているため回答総数は回答会社数を こえる。

2.()の 中の数字は対象ごとの総回答数を分母 とする百分率 である。

(2)外 部教育機関利用上の利点(対 象別)

t教育
内容が

　

|
`
、

充実、。.。爆 縫 、犠 罪 §認 果里 離 灘 に酬 テキスト設断 の情酬 噸 の1回答会社数

■

I

f

'
、

経営者

管理者

63社

(13.1)

92社

(193)

63社

(13.1)

1「1!

できる1備 等充実し|動 向が得'補 充に適し1

、 ノ ているiら れる せ いる/
、!

72社23

(15.O)社

77社

(16.0)

72社8

(15.0)社

!〆1ノ!!/(48)～
,/`//'、

,〈3.7》
!,
!

100社

(9.1)

255社

(23.3)

75社

(6.8)

183社

(16.6)

119社

(10.8)

158社

(14.4)

119社

(10.8)

90社

(8.2)
1/～'＼ ＼ ＼

11"＼ ＼ ＼ノ ∫ '、 、 ＼

1
1

20社

(7.7)

63社

(24.3)

18社

(6.9)

56社

(21.5)

35社

(13.4)

32社

(12.3)

15社

(5.8)

21社

(8ユ)

i/1
`

1.1'

Il、1'

|1'

16社

(6.2)

68社

(26.2)

16社

(62)

58社

(224)

38社'

(14.7)

31社

(11.9)

9

社

23社

(8.9)

(3.5)

220社

「
」

プ

専門要員

技術系

社 員

事務系

社 員

359社

116社

135社

(注)1.回 答方法は多数選択 とな っているため回答総数は回答会社数 をこえ る。

2.()の 中の数字は対象ご との総回答数を分母 とする百分率 である
。
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(3)外 部教育機関利用上の問題点(対 象別)

経営者

管理者

専門要員

技術系

社 員

事務系

社 員

,l

i鷲 す　 鴻 ㌫i費墨C雰
,、 、

「 、 ＼'
,、 、

」t,
時間的に不便1地 域 的制約1新 鮮味1回

である[が 多い ごヅ

!＼ 、 '

61社

(275)

44社

(199)

23社

(10.4)

55社

(24.9)

32社

(14.5) 1"卜,〆! ,'■'〆"
.'"' -'

,
〆'! h-6社

72社

(16.0)

118社

(262)

64社

(14.2)

74社

(16.4)

76社

(16.8)

"(2
.7)

47社

(104)

… ＼ 、s/'、 ＼ …

27社

(220)

24社

(19.5)

19社

(15.4)

22社

(179)

28社

(22.8) 1
一3社

(2.4)

-6社

(4.0)

`、 、

「 、 、

1、 、 、、

IiL
`'
`

38社

(25.3)

27社

(18.0)

21社'

(14.0)

28社

(18.7)

30社

(20.0)

回答会社数

155社

275社

77社

100社

句

(注)1.回 答方 法は多数選択 となっているため回答総数は回答会社数をこえ る

2.()の 中の数字は対象 ごとの総回答数を分母とする百分率

2.3情 報処 理 教 育 の 実 施 状況

(1)情 報処理教育の体制(対 象別)

8社
(3D)

トツプ

マネジメント

マ ドル

マネジメント

専門要員

技術系

社 員

事務来

社 負

物
蹟
口
目

回答会社数

265社

255社

377社

231社

275社

年間スケジュールとして時期 ・期間 ・カ リキュラム ・教材などの体制ができている。

年間スケジュールとしては時期 ・期間は決定 しているが カリキ ュラム等はその都度検討する。

カ リキュラム ・教材等は準備できているが、時期は適 当にみはか らって行なう。

詳細についてはその都度決定する。

そ の 他

1.そ の他 と回答した ものは自主的に教育 を計画する とい うよりはメーカ、各種団体

な どの外部機関を利用 しているにすぎないケースが多か った。

2.()の 中の数字は対象ごとの回答会社数を分母 とする百分率である。

'

㌔ビ
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(2)情 報処理教育を行なっていないと回答した企業のその理由(対 象別)

'

1情報処理教育l
lは時期 尚早|

1で ある 」'1
'

情報処理教育に
さく時間がない

r|∫.1

認 師撚 潮 回…数
＼ ＼1!

経営者8社

管理 者(10ユ)

`

42社

(51.9)

18社

(22.8)

'

運
ll//}
1 .ノ' '■

9社 44社 13社 11社 11社

(102) (500) (148) (12.5) (12.5)
、

1、 、 }1;
1、 '[`
1、 1

19社 54社 16社 16社
』14社

(16.0) (45.4) (13.4) (13,4) (11.8)

、5社
}(63)

61社

亀

、・

技術系
社 員

事務系

社 員

76社

103社

T

(注)1.2項 目以上回答 しているので回答総数は回答会社数をこえ る。

2.専 門要員にっいては、 行なっていない と回答 した所 はなかった。

3,()内 は総回答数を分母 とす る百分率

(3)情 報処理教育の開始時期

」

W

.

100

90

0

0

8

7

会
60

社

数50

40

30

20

10

迄
㌫
0

・～/

,'

'一

/

/

/
'

''

'

/
メ

/～/
'

!ク＼

/./
/
/
!
!
!
!
/
!

!!

/
!
!
!

_経 営者・管理者(回 答239社)

__専 門 要 員(回 答310社)

一ー一一 技 術 系 社 員(回 答191社)

一 事 務 系 社 員(回 答256社)

5

4

3

3

～ 7

6

3

3

～

384042

、39～41～43

'年 度(昭 和)

5

44

↓一
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(4)情 報処理教育を企画する部門

門要員はEDP部

弓、それ以外は教育

1「練を担 当す る部門

内の教育訓練を担

する部門

(5)現 在 使用中のカ リキュラムを使い始めた時期(対 象別)

90

80

70

会

社60

数

50

40

30

20

10

0

回 答381社

3537

～36～38

/

0

9

4

3

～

/

/≠

一 経営者 ・管理者(回 答105社)

一 一一 専 門 要 員(回 答172社)

一・一一一 技 術 系 社 員(回 答127社)

414345

～42～44～46

年 度(昭 和)一

事 務 系 社 員(回 答150社)

/

一8一
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(6)カ リキ ュラム内容の更新時期

60

50

40

30

20

10

ご

と

各
年
度

iS4.O

64ユ

開
催

ご
と

45.5
46.2

Zヨ 経営者・鯉 者(回 答 ・28社)

謡 専 門 要 員(mas・64社)

■ 技 術 系 社 員(酪 ・2・社)

口 車 撫 社 員(回 答・47社)

(注)図 の百分率は各対象 ごと

に回答会社数で割ったも

のである。

な

ど

未

定

機

種
変
更

時

必
要

に
応

じ

て

そ

の
他
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(7)情 報 処理教育の方法

(i)経 営 者 ・管理者
'

■

オ

0⑨

」当

機 実
172

η 畿

、

セ

外

部

0.5

匡」
0

5

T

輻

ス

設

計

ビ

ジ

ネ

」

自習

8.3

乏 乳竺。灘 習

内

部 講

123師

3

2

3

1

2

1

(注)数 字は教育方法の総回

答数を分母として各項

目の割合を百分率で示

したものである。

伺

」

(iD専 門要員
20

「

そ

の 自習書

仕事を与えて 他6.5

訓練

先輩の指導によ

るマ ンツウマン

シス ア

ム 設計

ビジネスゲーム8.O

O.5・

自 習

21.3

プ ログ ラ ミング

11.0

誕
内部 講師

7.4

外 部講 師

7.1

外部 セ ミ』ナ ー

参 加

8.0

オ ペ レー シ ョン

2.6

(注)数 字は教育方法の総回

答数を分母 として各項

目の割合を百分率で示

したものである。

、
'

㊨1

一10一



(jji)技 術系社員

A

仕事 を与えて訓練

チームへの参加 による訓練

(iv)事 務系社員

雑

OJT自 習

12.6

22,5

講 師 に よ る 指 導

ベレー

ε/ヨン

5.4外 部 セ ミナ
ー 参 加 外部 講 師

7.5

内部講師

グループによる

学習

'

、(注)数字 は教育方法の総 回答1・

数を分母 として各項 目の.

割合 を百分率で示 し'kも

ので ある。'
'

..』.........t..i

L

●

先輩 のアシス タン

トを務める

先輩の指導に よ

マンツウマ ン

ビジネスグーム

も
.』

3.2 0.5

ぐθ

プ

ロ
「グ

フ13.3

OJT自 習

13.82L2

講 師 に よ る 指 導

64.5

部

師

5

外

講

乳

グループに

よる学習

(注)数 字 は教育方法の総 回

答数 を分母 として各項

目の割合 を百分率で示

したもので ある。
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(8)今 後の効果的な情報処理教育推進のための対策(回 答193社)

4

25

20

15

10

5

(%)

O
J

T

の
強

化

外

部
機

関

の
効

率

的

な
活

用

企
業

内

教

育
体

制

の
確

立

内
部

講

師

に
よ

る
指

導

の
強

化

外
部

講

師

に
よ

る
指

導

の
強

化

教

育
専

任

担
当

者

の
養

成

確
保

自
社 テ
の キ

方 ス

針 ト
に'
沿 力

っ り
た キ
ご
フ
ム

の
作
成

自

習
書

の
利

用

の

拡

大

プ

ロ
グ
ラ

ム
学

習

な

ど

の

O

J

T

の
併

用

外
部

機
関

の
利

用

と

講
義

と

O

J
T

の
併

用

そ

の

他

(注)1.こ の項目は多数の自由意見を分類整理した。
●.

2,こ の答については1社1回 答ではないため、総回答数を分母とした百分率である。
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以下は教育対策について自由に述べ られた意見の抜粋である。

OJTに つ いて

。 企業特性 を理解するためにはOJT方 式 が一番 よい方法であると思う。

しか もこれには試行錯誤が多いので これに関す る指導 書が欲 しい。

。 結局実務 をや らせ るのが最 も効果 的で あ り、外の講習会に出席 させ て も実 らないケース

が多 い。

・ 全社員 を対象と した一般的EDP教 育 は効率が悪い。 ・

適用(対 象)業 務の開発、運用 時 に対象者 を中心 にチームへの参加 と教 育、PRを 併用 し

て行 な う方法が よいと考 える。

外部機関の活用について

。 社内教育では仕事に忙殺されて充分な教育時間がとれないので定期的に外部教育機関へ

行って視野の広い情報処理教育を受ける。

。 確かに講師等 を招 いて講義 を実施 して もらうことが一番 よい方法では ないか と思います

が、会社でそ うい う講義 をや って もらって も講義 を聞 く人が雑用 や仕事 に追われて身をい

れて聞けないため、やは りメー カ等の講習会 に参加 し、 カンズメにされて勉 強す るのがい

い ような気が した。

・ 幅広い知識を身につけるため、種 々セミナーへの積極的 な参加。

企業 内教育体制の確立について

。 教育担 当部 門を設け、教育内容 を体系化 し、初級、中級、上級 のうち、初級、中級 ぐら

いは3年 ～5年 程度 をかけ、上級 については対象 を しぼってコンサルテー シ 。ンが出来 る

ような方法 をと りたい。

具体的 な方法は単位制 を とり、それに よって職務給 に結 びつけ る。

・ 全社的 な教 育スケジ ュールの中 にシステム及び情報処 理に関す るカリキ ュラムを導入 し、

教 育部門 とEDP部 門 がタ イア ップして継続的 に反復 して教育する必要が ある。

・ 現在は必要の都度、適 当なカ リキ ュラムを組 んで教育 を行な っているが、今後は教育 目

的の一層 の明確化 をはかると共に標準のカ リキ ュラムを編成 して効果的な教 育を行 な うべ

きである。

内部講師による指導について

。 専 門要 員以外は社内講師 がマクロ的 な指導 を行な うべきである。

。 情 報処理の一般基礎教育については全体 の従業員教育計画の一 環 として内部講師による

講義 で年 間スケジ ュールの中で行 なう。

一13一



外部講師による指導について

。 経営者、管理者教育は適当な社外講師が得 られれば実施 したい。社内講師ではむつかし

い。

。 外部講師に よる講義、 セミナー等にどん どん参加 さす こと。(但 し費用が高すぎるので

思 うようにいかない)

教 育専任担当の養成 ・確立について

。 社内におけ るコンピュータ教育体系 の確立、 カ リキ ュラム特に管理職、技術者専任講師

の採用。

。 内部で教育できないもののみ外部の教 育機関 に頼る ように したい。 このため内部 のイン

ス トラク タの養成に力 を入れたい。

自社の方針に沿 ったテ キス ト、カ リキュラムの作成、確保について

。 先ず、情 報処 理教育のためのカ リキュラム、教材 を設定 して、効果的運用 を計 ることで

ある。

教材には学習用専用機 の利用 も効果的であると思われる。

。 カ リキ ュラム、教材等 を豊富に準備 し、向学心のある人は常にその機会 を与え る方式 を

検討中。

プ ログ ラム学習などの 自習書の利用

。 個人に カセ ットテープ等の学習の手段 を与 えて 自習す るような方法 が良い と思う。

。 プログ ラム学習方式等を極力採用 し、集合教育の効率化(内 容 の高度化、期間の短縮)

をはかる。

そ の 他

・ 極め て難 しぐ試行錯誤 を重 ねなが ら模索 している。

。 特定 の効果的な教育方法 とい うものは ない。

教育 の対象 目的に応 じていろいろな方法 を組み合わせ て実施 してい ぐべきであろ う。

。 基礎的な部分につ いては学校 で、実務面ではやは り企業 内で仕事 を通 じて レベルア ップ

を計 る。又、そ れをサポー トする もの として専 門の研究会 あるいは産業共同の研究な ど。

'

苛
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㌔

包

(9)情 報処理教育の内容

(D経 営者、管理者(回 答249社)

教 育 を 教 育 を
教 育 内 容 して いる 教 育 内 容 している

割合 ㈲ 割合 ㈲

ノ 、

| 構 造 45.8 コ ン ピ ュ ー タ要 員 問 題 23.7

〉 機 能 61.0 コ ン ピ ュー タ室 の 運 営 ・管 理 29.7

; 原 理 55.4 コ コ'ンピュ一 夕利用 の効果 と採算 675

ン 情 報 45.4

ソ フ トウ ェ ア概 論 32.1
ピ
シ ス テ ム 51.8

コンパイラ言語 のプログラム体系 24.1

ユ

|

コンピュータ利用の現況展望 8.0

FORTRAN 145
タ
システム近代化 1.2

COBOL 22.9 一 経 営 と コ ン ピ ュー タ 1.6

ソ
RPG 1.2 般 海外情報 0.4

フ PL/1 5.2 情報化社会 とコン ピュータ 0.4

ト ア セ ン ブ ラ 0.4 そ の 他 2.0

ウ その他言語 2.4

工 ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム 0.8 ORの 基礎知識 25.7

フ ロ ー チ ャ ー ト 32.9 シ ミ ュ レ ー シ ョ ンの 基 礎 知 識 19.7
ア コ

ユ ー テ ィ リテ ィ 0.4 ン IEの 基礎知識 7.6

伝送処理 0.4
ピ
PERT 1.6

ユ

データ通信 1.6 | 経学科学手法の一般知識 1.2

デ ー タ ・ペ ー ス 0.8 タ

関
ゲ ー ミン グ 0.8

1」P 0.8
連

シ EDPSの 基礎知識 87.6 手 IR 0.4

ス デー タ処理方式 42.6
法
需要予測 0.4

テ

ム
システム設計概論 2.0 事例研究 0.4

設 ファイル設計 0.4

計 ケ ー ス ・ ス タ デ ィ 1.2

(注)数 字は回答会社数を分母として教育内容の各項

目の回答数を割ったものである。
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臼D専 門 要 員(回 答337社)

対 象 S・E プ ログ ラマ ー オ ペ レ ー タ

教 育 内 容 教育をして
いる割合④

教育をして
いる割合㈲

教育をして
いる割合㈲

入出力装置 58.5 73.3 67.1

ノ 、

中央処理装置 60.5 72.7 66.5

| 外部記憶装置 52.5 66.5 62.9

ド 端末装置 52.5 593 56.7

ウ 入出力媒体 56.4 65.0 60.2

工 進 法 43.0 50.7 37.7

ア
コー ド構 成(バ イ ト ・ワー ド ・キ ャラク ター 等) 46.6 59.9 41.8

回路理論 10.1 12.5 6.2

機 械 語 5.6 11.6 5.3

ア セ ン ブ ラ 39.5 66.2 31.8

ALGOL 1.8 1.5 0.6

ソ
FORTRAN 30.9 40.7 15.4

フ
COBOL 442 62.9 38.0

RPG 8.3 17.8 8.3

ト PL/1 10.1 15.1 7.4

ウ
コ ン ト ロ ー ル ・ プ ロ グ ラ ム 258 36.5 18.4

ラ ン ゲ ー ジ ・プ ロ セ ッ サ 323 18.1 9.5

工 サ ー ビス ・プ ログ ラ ム 28.8・ 41.2 22.0

フ ロ ー チ ャ ー ト 58.5 78.0 45.7
ア
ファイル構造 593 65.3 27.9

データ構造 53.7 60.2 28.8

オ ペ レー テ ィ ン グ シ ス テ ム 55.5 67.7 46.3

システムの調査 ・分析法 60.5 38.3 6.5

シ

基本設計, 59.1 41.8 9.2

ス

詳細設計 51.9 43.3 6.2

テ
システムの適用 48.1 223 6.2

ム
システムの開発促進 44.2 13.9 1.8

ミ几
政
システムの運用 40.7 28.2 9.5

計
データ処理 方式 528 37.1 13.1

一16一
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対 象 S・E プ ロ グ ラマ オ ペ レ ー タ

教 育 内 容 教育を して
いる割合%)

教育をして
いる割合㈲

教育をして
いる割合㈲

コ

ζ コン ピュータ利用技術動 向 53.1 29.4 15.4

ユ ー

1 コ ン ピ ュー タ ハ ー ドウ ェ ア動 向 40.9 20.5 13.9
タ 般

統計に関する知識 37.4 22.0 33

一
会計に関する知識 38.6 19.0 3.6

般 計量経済に関する知識 20.5 4.5 0.6

情報に関する知識 43.0 22.0 8.0

知
組織に関する知識 28.8 11.9 4.2

識 自社の適用業務に関する知識 56.7 52.5 31.2

経営に関する知識 389 9.8 2.1

コ

ン 数値解析 13.4 7.1 0.0

ピ

ュ 関
OR手 法 17.2 8.6 0.0

1連 シ ミ ュ レ ー シ ・ ン 17.5 8.0 α0
タ 手

法 1・E手 法 8.0 2.4 0.0

そ の 他 9.2 9.2 7.7

(注)

数学 は回答会社 数 を分母 として、教育内容の各項 目の

回答数 を割 った ものであ る。

】
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(iii)技 術 系社員(回 答228社)

教 育 内 容
教育をしている
割合(%)

、

ー

ド

ノ 構 造

機 能

49.6

61.0

ウ
ェ

ア

原 理

種々の入出力装置

553

44.7

プログラムの基礎知識 53.1

FORTRAN 64.9

ソ COBOL 14.9

フ ALGOL 2.6

ト
PL/1

ア セ ンブラ

2.6

13

ウ
その他言語 3.1

工
ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・プ ログ ラ ム 1.6

ア OS関 係 0.4

デー タ処理 0.9

ドキ ュ メ ン テ ー シ ョ ン 0.4

情報 とシステムの基礎知識 303

EDPSの 基礎知識 62.7

コ
企業経営に関する基礎知識 15.4

ン 集配信 システム 0.4

ピ 業務 の機械化 シス テム 0.4

ユ ワ ー ク ・デ ザ イ ン 0.4

| 数値解析 22.4

タ OR 14.9

関 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン 14.0

連 IE 4.8

知
PERT α4

識
技術計算 0.4

統計解析 0.4

そ の 他 1.3

rl8一

(注)

数字は回答会社数を分母 として

教育内容の各項目の回答数を割

ったものである。

●

》



'

(iv)事 務 系社員(回 答268社)

教 育 内 容
教育 している
割合(%)

構 造 50.0

、

ー

ド

ノ

機 能

原 理

60.8

53.0

z 種々の入出力装置 47.4

ア 端 末 、 そ の 他 オ ペ レー シ 。 ン 2.6

ハ ー ドウ エ ア概 論 2.2

プ ログラムの基礎知識 552

FORTRAN '12 .3

ソ

COBOL

RPG

42.2

26

フ ア セ ン ブ ラ 0.7

ト
ア プ リケ ー シ ョ ン プ ロ グ ラ ム 1.1

PL/1・ 4.1

ウ
その他言語 3.4

工 システム設計 3.0

ア
データにつ いて

OS

Ll

O.4

データ通信 0.4

フ ロ ー チ ャ ー ト 48.1

EDPSの 基 礎知識 75.4
コ

ン
企業経営に関する基礎知識 29.1

ピ 情報とシステムの基礎知識 40.3

ユ
業 務 と コ ン ピ ュー タ 5.2

ー

タ

関

ワークデザ イン

統計解析
」

0.4

49

連 OR 2.2

知

識
シ ミュレーシ ョン

情 報関連科学

0.7

0.4

一19一

(注)、.、

数字は回答会社数 を分母 と して

教育内容の各項 目の回答数 を割

った ものである。



ao)情 報処理教育で行なわれている実習教育の内容

(i)経 営者 ・管理者
ノ

(回 答106社)

そ の他2.5

言 語 学 習

(注)

数字は実習教育の総回答数

を分母として実習教育の各

項 目の割合を百分率で示 し

、　

●

オペ レーシ ョン実習 の内訳 言語 実 習の 内訳

アセ ンブ ラ4.7

●

(注)数 字は言語実習およびオペレーシ ョン実習の内訳を百分率

で示したものである。
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(iD専 門 要員

(回 答341社)

〆

'

ケース ・.

ス タデ ィ

その他

言 語 実 習

(注)

数字は実習教育の総回答数

を分母 として実習教育の各

項目の割合を百分率で示 し

たものである。

オペ レー シ ョン実習の 内訳 言 語 実 習 の 内 訳

端 末装 置

その他

(注)

数字は言語実習お よびオペレーション実習

の内訳を百分率で示したものである◆
`

1

一21一



(iii)技 術 系社員

(回 答244社)

」

ケース ・

ス タア イ

その他

言 語 実 習

(注)

数字は実習教育の総回答数

を分母ξして実習教育の各

項目の割合を百分率で示し

たものである。

,

オペ レー シ ョン実習 の内訳 言 語 実 習 の 内 訳

5.0

端 末 装 置

RPG

、

(注)'

数字は言語 実習お よびオペ レニ シ ョン実習の

内訳 を百分率で示 し'たもの であ る。

.

、
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(jv)事 務系社員

(回 答198社)

'

.〆 ケ ース ・スタデ ィ

/

その他

言 語 実 習

(注)

数字は実習教 育の総回答数

を分母 として実習教育の各

項 目の割合を百分率で示 し

た ものである。

オ ペ レー シ ョ ン実 習の 内訳 言 語 実 習 の 内 訳

`

端末装置

周 辺 機 器

(注)`

数字は言語実習およびオペ レーション実習の

内訳を百分率で示 した ものである。

一23一



(ゆ 情報処理教育にかける時間

(i)経 営者 ・管理者(回 答188社)

80

70

60

50

40

会

社

数

30

20

10

3
時

間

未

満

3

以

上

6

時

間

未

満

6

以

上

12

時

間

未

満

12

以

上

18

時

間

未

満

18

以

上

24

時

間

未

満

24

以

上

30

時

間

未

満

30
時
間

以
上

一24一



(ii)専 門 要 員

90

80

70

60

会50

社

数40

30

20

10

-o

時

間

未

満

10

以

上

30

時

間

未

満

＼

貿

30

以

上

50

時

間

未

満

＼

1ぎこ・喪

50

以

上

70

時

間

未

満

(回 答207社)平 均 教 育 時 間39.7時 間

一._プ ログラマ(回 答244社)53.7〃

_一ー一.オ ペ レータ(回 答166社)48.6〃

70

以

上

00

時

間

未

満

1

13/

、1

∠'ω ＼ シ …

　

　

0

以

上

5

時

間

未

満

1

1

　

　

5

以

上

0

時

間

未

満

1

2

む0
時

間

以

上

2
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(iω 技術系社員,事 務系社員

70

60

50

会40

社

数

30

20

10

＼

＼

拉術系社員(回 答175社)平 均教育時間18.3時 間
■

事務系社員(回 答185社)平 均教育時間14.8時 間

5
時

間
未

満

＼

5

以

上

10

時

間

未

満

＼

10

以

上

20

時

間

未

満

＼

20

以

上

30

時

間

未

満

＼

＼亡 、～ ■一一
・

30

以

上

40

時

間

未

満

40

以

上

50

時

間

未

満

50

以

上

60

時

間

未

満

60

以

上

80

時

間

未

満

80
時

間
以
上

し

ひ

、

一26一



'

●

㎡

■

⑱ 情報処理教育に使用されている教材(回 答294社)

カ リキュ ラム

テ キ ス ト

ス ラ イ ド

l
lメ ー カ 提 供

{

通信教育で使 わ

れてい るもの

1自 社の方針で ト般市販

作成・… 離 船
、
、 、
、

:
その他・

…
,"
'

57社

(44.6)

24社

(18.7)

42社

(32.8)

＼/β 社ソ{十2社

＼/,zて2.3)ll.6 1(

213.社

,(48.9)

44社

(10.1)

119社

(27.3)

55社

(12.6)

一5社

(1.1
●

-2社

,(2.0

'.,一

,,",z','" ,""
,","

3

L

…

36社

(36.7)

5社

(5.1)

1・5社

(15.3)

40社

(40.9)

!べ ぐ こ・＼.＼ 、1L
l㍉ ～、㌔ べ 、㍉1

回答会社数

128

436

98

映 画
16社

(53.3)

2社

6,7)

3社

(10.0)

8社

(26.7)

1社
(3.3)

(注)()の 中の数字は回答会社数を分母として.各 教材の種類 ごとに入手方法を百分率で示した。

⑱ 情 報 処 理 教 育 に 使 わ れ て い る 機 器

(D情 報 処 理 教 育 に 使 わ れ て い る 機 械(回 答348社)'

口 自社のもの

膠 外部・もの

大型

コ ンピ ュー タ

中 型

コ ン ピ ュー タ

小型

コンピュー タ

41

端 末 虜 。i
,1

い 一 タ1
、
、'

'

.16社(24)

キ ー・・ン チ1学 習

マ シ ン1専 用

人、 機
、
、、

そ

の

他

,'
'

109社

(16.5)

223社

(33β)

71社

(10.8)

98社

(149)

一 ・-3

137社
'2

(20.9)

91社 修 198社 修 64社 多84社 134社
　

1社L13

5社

18社35社L7社

14社

30

3社(0.4)

2社(O.3)

13社

一27一



(ii)情 報処理教育に使われている視聴覚機器(回 答213社)

口 自社・も・

吻 外部のもの

ス ラ イ ド

プ ロ ジ ェ ク タ ー

16卿

映 写 機

|オ ー バ ー ヘ ッ ドIVTR

プ ・ ジ エク タ ー

c
、
、

そ

の

他

151社

(394)

72社

(18β)

113社9社28社
'

(29.5)5.07.3)

・・8社 ＼ 49社 修 104社27社

33社23社L9社L2社
一 1社

⑭ 情報処理教育評価の実施(回 答348社)

1

必要性は認 めているが、適

当な方法がないので行 なっ

てい なレ㌔

205社 58.9

2

何 らかの方法で教育の効果

測定 を行なっている。
50社 14.4

3

は っきりした効果は期待 し

てい ないので効果測 定は行

なっていない。

44社 12.6

4 目 下方法を検討中である。 9.232社

5 そ の 他

一

一
17社4.9

次に、1上記の うち2項 および5項 に回答 した会社(合 計67社)に その測定方法を記述式で

質問 した結果は以下の通 りである。

一28一



情報処理教育の効果の測定方法(回 答60社)

方 法 会 社 数

、

講 習 後 の テ ス ト 19

講 習 後 の ア ン ケ ー ト 8

実 務 にお い て結 果 を み る 11

講 習 後 レ ポ ー ト感 想 を 提 出 1

講 習 後 の テ ス ト

{二講 習 後 レポ ー ト感 想 を 提 出
4

講 習 後 の テ ス ト

{実 務 に お い て 結 果 を み る
、

3

講 習 後 の ア/ケ ー ト

{実 務 に お い て 結 果 を み る
3

講 習 後 の テ ス ト

{二講i習 後 の ア ン ケ ー ト
2

そ の 他 9

一29一
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⑬ 情報処理教育を実施 して得 られた結果

(|)経 営者 ・管理者(回 答197社)

回

答

会

社

裁

っ
た
。

.

コ

ン
ピ

ュ
ー
タ

に
対

す
.る

理
解

が
深

ま

シ
ス
テ

ム
化
推

進

へ
の
理
解

が
増

し

た
。

す
る

理
解

が
得

ら
れ

た
。

E
D

P
業

務

お

よ

び
E
D

P
部
門

に
対

理
解
が
得
ら
れ
た
。

情
報
処
理
及
び
E
D
P
S
に
つ
い
て
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

の
活
用

お
.よ
び
高

度
利

用

役

立

っ
た
。

マ
ネ
ジ

メ

ン
ト

サ
イ

エ
ン

ス
の
理
解

に

立

っ
た
。

コ
ン
ピ

ュ
ー

タ

ア
レ

ル
ギ
ー

解
消

κ
役

シ

ス
テ

ム
思

考

の
養
成

に
役

立

っ
た
。

が
得

ら

れ
た
。

.

コ

ン
ピ

ュ
ー
タ

設
置

の
必

要
性

に
理

解

効

果

な

し

そ

の

他

・

(注)こ の項 目は多数の意 見を分類整理 したもめである。

(iD専 門 要 員(回 答233社)

回
答

会
社

数

50

40

30

20

10

1
∨

48

38

(注)こ の項目は多数の意見を分類整理 した。

,P

29

99

1
`

1717層

66

40
-

l

F F■ 「

一
44

3

[

3

[
れ
た
。

専
門
的
高
度
利
用
知
識
が
修
得
さ

上
が
見
ら
れ
た
o.

要
員
と
し
て
の
一
般
的
能
力
の
向

実
際
に
生
か
さ
れ
て
い
る
o

E
D
P
部
門
内
の
各
種
の
業
務
に

っ
た
。

要

員
の

レ
ベ
ル

・
ア
プ
ブ
に
役

立

ル
向
上
)
。

要

員
の

ヤ
ル
気

が
出
た

(
モ
ラ
ー

務
の
能
率
が
向
上
し
た
。

後
の
働
き
が
期
待
さ
れ
る
)
o

基
礎
的
技
術
が
修
得
さ
れ
た

(今

能
率
向
上
が
短
期
間
比
で
き
た
。

シ
ス
テ

ム
思

考
が
養
成

さ
れ
た
。

物

の
見
方
、

視
野
が
広
く
な

っ
た
。

般
業
務
に
関
す
る
知
燈
習
得

要
員
確
保
に
役
立
っ
々
o

要
員
相
互
の
連
帯
意
識
が
で
た
。

そ

の
他

〉
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(iii)技 術 系社 員(回 答94社)

30

お

20

15

回
答

会
社

数

10

5

そ

の

他

効

果

な

し

容

易

に

な

っ
た

。

プ

ロ
ジ

ェ
ク

ト

へ
の
参

加

が

得

ら

れ
る

よ
う
に
な

っ
た
。

E

D
P
化

に
対

す
る
協

力
が

ま

っ
た
。

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

の
理

解

が

深

養

成

に

役

立

っ
た
。

オ

ー

プ

ン

・
プ

ロ
グ

ラ

マ
の

た
。
利
用
技
術

の
習
得

に
役

立

っ

加

し

た
。

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

の
利

用

が

増

一31一
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⇔

ン

ト

偏

.

・

事務系社員(回 答143社)(iv)

40

30

20

回
答

会
社

数

10

う

に
な

っ
た
。

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

に
関

心

を

持

つ

よ

効

果

な

し

E
D
P
部

門
の
理
解
が
得
ら
れ

た
。

オ
ペ
レ
ー

シ

9
ン
修

得

に
役

立

っ
た
。

専
門
知

識
の
養
成

に
役
立

っ
た
。

が

得

ら

れ

た
。

イ

ン
プ

ヲ
ト

・
デ

ー

タ

へ
の

理

解

解

消

に
役

立

っ
た
。

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

・
ア

レ

ル

ギ

ー

の

る

よ
う
に
な

っ
た
o

E

D
P
部
門

へ
の
協
力
が
得
ら
れ

ま

っ
た
。

シ

ス
テ

ム
化
推
進

へ
の
理
解
が
深

深

ま

っ
た
o

(
E

D

P

S

含

む
)

コ

ン
ピ

ュ
ー

タ

に

対

す

る

理

解

が

この項 目は多数の意見を分類整理 した。(注)
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頃

合

`⑤ 新入社員における情報処理教育

新入社員における情報処理教育時間

50

30

20

10

(%)

1～

5

6～

10

11～21～

2030

31～41～51～
405060

教育にかけている時間
一

61～71～81～91～101～

70 .8090100200

200～

(時 間)
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情報処理教育が新入社員教育全体に占める割合

50㎡

吻 技術系社員(回答181社)

42.7
一 口 事務系社員(回答223社)

40・
、

35.3

30・

.

25.1254一

20・

/

ク
/

z
/
/
/

/ /

/ /

101

/
/
/

/
/

/
/

/
/

12.0

》
巳7 9.0

8.4
66

笥 孝
/
/
/

〃

皇1

L51.5

椥1疏

2.4

z
201β

苛 陵'閉

一

%)
1%1～6～11～21～31～41～51～61～71～81～

未満 5

}

10 203040

新入社員教育全体に占める割合

50 60 70 80

"

の

レ

●

一34一
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序

、
膏
,

コン ピュー タ利 用 の進 展 に伴 い,ソ フ トウ ェア の 需要 も多様 化 す る とと もに,

オ ン ライ ン技 術を 始 め とした 高度 な ソフ トウ ェア技 術の研 究 ・開発 を促進 す る必

要 性が 高 ま ってお ります 。

特 に,社 会 シス テ ムな どの大 規模 シス テ ムの ニー ズの 高 ま りと と もに,高 性 能

ソ フ トウ ェアを どの よ うな仕 様 で,如 何 な る体 制 で 開発 す るかが重 要 な 問題 とな

って きてお ります。

これ にか んが み,当 財団 で は,昭 和47年12月 末 「ソフ トウ ェア研 究会 」を

設置 し,約1年 数 ヵ 月間 にわ た り,ソ フ トウ ェアの 技術,流 通,開 発 の3つ の 面

か ら調 査 ・研 究を 進 め こ こに成 果 を と りま とめ ました。

本 調査 ・研 究 を進 め るに 当 た りご尽 力頂 い た委 員各位 に対 し,深 く感謝 の 意 を

表 し ます。

本 報 告書 が各 方 面 に利 用 さ れ,わ が 国の コ ン ピュー タ 利 用の発 展 に寄.与す る よ

う念願 す る 次第 です 。

昭和49年3月

葦 財団法人 日本情報処理 開発 セ ンター

会 長 難 波 捷 吾

」
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ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 会 構 成

o

委 員長 石

委 員 大

岡

向

滝

辻

富

中

中

松

宮

八

崎 純

嶋 正

田

阪

浦 幹

周

野

村

野

谷

内

尾

夫

道

勇

浩

雄

健

寿

郎

幸

行

郎

徹

四洋

政

泰

一

(50音 順,敬 称 略)

富士銀行 業務管 理部長代理

日本興 業銀行 審査部審査役

(財)日 本情報処理開発 センター 開発本 部次長

通商産業省 機械情報 産業局 情報処理振興課 長

㈱ 電 通 タイムシ・アリングサービス局営業部長

日本電信電話公社 デー タ通信本部総括部調査役

(株)構造計画研究所 プ ログラム開発部 長

富士通(株)電 子 システム開発部第ニ システ ム部次長

日本 情報 サー ビス(株)常 務 取締役

新日本製鉄(株)情 報 システム部企画第1課 長

東京芝浦電気(株)青 梅工場 ソフ トウェア開発部長

三菱化成工業(株)計 数部長代理

,
▲

〔ソフトウェア技術担 当 〕

主査 石 崎 純 夫

委員 向 阪 浩

辻 岡 健

富 野 寿

中 村 洋四郎

勇

雄

徹

幹

田

浦

尾

岡

滝

八

ブ
員
サ
委

コ当

行

浩

雄

幸

徹

担通

塞

幹

政

都が

谷

阪

浦

野

尾

エゥ

松

向

滝

中

八

ト〃

査

員

〔

主

委

ブ

員

サ

委

嶋

田

岡

内

大

岡

辻

宮

正 道

勇

健

郎

コ当

道

勇

浩

寿

郎

担発

正

一

開ア

嶋

田

阪

野

内

エゥ

大

岡
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1 ソ フ ト ウ ェ ア 研 究 会 に つ い て

●

ソフ トウ ェ ア研究 会 で は,わ が国 の ソフ トウ ェアの振 興 に資 す るた め に,研 究

開発 を促 進 す べ きソ フ トウ ェア技 術,ソ フ トウ ェア の流 通 を促 進 す る 方策,ソ フ

トウ ェア の開 発 体制 の あ り方 の3点 に つ い て調 査 検 討 を 行 な った。 本 報 告 書は,

そ の成 果 を 取 りま とめ た 十の であ る。

も とよ り,ソ フ トウ ェア(?問 題 には,ソ フ、トウ ェァ産 業 自体 に帰 す る問 題 以 外

に社 会一 般 ・産 業界 全 般 に係 わ る問 題 の解 決 に依 存 す る事項 が 多 い。 そ の点 か ら

見 る と本調 査は,限 られ た期 間 内 に で き る事項 の調 査 とい うこ とで 限定 され た も

の とな って い るが,こ こに公 表す る こ と とした。 別 項 に残 され た 問 題 を列 挙 し て

参 考 に供 した い。 ・

1.1調 査 研 究 の内 容

(1)研 究 開 発 を 促進 す べ きソ フ トウ ェア技 術 に関 す る調 査

δ

●

昨 年 度 取 り ま とめ た 中 間 報 告 ほ 「 ソ フ トウ ェ ア に 関 す る調 査 研 究 」お よ び コ

ン ピ ュ ー タ ・ユ ー ザ ー の 意 見 に も とづ き,わ が 国 と米 国 の ソ フ トウ ェ ア の 技 術

レベ ル に つ い て の 比 較 を 行 な い,促 進 す べ き ソ フ トウ ェ ア 技 術 を 明 ら か に し た 。

こ こ で 取 り上 げ ら れ た ソ フ トウ ェ ア 技 術 の ほ と ん どは 既 に 開 発 さ れ た 思 想 に

も とつ く む の が 多 い 。 こ れ は,新 しい 思 想 に も とつ く ソ フ トウ ェ ア 技 術 の 開 発

に 期 待 す る こ と多 大 で あ る が,現 時 点 で は,既 開 発 ソ フ トウ ェ ア の 性 能 を レベ

ル ア ッ プす る こ と が 緊 急 で あ る と 考 え られ た か ら で あ る。

また,比 較 相 手 と し て 米 国 を 選 定 した の は,コ ン ピ ュー タ 利 川 の 面 で 先 進 国

で あ り,多 くの ソ フ トウ ェ ア の 開 発 思 想 が 誕 生 し た と こ ろ で あ っ て,全 休 的 に

見 て,米 国 レベ ル に到 達 す る こ とが 当 面 の 目標 と し て 大 方 の 意 見 で あ っ た か ら

で あ る 。

注:ソ フ トウェア研究会 では1昨 年度 主要 な情 報 システ ムに対する ソフ トウェア技術 につい て,

定性的需 要を調査 し,中 間報告書 として取 りまとめた。併せてご参照 頂 きたい。
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(2)ソ フ トウ ェア の流 通 促進 に関 す る調 査

ソ フ トウ ェア の流 通 では,コ ン ピュー タ ーユー ザ ー にお け る ソ フ トウ ェア購

入 お よび 自己 開 発 ソ フ トウ ェアの販 売 に つ い ての 意識 に つい て ア ン ケー トに よ

り調査 を行 な った。

購 入側 と して の コン ピ ュー タ ・ユ ー ザ ー に つい て は,情 報 処 理 費 用 の うち

外 部能 力 依 存 に要 す る費 用(例 えば,外 部 要 員費,プ ・グ ラム ・パ ・ケー ジ購

入 費等)の 推 移,外 部依 存 の 理 由,分 野 別 プ ・グ ラム の 整備 状 況 お よび購 入 状

況,購 入 のた め 必 要 な条 件 等 につ い て,ま た販 売側 の ユ ー ザー として は,分 野

別 プ ・ グ ラム の販 売状 況,販 売 の た め の 必 要条件 等 に つ いて 調 査 した。'

▲

,

4

・

(3)ソ フ トウ ェアの開 発 主体 の あ り方 に関 す る調査

需 要 に応 じた ソ ラ トゥ ェ ァ を 最 も有 効 に 開 発 す る た め には 如 何 な る体 制 の も

とに 行 な うべ きか,ま た,コ ン ピ ュ ー タ の ユ ー ザ ー,メ ー カー,ソ フ トウ ェ ア

・ハ ウ ス,大 学 ・研 究 所 等 の 各 主 体 が ・ ど の よ うな 分 野 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 を

分 担 す る こ とが 最 適 か 等 に つ い て 調 査 した 。

調 査 は,ユ ー ザ ー,メ ー カ ー,ソ フ.ト ウ ェ ア'ハ ウ ス 等 に お け る ソ フ トウ ェ

ア 開 発 の 体 制 に つ い て 既 に 実 用 化 さ れ て い る プ ロ ジ ェ ク トの ケー ス ・ス タ デ ィ

を ヒ ア リ ン グを 中 心 に 実 施 した 。 各 ケ ー ス と も 当 時 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 体 制 と

外 部 能 力 の 活 用 状 況,特 に シ ス テ ム 設計 段 階 に お け る 外 部 能 力 の 活 用 状 況 に つ

い て,過 去 の 実 情 調 査 と と も に 同 プ ・ ジ ェ ク トに 対 し て 現 状 か ら見 た 外 部 能 力

活 用 の 予 想 を ヒ ア リ ン グ し た 。

θ

L2残 された検討事項

ソ ジ トウ ェァ振 興 に関 し て,ソ フ トウ ェア研 究 会 では,前 述 の とお りの 調査 を

行 な ったが,こ の結 果 か ら さ らに次 の 事項 につ い て の検 討 が 進 め られ る よ う要請
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さ れ た 。

1.ソ フ トウ ェ ア 技 術 の 開 発

4

β

●

(1)新 しい思 想 に4・・とつ く ソフ トウ ェア技 術 の研 究 開 発

現 在:,研 究 開 発 され てい る ソ フ トウ ェア技術 の多 ぐは,基 本 的 な思 想 が 数

年 前 に開 発 され た もの で あ って,性 能 の レベ ル ア ップ,新 ハ ー ドウ ェア に対

す る ソ フ トウ ェ アの開 発 等 に 主力 が お か れ て い る。

しか しな が ら,今 後 の新 しい 情報 シス テ ム の需 要 に沿 うため に ,新 しい 思

.想 に も とつ くソ フ トウ ェ ア技術 に つ い て の研 究 開 発 が必 要 とされ る。

例:研 究 開 発 すべ きソ フ トウ ェ ア技術 の 方 向,研 究 体制 の あ り方 ,な ど

ト

▲

(2)・ ン ピ ューa・ ネ ・ トワ一 刀 ・liソフ トウ ェ ア の研 究 開 発

コ ン ピ ュー タ 利 用 の 進 展 と と も に
,コ ン ピ ュー タ を ネ ソ トワー ク に し て 利 用

用 し,ハ ー ドウ ェ ア お よ び ソ フ トウ ェ ア の 効 率 的 な 利 用 が 要請 さ れ て い る。 ま

た,社 会 ・公 共 情 報 シ ス テ ム は,広 域 か つ 階 層 構 造 を 有 す シ ス テ ム が 多 く
,複

数 の コ ン ピ ュ ー タ を ネ ッ ト ワー ク で 結 合 す る こ とが 要 求 さ れ る 。

こ の た め コ ン ピ ュー タ ・ネ ッ ト ワー ク 川 ソ フ トウ ェ ア と くに 異 機 種 の コ ン ピ

ュー タ を 接 続 す る た め の ソ フ トウ ェ ア の 研 究 開 発 が 必 要 と さ れ る と と も に
,高

度 で 複 雑 な シ ス テ ム を 統 括 し,ソ フ トウ ェ ア を 設 計 開 発 す る ソ フ トウ ェ ア ハ

ウ ス を 育 成 す る こ とが 要 請 さ れ る 。

■

例:コ ン ピ ュー タ ・ネ ソ トワー ク 用 ソ フ トウ ェ ア の研 究 開 発 ,シ ス テ ム 統 括 ソ

フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス の あ り方 ,育 成 力'法 な ど
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2.ソ フ ト ウ ェ ア の 流 通

(1)ソ フ トウ ェ ア 流 通 の 実 態 調 査

省 資 源 イヒ,省 力 化 か ら ソ フ トウ ェ ア の 相 互 利 川 を 促 進 す る こ とが 要請 さ れ

る 市場 で 流 通 し て い る ソ フ トウ ェ ア に つ い て,そ の 実 態 を 明 ら か に して 流 通

メ カ ニ ズ ム を 整 備 す る と と も に,ソ フ トウ ェ ア の メ ー カー お よ び ユ ー ザ ー に

お け る 販 売 ・購 入 の 意 欲 を 拡 充 す る こ と に 資 す る。
亀

例:内 外 の ソ フ トウ ェアの販 売,購 入,利 川 に つ い て の実 態 調 査

●

〔2)ソ フ トウ ェ7'流 通 の た め の方 策 の検 討

ソ フ トウ ェアを 流 通 す るた め に必 要 とさ れ る 方策 につ い ては,今 回 の調 査

で明 らか に され てい るが,そ の具体 化 に つ い て の検 討 が 必 要 とされ る。

例:ソ フ トウ ェ ア性 能 評 価 機 関 の 機 能,ソ フ トウ ェ ア 調 査 法 の あ り方,等

(3}サ ー ビ ス 部 門 と の 位 置 付 け

情 報 提 供 サ ー ビ 入 業,フ ァ シ リテ ィ マ ネ ジ メ ン ト ・サ ー ビ ス 業,コ ン

ピ ュ ー タ ・メ ン テ ナ ン ス 菜 箸 の サ ー ビ ス 部 門 の た め の ゾ フ トウ ェ ァ 開 発 を す

る と と も に,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス の 経 営 多 角 化 の 一・一環 か ら も独 創 性 の あ る

ソ フ トウ ェアを 開発 し,こ の/ウ ・ハ ウを 利 用 し てサ ー ビスを 行 な うこ とが考 え られ る。

例:サ ー ビ ス 用 ソ フ トウ ェア の 開 発,サ ー ビス 部門 の あ り方 とソフ トウェアの 問 題

(4)情 報 化 に関 す る一 般 的 問 題

ソ フ トウ ェア を初 め,情 報 化 全般 に係 る問題 として 次 の事 項 を検 討 し解 決

す る こ とが必 要 とされ る。

例:情 報 化 に係 る制度 ・慣習 の改 正,情 報 化 ・ソフ トウェア等 の一般的評価 の高揚,

情報処理技術 者の育成,処 遇問題 等

一一・4一
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2ソ フ ト ウ ェ ア 技 術

.2.1総 論

2.1.1ね ら い

情 報 化 社会 の進 展 に伴 い,コ ン ピュー タ の利 用 範 囲 は急 速 に拡 大,高 度化 の方

向 にあ る。 しか し,コ ン ピ ュー タ ・ハ ー ドウェ アは もち ろん で あ るが,ソ フ トウ

ェアに おい て は,先 進 諸 国 に比 べ大 幅 な 立ち遅 れ が見 られ,そ のギ ャソ プを いか

に短 期 間 に詰 め て い くか,抜 本 的 な対策 が必要 と され て きて い る 。

そ の ため,技 術 担 当 グル ー プで は ソフ トウェ アの体 系化 を試 み る とと もに,こ

れ を 基 に,将 来 の ソフ トウェ ア技術 のニ ーズ にっ い て ア ンケー ト調 査 を 行 ない,

さらに,主 要10シ ス テム に つい て,日 ・米 の ソ フ トウェ ア技術 のギ ャ ソプを抱

え,今 後 のわ が国 の研 究 ・開発 す べ きソ フ トウ ェ ア技 術 の 方向付 けを 行 な った 。

●

2.L2ソ フ トウ ェ ア の 体 系 化

従 来 か ら機 会 あ る ζ とに各 方面 で ソフ トウ ェアの体 系 化 が な され,利 用 され て

い る。

本 研 究 会 で は,こ れ ら を 参 考 に し各 委 員 の 共 同 討 議 の も と に,一 般 的 な ソ フ ト

ウ ェ ア の体 系 化 を 試 み る と と も に,こ れ に 基 づ き調 査 ・研 究 を 進 め る こ と と した。

本 研 究 会 で の ソ フ トウ ェ ア の範 囲 を 図2-1の よ うva,プ ロ グ ラ ミ ング ・シ ス テ ム

と,ア プ リ ケ ー シ ョ ン ・シ ス テ ム とに 分 類 し,さ ら に ア プ リケ ー シ ョ ン ・シ ス テ

ム を,ユ ー ザ ー'プ ロ グ ラ ム,ラ イ ブ ラ リ ー ・ル ー チ ンお よび 問 題 向 プ ログ ラ ム,

デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トの3つ に分 類 した 。ユーザー ・プ ログ ラ ム に っ い て

は,昭 和47年 度 「ソ フ トウ ェ ア研 究 会 」 で 取 り あ げ た次 の3っ の ユ ー ザ ー ・ プ

ロ グ ラ ム(シ ス テ ム)を ベ ー ス に検 討 を 行 な った 。

ω 経 営 組 織 体 に お い て 必 要 と さ れ る シ ス テ ム

(B>一 般 大 衆 向 け に必 要 と さ れ る シ ス テ ム

ー5-一



(C)各 部 門 に また が る システ ム

さ らに,そ れ ぞ れ ω にっ い て は経 営管 理 シ ステ ム,人 事 ・労 務 管理 シス テ ム

等11シ ステ ム,⑧ に つ い ては,環 境 情報 システ ム,労 働 情報 シス テム等8シ ス

テ ム,(C)vaつ い て は,流 通 情報 システ ム,行 政 情報 システ ム の2シ ステ ムを 取 り

あ げた。

2.1.3ア ン ケ ー ト調 査

ア ン ケ ー ト調 査 は,図2-1の ソ フ トウ ェ ア体 系 図 中 の ユ ー ザ ー ・プ ・グ ラ ム

を 開 発 す る と い う立 場 か ら プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム技 術,ラ イ ブ ラ リー ・ル ー

チ ンお よ び 問 題 向 プPグ ラ ム技 術,デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト技 術 の そ れ ぞ

れ に 今 後 どの よ うな 内 容 の 技 術 研 究 ・開 発 が 望 まれ るか に っ い て,主 要 ユ ー ザ ー

等 関 連 機 関 百 数 件 選 定 し発 送,30社 め 回 答 を得 た。

本 ア ン ケー トの 回 答 は,2.1.4で と りあげた10シ ス テ ム の ソ フ トウ ェ ア技 術 を 補

い,活 用 す る と と も に,整 理 せ ず に原 文 の ま ま 資 料 と して5章 の5.1に 添 付 し た 。

'

▲

■
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図2-1ソ フ ト ウ ェ ア 体 系

プ ロ グ ラ ン グ.

シ'フ、テ ム

制 御 プロ グ ラム

辿1言 浩11窃1フ'ロ グ ラ ム

言 語 プ ρ グラム

■

●

ソ ・

ウ

エ

ア

　 ロ

言 語 プ ロセ ッサ・一 コマン ド(OAI等)

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ フ ロ タ ラ ム

そ の 地

白

●

ア プ リ ケ ー シ ョン ・

シ ス テ ム

ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラ ム

ライ プラIJ-・Il・ 一 チ ン'

お よ び 問 題 向

フ ロ .ク'フ ム

'アー一 口 ・へ ー ス ・

マ ネ シンメ ノ ト

ω 経営 組織 体に おい て必 要 とされ る システ ム

].経営 管理 シ ステ ム

2.人 事 ・労 務管 理 シ ステム

3.会 計 ・経理 管理 システ ム
』4販 売管 理

シス テム

5,在 庫管 理 シス テ ム

6.物 流管 理 シス テ ム

7.研究 開 発 管 理 システ ム

8.特許 管 理 シ ステ ム

9.設備 管 理 シ ステ ム

10購 売 管 理 シス テ ム

11.生 産 管理 シス テ ム

12.そ の他 の シ ステ ム

旧)一 一般大衆 向 け に必要 とされ る システ ム

1、環境情報 システム6道 路 ・交通情報 システム

2労 働情報 システム7.医 療情報 システム

3.教育情報 システム&資 源有効利用情報 システム

4.防 災 ・防犯 情報 システム9、 その他 のシステム

5.税 務 ・保険情報 システム

◎ 各 部門 に また が る システ ム

1.流行情報 システム3.そ の他の システム

2.行政情報 システム

情 踊 計鯨 太 一[慧 塁㌫ ま璽,

経 営 科 学

エ ン ジ ニ アllン グ

シ ミ ュ レー シ ョ ン

イ
スケジュー リング

数 理 計 画

統計 ・予測(多 変lit解}斤等)

機械 ・電気

」墓籔

… ・ター ・隠i三 ㌶ .
フ ロク フム

そ の 他

汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・ プ ログ ラ ム

寸
統 計 ・情 報 検索 一7'Pグ ラ ム

1:}学 技 術 情 報 検 索 プPグ ラ ム

f吉報 検 索 川 会3郎`j.1'.「語

そC)他(モ デ リ ン グ等)
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2.2日 ・米 の ソフ トウ ェア技術 比 較

2.2.]ソ フ トウ ェア の ニー ズ と開発 の現状

今 後,わ が国 にお いて 重点 的 に開 発 が進 め られ るべ きソ フ トウ ェア につ いて

は,ま ず最 初 に官 公 庁,民 間,大 学 ・研 究 所 をとわ ず,い か な る ソ フ トウ ェ ア技

術 のニ ーズ が あ るか の把 握 が必要 で あ る と考 え た。

そ のた め に,は な はだ大 胆 な試 み では あ るが,ソ フ トウ ェアの適 用 分野 を次

に述 べ るよ うな10の 分 野 に分 け,そ れ ぞれ の 分野 で最 も必 要性 が 高い と思わ

れ る技 術 を6種(匿 麹 の部 分),さ らにそ れ に付 随 して必要 とな る と思 わ れ る関

連 諸 技 術 を 選び(吻 の部 分),そ れぞ れ を図 示 して み る こ と とした 。

次 に,ソ フ トウ ェ ア技 術 の 開発 に関連 す る と思わ れ る ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス,

ユ ーザー ,大 学 ・研 究所,メ ー カ ー の別 に,米 国 お よび わ が国 の それ ぞ れ の現

状 の評 点化 を試 みた 。

さ らに,適 用 分野 ご とに,こ れ らの開 発主 体 の現 状 を組 み合 わせ てみ る こ と

に よ り,国 全体 と しては どの程 度 それ ぞれ の領 域 が カバ ーされ て い るか を 図 示

してみ る こ とと した 。な ぜ な らば,そ れ ぞ れ の開発 主体 ご とに得手 ・不得 手 の

分野 が あ るこ とは む しろ当然 の こ とで あ り,差 し当 た りは,国 民 経 済 的 に も同

一 テ ーマ につ い て競争 的 に開 発 す る よ りは ,分 業 的 に共同 開 発 を 進 め た 方が よ

り得 策 と考 え られ るか ら であ る。

この場 合,た ん に発表 ず み の ア プ リケー シ ョン ・パ ッケ ー ジだ けを 問題 にす

るの では な く,可 能 な か ぎ りそれ ぞれ の開発 主 体 ご との現 在 の ソ フ トウ ェア開

発 能 力(例 えば 要員 派遣 に よる開 発 な ど)も 含 め て検 討 を行 な うよ うに し,不

完 全 なが ら一応 現 段 階 にお け る ソ フ トウ ェア開発 面 での スキ ルズ ・イ ンベ ン ト

リー の一一覧 もで き る よ うに心 掛 け てみ た 。

も と よ り,以 上 にあげ た よ うな分 野 は,本 来 そ の開 発 状況 を数 量 的 に表 現 す

るこ とはは なは だ困難 な分 野 で あ り,ま た各 委 員 の もつ 情報 源 や ・ミッ クグ ラ ウ

ン ドに よって い ち じる し く内 容 が制 約 され る分 野 で もあ る。 そ れ に もか かわ ら

ず,あ え て この よ うな大 胆 な ア ブ ・一 チを試 み た のは,図 式化 す る こ とに よっ

て,わ れ わ れの問題 意識 が よ り明確 に な り,こ の問題 を め ぐって よ り多 くの デ
ー ト

■



イス カ ッシ ョンが な され る きっか け と もな れ ば と考 えたか らで あ る。

大 方 の積 極 的な ご批 判 と建 設 的 な ご助 言を いた だ き,こ の試 み と現 状把 握 を よ

り適 確 な もの と し,さ ら に 将 来 へ の よ り効 率 的 な ソ フ トウ ェ ア開 発{水 制 へ の 一一

助 と もな れ ば大 変 幸 いで あ る 。

■

●

▲

■

2.2.2日 ・米 の ソ フ トウ ェア ・ニーズ と開発 の特徴

以 上 の調 査 を通 じて きわめ て特徴 的 で あ った こ とは,各 分野 を 通 じて,汎 用

デー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジメ ン ト ・シ ステ ム,言 語 プ ・グ ラム,通 信制 御 プ ・グ

ラム,モ デ リング,簡 易 パタ ー ン処理 用言 語 プ ・セ ッサ ーな ど に関 す るソ フ ト

ウ ェ ア開発 の ニーズ が 非常 に高 い とい うこ とで あ った 。(図2-2)

これ か ら推測 され る こ とは,現 時 点 で は各 ユーザ ー から,デ ー タ ・ベ ー スを

比較 的簡 単 に組 成 ・検 索 ・更 新 が で き,と くに検索 に 関 して は,ノ ン ・EDP

の ユー ザー 部 門 の 人 々で も,簡 単 に これ らの データ ・ベー ス を使 って,TSS

また は会 話 モー ドで検 索 や モ デ リン グ ので きる ハイ ・レベ ル の言語 プ ログ ラム

の開発 が早 急 に望 まれ て い る とい うこ とで あ ろ う。 この場 合,時 系列 デー タや

図表 な どの アウ トプ ッ トのた め に,簡 易 パ ター ン処 理 用 言語 プ ロセ ッサ ーが あ

れぽ な おベ タ ーだ とい うこ とにな ろ う。

日 ・米 の ソ フ トウ ェア開発 の現 状 に関 しては,総 じて米国 の 方 が進 ん で いる

とい う印 象は ぬ ぐえな い 。 と くに,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス,ユ ー ザ ー,大 学 ・

研究 所,メ ー カ ー と各 開 発 主体 ご とに個別 に見 てみ る と日本 の 方 が進 ん でい る

分野 が あ っ て も,こ れ らを総 合 した米 国 また は 日本 全 体 とい うレベ ル で比 較 を

す る と,全 般 に米 国 の 方が それ ぞ れあ い補 って バ ランスが とれ た 形 に な っ てい

る分 野 が多 い 。(図2-一 一3)

そ れ ぞれ の得 手 を生 か した 社 会 的分 業体 制 の下 に.全 体 と して ユーザ ー の ニ

ー ズ に こた え る こ とが で きれ ば ,無 駄 な重 複 投 資 や開 発体 力 を 省 け る とい う点

で よ り経 済 的 で もあ り,こ の点 は 今後 のわ が国 ソフ トウ ェ ア開発 に課 せ られ た

研究 課題 の 一一つ とい え よ う。
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2-2シ ス テ ム別 ソ フ トウ ェ ア 技 術 の ニー ズ
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、【図2-2～ 図2-13の 見 方 】

a.図2-4～ 図2-]3の 見 方(例 を 参 照)

(1)の 必 要 な ソ フ ト ウ ェ ア技 術 図 の見 方

(Dソ フ トウ ェ ア 技 術 と し て取 りあ げ たMa]～24,25の 技 術 は,図2-

]の ソ フ トウ ェ ア体 系 図 の プ ・ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム(%1～5ま で),

ラ イ ブ ラ リー ・プ ロ グ ラ ム お よび 問 題 向 プ ロ グ ラ ム(%6～19ま で),

デ ー タ ・べ ー マ ・マ ネ ジ メ ン ト(%20～ ・24,25)の 各 ソ フ トウ ェ ア技

術 で あ る 。

(ID各 ソ フ トウ ェ ア技 術 項 目(/1S.1～24.25)の 下 の け ん盤(長 方 形)状

の 図 は,

a.最 も硬 性が高い と思われ る技術を6種 類 醗Sの 醐

b.さ ら耐 堕 し磁 要 ・思われ る醒 技術 〆 の治

・.麟 の部分の枝輪 どは峻 酷 強 くない技術…墨 の部分

・.〆 の部分の枝輪 ど賊 難 が弓重くない鮪 一雨 の紛

を 表 わ し て い る 。

(2)の 日 ・米 の ソ フ トウ ェ ア 開 発 技 術能 力 比 較 図 の 見 方

(i)日 ・米 の ① ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス,② ユ ー ザ ー,③ 大 学 研 究 所,

'④ メーカ ー の4つ の ソ フ トウ ェ ア 開 発 主 体 別 に ,(1)で 選 ん だ6種 類 の最

も必 要 と思 わ れ る技術(懸 蓬藷の部 分)vaつ い て,そ の開発 能 力 を5点 法

で評価 す る と と もに ⑤ で 現状 の効率 的 な開 発 主体 の組 合 せ能 力(ψ の

右図)を 把 えた 。な お ⑤ の評 点 方法 は,組 合 せ た幾 つか の開 発 主体 の評

点 の最 大 の もの を と った 。

(iDな お,六 角 形 の各6つ の頂 点 の 数字 は,選 定 した6種 類 の ソ フ トウ ェ

ア技 術(醸 翻 の 部分)の%で あ る。

b.図2-2シ ス テ ム別 ソ フ トウ ェア技 術 の ニーズ 図 の見 方

(i)こ の図 は,図2-4～ 図2-]3の10シ ステ ム の(1)の 図 を と りま とめ た

もので あ る。

-13一



図 の 説 明 は,aの(1)を 参 照 し て 下 さ い 。

、.図2-3シ ス テ ム 別Eヨ ・米 の ソ ・ トウ ・ ア 開 発 技 術(・ 関 す る 現 状 の 効 ♪キζ

的 な 組 合 せ 能 力 図 の 見 方

(i)。 の 図 は,図2-4～ 図2-13の1・ シ ス テ ・ の(2)の ⑤ 現 状 の 効 率ll勺

な 開 発 主体 の 赤船 せ 能 力 を 取 拙 し た も の で あ る・ 図 の 見 ノゴは,・ の(2)を

参 照 して下 さい。 4

'

`

◆
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A経 営 管 理 シ ス テ ム

A・1.必 要 な ソ フ トウ ェア 技 術 「

経営 管 理 システ ムに最 も重要 と考 え られ る基礎 技 術 の分 類 にっ い ては,次 の基

準 に ょる こ と と した 。

A.1.1言 語 プ ロ グ ラ ム

経 営 管 理 分 野 に お け る言 語 は,

a.汎 用 言 語(COBOL,PL/1,etc・)

b.経 営 管 理 の た め の 専 用 言 語

(IBMのMOTIL,etc.)

c.コ ン パ イ ラ ・コ ン パ イ ラ

(利 用 者 が 自分 の 使 い た い 言 語 を 定 義 す る こ と に よ り,そ の 言 語 を コ ン パ

イ ル す る コ ンパ イ ラ)

d.各 種 モ デ ル ・ビル デ ィ ン グ の た め の言 語

(モ デ ル を そ の ま ま の 形 で記 述 す る こ と が で き る言 語)

に 分類 で き る 。

項 目 「a」 は,こ こ2～3年 傾 向 は 特 に変 わ ら な い と思 わ れ る が,項 目 「b」

は,デ ー タ ・ベ ー ス との 関 連 も含 め て 力 を 入 れ て い く分 野 で あ ろ う。

.更 に,項 目 「d」 にっ い て は,目 的 別 とい う よ りも む し ろMDS(Management

DecisionSystem)の よ うに 汎 用 モ デ ル に記 述 を可 能 にす る方 向 に 力 を 入 れ る

必 要 が あ る 。

亀

●

i

6

A.1.2統 計処 理

統 計 解析(例 えばBMDな ど)を 主 体 と した ア プ リケー シ ョン

■1.3統 計 予 測

時 系 列 デ ー タ を も と に将 来 予 測 を 主 体 と した ア プ リケ ー シ ョン

ー16一
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図2-41A経 営 管 理 シ ス テ ム
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A.1.4汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シス テ ム

デ ータ ・フ ァ イ ル の 生 成,更 新,修 正 を 主 体 と し ,ホ ス ト言 語'を 別 に も つ ア プ

リケ ー シ ョ ン

A.2日 ・米 の ソ フ トウ ェア 技 術 比 較

A.2.1言 語 プ ロ グ
.ラ ム

山 ユ ー ザ_

(i)米 国

D…dM.Ahl・,の 構 の も ・でB、nk。;、T,u、 、で 作 られ た 、AL

(InvestmentAnalysisLanguSge)は プ ロ グ ラ マ ー以 外 の 人 で も使 用 可

能 な ラ ン ゲ ー ジ で あ る。'

② 大学.研 麺

a)米 国

ダー トマ ス 大 学 でTSS用 に 開 発 さ れ たBASICが 広 く使 用 さ れ て い る。

③ メ ー カ ー

(i)米 国

IBMのIversonが1962年 に発 表 したAPL(AProgra㎜ingLan-

9tlag,s)の 会 話 型 の もの も か な り使 用 さ れ て い る 。

(4)コ メ ン ト

'現状 で は ま だ
コ ン ピ ュ ー タ 部 門 以 外 の ス タ ッ フ に と って 必 ず し も使 い や す

一18一
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い とい う段 階 に は い た っ て い な い 。特 に 日本 の場 合
,米 国 か らの 直 輸 入 が 多 く

く,今 後 は 日本 語 を ベ ー ス と した 使 い や す い 言 語 プ ロ グ ラ ム が 望 まれ る 。

A.2.2統 計 処 理 プ ロ グ ラ ム

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(i)米 国

OomPuterCo「P.で 開 発 したMAC/RAN皿 が あ る 。

(2)ユ ー ザ ー

(D日 本

三井金 属鉱 業 のSRWが あ る。

(3)木'学 ・研 究 所,

(i)米 国

UCLAで 開 発 さ れ たBMDは 多 くの メ ー カ ・一の ア プ リケー シ ョン と して

広 く使 用 さ れ て い る 。'・

(ii)日 本

統計数理研究所 で開発 された数 量化理論 プログラムが質的 データの解析

に 良 く用 い られ て い る 。

.(4)メ ー カ ー

(i)米 国

IBMで 開 発 さ れ たSTAT/BASIC,SL-MATH,GEのSTAT-

SYSTEM,UNIVACのSTAT-PACKな ど が あ る 。

(旧 日 本

日大 ユ ニ バ ソク のAMAS(ApplicationofMarketResearchSystem)

や 日本IBMのCOMPA(CcrnponentAnalysis)は 数 量 化 理 論 の ア プ リ

ケ ー シ ョンで あ る 。

BMDに 類 した も の と し て富 一七通 のQUNTAS,sTAT,MUI.vA(Multir

-ig -t



VariateAnalysis),日 立 製 作 所 のHASP(HitachiStatisticalAppli-

cati。nP,。g,am),三 菱 電 機 のMSL(Mit・ubi・hiS・ ・ti・ti・ ・ILangu-

age)な ど が あ る 。

(5)'コ メ ン ト

。の種 の アプ リケ ーシ 。ンの殆 ん どが類似 して 袖 その大 部 分 が メー カ

ー で 開 発 さ れ て い る 。

この 分 野 で は,日 ・米 に あ ま り差 が な い と思 わ れ る 。

A.2.3統 計 予 測

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(i)米 国

LambdaCorp.の 提 供 す るTIMESが あ り,BOX-Jenkins型 の 時系 列

デ ー タ の最 適 予 測 に 向 い て い る 。

㈹ 日 本

開 発 セ ンタ ー のJESSK(JERCEconometricSimulationSystem

byKCC)・KEMP(KCC
.E・ ・n・m…i・MOd・li・9『 ・・9…)お よび 謹

総 合 研 究 所 のFES(ForecastingEconometricSystem)が あ る 。

(2)ユ ー ザ ー

(i)日 本

日 本 開 発 銀 行 で 開 発 し たKEMPE(KaiginEconometricMethod'

ProgrambyFujitsu)が あ る 。

(3)メ ー カ ー

(i)米 国

計 量 モ デ ル 用 と し てBurroughsのTEMPが あ る 。

●

冒

▲

4

(iD'日 本

計 量 モ デ ル と し て 日 大IBMのFAMS(Forecasting&ModelingSystem),

・-20一
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、

日 本 ユ ニ バ ソ ク のCOMET(ComputcrOrientedMobelbyEconometric

Technique),日 立 製 作 所 のHEAP(HitachiEconomeiricAnalysis

Program)が あ る 。

時 系 列 予 測 の プPグ ラ ム と し て は 富 士 通 のTIMS(TimeSeries

Analy・i・),PAS-1(P・ ・i・di・IAnaly・i・Sy・t・m)

TAFT(TimeAndFrequencyTimeSeriesAnalysis)日 本 電 気 の

GPFS(GeneralPurposeForecastingSystem),CENSUS,

FIRMSI(ForecastingInfoimationRetrieval&Management

System),東 京 芝 浦 電 気 のFORECASTER,三 菱 電 機 のMPA-1・

皿 な ど が あ る 。

(4)コ メ ン ト.

こ の 分 野 で は,米 国 よ り 日 本 の 方 が む し ろ 進 ん で い る と 思 わ れ る 。 た だ し

予 測 の 対 象 お よ び 目 的 に 応 じ た シ ス テ ム へ の ア プ ロ ー チ は,米 国 の 方 が 進 ん

で ・い る と い え よ う 。

●

⑨

A.2.4汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

InformaticCorp.で 開 発 し たMARKIV,Application80ftware

Corp.のASI-ST,SDCのCDMS,DS丑,AuerbachのDMIが あ

る 。

ω)日 本

協 栄 計 算 セ ン タ ー で 作 ら れ たSIMPS(SimpleandINfiiemonicTime

ProcessingSyst .em)が あ る6

一一21-一



② ユ ー ザ ー

(i)日 本

四 国 電 力 のEMERS(EasyManagement&ExecutiveRcporting

System)が あ る 。

③ メ ー カ ー

(i)米 国

UNIVACのDMS-1100(DataMangementSystem),IMS-

8,IBMのIMS,GEのIDS(lntegratedDataStore),Burroughs

のDMS,CDCのMARSVI(MultiAccessRetrievalSystem)な ど

数 多 ぐ 開 発 さ れ て い る 。

ω`日 本

富 士 通 のFMS,STAFF,INIS(IntegratedInformation

System),RICS(Rea1TimelntegratedControlSystem),

RAPID(Retrieval&PrOductionforIntegratedData),

日 本 電 気 のCISS(ConsolidatedInformationStarageSystem),

三 菱 電 機 のFMS,DMS,日 本 ユ ニ パ ッ ク のFORIMS(FORTRAN

OrientedInformationManagementSystem)が あ る 。

1:4)コ メ ン'ト

日 本 で は,メ ー カ ー で 作 っ て い る も の が 中 心 で あ る 。 わ が 国 で は ま だ 米 国

程 広 く使 わ れ て い な い た め,今 後 で き る だ け 早 い 時 期 に ユ ー ザ ー が 増 え,そ

の 使 用 経 験 が メ ー カ ー に 反 映 さ れ る こ と が 望 ま し い 。

4

●

`

4

A.2.5統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

ConsolidatedAnalysisCentersで 開 発 し たQwIcKQwery・

-22一
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■

Infodatasystemsで 開 多Eし たINQuIRE,MechallicsResearch

Centerで 開 発 したDATANS(DataRetriiena1&Analysis),

SoftwareAGで 開 発 したADBASな ど が あ る 。

ω 日 本

三 菱 総 研 で 開 発 したMCC,KWOCが あ る 。

(2)メ ー カ ー

(D米 国

IBMで 開 発 した も の にGISが あ り 人事 検 索 な どに 良 く用 い られ て い

b.GEのFLE]〉(MIS・MAPも ・ の 種 の ア ブ ・ケ ー シ ・ ンで あ る ・

ω 日 本

富 士 通 のDISP,日 立 製作 所 のSELDAM(SelectiveData

Management),DRS(DocumentRetrievalSystem)・

東 京 芝 浦 電 気 のCHIC(ChainInfo「mationCont「ol)'

日 本 電 気 のNL/1。FIRSTが あ る 。

(3)コ メ ン ト

種 々 の アブ。リ ケー シ ョンが 開 発 さ れ て い る が,演 算 機 能 や パ フ ォ ー マ ン ス

の 件 で 若 干 問 題 が あ る 。

A.2.6モ デ リ ン グ

(1)L－ ザ ー

(D米 国

USSt・ ・1のGASP ,(G・ …alA・ti・itySim・1・ti・ ・P・ ・9・am)

が あ る 。

(2)大 学 ・研究 所

一'23



(D米 国

MITで 開 発 したDYNAMO(DynamicModel)は 動 的 に変 化 す る

モ デル の作 成 に使 用 で き る 。

⑧ メ ー カ ー

(D米 国

シ ミ ュ レー シ ョ ン言 語 と して は,IBMのCSMP,GPSS,SIMP

L/1,GEのDYSIM(Dynami・Sim・1・t・ ・),RANDC・ ・P.のSI

MSqRIPT,SIMUI.Aな ど が あ り,一 一方方モ デ リン グ言 語 と して は

IBMのBUDPLA.N,GEのPA-300な ど が あ げ ら れ る 。

ω 日 本

富 士 通 のGPSS/60,SOLF(SimulationOrientedLangnage-

FORTRAN),ADSL(AnaloguetoDigitalSimulationLanguage)

日 本 電 気 のGPSK,GPS－ 団,POESY,日 立 製作 所 のDDS

(DigitalDynamicSimulator),SIMTPANllt日 本 開 発 銀 行

のSMAPが あ る 。

(4)コ メ ン ト.

シ ミ ュ レー シ ョ ンの 分 野 で は,GPSS,SIMSCRIPT,CSMP

が 広 く使 用 さ れ て お り,わ が 国 の メ ー カ ー で もか な り製 作 さ れ て い る 。

一一方
,経 営 財 務 関 係 の モ デ ル を 記 述 す る の に便 利 なIBMのBUDPLAN

の よ うな もの も,最 近 日本 で も作 られ,始 め て い る 。

な お,以 上 の 各 種 開 発 ソ フ ト ウ ェ ア を 次 表 に と り ま とめ た 。
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B 物 流 管 理 シ ス テ ム

B.1.必 要 な ソフ トウ エア技術

物流 管 理 システ ムは,大 き く分 け て2っ に分 類 で き る 。一 つは,物 流政 策,物

流 体 制 を決 定す るた め の戦 略 段階 に使 用す る もの と,物 流の運 用 面 に お け る実 施

段 階 での システ ム で あ る 。

物流戦 略 と して は,物 流 ネ ソ トワー クの形 成 を い か にす べ きか,こ れ は サ ー ビ

ス水 準 と物 流 トータ ル ・コス トとの トレー ド ・オ フ問題 として取扱 われ る。

物流 運 用 面 におけ る シス テ ム と しては,物 流 諸 機 能(輸 送 ・保管 ・荷 役.包 装

.通 信)を 中心 と した運 用 効 率 を 扱 うシス テム,例 えば,販 売在 庫管 理,倉 庫管

理(自 動 倉 庫),輸 送 ・配送 計 画 な どで あ り,関 連 シス テ ムの受 ・発 注 管理,顧

客 管理 な どを も包含 す る。

これ まで の ア ブ ・一 チは,物 流運 用 面 の個 々の サ ブ ・シス テ ム としての ア プ ロ

ー チで あ り,ユ ーザ ー ・オ リエ ンテ ソ ドな シス テ ム として数 多 く開発 され て来 て

い るが,米 国 は物 流 トー タル ・シス テ ム志 向 か らの ア ブ ・一 チが多 く一貫 性 を 常

に 目標 と して い る。 日本 の現 状 は,こ れ ら物 流 のサ ブ ・システ ム個 々の開発 段 階

に あ り,運 用 面 に お け る物 流 トータ ル ・シ ステ ムは今 後 の早 急課 題 と して取 り上

げ られ てい る 。一 方,物 流戦 略 レベル で の シス テ ム ・ア プ ローチは,日 本 で実施

され て い る ケー スは ほ とん どな く,米 国 におい て も,ア プ リケー シ ョン として確

立 され てい る ものは 数少 な く今 後 の 大 きな課 題 の一 つで あ る。

前述 し'た如 く日 ・米 の格差 が大 き く,日 本 の立 遅 れ の原 因 は,ハ ー ド面 す な わ

ち ・・レチ ゼー シ ・ン,・ ンテ ナ リゼー シ 三ンの実姉 際 す る標 靴 が な されて い

な い こ と,日 本 の都 市交 通,地 価,環 境 問題 な どか ら くる特 殊事 情 の制 約 な どで

あ り,ハ ー ド面,政 策 面,シ ス テ ム面 か らの総 合 的 な ア プ ロー チ が必要 で あ る。

物流 管 理 システ ム の コ ン ピ ュー タ ・ア プ リケー シ ョ ン開発 に関す る基礎 技 術 に

重点 を 置 いた 場合,最 も重要 と考 え られ る分類 と して次 の基 準に従 って考 察す る。
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B,1.1通 信 制 御 プ ・ グ ラ ム

物 流 運 用 面 に お け る物 流 トー タ ル ・シ ス テ ム の制 御 プ ・ グ ラ ム の 中 心 は,通 信

制 御 で あ り,受 注 か ら 出 荷 ま で の 管 理 は オ ン ライ ン ・コ ン ト ロー ル が ど う して も

必 要 で あ る 。

■
B.1:2シ ミ ュ レー シ ョ ン

待 ち 行 列 理 論 の シ ュ ミ レー シ ョ ン言 語,ま た 動 的 シ ミ ュ レー シ ョ ン言 語 な ど の

汎 用 シ ミ ュ レー シ ョ ン言 語 。

物 流 オ リ エ ンテ ソ ドな シ ミ ュ レー シ ョン ・プ ロ グ ラ ム 。

B工3ス ケ ジ ュ'一 リン ク

物 流 の ネ ッ トワー ク 形 成 お よび 輸 送 ・配 送 の ス ケ ジ ュ ー リ ン グ な ど の ア プ リケ

ー シ ョ ン
o

R1.4数 理 計 画' ,j

供 給 地,需 要 地 間 の配 分 問題 お よび最短 路問題 な どに使 用 され る線 形 計 画 法 の

ア プ リケー シ ョン。

B.1.5統 計 予 測

売 上 げ デ ー タ な ど時 系 列 デー タを 基 本 に した需 要 予測 お よび 在 庫 予測 な どの ア

プ リケー シ ョン。

B.1.6汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト

物 流 トー タ ル ・シ ス テ ム を 形 成 す る た め の 中 心 とな る在 庫,製 品 価 格,受 注,

顧 客 信 用,輸 送 関 連 な ど の各 フ ァ イ ル を 一元 的 に生 成 ・更 新.修 正 を 容 易 に お こ

な え る フ ァ イ ル ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム 。
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B.2日 ・米 の ソ フ ト ウ ェ ア 技 術

B2.1通 信 制御 プ ログ ラム

オ ン ライ ンに よる物 流 トー タル ・シス テ ム化 は 今後 と も シス テ ム化 の中心 とな

っ て発 展 して行 くと考 え られ る。従 来 はIBMのBTAMな ど基 本機 能 に よ り通

信 制 御 プ ログ ラムを作 成 しな け れ ばな らな か った が最 近 は そ の パ ッケー ジ化 が行

な われ てい る 。

米国 では ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス,コ ン ピュー タ ・メー カー が主 体 で あ り,日 本

で は メー
.カーのみ で あ る。.

(1)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス

(D米 国

Cinc㎝Sy、t。ml。 。.のENVIRON1,P,。9,ammi。gM。tfi。d

Inc.のINTERCOMMな どOn-lineFileManagementSystemか

ら の 指 向 で 開 発 さ れ て い る 。 ま たMcDonellDouglasAutomationCo.

Boei㎎'ComputerServicesInc.な ど も標 準 化 して い る よ うで あ る 。

(ii)日 本

日本 に お け る ソ フ トウ ェ ア ・メ ー カ ー は 通 信 制 御 プ ロ グ ラム に 関 して の

開 発 は 全 くな く,メ ー カ ー に依 存 して い る。

② メ ー カ ー

(D米 国

IBMのCICS,UNIVACのTIPが 代 表 的 な もの で あ る 。

(ii)日 本

日本 に お け る通 信 制 御 プ ・ グ ラ ム の パ ッ ケ ー ジ 化 の 最 初 は 富 士 通 のCOP

で あ り,そ の 後 日立 製 作 所 のTMSが 開 発 さ れ て い る 。

B.2.2シ ミ ュ レー シ ョ ン

物 流 の シ ス テ ム 化 に お け る シ ミ ュ レー シ ョ ンは,倉 庫 立 地 問 題,自 動 倉 庫 設 計,

-30-
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在 庫 管 理.共 同 配 送 の効 果 測 定 な ど 非 常 に 多 く利 用 さ れ る 。 これ ら に利 用 可 能 で

あ る 汎 用 の シ ミ ュ レー シ ョ ン言 語 も 非 常 に数 多 く開 発 さ れ て い る 。

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(i)米 国

離 散 型 の シ ミ ュ レー シ ョ ン言 語 と して は,NorwegianC㎝puting 、

CenterのSIMULA,RANDCorp.のSIMSCRIPT-1¶

SystemDevelopmentCorp.のSIMPAC,CaliforniaAnalysic

CenterのSIMSCRIPT1.5な ど そ の 他 に も まだ あ る 。

連 絡 系 の もの と して,MartinCorpのDAS,Wright-Patterson

AirForceのMIDAS,ScientificDataSystemのDES-1な ど

が あ り,物 流 オ リ ェ 汚 ・ ぱ も の と し て,B・ei・gC・mp・ …S…ice・

のTransportationSystemSimulatorな どが あ る 。

ω 日 本

日本 に お い て は ほ とん ど開 発 さ れ て お らず,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス と し

て は 受 託 に ょ る モ デ リ ン グ が主 体 で あ る 。

(2)ユ ー ザ ー

(i)米 国

離 散 系 と して はU.S.SteelのGASPに 代 表 され,連 絡 系 と して は

LockeedのDAIDAS9,ComairInc.のASTRALが あ る 。

(旧 日 本

東 レエ ソ ジ ニ ァ リ ン グが 開 発 した 離 散 ご連 続 両 用 の シ ミ ュレー シ ョン言

語 を 開 発 して い る が,そ の 他 は ほ と ん ど 自 社 用 に 単 発 に モ デ リン グ'し て シ

ミ ュ レー トし て い る 。(在 庫 関 係 の シ ミ ュ レ ー シ ョ ン が多 い)

(3)大 学 ・研 究 所.

(i)米 国

離 散 系 と し ては コー ネ ル 大 学 のCLP,MITREのFORSIMIV,

CarnegeInstituteofTechnologyのQUICKSCRIPT,Bristol
●
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CollegeofSceince&TechnologyのSIMPACが あ り,連 続 系 と し.

て はMITのDYNAMO,UnitecdofWisconsinのDYSAC,

FORBLOCI,ア リ ゾナ 大 学 のDAREI～Nな どが あ る 。

ω 日 本

研 究 は な さ れ て い る が 確 立 さ れ た .もの は な い 。

(4)メ ー カー

(i)米 国

離 散 系 と し ては,IBMのGPSS,BurroughsのSOL,連 続 系 と し

て は,IBMのCSMP,DECのCSSLが あ る 。 そ の 他 オ リジ ナ ル

で は な いーが 洛 メ ー カ ー}まGPSS,SMSCRIP,DYNAMOな ど

を 開 発 して い る 。

物 流 オ リエ ン テ ッ ドな シ ミ ュ レー シ ョ ン と して は,IBMがArbitrage

M。 。ag。men・C。.と 醒 したDSS(Di…ib・1…S・ …mS・m・1・ …)

が あ り,デ シ ジ ョ ン テ ー ブ ル 形 式 の も の で 物 流 ネ ッ ト ワー⑳ク の シ ミュ レー

シ ョ ンを 行 な う も の で あ る 。

ま た,物 流 の シ ス テ ム 化 に 対 して は,欧 州 が 非 常 に発 達 し て お り,西 独

IBMと 欧 州 の食 品 会 社 とで 共 同 開 発 したDIOS(Distri'butionIn-

formationandOptimizationSystem)が あ り,こ れ も物 流 チ ャ ネル の

分 析 を 目 的 と した も の で あ る 。

(iD日 本

日本 臨 い て オ リジ ナ・レな朋 シ ・。 レー シ ・ン言語 は ほ とん ど開発 さ

れ てい ない カ㍉ 離 散 系 と して富 士通 のGPSS,SOL,SOLF,日 立

のGPSS,SIMTRAN,東 芝 のGPSS,SIMSCRIPTな ど

が あ り漣 続 系 として は,富 士 通 のADSL,DYNAMO・ 日立製 作所

のDDS,東 京 芝浦 電 気 のCONSALな どがあ る。

物 流 オ リエ ンテ 。 ドな シ ・ 。 レ一夕は ほ とん ど開発 さ れ てい な い が・石

油製山 送 のための傭船計画 タ ンク設o竜の規模 な どを 目的 としたso-
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PHIAを 富士 通 が開 発 して い る 。

B.2.3数 理 計 画

物 流 ツ ステ ムにお け る数 理計 画 は 非常 に多 用 され得 る もの であ る 。工場,デ ポ

間 の配 分 モデ ル,最 短 路 問題,倉 庫 立 地 モ デル な どに利 用 さ れ る。

数 理 計画法 の 中 で線 型計 画法 は 非 常 に す ぐれた汎 用 プ ログ ラムが 開発 され てい

る。

(1)ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス

(D米 国

代表 的 な ものはBonnere&MoorのFMPSで あ り,各 コン ピュー タ ・

メ ー カー の オ リジナ ル とな って い る場 合 が多 い 。

㈹ 日 本

日本 ソ フ トウ ェアがNIPS1～2を 開発 して お り整数 計 画 法 も含 ん で

い る。 また,倉 庫 立 地 計画 専 用 の線 型 計画 法 として三菱 総 研 がCFLPを

開発 して い る 。

(2)メ ー カー

(D米 国

IBMは,MPSX,CDCがOPHEI・IEI[と 非 常 に優 れ たMを

開 発 して い る 。 そ の 他 にUNIVACがFMPS・.,BurroughsがTEMPO

な ど を 開 発 して い る 。

(li)日 本

富 士 通 のMPS,LIPS,日 立 製 作 所 のHM
.PS,'東 京 芝 浦 電 気 の

TLP,NETWな ど が 開 発 さ れ 》(い る 。

B.2.4統 計'予 測

物流 におけ る需 要 予測 は特 に重要 な位 置を 占め る。輸 送 計 画.在1車 計 画 は 全 て

需要 予測 の適 否 に ょ りその 精 度 が決 定 される 。 しか し需 要 予測 の精 度 を 上 げ るの
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は 非常 にむ つ か しく確 立 され た手 法 はな い とい って よい。 そ れ散 開発 されて い る

ものは手法 の ・・ッケー ジ とい 腰 勃 ・強'い.ま た物 流 システ ム の場 酬}要 予 測 が

独 立 して存 在 す る もの で な くシステ ム の中 に組 込 まれ てい る ものが 多 い 。

(1)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス

(i)米 国

LambdaCorp.TIMESが あ り時 系 列 デー タの た めの 予測 で あ る。

(旧 日 本

日本 に おい て特 筆 す べ き需 要予測 の プ ・グ ラムは今 の とこ ろない 。

(2)メ ー カー

(D米 国

短 期 需要 予測 を組 み 込 んで い る在 庫 管 理 シス テ ム としてIBMのIMPACT,

UNIVACのWICSが ある。.

複 数 デポ に対 す る在 庫 配分 を 目的 とす るCOGSがIBMで 開発 さ れ て

い るが,こ のサ ブ ・システ ムで あ る短 期 需要 予 測COGSrForecasting .

が あ る。

また 西独IBMで 開発 されたDIOSは 中期 お よび短 期 需 要 予測 が組 込

まれ てい る。

(の 日 本

時系 列 デー タ の 調整 お よび 予測 を 行 な うパ ソケー ジ と して富 士 通 のTI-

MS,FORECAST,東 京芝 浦 電気 のFORECASTER,日 本 電

気 のGPFS,FIRMSIな どが あ る。

その他,各 社 単 一手法 の システ ムを 持 ってい る。

B.25汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト

物 流 トー タ ル ・シ ス テ ム を 志 向 す るた め に は 一一元 的 な 情 報 の 管 理 が 必 要 で あ る。

そ れ に は デ ー ター マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ステ ム の 確 立 とオ ン ラ イ ン ・シ ス テ ム 化 が ど

う し て も必 要 に な っ て 来 る汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ステ ム は ソ フ トウ エ ア
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ハ ウ ス
,メ ー カ ー が 主 体 》さ開 発 され て い る 。

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

ApplicationSoftwarelnc.のASI-ST
,lnformaticsのMARK

IV,CincomSystemのTOTALな ど が 著 名 な も の で あ る
。

(ii)日 本

日本 で は ほ とん ど開 発 さ れ て お らず ,協 栄 計 算 セ ンタ ー が 開 発 した

SIMPSが あ る 。

(2)ユ ー ザ ー

(i)米Ei団

B.F.Goodrichが 開 発 したIDMSが 特 筆 で き そ の 他 は み るべ き もの

は な い 。

(の 日 本

ほ と ん ど開発 さ れ て い な い が ,ReportGeneratorの 色 彩 の濃 い 四 国 電

力 のEMERS,鉄 鋼 専 用 の 日本 鋼 管 のNAQUIsが あ る 。

(3)大 学 ・研 究 所

研 究 は な さ れ て い る が 汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム と して は
,日

・米 と も見 あ た ら な い
。

(4)メ ー カ ー ..

(D米 国

ほ とん どの メ ー カ ー が 開 発 して お り
,IBMのIMS,HISのIDS,

UNIVACのDMS,BurroughsのDM6700
,CDCのMARSIV

な ど が あ る 。

(ii)日 本.

富 士 通 のRAPID,FMS,STAIF,日 本 電 気 のCISS
,日 立

製 作 所 のSELDAM,ユ=・ ミック総 研 のFORIMSな どが あ る
。
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B・3ま と め

物 流 シ ス テ ム化 に お け る基 本 技 術 の 日 ・米 間 の各 差 は 非 常 に 大 き い 。 特 に ス ケ

ジ ュー リ ング 技術 に 関 し て顕 著 で あ る 。 物 流 シ ス テ ム化 は トー タ ル 志 向 が 絶 対 に

必 要 で あ る。 即 ち 顧 客 お よび 在 庫 サ ー ビ ス水 準 と物 流 トー タ ル ・コ ス トとの ト レ

ー ド ・オ フ 問 題 と し て の ス ケ ジ
ュ ー リン グ を 志 向 しな け れ ば な ら な い。

これ に 対 す る ア プ ロー チ は
,層OptimizeMethodに よ る ア プ ロー チ は 不 可 能 で

あ る と考 え ら れ,HeuristicMethodに よ る ア プ ロー チ が 絶 対 必 要 で あ る
。 日本

でのHeuristicア プローチは ま だ 導 入 期 に あ り今 後 の 問 題 で あ る。需 要 予 測 の 困 難 さ'

は 衆 知 の通 りで あ る が,今 後 の 課 題 と してProductLifeCycleのSim
ulation

ま た は シ ス テ ム の確 立 が 必 要 とな っ て 来 る で あ ろ う
。更 に 日 ・米 の格 差 を 大 き く

して い る の は 物 流 シ ス テ ム発 展 の バ ック グ ラ ウ ン ドの 格 差 で あ る。

米 国 は 軍 関 係 で 盛 ん に検 討 が な され たL・gi・ti。 、分 野 に関 与 した ソ フ トウ
。 ア

会 社 が難 くあ り・ しか も軍 関係 の 予算 の削減 か ら民 間 ・べ ・レーの鹸 に お ・・て,

このL・gi・ti・Sの 考 え はB・ ・i・essL・giS・i・ ・ と し て物 流 そ の も の に 適 用 さ れ 大

ノ

い に貢 献 してい る ♂

ノ
ぐぱ

また ・POS端 末 の発 展 によ る物 流 トー タ… システ ムの オ ンラ イ ン ・システ

∠・化(シ ェアー ド・ロー バ ンク社
,GeneralFoods社 な ど),物 流 ハ ー ド面 に

おいて,倉 庫 自動化 機 械 の標 準 化 に よる倉 庫 内荷役 作 業 の一貫 自動化(B
oots

S・・ahLee社 ・CIBA社 な ど)な ど
,日 本 に おい ては今 後 闘 詩 され る もの

が米 国 に す でに確 立 しつつ あ る。 物 流 面で の ソ フ トウ ェアの重要 要 素 の._つ_一 つ

を とれば ∫米 国 ご日本 と もにメー カ ー の力 が 大 きい と思 わ れ る。

日本 で もユー ザー では ,塩 野 義 製薬,研 究 所 では統 計 数 理 研究 所 な ど,統 計 関 、

係 では ・米 国 に並 ぶ 力 を持 ってい る といえ よ う。 しか しな が ら,米 国 で は,国 防

省か らの ロ ジス テ ィ クス関 係 の シ ステ ムを 中心 に した配 送 計画 につ いて ソフ トウ

ニ ア会 社 へ の発 注 が ,か っ て 頻 ぱ ん に 行 な わ れ,プ ラ ン ニ ン グ ・ リサ ーチ ・コー

ポ レー シ ョン(PRC)な ど を 始 め
,物 流 関 係 の シ ス テ ム ・デ ザ イ ン に つ い て は,

米 国 の ソフ トウェア ・ハウスは 非 常 に 強 い と い うこ と が い え よ う
。
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C研 究 ・ 開 発 管 理 シ ス テ ム

(土 木 。建築 システム)

■

C.1必 要 な ソ フ トウ ェア技 術

この分 野 は,数 あ るエ ン ジ ニア リング分 野 の中 で も,コ ン ピュー タ利 用 に関 し

て,常 に アクテ ィ ブな姿勢 を と りっづ け て きた分 野 の一 つで あ る。特 に 工学 的外

乱 に対 す る力 学 的 平 衡の検 定(静 的,動 的構 造 解析)は,航 空,造 船,車 輌,原

子力 発 電所 建 設 等 の分 野 で幅 広 い ニー ズを 有す る,い わば エ ンジ ニ ア リン グ分 野

で の共 通 問 題の 一 っ て あ る 。

この分 野 で の コ ン ピーz・一ータ利 用 は,大 別 して,1)構 造 解析,2)自 動 設計,

3)工 程 管 理 等 の分 野 に分 け る事 が で きる と思 われ るが,い まだ に力学 的 解析 が

そ の主 流 で あ り,そ の 中 で 自動 設 計 よ りCAD(ComputerAidedDesign)へ

の 流れ が顕 著 で ある 。図 形 処理 問題 も1965年 当 時 よ り多 くの人々が グ ラ フ ィ ソ

ク ・デ ィス プ レイ装 置 を利 用 して の パ ラ色 の未 来 を説 い て きた が,こ の分 野 にお

け るそ の利 用 の現 実 は あ ま りは か ば か し くな い。

評 価要 素 と しては以 下 の各 項 と した。

●

C.1.1モ デ リングお よび土 木 ・建築

理論 お よび 設計 慣 習 を コ ン ピ ュー タ利 用 と結 び つけ る技術

当然 乍 ら,設 計,計 画 手法 は コ ン ピュー タ登 場 以前 よ りの 長 い 間 の経 験 の蓄積

と して培 わ れ て きて い る。 コ ン ピ ュー タ の登場 に よ りその手 法 は 著 しい変 革 を と

げ た が,過 去 の設 計,計 画 アル ゴ リズ ムを 如何 に コン ピュー タ ・プ ログ ラム の中

で生 か して い くか,ま た コ ンピ ュー タ ・プ ・グ ラムを 一連 の設 計 プ ロセ スの流 れ

の 中で,い か に うま く利用 してい くかは シス テム設 計 として あ るい は プ ログ ラム

の 中で の具 体 的 な手法 の展 開 と して最 も重 要 な 問題 であ る。
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C.1.2数f匡 正言七夕祭'

この種 シ ステ ムの 中 で数 値解 析 の しめ る位 置は 大 き く,殊 に 力学 的 あ る いは他

の物 理 的平 衡 の解析 に あ っては,マ トリック ス処 理技 術 は 非 常 に重要 で あ る。 与

え られ た コ ンピ ュー タ ・リゾー セ スの 条件範 囲内 で如何 に効 率 を あげ られ る よ う

に手 法 を え らび そ の問題 に要 求 され る精度 を 過不 足 な く上 げ るか等,こ の技 術 に

対 す る要 求 は大 で あ る。

C.1.3図 形 処 理

設 計,計 画 に あ って は,単 に 処理 結果 を よ りビ ジブル な表 示 とい う点 の みで は

な く○ エ ンジ ニ ア との対 話 とい う意味 にお いて,図 形表 示,入 力等 の問題 は今 後

益 々重 要 とな ろ う。 但 し,現 状 か らい えば問題 解 決 に必要 十分 な機 能 を 有 す る低

廉 な コ ス トのハ ー ドウ ェア の開発 がす す め られねば な らな い 。

●

爵

C.1.4言 語 プ ログ ラム

前 述 の如 くシス テム には,過 去 の慣 習 に依 存 す る部 分 が少 なか らず あ る。

夫 々 の企 業 体 あ る いは 目的 に よ り少 しつ つ そ の異 な る ものを カ バ ーす る よ うな

汎 用 的 な プ ロ グ ラ ムを 作 る事 は い たづ らに労多 く して易 少 く,し か しなが ら現

在 ま では必 然 的 に数 多 くの,し か し少 しづ っ異 な るソ リッ ドな プ ログ ラムが個 々

に作 成 され て きてい る 。

最近 の論議 の 中 には プ ログラム ・モ ジ ュー ルの 考 え 方 もさ る事 な が ら,こ の 分

野 の エ ンジ ニ アが い わ ば科学技 術 計 算汎 用 言語 た るべ きFORTRANま たは,

PL/1で プロ グラ ムす る事 に対 す る疑 問 が 出 て きてお り,よ りプ ロ ブ レム ・オ リ

ェ ンテ ソ ドな言 語 の開 発 が今後 の問題 とな ろ う。

C.L5ス ケ ジ ュー リン グ

土 木,建 築 建 造 物 は殆 ん どの 場 合,一 品 生 産 的 で あ り且 つ投 じ られ る費 用 も大

き く期 間 も比 較 的長 期 間 を要 し,ス ケ ジ ュー リング の巧 拙 は その施 工 コス トに 与
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える影 響 が大 で あ る。 また と もす れ ば プ ・ ダク ト、の完 成の遅 延 が社 会 的 に与 え る

影 響 が無 視 出来 な い場 合 が生 ず る。 しか しな が ら,プ ロダク ソ の大 規模 化,複 雑

化 に伴 い技 術者 に とって そ の工 事 進捗 の状 態 を 正確 に把 握 す る事 が難 し くな って

きて い る。 その 意味 で主 と して,施 工管 理 また は計 画 とい う面 にお いて ス ケ ジ ュ

ー リング技 術 は 重要 で あ る。

C.1.6汎 用 デー タ ・マ ネ ジ メ ン ト

従 来 の 一晶 生産 的,解 析 的 設 計 よ り次 第 に過去 の設 計 結 果 を利 用 した統 計 的 デ

ー タを ベ ー スとす る設計 法 へ の移 行 が 予測 され る。 その 為 に如何 な るデー タを ど

の よ うな形 で保 存 し どの よ うな形 で エ ンジ ニ アに利 用 させ るか等 デ ー タ ・マ ネ ジ

メ ン ト技術 が強 く要 求 され て く る と思 わ れ る 。

C.2日 ・米 の ソ フ トウ ェ ア 技 術 比 較

C.2.1モ デ リ ン グ お よび 土 木 建 築

C・2.2数 値計 算技術

現 在 まで に世 に出 てい る システ ムを論 ず る時,C.2.1,C.2.2両 者 を 区別 し

て論 ず る事 は甚 だ 困難 で あ るの で併 せ て論 じた い。

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

米 国 の ソフ トウ ェア`ハ ウスの 中 に は この 分 野 の 技 術 を ベ ー ス に 大 会 社 の

EngineeringStaffsが,ま た はEngineeringSectionそ の もの が ス ピ

ン ア ウ ト してソフ トウェア ・ハ ウス と な っ て い る例 も多 く,(例Bechte1,

McdonellAutomati皿,TRW等)ソ フFウ ェア ・ハウス(厳 密 に は ユ ー ザ ー

か 否 か,問 題 が あ る が)の レベ ル は 商 い 。
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よ く知 られ て い る シス テ ム と して は,構 造 解 析 に関 して,

・ElectronicCalculus

(ElectronicCalculusInc.が 開 発,UCCネ ソ ト ワー ク で サ

ー ビ ス
。)

・SAMIS
,EASE,STARDYNE

(EngineeringAnalysisIne.が 開 発CDC-CYBERNET

で,サ ー ビ ス提 供)

等 が あ り,前 記3社 等 も固 有 の シス テ ム名 は な い が,同 様 機 能 の プPグ ラ

ム に よ る サ ー ビ スを 提 供 して い る。 ま た ,NASAで 開 発 した 巨 大 構 造 解

析 シ ス テ ムNASTRANも,実 質 はCSC,お よ び そ の サ ブ ・コ ン トラ

ク タ の ソフ トウェア ・ハ ウスで あ る。

ω 日 本

日本 で は,構 造 計 画 研 究 所 が こ の 分 野 で の 草 分 げ で あ り,同 所 の開 発 し

たSTANは 前 記 米 国 シ ス テ ム と全 く類 似 の機 能 を 有 して お り,こ の 分 野

の 技 術 力 と して は 決 して劣 る もの で は な い が,残 念 乍 ら,他 に 並 ぶ そ の よ

うな 会 社 が な く,米 国 に比 して 層 が 著 し く薄 い 。 冒頭 に 述 べ た 如 く,こ の

分 野 の 活 動 は 活 発 で あ るの で,わ が 国 で も,日 本 電 子 計 算,CRC,IBM

科 学 技 術 情 報 セ ン タ ー 等 を は じ め と し て,多 く の機 関 が この 分 野 に の りだ

し て い る が,数 値 計 算 技 術 は 別 と して,モ デ リ ン グ等 の 技 術 と し て は 米 国

に 比 べ 見 るべ き も の は 少 な い 。

(2)ユ ー ザ ー

(i)米 国

前 述 の 如 く ユ ー ザ ー か ら ス ピ ン ア ウ トした ソフ トウェア ・ハウスが:多 く,ユ

ー ザ ー と し て ど こ に境 界 を ひ くか 決 め に くい が
,ソ フ トウェア ・ハウスと同 じ

レベ ル と考 え て 良 い 。

(‖)日 本

日 本 に お い て は,五 大 建 設 会 社(大 成,'清 水,鵬,大 林,竹 中)お よ
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び 日建 設 計 工 務,・ ミシ フ ィ ック ・コ ン サ ル タ ン ソ等 多 くの 事 業 体 が 自 社 シ

ス テ ム の 開 発 を 行 な って い る が,一 般 に数 値 計 算 技 術 レベ ル は 高 くな い 。

(3)大 学 ・研 究 機 関

(i)米 国

米 国 に お い て は,周 知 の如 くMITのCoGo,STRESS,ICES

が 有 名 で あ り,ま たImnoisのCESL,お よ びPCA(ポ ル トラ ン ド

・セ メ ン ト ・ア ソ シ ェー シ 日ン)の 設 計 パ ッ ケ ー ジが あ る 。 また,カ リフ

ォル ニ ア大 学 で も,Dr.Cloughを 中 心 とす る グ ル ー プ等 一 般 に 大 学 の 数

値 計 算技術 の レベ ル は 非 常 に高 い 。

㈹ 日 本

日本 の大 学で は,基 礎 理論 の面 に比 重 が 置か れ て い るよ うで あ り,い わ

ゆ る コン ピュー タ ・プ ログ ラム に関連 した面 で の この技 術 分野 に おけ る現

実 の アクテ ィビテ ィは 低 い 。 しか し中央 電 力研 究 所 で は,有 限 要素 法 に よ

る各 種 解析 に相 当力 を入 れ て い る よ うで あ る。

(4)メ ー カ ーーー一

(i)米 国

IBMを は じめ と し,CDCあ るい は,XDSも この分 野 につ い ては,

外 部 に システ ムの開 発 を依 頼 してい る 。'

ω 日 本

日太 にっい て も同 様 で あ る。

(5)コ メ ン ト

この分野 で の数 値 計 算技 術 は主 と して,マ トリ ソク スの処 理 に そ の重 点 が

あ る。 この点 に関 して は米 国 の大 学が最 も進 ん でお り,し か しな が らそ の研

究 成 果 は可成 オー プン に公 開 さ れ てい る。例 えば,バ ン ドマ トリ ック ス法,

ス パー ス法,あ るい は伝 達 法 な ど構 造物 解析 に おけ る特 有 の問題 を意識 した

解 法 は,米 国 ではASCE(AmericanSocietyofCivilEngineers)の

コン ピュー タ ・コンフ ァ レンス。
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日本 で は,土 木,建 築 学 会,ま たは他 の造 船,車 輌等 との共同 の セ ミナ ー

な どで広 く発表 され,日 ・米 間 で も技術 的交 流 が,う ま く行 な わ れて い る と

い って 良い 。 この事 は 数値 計 算 に拘 らず他 の事 で もい え る。従 って,日 ・米

の実 際 に 開発 さ れて い る シス テ ムの機 能 そ れ 自体 を 比較 す る と,非 常 に良 く

似 て い る。た だ米国 のそ れは,構 想 におい て,'日 本 のそ れ に比 し,は るか に

大 で あ る。 それは,一 重 に 日本 の この 分 野 での発 展 が コマー シャル ・ベース で

の開発 に頼 って成 長 して きてい るの に比 し,米 国 の それ が公 的投 資 の研 究 に

支 え られ,そ の成 果 が コマ ー シャル ・ベース の プロ ダク トに反映 して現 在 に至

ってい る故 では ない か と思 わ れ る。シ ステ ム構 想,実 質 規模 の大 きな手 が 直

ち に,コ マ ー シャル ・ベース で の プ ロダク トの優 位 性 を示 す もの では ない が,

矢張 りそれ な りの技術 力 の差 は あ る と思 わ れ る。

●

C,2.3図 形 処 理

この分野 に お け る図形 処 理 問題 は現 在 の所,プ ロ ソタ処理 が実 用化 され てい る

の みで,グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レイにつ い ては 全 く実用 化 に至 ってい な い とい

って 良い 。

グ ラフ ィ ック ・デ ィス プ レイに関 しては,恐 ら くこの分 野 で今 後 もっとも必要 と

するのは1/O機 器 であ ろ うが,た だ現 状 では もっ と低 廉 な コ ス トの ハー ドウ ェア

の開 発 が待 た れ るのみ で あ る 。 さ もな けれ ば,ソ フ トウェ アの問 題 とい うよ り単

に,フ ィーズ ィ ビ リテ ィの面 か ら コマ ー シャル ・レベ ル で の 利用 は 困 難 であ る 。

方

①

②

③

④

一 プ ・ ソタ処 理 と して実 用 化 され て い る分 野 は,

解析結 果 の図 形 出力

建 物,橋,高 速道 路 等 の設計 図 自動製 図

地 形 図 お よび 土工 事 関連 図面

工程 管 理 図,ネ ッ トワー ク図

等 の分 野 で あ る。
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(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

前 記 各 分 野 の 作 図 プ ・ グ ラ ム は,多 く企 業 内 の 設 計 部 で 作 られ て お り,

特 に'こ の面 で 活 発 な 活 動 を し て い るソフ トウ ェア ・ハ ウス が あ る とは 聞 か な い 。

(ii)日 本

構 造 計 画 研 究 所 が この 問 題 で は,ア ク テ ィ ブ なKCPSな ど べ ー シ ソク・

ル ー チ ン の 開 発 も行 な っ て い る 。 他 に も 日本 電 子 計 算,CRC等 が 手 が け

て い る 。 しか し,特 に 目 立 っ た 技 術 は な い 。

(2)ユ ー ザ ー

(D米 国

前 記 ζ)如 く,こ の 種 の ア プ リケ ー シ ョ ン は 殆 ん ど ユ ー ザ ー に よ り作 成 さ

れ て い る が(AmericaConcreteInstituteの 調 査 が あ る)い わ ゆ る図

形 処 理 問 題 の 技 術 と し て は ま だ しの 感 が あ る 。

例 と して

coNcBM(R.s.FlingandPartnersIne.)Amecosystems

Inc.の 配 筋 図 プ 。 グ ラ ムEdm、 。'andA。 、h。nyのB,idg。 図 面,プ ・ グ

ラ ムJohnson&AndersonInc.街 路 設 計 図 プ ・ グ ラ ム

な ど枚 挙 に い と まが な い

(ii)日 本

わ が 国 で も大 成 建 設(TBPS,TGPS),日 建 設 計.三 井 建 設(GOS)

竹 中 工 務 店 な ど が こ の 分 野 で は 相 当 進 ん だ 図 化 シス テ ム を 自社 内 で 作 成 し

て い る が,対 象 物 の 複 雑,広 範 囲 の 故 も あ っ て 造 船,車 輌 等 の分 野 に 比 較

す る と立 ち 後 れ て い る感 は ま ぬ が れ え な い 。

③ 大 学 ・研 究 所

(D米 国

一 時 期
,.コ ・ ラ ド大 学,ブ ラウ ン 大 学 等 で シ ス テ ム の 開 発 研 究 が ア ク テ

ィ ブ に 行 な わ れ て い た が 結 局 コマ ー シ ャル ・ベ ー ス で 利 用 出 来 る と こ ろ ま
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で は い っ て い な い 。 一 方,PCA(前 掲)が 図 化 パ ソケ ー ジ の 開 発 を 行 な

っ て い る 。

(の 日 本

この 分 野 で は,日 本 の 大 学 で は コマ ー シ ャ ル ・ベ ース で の寄 与 を して い

な い 。 た だ,土 木 研 究 所 が,橋 の 標 準 図 図 化 プ ・グ ラ ムを 作 成 して い る程

度 で あ る 。

(4)メ ー カ ー

(i)米 国

コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー で は
,IBMが 地 形 情 報 処 理 に 関 し て シ ス テ ム

の発 表 を し て い る他,CALCOMPが 数 多 くの べ ー シ ソ ク ・ル ー チ ン お

よ び コ ンタ ー,工 程 図 等 の プ ・ グ ラ ム を提 供 して い る 。

(ii)日1本

日本 で も プ ロ ッタ ・メ ー カ ー よ りべ ー シ ソク:プ ・ グ ラ ムが 提 供 さ れ て

い る カ㍉CALCOMPに 比 較 す る と レベ ル は 相 当 低 い と い わ ね ば な らな

いo

(5)コ メ ン ト

図形 処 理 に っ い て は,コ マ ー シ ャル な 利 用 に 関 して グ ラ フ ィ ソク ・デ ィ ス

プ レイ 利 用 に は ・見 る べ き も 砿 な ・・の で プ ・ ツ タ に つ い て 述 べ た が
,プ ・

ソ タ ・プ ロ グ ラ ム に 関 し て は,各 ユ ー ザ ー で 重 複 し て実 に多 く の プ ロ グ ラ ム

が 作 られ て お り,多 くの 無 駄 な 労 力 が 投 じ られ て い る 。 そ の 面 で
,、エ ー ザ ー

に と っ て,よ り利 用 しや す い 形 で の サ ブ ・一モ ジ ュー ル の 充 実 ,ま た は 図 化 言

語 の開 発 が 望 まれ て い る とい え る 。

C.2.4言 語 フ.ログ ラム

言 語 プ ロ グ ラ ム 幽 して は ・ 掴 のM・T,(C・G・,STRESS、ICES)

お よ びlllinoisのICEL以 外 に 日 ・米 と も 見 る べ き も の は な い
。 わ が 国 は こ

の 点 で甚 だ し く立 ち 遅 れ て お り,今 後 の 課 題 の 最 た る もの の1つ で あ る
。
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C.2.5ス ケ ジ ュー リン グ

工 程 管 理,施 工 計 画 の 問 題 に 関 しては,コ ン ピ ュ ー タ ・プ ロ グ ラ ム 以 前 の 問 題

が 大 き い 。 現 在 ま で の この 種 シ ス テ ム は,ユ ー ザ ー が ソフ トウェア ・八白スの 協 力,

ま た は メ ー カ ー の 協 力 を 得 て,あ る い は ユ ー ザ ー 単 独 で 開 発 さ れ て き て い る 。従

っ て,開 発 主 体 グ ル ー プ毎 に そ の ポ テ ン シ ァル を 論 ず る の は 困 難 で あ る が,米 国

に お い て は,Bechtel,Evasco,DanielInt.,Brown&Root等,少 くと も

Contractorの 上 位 ラ ン ク10社 ば,自 社 工 程 管 理 シ ス テ ムを 常 用 して い る との事

で あ り,日 本 が 大 成,鹿 島 等,大 手5社 に そ の 利 用 が と ど ま っ て い る点 に比 較 し,

必 ず し も技 術 力 の 差 とは い え な い か も しれ な い が,利 用 の 層 の 厚 さ の 差 を 認 め ざ

るを 得 な い 。

噌

C.2.6汎 用 デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジメ ン ト

この分 野 では,い まだ具 体 的 な成 果は 上 ってお らず,述 べ るべ き資 料 が ない 。

今 後 の課題 で あ る 。

C・3ま と め

各 技術 分野 の技 術 力を 概観 してみ る と,大 学 の性 格,あ るいは大 学 に与 え られ

る研 究 費全 量(コ ン ピ ュー タ.シ ス テ ムの設 置 の問題 も含 め)に も よる ので あ ろ

うカ㍉ 日本 の場 合,大 学 ・研 究 機 関 の この種 の コマー シャル ・レベ ル に おけ るア

プ リケー シ ョン ・シ ステ ム への研 究 的,技 術 的寄 与 が米 国 の それ に比 して,余 り

に も低す ぎる よ うに思 われ る。 この事 が 結 局,実 験 的,研 究 的 シス テ ムの 開発 を

妨 げ てい る し,わ が国 に お い て は,目 先 の 実用 の み に比 重 の おか れす ぎた シス テ

ムの多 い事 の原 因 とな って い るの で あろ う。 しか しな が ら,ひ るが え って コマー

シ ャル ・レベ ル にお け る この 分野 で の コン ピ ュー タの 利 用 とい う事 を 考 え るな ら

ば,わ が 国 の きめ細 か い各 種 プ ログ ラムは,設 計 プロセ ス の中 で非 常 に良 く用 い

られ て お り,利 用度 とい う面 で は,決 して米 国 に劣 ら ない の で は な いだ ろ うか 。

今 後,POLの 開発,図 形処 理 問 題 の更 に一 層 の研 究 開発 に心 が けれ ば,実 用面

にお い て米国 を追 い 越す 事 も夢 では な か ろ う。
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D 設 備 管 理 シ ス テ ム

D・1必 要 な ソフ トウ ェア技 術

設備 管 理 システ ム の開 発 あ る いは運 用 に関 して,特 別 に新 ら しい ソ フ トウ ェ ア

技 術 が是 非 必要 であ る とは い えず,む しろ既存 の ソ フ トウ ェア で も十分 間 に合 う

で あ ろ うと考 え られ る 。

しか しな が ら,こ の シス テ ムの開 発を,よ り容 易 にす るた め には,以 下 の よ う

な点 で さ らに ソフ βウ ェア技術 を充 実 して行 くご とが望 まれ る 。

D.1.1言 語 プ ロ グ ラム

ユ ー ザ ー が 使 い 易 い 問 題 向 き言 語(POI、)
,

パ ッ ケー ジの 形 を と る 方 が よ い
。

これはむ しろ設備管 理用 の汎用

D。1.2汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

設 備 リス ト,部 品 リス ト,保 守 状 況 デ ー タ な どの 多 種 多 様 な デ ー タ の 生 成 ・更

新 ・検 索 な どを 行 な う もの 。

D.1.3統 計 処理 プ ・グ ラム

故障 の頻 度,保 守 の記 録,必 要部 品 の集 計 な ど各 種 の統 計,作 表 を 行 な うプ ロ

グ ラム 。

D.1.4統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

上 記 の よ
.う な 実 績 デ ー タ の 記 録,蓄 積 お よび 検 索 プ ロ グ ラ ム 。

D.1.5統 計 予 測 プ ログ ラ ム

部 品 の在 庫 管 理 や保 守計 画作 成 の た め に,部 品 使 用 量予測 や 故 障発 生 頻 度予 測

を行 な うプ ログラ ム。
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D.L6ス ケ ジ ュー リン グ

保 守 計 画 作 成 の た め の ス ケ ジ ュ ー リン グ技 法 お よ び そ の汎 用 パ ソ ケー ジ。

D.2日 ・米 の ソ フ トウ ェア技 術 比 較

D.2.ユ 言 語 プ ロ グ ラ ム

設 備 管 理 シ ス テ ム の 開 発 を 容 易 に す る よ うな 問 題 向 き言 語(POL)が あ れ ば

よい が,今 の 所 そ の よ うな もの は 見 当 らな い 。 む しろ,設 備 管 理 シス テ ム の 一 部

に つ い て 汎 用 パ ソ ケ ー ジ が い くつ か 出 さ れ て い る 。

(1)コ メ ン ト

設 備 管 理 シ ス テ ム の 一一・部 で あ る 固 定 資 産 管 理 用 パ ジケ ー ジ と し てCorsco

Enterprises,lnc.のFAM(FixedAssetsManagement)が あ る 。

こ れ は 固 定 資 産 の 勘 定,税,償 却,保 険 の 計 算 や 追 加,転 用,保 守 な ど の記

録 管 理 が,デ ー タ の イ ン プ ッ トの み で で き る。 他 に も類 似 の も の が,

Man・g・m・ ・tS・i・mceAm・ ・ica・lnc・ や1・f・ ・nati・n・1社epか 数 社 か ら 市販

され てい る,。

またIBMか ら固定 資産 計 算 お よび管理 システ ムの パ ッケー ジが,プ ログ

ラム ・プロダ ク トと して出 され てい る 。

日本 で も,日 本電 子 計算 ㈱ の固定 資産(土 地,家 賃,償 却,資 産)課 税 計

算 お よび異 動処 理 用 の パ ソケー ジや,富 士 通 の固 定資産 税 業務 標 準 シス テム

が あ る 。

以上 の よ うに,固 定 資産 税 や償 却 の計算 を 主 に した ものが 大部 分 で あ り,

さ らに保 守 費,運 転 費 な どを総 合 した設備 コス ト管 理 システ ムや,運 転記 録,

保 守記 録,伝 〆計画,部 品 の発 注,在 庫 管 理 な どを総 合 した設 備保 全 管 理 シ

ステ ムの た め の汎 用 パ ソケー ジは 日 ・米 とも市販 され てい ない 。
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D2.2汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

(1)ー ソ フ トウ ェ ア'ハ ウ ス

(D米 国

InformaticCorp.の 開 発 したMARK-IV,ApplicationSoftware

Corp、 の 開 発 したASI-STが よ く普 及 して い る。

(ID日 大

情 報 処 理 振 興 事 業 協 会 の汎 用 フ ァ イル ・マ ネ ジ メ ン ト用 プ ロ グ ラ ム が あ

る 。

(2)ユ ー ザ ー

(1)日 本

四 国 電 力 のEMERS,新 日 鉄 のRESPONSが あ る 。

(3)メ ー カ ー

(1)米 国.・

IBMのIMS,GIS,BMPや,UNIVACのIMS-6/ttMS

-8
,DMS-1100他 数 多 く開 発 さ れ て い る 。

(旧 日 本

富士通のFMS,RAP・Dや,三 麺 機 のPMS雌 多 く醗 されて

い る 。

(4)コ メ ン ト

汎 用 デ ーダ マ ネ ジ ・ ン ・・システ ム とし引 ま・ 上述 の 通 り・ メニ ‥ お

よび ソ フ トウ ェア ・ハ ウス を 中心 に数 多 くの ものが開 発 され てい るが,設 備

管 理 システ ム と しては,設 備 リス トと部 品 リス トとの関連 を示 す 部 品展 開 型

の デ_タ.マ ネ ジ.ン ト.シ ス テ ム(た とえ}蟷 士通 のRAP・D)の 充 実

が 望 まれ る 。
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D.2.3統 計 処 理 プ ロ グ ラ ム

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

S・tatisticalRescarch,lnc.のSRTS(StatisticalResearch

TabulatingSystem)やPDASystems ,Inc.のALLSTATな ど が

あ る。

そ の 他 に 最 近 は タ イ ム ・シ ェ ア リン グ 用 の パ ッ ケー ジ も出 さ れ て お り
,

InteractiveSciencesCorp.のNUSTATやPDASystcms
,Inc.

のALLSTAT/TIMESHARINGが あ る 。

(2)大 学 ・研 究 所

(D米 国

UCLAで 開 発 さ れ たBMDは 広 く使 わ れ て お り
,日 本 に も早 くか ら導

入 さ れ て い る 。

(ii)日 本

統 計 数 理 研 究 所 で 開 発 さ れ た 数 量 化 理 論 プ ログ ラ ム は,先 駆 的 な プ ・グ

ラム と して 評 価 が 高 く,広 く使 わ れ て い る 。

(3)メ ー カ ー

(D米 国

IBMのSSP,SL-MATH ,STATPACKやGEのSTAT

-SYSTEMな ど が あ る
。

(‖)日 本

富 士 通 のQuNTAS,sTAT,MuLvA
,三 菱 電 機 のMsLや,

白 太IBMの 統 計 プ ・ グ ラ ム ・パ ・ケージSMDな ど 数 多 く開 発 さ れ て い る
。

(4)コ メ ン ト

設備 管 理 シス テ ム 用 に 必 要 な 統 計 処 理 プPグ ラ ム は 特 に 高 度 な も の で な く

基 本 的 な も の で あ る が,前 述 の 汎 用 デー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム と の 連

結 が 容 易 で あ る よ うな シ ス テ ム が 望 まれ る .
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D.2.4統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(i)米 国

MechanicsResearch,Inc.のDATANS(DataRetrievaland

Analy、i、Sy、 ・・m)やU・i・ ・dO・mp・ti・gSy・t・ms・1… のUN卜

DATAな ど が あ る。

ω 日 本

日本 情 報 処'理 開 発 セ ンターの統 計 解 析 予 測 フ.・グラム,開 発 計 算 セ ン タ ー の

EPA法 プ ロ グ ラ ム,そ の 他 数 多 くの も の が 開 発 さ れ て い る。

D.2.5統 計 予 測 プ ロ グ ラ ム

(1)ユ ー ザ_

(D日 本

日大 開 発 銀 行 のKEMPF,東 レ のADAPT,三 菱 化 成 のTAP,山

陽 特 殊 鋼 のTIDMANな ど が あ る。

(2)大 学 ・研 究 所

(D日 本

産 業 能 率 短 期 大 学 のPROSPECTが あ る。

③ メ ー カ ー

(i)日 本

富 士 通 のTIMS,日 本 電 気 のGPFS,東 京 芝 浦 電 気 のFORE-

CASTERな ど各 メ ー カ ー か ら各 種 の機 能 の もの が 提 供 さ れ て い る。

(4)コ メ ン ト

上述 の通 り,予 測 用 パ ソケー ジは数 多 く出 て い るが,設 備管理 シス テ ム と

しては そ の シス テ ムの一 部 に組 込 ま れた 形 で,部 品使 用 量 の予測 や,故 障 発

生繊 の予測 を行な う腰 があるので,予 、舶 のパッケージが独 立にあ るの

で は な く,む し ろ他 の シス テ ム の 一部 に入 れ られ る よ うな モ ジ ュー ル 化 が 望

ま れ る 。
一一52一
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D.2.6ス ケ ジ ュ ー リン グ

(1)ソ フ トウ ェ ア'ハ ウ ス'

(D日 本

日 程 計 画 用・の プ ロ グ ラム と して 開 発 計 算 セ ン タ ー のPERT(PMS),

三 菱 総 合 研 究 所 のMCC-PERTな ど が あ る。

(2),ユ ー ザ ー

(D日 本

大 成 建 設 のPERT/COST,TIMEMANPOWER,新 日鉄 の

PERTチ ャ ー ト作 図 プ ・ グ ラ ム が あ る。

(3)メ ー カ ー

(D米 米国

IBM,UNIVACな ど 各 メ ー カ ー と もPERT関 係 の プ ロ グ ラ ム を

1娼発 して い る 。

(ID日 本

日本 電 気,日 立 製 作 所 他 者 メ ー カ ー と も,PERT関 係 の プ ロ グ ラ ム を

開 発 して い る 。

④ コ メ ン ト

上 述 の通 り,PERT関 係 の プ ログ ラム は,各 所 で 数 多 く開 発 さ れ て い る

が ・設囎 理 シス テ ムの サブ・システムで あ る幽 保 全 ス ㌘ 一一 ル作成 シス

テ ムに用 い るには 大 きす ぎた り,一 般 的す ぎた り して利 用 しに くい面 が あ り

問題 向 きの モジ ゴール化 された プロ グラ ムの開発 が望 まれ る 。

D.3ま と め

前 述 の とお り,設 囎 理 シス テ ・の開 発 あ るい は運 用 に関 して ・糊Uに 新 ら し

い ソフ トウ.ア 技 術 が必要 で あ る度 合 い劇 ・さ く,既 存 の撫 イゆ 組 合 せ で+分 で
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あ る とい え る 。

しか しな が ら,こ れ まで見 て きた通 り,統 計 解析,汎 用 デ ータ ・マ ネ ジ メ ン ト・

シス テム な どそれ ぞれ が独 立 の シ ステ ムと して パ ソケー ジが作 られ て お り,設 備

管理 システ ム の ため に これ らが縦横 に駆 使 で きる とい う状態 には ない。

した が っ て,こ れ らの機能 を も った もの が それぞ れ サ ブ ・モジ ュー ル の形 を と

り,目 的 に 応 じて組 合 せ て使用 で き るこ とが望 ま しい 。そ のた め に既 存 の パ ッケ

ー ジの モ ジ ュー ル化 お よび これ らの組 合 せ を容易 にす る コマ ン ド言語 の開 発 が望

まれ る ∩

→

■

'
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E生 産 管 理 シ ス テ ム

●

E・1.必 要 な ソ フ トウ ェア技術

製造 企 業 は,資 材,設 備,労 働 力 お よび資 金 の四要 素 を 用 いて物 を 生産 す る企

業 で あ る。 そ の た め,主 た る機能 は,い うまで もな く物 を作 る こ とで あ り,消 費

者 の要 求 にマ ソチ した,適 正品質 の もの を,で きるだけ安 く納 期通 りに作 る もの

であ る。

これ らの要求 をみ たす ため に生 産 活 動 を管 理 す る こ とカ㍉ 生 産 管 理 の 目的 で あ

る。

この 分野 に つ い ては・ 早 くか ら コンピ ュータ化 が な され て お り
,米 国 を中心 に

その企 業 の性 格 にで きるだ け マ ッチ す る 方向 で 発 展 して きて い る。

従 って,企 業規 模 の大 小,製 品 の種類,製 造 量 な どに応 じて,生 産 管 理 シス テ

ム も ,自 ず と異 な った形 態 を とって お り,そ の発 展 の程 度 も,そ れ ぞ れ の分野 に

よ りレベ ル差 が大 きい。

こ こで これ らを ひとまとめに して 日 ・米 のギ ャ ソ プを論 ず る こ とに無 理 は あ る が

一 応 の傾 向 は表現 出 来 ると思 う
。

生産 管 理 シス テ ムのた め の ソ フ トウ ェア技 術 と してそ の概 要 を 述 べ る と次 の様

に な る。

■

臥1.1通 信 制 御 プログ ラ ム

この分野 は,生 産 管理 に お い ては ,必 需 品 で あ り,製 造工 程 即 ち プ ロセ ス ・コ

ン ト・一 ルは,そ の代表 例 で あ り,資 源 配分,品 質管 理,作 業 指 令 な ど,き め こ

まか い効 率 を 考慮 した オツ ラ イ ン ・シス テ ムの 方向 が と られ てお り
,受 注 か ら生

産 管 理 を含 め た オ ー ダ ・エ ン トリ ・システ ムは これ らの 内容 を 包 含 した大 規模 シ

ステ ム とい え よ う。
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E,1.2シ ミ ュ レー シ ョ ン

生 産 管 理 に お い て は,適 正 存 度 の 把 握 に は じ ま り,生 産 工 程 の 最 高 負荷 配 分 の

た め の ラ イ ン ・バ ラ ン シ ン グ な ど,待 合 せ 理 論 に も と ず く ケ ー ス が 多 く,シ ミュ

レー ン ヨ ン言 語 を 中 心 と した ソ フ トウ ェ ア が 必 要 に な っ て くる。

も

E.1.3ス ケ ジ ュー リング

生産 管 理 の重 要 な 面 の 一つ に,各 時点 で,き っち りと製造 設 備 を使 う様 な決 定

問 題 が あ る。 これ らの決定 を 下す た めに,資 材 や生 産 手 段 の手持 ち状 況 決 定 を実

施 す るた めの費 用,納 期 な ど,い くつか の要 因 を 考 慮 す る必 要 が あ る。 この種 の

決 定 が スケ ジ ュー リング で あ る。

一般 に ,多 品種 少 量 生産 形態 を とる機 械加 工 工 場,組 立 工場 に おけ る ス ケジ ュ

ー リング即 ち ,ジ ョブ ・シ ョ ップ ・ス ケ ジュー リング は,そ の性 格 か らも難 しい

問題 を含 ん でい る。

一一方
,ネ 。 トワー ク ・ス ケジ ュー リング(PERTな ど)は,納 期 管 理 ・資 原

配 分,更 に は コス ト管理 の面 で 重 要 な位置 を 占 めて い る。
OL

、

E.1.4汎 用 デー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・システ ム

・一般 に デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジメ ン トのた め の ソ フ トウ ェアで あ り,生 産 管 理

に おい ては,生 産計 画 に は じま り,負 荷 計算,製 品 計画,製 造計 画,資 材計 画,

組 立工程 管 理,出 荷管 理,内 作 工程 管理.な ど共通 な製 品.部 品 に関 す る様 々な

計画,管 理 業 務 が存在 す るた め,情 報 の集 中化 が必要 にな る こ と,更 に一 方,組

立 工業 にお い ては部 品 展 開 を中心 に,デ ー タ ・ベー ス への アプ ロー チ が必要 に な

っ てお り,こ の面 で の マ ネ ジ メ ン ト ・システ ム と して のソ フ トウェ ア が必要 に な

って くる 。

E.1.5数 理 計 算

生産 計 画 を立 て る上 に お い て,現 実 には,原 料,製 造 共 に使 用 上 の 限界 が あ り,

一一57一



その範 囲 内 で最 も適 当 な状 態(例 えば.利 益最 大,ま たは 生産 量最 大)を 得 るこ と

の出 来 る資 源(材 料,人 材,製 造,中 間製 品 な ど)の 配分 の仕 方をす べ て の相互

関 係 を 考慮 に入 れ て求 め なけ れ ば な らな い。

特 に石油 産 業 にお け る生 産計 画 を 中心 に,数 理 計画 手 法 の適 用力㍉ 積 極 的 にな

され て お り,生 産管 理 シス テ ム にお け る,ソ フ トウ ェ ア と し ワ ンポ イ ン トを 占め

る もの であ る と思 わ れ る。

E.L6そ の 他

以 上 が,生 産 管 理 のた め の ソ フ トウ ェ アの重 点 を記 述 したが,こ れ以外 に,ソ

フ トウ ェア を広 く解 釈 すれ ば,何 ん とい って も,シ ス テ ム ・デ ザ イ ンが非常 に重

要 で あ る。

そ れ ぞ れ の生産 管 理 システ ム には,そ の 目的 な どに応 じて何 を重 点 にお くか に

よっ て,シ ステ ムは大 き く変 貌 す る。恐 ら く,シ ス テ ムの 良否 は,シ ステ ム ・デ

ザ イ ンに よ って き ま って くる とい って も過 言 で は な か ろ う。

●

E・2日 ・米 の ソ フ トウ ェ ア技 術 比 較

E.2.1通 信 制 御 プPグ ラ ム

(1)ソ フ トウ ェ ア'ハ ウ ス

ω 米 国

一 般 に
,TTSVenderは,自 分 の コ ン ビ ュー一夕 のOS,通 信 制 御 プ

ロ グ ラ ム に改 造 を 加 え た り して い る が,メ ー カ ー な どか ら の ス ピ ン ア ウ ト

が,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス の力 を 強 め て い る 。

(の 日 本

この 分 野 は ほ と ん どメ ー カ ー まか せ の状 態 で あ る 。

(2)ユ ー ザ ー
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(D米 国

Westinghonseを は じめBoeing ,Mc.D.Douglasな ど の 大 手 ユ ー ザ ー

では,こ の分 野 に,自 分 の 方 向 に 合 っ た 形 に作 りな お して い る
。

(iD日 本

一 部 の 会 社 を 除 い て ほ とん ど着 手 し て い な い
。

(3)大 学 ・研 究 所

、MITのMULTICSを は じめ この分野 は ・独 自 に開 発 ぱ され てい る

が,生 産 管 理 分 野 は 特 に着 手 して い な い
。

(4)メ ー カ ー

(i)米 国

IBMを は じ め ペ ー シ ・ク ツ ・ ・ウ ・ アの 範 囲 で 醗 織 し －C・)る
・'

(旧 日 本

富 士 通 のCOPは,ベ ー シ ッ ク ・ソ フ トウ ェ ア分 野 よ りと更 に ユ ー ザ ー

ズ ・プ ログ ラ ム よ りの パ ッ ケー ジ を 開 発 して お り
,こ の 点 は 非 常 に 進 ん で

い る。.

こ の パツ ㌍ ジ は ・COBOLと の イ ン・ 一 ・ ・一 ス も ・れ る ・

E.2.2シ ミ ュ レー シ ョン

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

プ ラ ン ニ ン グ ・ リサ ー チ ・コ ー ポ レー シ ョンを は じ め こ の 分 野 は 非 常 に

進 ん で い る 。

た だ しシ ミュ レー シ ョン言語 の開発 とい うこ とでは な くて
,言 語 を用 い

ての モ デ ル の作成 が主 体 で あ る。

ω 日 本

この分 野 は,ま だ ほ とん どの ところ で 着 手 され て い な い。

(2)ユ ー ザ ー
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ω 米 国

米 国 で は,ミ ネ ア ポ リス に あ る ピル ス ノミリー 社 が,生 産 管 理 シ ミ ュ レー

シ ョ ンで 有 名 で あ り,こ こ で はUSス チ ー ル 社 開 発 の シ ミ ュ レー シ ョ ン言

語GASPを 用 して モ デ ル の 作 成 を して い る 。

大 手 ユ ー ザ ー で は,ほ と ん ど独 自に シ ミ ュ レー シ ョン を 行 な っ て い る 。

ω 日 本

ほ ん の 一 部 の ユ ー ザ ーを 除 い て ほ と ん ど行 な っ て い な い。 シ ミ ュ レー シ

ョン 言語 の 開 発 も な い 。

(3) ,大 学 ・研 究 所

(i)米 国

RANDCorp。 のSIMSCRIPTを は じ め,IITResearch

Instituteの マ ル チ ・ク ラ イ ア ン ト ・メ ソ ドの 一 つAMM(Advanced

ManufacturingMethod)は,ラ イ ン ・バ ラ ン シ ン グ の シ ミ ュ レー シ ョ ン

を 行 な っ て お り,多 くの ユ ー ザ ー に フ ィー ドバ ッ ク して い る 。

(ii)日 本

一 部 の 研 究 所 で 試 み られ て い る 程 度 で あ る。

(4)メ ー カ ー

(D米 国

IBMのGPSSを は じめ 各 メ ー カ ー で シ ミ ュ レー シ ョン 言語 の 開 －X.を

し 行 な っ て い る。

ω 日 本

米 国 同 様 基 本 的 な シ ミ ュ レー シ ョ ン言 語 の 開 発 を して い る が,た え ず 米

.国 の 開 発 す る シ ミ ュ レー シ ョ ン言 語 を 忠 実 に な ら っ て い る状 態 で,い か に

して 日本 で 最 も フ ィ ッ トす る シ ュ レー シ ョ ン言 語 を独 自 に 開 発 す る か が 問

題 で あ る 。

O
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E.2.3ス ケ ジ ュ ー リ ング

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

'(
i)米 国

PERTで 有 名 な ブ ー ス ・ ア レ ンハ ミル トン社 を は じ め
,工 程 管 理 に 強

い 米 国 で は,早 くか ら ソフ トウェア ・ハ ウスも こ の 分 野 に着 手 して お り力 を つ

け てい る。

(ii)日 本

一 部 の ソ フ トウ
ェ ア ・ハ ウ ス を 除 い て ほ とん ど着 手 して い な い 。

(2)ユ ー ザ ー

(i)米 国

海 運 省,NASAな ど 軍 関 係 を 主 体 に,こ の 分 野 は 広 く開 発 が な さ れ て

い る 。

(旧 日 本

一 部 の ユー ザ ー で 独 自 の 方式 で 開 発 が な さ れ て い る が
,一 般 に は メ ー カ

ー 提 供 の もの を 使 用 す る ケー ス が多 い
。

(3)大 学 ・研 究 所

(i)米 国

SRlを は じめ,GeorgeWashington大 学
,UCLAな ど,様 々な 形

態 で の ス ケ ジ ュー リ ン グ に つ い て 研 究 開 発 が な さ れ て い る
。

(ii)日 本

一 部 の大 学 .研 究 所 で 研 究 さ れ て い る程 度 で あ る
。

(4)メ ー カ ー

(i)米 国

PERT系,CPM系 に っ い て 開 発 が な さ れ て い る
。

(ii)日 本

米 国 の あ と を 追 っ て 、着 実 に 開 発 を 進 め て い る程 度
,日 本 特 有 の ス ケ ジ

ュ ー リ ン グ の 考 え 方 が ほ しい と こ ろ
。
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E,2.4汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

経 営 管 理 の 本 項 目 とほ ぼ 同 じ。

特 に オ ー プ ンタ イ プ の 分 野 が 主 体 に利 用 さ れ て い る が,米 国 では マ グ ドナ ル ダ'

グ ラ ス社 を は じめ とす るキ ャ リア は,日 ・米 に大 き な 差 が あ る と い え よ う。

E.2.5そ の 他(シ ス テ ム ・デ ザ イ ン)

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス'

(i)米 国

シ ス テ ム ・デ ザ イ ン に つ い て は,米 国 ソフ トウェア ヅ・ウスは,業 種 別 生 産

管 理 に っ い て き め 細 か な デ ザ イ ンカ を も っ て い る 。

(ID日 本

ほ と ん ど が ユ ー ザ ー に主 体 が あ り,ソ フ トウ ェア ・ハウスに 委 託 す る と こ ろ

は ほ とん ど な い 。

(2)ユ ー ザ ー

(i)米 国

大 手 ユ ー ザ ー ・Westinghouse,ボ ー イ ン グ な ど が ペ ー ス ・メ ー カ ー に な

り,各 ユ ー ザ ー と も に 製 造 関 係 企 業 で 独 自 の ア プ ロー チ を して い る。

(の 日 本

こ の 面 で の デ ザ イ ンは,米 国 に は お よ ば な い ま で も,進 ん で い『る 分 野 の

一 つ と ㌧・え よ う
。

(3)大 学 ・研 究 所

(D米 国

こ の 分 野 に つ い て は,さ し て 見 る べ き もの は な い と思 わ れ る 。

'
(4)メ ー カ ー,

(i)米.国

メ ー カ ー よ り も む し ろ,Consultant.ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス に 主 体 が あ る が,

-62一

θ



、

舎

そ れ で も各 メー カー そ れ ぞれ弥 力な シス ァム ・デザ イナーを保 有 してい る。

(の 白 太

米 国 に比 して キ ャ リア の差 はあ るカ㍉ あ る程 度 の デザ イ ソカ は あ る。 但

し,ユ ーザ ー の 方が現 在 は進 んで お り,ま た そ うあ るべ き ものだ と思 わ れ

る。

●
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F環 境 公 害 情 報 シ ス テ ム

F.1必 要 な ソ フ トウ ェア技 術

環 境 公 害 に関 す る コ ン ピュ ータ の利 用 は単 な る汚 染 監視 か ら,予 測 お よ び関 連

情 報 の提 供 を含 めた総 合的 な シ ステ ム,い わ ゆ る環 境 公害 情 報 シス テム へ進 みっ

つ あ る。

この よ うな システ ムの 開 発 に関 し,重 要 と思 われ る ソ フ トウ ェアの 基礎 技 術 と

して 次 の もの を考察 す る。

F.1.1モ デ リング

環 境 状 況 の短 ・長期 の 予測 を行 な う場 合,汚 染 物 質 の拡 散状 況 等 公害 の発 生 過

程 に つ い て論 理 的 な モデ ル を作 成 し,シ ミュ レ ー シ ・ン等 を行 な うこ とが 必 要 で

あ るが,こ の 際,こ の モデ リン グ が直接 予 測 精度 に影 響 す る意 味 で 重 要 で あ る。

民1.2シ ミュ レー シ ョン

収 集 され た環 境 公害 情報 を解 折 し,か つ,予 測 の処理 を行 な う と き,特 に汚染

予測 専用 の シ ミュ レー ション技 法 が まだ確 立 され てい ない た め ,汎 用 系 の手 法 を,

適 用 す るに過 ぎず,汚 染 予測 で期 待 され る連 続 系 シ ミュ レ ー シ ョン.ア ル ゴ リズ

ム と 言語 の開発 が急 が れ る。

E1.3簡 易/xoタ ー ン処 理用 言語 プ ロセ ッサ

特 定地 域,特 定現 象 に関 す る公 害 ・気象 等 環境 状 況 の 予測 は,現 状 を過去 のデ

ー タか ら作成 され た統 計 的 パ タ ー ンと 比較 す る こと によ
って 行 な うこ と も可能 で

あ り,有 効 な手段 の 一つ で あ る 。

F.1.4制 御 プ ログ ラム と通 信 制御 プ ログ ラ ム

多 様,か つ,多 数の セ ンサ ー に よ って 検 出 され る環境 情 報 の 自動 収 集 ・蓄 積 デ

ー タの 検 索
,ま た,セ ンタ ー 間 あCPU通 信 等 のた め に,制 御 プ ロ グ ラム,通 信

制 御 プ ログ ラム に係 わ る オン ラ イン処 理 技 術 が 重 要 な位 置 を 占め る。
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F.1.5汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト.シ ステ ム

収 集 デ ー タ に 関 す る デ ー タ ・ベ ー ス の 生 成,更 新,修 正 が 必 須 と な る本 シ ス テ

ム で は,オ ン ラ イ ン ・リ ア ル タ イ ム ・モ ー ドで 実 行 可 能 な デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

・プ ログ ラム が 重 要 で あ る。

F.1.6統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

上 記 の デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト.・プ ロ グ ラ ム の も とで,効 果 的 に 機 能 す る検 索 プ

ロ グ ラ ム が 必 要 で,こ と に,統 計 的 処 理 を 可能 と す る もの が 望 まれ る 。

F2日 ・米 の ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 比 較

F.2.1モ デ リン グ

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

ω 米 国

TRC(TravelResear(hCorp.)の コ ネ チ カ ッ ト州 に お け る 大 気 汚 染 モ

デ ル,SDCの 光 化 学 ス モ ッ グ生 成 過 程 モ デ ル 等 が 著 名 で あ る 。

(ii)日 本

三 菱 総 研 の 開 発 し た イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・パ フ モ デ ル が あ る。

② ユ ー ザ ー

(i)米 国

ア メ リカ気 象 庁 の 局 部 的 大 気 汚 染 予 測 モ デ ル,ニ ュ ー ヨ ー ク,ニ ュ ー ジ

ャ ー ジ,コ ネ チ カ ッ ト各 州 に お け る 短 時 間SO2濃 度 の 拡 散 モ デ ル の ほ か 数

多 くの 例 が あ る。

'

(3)大 学 ・研 究 所

(i)米 国

サ ッ ト ンの ブ ル ー ム.モ デ ル,ロ バ ー ツ の イ ン チ プ レ ー テ ッ ド ・パ フ モ

デ ル が 有 名 で あ る が,最 近 で も,例 え ばPICK法 に よ る光 化 学 ス モ ッ グ の

数 学 モ デ ル がNEXσS(NumericalExaminationofUrbanSmog)で 適 用
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され てい る な ど数 多 くの 研 究 レポ ー トが あ る。

(IP日 本

多 排 出 源 に よ る広域 汚 染 モデ ル と して 京大 高松 教授 の 高松 モデ ルが 著名

で あ り,他 に も東京 公害 研 の大 気 汚染 測 定 統 計 モデ ル,明 大,早 大 な ど の

時 系 列 予測 モ デル な ど あ る。

(4)メ ーカ ー

(D米 国

IBMお よ びGEが コ ネチ カ ッ トおよ びAOン シルバ ニ ア の大気 汚染 シ ス

テム の開 発 に参 加 してい るな ど,多 くの 研究 成果 が発 表 され てい る。

(ID日 本

硫 黄 酸 化物 の 汚染 予 測 の た めの 多重 ボ ッ ク ス ・モ デ ルが 日立製 作 所 で 開

発 さ れ て い るほか,日 本IBM,富 士 通 か ら もレポ ー トされ て い る。

㈲ コメン ト

大 気 汚染 予 測 の た め の シ ミュ レー シ ョ ン ・モデ ルは,サ ッ トンの ブ ル ーム

・モデ ル を始 め と して ,応 用 形 も含 め て数 多 く発 表 され て きた。 現 在,こ れ

らモ デ ル を用い た実 験 が 行 なわ れ,予 測 シ ステ ム と して実 用 化 され て い る例

も少 な くな い。 これ ら実施 例 に おけ る予測 値 と実測 値 の相 関 は,局 地 的 には

比較 的 高 い よ うで あ るが,セ ンサ ー技 術 との 関係 もあ って,日 ・米 と も確定

的 な予測 技 法 を 確 立 してい る とはい い難 い。

冗22シ ミ ・ レ ー シ ・ ン 言語

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

例 は あ る と考 え られ る が 不 明 。

(2)ユ ー ザ ー

(D日 本

三 菱 総 研 のFORTRANに よ る大 気 汚 染 状 況 シ ミュレ ー シ ョ ン ・プ ロ グ ラ ム

MAPS-1が あ る 。
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{3)大 学 ・研 究 所

(i)大 学

汚 染 予 測 へ の利 用 が 期 待 さ れ る もの と して,MITのDYNAMOが あ り,さ

ら にCTSS(CompatibleTimeSharingSystem)の サ ブ ・シ ステ ム と し て

開 発 さ れ たOSP-3は,モ デ ル作 成 機 能 を持 っ た オ ン ラ イ ン ・ シ ミュ レ ー タ

と して 今 後 の 発 展 が 期 待 さ れ る。

㈲ 日本

IBMのGIFSを 改 良 し た 日本 科 学 技 術 研 修 所 のJUSE-GIFS等 が あ る 。

(4)メ ー カ ー

川 米 国

IBMのCSMP(ContinuousSystemMDdelingProgram),GIFS

(GenerdlizedInterrelatedFlowSimulation)が あ り,DYNAMO系

と し て はGEのDYSIM(DynamicSimulator)等 が あ る。

(ii)日 本

日 立 のDDS(DigitalDynamicSimulator),富 士 通 のADSL(Analo-

guetoDigitalSimulatorLanguage)等 が あ る 。

(5)コ メ ン ト

連 続 系 の 汎 用 シ ミ ュ レー シ ョ ン 言 語 は,日 ・米 と もメ ー カ ー を中 心 に開 発

が 進 め ら れ て い る。 しか し,ま だ 開 発 途 上 に あ る と考 え られ ・ 汎 用 性 の 拡 充

とGPSS(GeneralPurpOseSystemsSimulaton)に 代 表 さ れ る離 散 系 ン ミ

ュ レ 一 夕 との 結 合,さ らに はMITのOSP-3に み られ る オ ン ラ イ ン化 へ の 進 展

と グ ラ フ ィ ッ ク.デ ィ ス プ レ イ等 の入 出 力 マ シ ン と の イ ン タ ー フ ェ ー ス の 簡

易 化 な ど期 待 す べ き 多 く の もの が 残 さ れ て い る 。

この 面 にお い て も米 国 に遅 れ を と ってい るわ が国 と して は ・大 学 ・研 究 機

関 とユ ー ザ ーが中 心 とな って,よ り活発 な研 究 活動 を展 開 すべ きで あ る と考

え る。

一68一

■

ρ

,



旬

、

F.2.3簡 易 パ タ ー ン処 理 プ ロ グ ラム

汚染 濃度 パ ター ン,気 象 パ タ ー ンの類 型 化 や分類 を行 な うた め の パター ン処 理

技 術 を必要 とす るが,日 ・米 と もまだ 実験 の段 階 で 実用 し うる もの が見 当 らな い。

こ と に大気 高層 にお け る気流 観測 パ タ ー ン,航 空写 真 等 を高 速 に処 理 す るた め の

技 術 開 発 が 要望 され て お り,環 境 公害 情 報 システム に欠 くこ との で きな い もの の

一 つ であ る。

且2.4制 御 プ ログ ラム と通 信 制御 プ ログ ラム

環 境 公害 情報 シ ステム 用 と して よ りは,こ の種 の計測 監視 専 用 の 管理 プ ログ ラ

ム の 必 要性 に係 わ る もの で あ る。 これ まで は 汎用 の もの が多 く使 わ れ てい る が ,

シ ス テム の 高度 化 とと もに 各種 処 理 モ ー ドの コ ンカ レン ト処 理 やハ イブ リッ ド処

理 が 要請 され る と ころ とな り,そ の開 発 の 重 要 性 を増 すこ と と思 われ る。

E2.5汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジメ ン ト ・シス テム と統 計情 報 検 索 プ ロ グ ラム

こ の両 者 につ い て は,既 に経営 情 報 ンス テ ムの 該 当項 で述 べ てい るた め省 略 す

る。

F.3ま とめ

環 境 公 害 情 報 システ ム を特 徴 づ け る ソ フ トウ ェア技 術 は,何 ん とい って もモデ

リング を含 む シ ミュ レー ショ ン技 法 の 確立 とパ タ ー ン処 理 技 術 に あ るとい え る。

他 の 技 術 は,む しろ汎 用 と して 開発 され る もの の通 用 ない し応 用 に よ って対 処 し

うる と考 え られ よ うが,上 記 の技 術 は独 自 の もの と して開発 しな け れば な らな い。

また,現 在 の 実 験 ない し実 用 段 階 に あ る これ らの技 術 も,そ の 殆 ん どが大 気 汚

染 に関 す る ものが中 心 で あ り,今 後 の 課 題 として は水 質,と くに河 川,海 洋の 汚

濁 現 象 に対 す る技 術 の 開 発 が望 まれ る。

在 来 的 な監 視 システ ム か ら予 防 シ ス テムへ進 展 させ るた め には,予 測 技 法 を 中

心 に 高 度技 術 の 開発 を必 要 とす るが,こ れ らの成 果 が 他 シ ステ ム に及 ぼ す効 果 も

大 きい もの と考 え られ る。幸 い に して 日 ・米 間 の技 術 的格 差 も現 状 で は 少 い と推

測 され る こ とか ら も,大 い に努 力 した い もので あ る。
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G教 育 情 報 シ ス テ ム

G.1必 要 な ソ フ トウ ェ ア技 術

教 育 情 報 ンステ ム は,教 材 提 供 を 目的 と す るCAI(ComputerAssisted

Instruc-t'ion)シ ステ ム,教 師 の授 業補 助 を 目的 と するCMI(ComputerManage--

mentInstruction)シ ステ ム,お よび 教 育 機 関 の 運営 を支 援 す るた め のIMS

(lnstructiveManagementSystem)に 大 別 で き るが,第2次 大 戦後 期 か ら軍 事

訓 練 用 に開 発 され た とい わ れ るCAIシ ス テム は,そ の 中 で も技 術 的 に最 も進 ん

だ もので あ り実 施 例 も多 い。

IMSは,一 般 企 業 活動 の 合 理 化 と殆 ん ど 目的 を同 じ くす る もの で あ るた め,

技術 的 に も類 似 の もの で対 処 で きるが,今 後 の方 向 と して は,CAIと それ を発

展 させたCMIが 活用 され るで あ ろ う と 目 され てい る。

した が って,こ こで はCAIとCMIを 主 た る考 察 対象 に選 び,そ の ソ フ トウ

ェアに関 す る基 礎 技 術 の うちで 重 要 と考 え られ る もの を次 の基 準 に沿 っ て考 察 す

る。

●

G。1.1制 御 プ ロ グ ラ ム

各 種 の テ ィ ー チ ン グ ・ロ ジ ッ ク と一 体 と な っ て,各 種 サ ー ビ ス の 分 配 制 御 と シ

ス テ ム の 制 御 を 司 るOSプ ロ グ ラ ム。

G.1.2通 信 制御 プ ログ ラム

多様 な端 末 装 置 と入 出力 デ ー タ を,即 時 性 を損 うこ とな くスケ ジ ュ ー リング し

た りデ ー タ変 換 す る ため の効 率 的 な通 信 制 御 プ ログ ラム。

G.1.3C!AI言 語 処 理 プ ・ グ ラ ム

教材 を作 成 す る・・め の 諦 ・関 す る処 理 プ ・グ ・ムで;テ ・一 チ ング.ロ ジ ッ

ー70一
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G教 育 情 報 シ ス テ ム
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ク と密接 な 関係 を もつ 。

G.1.4CAI端 末

文 字 ・図 形 あ るい は音 声 とい った 多 様 な コ ン ピュ ータ 出力 を効 果 的 に表 現 す る

と と もに,マ ン.マ シ ン ・イ ン タ ー フ ェー ス と して の人 間工 学 的 配 慮 を十 分 に図

ったCAI用 端 末装 置。

G.1.5テ ィーチ ング ・ロ ジ ック

教 課 に応 じ,そ の学 習 効 果 を最 大 に す るた め の学 習 理 論で あ り,教 授 過程 を効

能 的 に シ ミュ レー トす る ロ ジ ック と もい え る。

G.1.6カ リキ ュ ラム

テ,一 チ ング.・ ジ 。 ク疏 じたCAI語 ・・よ ・ て記述 されア・学emプ ログ

ラム と,多 種 ・デ,ア の学 習 用 デ ー タで 蹴 され る教 材 ・

,

G.2日 ・米 の ソ フ トウ ェ ア技 術 比 較

G.2.1制 御 プ ロ グ ラ ム と通 信 制 御 プ ロ グ ラム

OSプ ロ グ ラム と通 信 制御 プ ロ グ ラム は,一 体 とな って 動 作 す る管 理 プ ロ グラ ・

ムで あ るた め,両 者 を区 別 して 論 じる こ とは困 難 で あ る。

(1)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス

(i)米 国

SDCで 開 発 され たCLASSが 代表 的 な もの と して 良 く知 ら れてい る。

(2)大 学 ・研究 所

(i)米 国 ロ
イ リ ィ イ 大 学 のPLATO(ProgrammedLogicAutomatedOperation)が
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最 も有 名 で,1959年 か ら研 究 が進 め られ,現 在,70台 のCAI端 末 を制

御 して い るが,さ らに4,096台 の 端 末 とTSS制 御 すべ く目F計 画 中 との

こ とで あ る。 この ほ か,ス タ ン フ ォー ド,ハ ーバ ー ド各大 学 の研 究 成 果 も

知 られ てい る。

(ID日 本

北 海道 大 学,東 京 教 育 大学,香 川 大学 等で 開発 が進 め られ てい るが,香

川 大学 のDESKARTESが 知 られ てい るに過 ぎ ない。

(3)メ ー カ ー

(D米 国 ∵

コン ピ ュー タ.メ ーン.フ レー ム各 社 と も開発 して い るが,な か で も

IBMの システ ム/360CAIジ ス テム が広 く利 用 され てい る。 これ は ・CAI・

CMLIMSを コン カ レ ン ト処 理 す る方 式 を採 って お り,当 初 に 開発 され た

1,500CAIシ ステム の ニ ュ ー ・モ デ ル と して注 目 を・あ び て い る。

冊 日本
』

昧 電 気 のNECBES高 士 通 のSHEBAの ほか,日 立 製 作 所,鯨 芝 浦

電 気 で もそれ ぞ れ 開 発 され てい るが,大 規模 用 は まだ ない 。

▼

(4)コ メ ン ト

日本 で も最近 にな って,よ うや くCAIシ ス テム らしい もの の 出現 を見 る

に至 った が,ま だ,米 国 に 比 して 相 当 の技術 ギ ャ ップ を感 じ る。 これ まで の

・殆 ん どは ミニ コン をベ ース と した もの で あ った た め,処 理 能 力 もさ るこ とな

が ら学 習用 アル ゴ リズ ム に も限 度 が あ り,CAIシ ステ ム の評 価 を下げ る要

因 と な って い た。

した が って 今 後 は,中 型 機 以上 を利 用 して コス ト ・パ ー フ ォー マ ンス と ア

ベ イ ラ ビ リテ ィの 向 上 を 目指 した教 育 用 管理 プ ログ ラム の開 発 が 望 まれ る。
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G.2.2CAI言 語 処 理 プ ロ グ ラ ム

教 材 作 成 用 の 言語 と して は,①FORTRAN,COBOLな ど の 汎 用 言語,② テ ー ブ

ル あ る い は マ ク ・表 現 に よ る 問題 向 け コ ン パ イ ラ形 式 言語
,③ コ マ ン ド方 式 に よ

る 会 話 型 言語,④ 自 動 作 成 言 語,等 の もの が あ る が,い つ れ も長 短 あ っ て 今 後 の

開 発 に まつ と こ ろ が 多 い 。

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(j)米 国

SDCのPLANIT(ProgrammingLangnageforInt,eractionand

Teaching)が 有 名 で,こ れ は 会 話 形 式 言語 で あ る。

(2)ユ ー ザ ー

日)米 国

ニ ュ ー ヨ ー ク市 教 育 委 員ft

.のILS-1(lnstructionalSystemLanguage

-1)が 代 表 的 で
,学 習 プ ロ グ ラム の 分 岐 や 評 価 計 算 等 をALGOL的 な フ レキ

シ ビ リテ ィ を もっ で 記 述 で き る コ ン パ イ ラ 言語 で あ る
。

(加 日 本

特 に 目 立 っ た 動 き は な い 。

(3)大 学 ・研 究 所

(D米 国

イ リ ノ イ大 学 のCATO,AnswerMaster ,カ ル フ ォル ニ や 大 学 のCAL等

が 代表 例 で,い つ れ も コ ン パ イ ラ 言 語 で あ る。

㈲ 日 本

現 在,香 川 大 学 でDESKERTES用 の コ ン パ イ ラ 言 語 を 開 発 中 の 程 度 。

{4)メ ー カL

(j)米 国

IBMのCourseWriter,CG-1(CourseGenerator-1),RCAの

Tutor,U[NIVACのCOPIが 有 名 で あ る。

CG-1が 会 話 型 で あ る ほ か は,コ ン パ イ ラ 言語 。
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㈲ 日本

電子 工 業振 興 協 会 が取 り まとめ たCAI標 準 言語 を もとに し て,各 コ ン

ピュー タ ・メー カ ー がCAI言 語 を開発 して お り,日 立 製 作 所 作 成 の もの

に はTeachtranの 名称 が つ け られ てい る。い つ れ もコン パ イ ラ 言語 。

(5)コ メ ン ト

米 国 に は上 記 の と お り,コ ンパ イラ型,会 話 型,自 動 作 成 型 等 の 各 種 言語

が 研究,開 発 さ れ て い る。 これ に対 して 日本 は,日 本 電子 工 業振興 協 会 が取

りまとめ た 言語 標準 によ って 開発 され て お り,世 界 的 に も類 の ない 好例 で あ

る。 した が って,単 に コン パ イ ラ形 式 に止 ま る こ とな く,よ り多 くの便 利 な

言語,特 に 会話 型 を引続 き開 発 され る こ とを期 待 した い 。

G.23CAI端 末

日 ・米 と もに,キ ーボ ー ド ・プ リンタ,CRTデ ィス プ レイ,ラ ンダム.ア ク

セ ス ・ス ライ ド・ ラ ンダ ム ・ア ク セス ・テ ー プ等 を多 く使 用 してい るが,米 国 の

それ は機 種 が 豊 富 で あ り,人 間 工学 的 に もわ が国 に 比較 して 長 じて い る とい え る。

また・ 日本 の システ ム には,教 材 提示 用 に ス ライ ドを使用 す る例 が 多い が ,音 声

入 出力 装 置 を用 い る こ とが少 ない。

わ が国 で も・ 最近 に な って 商品 化 され 始 め た プ ラズ マ ・デ ィス プ レイは
,既 に

以 前 か ら米国 で は使用 さ れ て お り,文 字 お よ び図 形 の2元 表 示 が 行 なわ れて い る。

日本用 のCAI端 末 と しては,用 字 が多 様 で あ る とい った ハ ンデ ィ もあ るが
,

彼 我 に は,ま だ,相 当 の 技 術 的ギャップが感 じ られ る。 日本 人 教 育 向 け の安 価 な

CAI端 末 の 開発 こ そ,今 後 の システム普 及 に欠 くこ との で きない 重 要 条 件 とな

ろ う。

G.2.4テ ィ ー チ ン グ ・ロ ジ ッ ク と カ リキ ュ ラム

(1)米 国

テ ィ ー チ ン グ ・ロ ジ ッ ク に つ い て は,テ キ サ ス 大 学,イ リ ノ イ大 学 等 の 大

学 ・研 究 機 関 と,SDCな ど の ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス が 中 心 と な っ て 開 発 を

進 め て お り,そ の ア ル ゴ リズ ム もtutorial,drillandpractice,
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i。q。i.y,、im。1。ti。n,di・g…ti・t・ ・t,di・1・9・ ・…mi・gな ど 励

て 多 彩 で あ る。

また,ガ リキ ュ ラ ム に つ い て も,大 学,市 教 育 委 員 会 等 が 中 心 と な っ て 幅

広 い 学 習 層 と教 課 に 対 す る も の を 開 発 して お り,そ の 種 類 は 枚 挙 で き な い 程

で あ る 。

(2)日 本

テ ィ ー チ ン グ ・ロ ジ ッ ク で は;tutorialとdrillandpracticeが 殆 ん

どで,能 力 開 発 工 学 セ ン タ ー のCADEC(CenterforAbilityDevelope-

mentEngineeringCenter)シ ス テ ム のSimulationlogicが 特 異 な 存 在

とい う程 度 。

カ リキ 。 弘 に っ い て は,CADECの 小 学 生用 算 数,自 動 髄 転 の ・ ミ・ レ

ー シ ・ン
,機 械 振 興 協 会 の テ レ ビ修理,FORTRAN,COBOL,香 川 大 学 の数

学 な どが メー カ ー以 外 の もので,メ ー カ ーで は主 に コ ン ピュー タ教 育用 教 材

を保 有 して い るに 過 ぎな い 。

(3)コ メ ン ト

日.米 のCAIシ ステム 研究 に関 す る年輪 差 を歴 然 とさせ るの が,こ の テ

ィー チ ング ・ロジ ック とカ リキ ュラム で あ り,日 本 が,ま だ研究 段 階 に あ る

こ と を物 語 ってい る。 すで に 米国 で は,知 識修 得 をベ ー ス に進 めて きた 在来

方 向 を,思 考 能 力養 成 を 目指 した テ ィー チ ン グ ・ロ ジ ッ ク に転 換 す る た めの

研究 活動 が 開始 され た と も聞 くが,日 本 もこ の面 に おけ る教 育界 の 奮起 を望

み たい もの で あ る。

G.3ま とめ

CAIシ ステ ム にお け る 日 ・木 間の 技 術 ギ ャ ップ は,上 記 基 礎 技 術 のあ らゆ る

面で顕 著 にあ ら われ て い る。 しか し,こ の 日 ・米 ギ ャ ップ を果 して埋 め うるで あ

ろ うか 。 どち らか とい え ば,英 才教 育 よ り も平等 教 育 を志 向 す る教 育理 念 の 強 い

わが国の歴史的風土 を考 え るとき,今 にわカ・に好転 する と予測 す ることは騰 で

一76一



あ る。 した が って・ 教 育 効 果 を 最 も期 待 し うる分 野 の研 究 を十 分行 ない,日 本 型

システ ム を抜 本 的 に構 築 す る必 要 が あ る。

む しろ,学 校教 育面 よ り も職 業 教 育 に採 り入 れ て,高 度 の専 門 的 技 能 を効 果 的

に修 得 させ る方 向で の 技 術 的 ア プ ロー チ こ そ重 要 と考 える。
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H道 路 交 通 情 報 シ ス テ ム

H.1必 要 な ソ フ トウェ ア技術

道 路 ・交 通情 報 シス テ ムは,路 上 信 号機,表 示盤 の 制御 を通 じて交 通 流 の 制御

を目指 す 交通 管 制 システム,交 通 流 情 報 を,適 時,利 用 者 に提供 す る交 通 情 報 シ

ス テ ム,お よ び旅行 目 的地 点 に最 小 時 間 で 到達 す るた めの径 路 を誘 導 す る径 路 誘

導 システ ム 等 の各 種 カテ ゴ リが あ るが,な か で も主 流 をなす の は 交 通管 制 シス テ

ム で あ り,実 施 例 も極 め て 多 い。

こ の交 通 管 制 システ ム に視 点 を 当て て み る と き,都 市 街 路 にお け る系 統 信 号 の

面 制御 方 式へ の傾 向 が強 い た め,広 域 制御 が今 後 の主 た る方 向 に な る もの と考 え

られ,そ の発 展 形 と して交 通 情 報 シ ステム や径 路誘 導 システ ム を と らえ るべ きで

あろ う。

上 記 観 点 か ら,道 路.交 通 情 報 システ ム の開 発 に関 す る基 礎技 術 の うちで 重要

と考 え られ る もの を次 の 基準 に従 って考察 す る。

H.1.1モ デ リング

対 象 とな る道 路 ・交 通 流 の 属性 を忠 実 に再 現 し,か つ,体 系 的 な思 考 と解折 を

可能 とす るモ デ リン グ技 術 。

H.1.2シ ミュ レー シ ョン

各 種 供試 方 式 の効 果 予 測 を有 効 に行 ない 最 適方 式 を試 行 錯 誤 す るた めの シ ミュ

レー シ ョン技 術 。

H.t.3統 計 予測 ・数 理 計画

交 通 パラ メータ,制 御 パ ラ メータ等 を 設 定 す るた めの 予測 ・計 画技 法 。

H.1.4通 信 制御 プ ログ ラ ム

各 種 セ ンサ ー情報 の 収集 と管 制 機器 を 制御 す るた めの 効率 的 極 信 制御 プ ロ グ

ラ ム。
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H.1.5制 御 プ ログ ラ ム

オ ーバ ・ヘ ッ ドの 少 な い 単 能OSプ ロ グ ラ ム
。

H.1.6統 計 処 理

・・ラ ・一夕
,交 疏 デ ー タ,齢 棺 介 入言己録,障 害 記 録 等 の統 計処 理 プ 。グ ラ

ムo

H。2日 ・米 の ソ フ トウ ェ ア 技 術 比 較

H.2.1モ デ リ ング,.シ ュ ミ レ ー シ ョ ン

両 者 は 一 体 と な った 技 術 で あ るた め,こ れ を 区 別 し て 論 じ る こ とは 困 難 で あ る。

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

川 米 国

PlanningResearchCorp .の サ イ ク ル ・ス プ リ ッ ト最 適 モ デ ル が 比 較 的

有 名 で あ る 。

(2)ユ ー ザ ー

日 ・米 と も挙 げ る に 足 る もの が な い 。

(3)メ ー カ ー

(D米 国

Yardeni(IBM)の 時 間 距 離 ダ イ ヤ グ ラ ム ・モ デ ル が 系 統 信 号 の タ イ ミ ン

グ 計 算 モ デ ル と し て 代表 的 な も の で あ る 。

㈲ 日本

住 友 電 工,富 士 通 で 開 発 さ れ て い る が 名 称 が 見 当 ら な い 。

(4)大 学 ・研 究 所

川 米 国

米 国 道 路 局 の 制 御 概 念 有 効 度 を 総 合 テ ス トす る た め のTRANS皿,Little

(IBM)の 通 過 帯 幅 最 大 化 モ デ ル,DOTのTransportationSystemCenter

で 開 発 しtSCOTな ど が あ る。
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●

●

㈲ 日本

東 京 大学,東 北 大 学,早 稲 田 大学 な どで研 究 され て い るが 内容 不 明。

(5)コ メ ン ト

.米 国 に お い て は,60年 代始 め頃か ら交 通流 解 折 の た め の シ ミュ レー シ 。ン ・

.モ デル が,メ ーカ ー,大 学,研 究 所 に おい て作 成 され てい る。

シ ミュ レー シ ョ ンは,微 視 的モ デ ルに よ る もの,巨 視 的 モデ ル によ る もの,

流 体 モ デ ルに よ る もの の3働 ・大 別 され,主 た る 目的 は ・ 交 通 流 の基 本 的 解

折,交 通 制 御 方 式 の評 価,道 路 計 画 な どで あ る。

日本 に おい て も昭 和40年 代 に な って か ら各 大 学,メ ー カー 等 によ って研 究

開 発 が進 め られ て きてい るが,・モ デ ・レ記 述 語 としてIBMのCSMP・GPSS・

MITのDYNAMO,XDSのSL-llな どの汎用 シ ミュ レ ー シ ョ ン 言語 に よ る もの が

殆 ん どで あ り,本 シス テム 用 の ダ イ ナ ミ ック ・レ ンジで の もの に 乏 しい。 こ

とに径路 誘 導 システ ム等 の 高度 な もの につ い て は,パ ー スペ クテ ィ ブ な シ ミ

ュ レー シ ョン ・モデ ル が要 求 さ れる こ と とな り,こ の方 面 で の開 発 も望 まれ

る 。

H.22統 計 予 測 ・数 理 計 画

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス

(i)米 国

SRIがSanJoseシ ス テ ム 用 に 開 発 したTRANSYTが 最 も注 目 され る も

の で あ る が,TRWがLosAngels広 域 信 号 制 御 シス テ ム 用 に 開 発 中 の

SIGOP(サ イ クル ・オ フ セ ッ トの 組 合 せ 最 適 化),DISC(ス プ リ ッ ト調

整),GreenLightExtensionorReductionプ ロ グ ラ ム な ど も新 た な

取 組 み と い え る。

㈲ 日 本

特 に 目立 った 動 き が な い 。

(2)ユ ー ザ ー

日 ・米 と も特 に 注 目 す べ き もの が な い 。
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(3)メ ーカ ー

(j)米 国

IBM;UNIVAC,XDSな どで独 自 の活 動 が 見 られ るが詳 細 は不 明 。

㈲ 日本

住友 電 工,松 下通信 工 業,立 石 電 機 な どで,サ ンプ リング,ス プ リ ッ ト

指 定,オ フセ ッ ト指定 な どの機 能 別 プ ロ グ ラム が 開発 され て お り,比 較 的,

活 動 も活 発 で あ る。

(4)大 学 ・研究 所

よ 日 ・米 と も特 に 目立 っ た ものが な く,詳 細 は 不 明。

⑤ コ メ ン ト

日本 の 場 合に は,一 部 の 専門 的メーカーが 開 発 を主 導 してい る傾 向 に あ り,

機 能 単 位ご との サ ブ ・モ ジ ュ ー ル をみ る限 りに おい て は,日 米 間の質 的 差 は

余 りない と言え るが,汎 用 的 モ ジュ ー ルの 開発 レベ ル で は米 国 が優 れ てい る

た め,広 域 を対 象 とす る ア ル ゴ リズム の開発 を望 み た い。

H.2.3'通 信 制 御 プ ロ グ ラム

通 信 制 御 プ ログ ラ ム と い うよ り機 器監 視 制 御 プ ロ グ ラム に近 い概 念 で の ソ フ ト

ウ ェア につ い て で あ るが,日 ・米 と もに メー カ ー ご とにハ ー ドウ ェア対 応 に開 発

さ れてい る場 合 が 多 く,車 両 感 知 器(ル ー プ式,超 音 波 式,ド ップ ラ ・レー ダ式)

信 号機,表 示 盤 な どの 監 視 制 御 用 と しては 一応 の もの を保 有 して い る。 しか し,

制 御 可能 規模 と細 部 機 能 におい て彼 我 の較 差 が あ り,シ ステ ム ・パ フ ォー マ ン ス

を向 上 させ るた めの 開 発努 力 を望み たい 。

H;2.4制 御 プ ロ グ ラ ム

日.米 と も コ ン ピ ュ ー タ.メ ー カー の 提 供 す る 交 通 管 制 用 モ ニ タ ・プ ロ グ ラ ム

に 依 存 し て お り,他 部 門 に お け る 目立 っ た 動 きは 見 られ な い 。 日 ・木 間 に お い て

は,コ ア ・レ ジ デ ン ス,割 込 時 オ ーバ ・ヘ ッ ド等 に お い て 若 干 の 差 が あ る よ うで,
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前 項 の通 信 制 御 プ ロ グ ラム と同様,パ フ ォー マ ン ス向 上努力 を期 待 した い 。

H。25統 計 処 理

パ ッケ ー ジ 的 な もの は な く,必 要 に応 じて メー カ ー,ま た は ユ ーザ ーが既 有技

術 によ って開 発 してい るた め,特 記 すべ き もの が ない。

●

H.3ま と め

道路.交 通 情報 シ ステ ム に要求 され る ソ フ トウ ェア技 術の うちで 重 要 度 の 高い

もの は,モ デ リ ング を 含 め た シ ミュ レー シ ・ン技 術 と予 測 ・計 画 技 術 に 関 す る も

の で あ るが,日 ・米 の技 術 差 を包 括 的 に と らえ る場 合 には極 端 な 差 は な い とい っ

て 過 言で な か ろ う。 た だ,開 発 母 体 で これ を見 る と,日 本 で は極 端 な 程 の メー カ

ー主 導 型 と な ってい るた め
,シ ス テム 内容 面 に おい ては コ マ ー シ ャ ル ・ベ ース に

偏 す る こ と が 多 く,独 創性 に富 ん だ ユ ニー クな も(6が 少 ない。 した が っ て,今 後

の課 題 は,メ ー カニ以 外 の 開 発部 門 が そ れ ぞ れ 独 自の発想 理 念 に 基 づ い て技 術 を

開発 す る こ とで あ ろ う。

日本の超 過密社会の もた らしてい る各種 の交通禍,排 気 ガス 公 害等 への対処

策 として果たす役割 りも大 きい もの があるため,米 国式の交 通流増大指 向でな く,

交通 の安 全性 と環境改善,さ らには公共車優先等の公共福祉 を目指す 日本型技術

の開発姿勢 を期待 したい もの である。
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1 医 療 情 報 シ ス テ ム

1.1必 要 な ソ フ ト ウ ェ ア 技 術

医 療 情 報 シ ステ ムは 情報 と機 能 とい う観点 か ら見 た場 合,大 き く次 の5シ ス テ

ムに 分類 され てい るo

(1)診 療 計画 シス テ ム(外 来 予 約,入 院 予 約,検 査 予 約,看 護 計画 等)

(2)診 療 情 報 シス テ ム(原 資料 管 理,病 歴 情報 処理 等)

(3)診 療 デー タ処理 シス テ ム(自 動 検 査,自 動 問 診,検 査 デ ー タ伝 送 等)

ω 事務 管 理 情報 シス テ ム(患 者 登 録 料金 計 算 藻 品 管 理 給 食 等)

(5)診 療管 理 情 報 シス テ ム(診 療 評 価,医 療 の教 育,研 究 等)

これ らの シス テ ム に必 要 な ソ フ トウ ェア技 術 の うち特 に重要 な ものは 次 の6つ

で あるo

9

1。1.1言 語 プ ログ ラム

主 と して診 療 用 の問 題 向言 語 で会 話 型 言 語 レベ ルの もの。

1.1.2数 値 解 析

統 計 解 析1多 受 量 解 析),デ ィ ジ タル ・シ ミ=レ ー シ ョ ン を 主 体 と した 診 療 及

び 研 究 の た め の ア プ リ ケニ シ ョ ン ・プ ログ ラ ム

1.1.3簡 易 パ ター ン 処 理 用 言 語 プ ロ セ ッサ

研 究 ま た は 診 断 補 助 の た め に 二 次 元 画 像(例 え ばX線 フ ィ ル ム)の パ タ ニ ン 認

識 を行 な う プ ロ グ ラ ム ・シ ス テ ム

1.1.4汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・シ ス テ ム

病 歴 情 報,予 約 情 報,患 者 登 録 等 の デ ー タ ・フ ァ イ ル の 生 成 ・ 更 新 ・ 修 正 を主
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体 と し,さ ら に マ イ ク ロ ・フ ィ ル ム,X線 フ ィ ル ム等 のIDフ ァ イ ル を 管 理 す る

シ ス テ・ で,・ れ ら各 硫 報 間 のデ ー ・ ・リ・ クが 可自旨舛 ス ・語 を別 に もつ

ア プ リ ケ'一 シ ョ ンo

1.1,5科 学 技 術 情報 検 索 シ ス テム

デー タ ・フ ァ イルに 対 して 自然 語 索 引 を可能 と した会 話 型 検 索teよ びSDI方

式 に よる検 索 の 両方 が 可 能 な ア プ リケ ー シ ョ ン。

1.L6診 断 解 析

患者 か ら取 られ た検 体 か らの デー タまた は 重症 患 者 の モ ニ タ リング に よ り得 ら

れ たデ ー タ を 自動的 に解 析 す る こ とを 目的 と した ア プ リケー シ ・ン。

9

●

1.2日 ・米 の ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 比 較

1.2.1言 語 プ ロ グ ラ ム

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス

(i)米 国

マ サ チ ュ ー セ ッ ツ総 合 病 院 とハ ≡ パ ー 大 学 医 学 部 に よ っ て 開 発 さ れ た

MUMPSシ ス テ ム が,MEDITECH社 等 の ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス に

よ っ て 商 品 化 され て お り,MEDITECH社 はMUMPSを ベ ー ス に海

軍 の 歩 行 診 療 シ ス テ ム を 作 り上 げ て い る 。

⑥ 日 本

わ が 国 の ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス に お い て は 医 療 言 語 は 開 発 さ れ て い な い 。

(2)ユ ー ザ ー

(D米 国

MUMPS(MassachusettsGeneralHospitalUtility

Multi、ProgrammingSystem)が マ サ チ ュ ー セ ッ ソ 総 合 病 院 に よ

●
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◆

,

●

って 開発 され,米 国 に おけ る医 療 情 報 シ ステ ム の標 準 言 語 に採 用 す る こ と

がNBS等 に よ り計 画 され て い る。 ◆

この シス テ ムは 、MUMPSモ ニター,JOSS型 のMUMPS言 語 ,各 種 の

診療 用 ア プ リケー シ ョン ・プ ログ ラムか ら構成 され てお り,会 話 形 式 で20

端 末 か ら同時 に使 用 で き る よ うに な って お り,極 め て高度 な医 療 問 題 向 け

シ ステ ムで あ るo

(iP日 本

わが 国 の一 般病 院 に おい て は医 療 言語 の開 発は まっ た 〈考 え られ て い な

し(o

(3)大 学 ・研 究所

(1)米 国

ハー バ ー ド大 学 医 学 部 に よるMUMPSの 開発(マ サチ ュー セ ッ ソ総合

病 院 との共 同)が 群 を抜 い て い る。

この他,ミ ズー リ大 学 で骨 髄 腫 記 述 用 言語 が 開発 され てい るo

(の 日 本

現 存 す る医 用 言 語 は ないが,厚 生 省 と東大 ・慶 大等 に よ り開 発 す る計 画

が 立 て られ て い る。

(4)メ ー カー

(i>米 国

DEC社 で はMUMPSをPDP-15に 装 備 し市 販 を行 なっ て い る。

⑪ 日 本

わ が国 メー カー で 開発 され た医 用 言 語 は ない。

(5)コ メ ン ト

MUMPSが 現 存 す る殆 ん ど唯 一一の医用 言 語 で あ り,米 国 に お い ては これ を

医 用 標 準 言 語 とす る動 きが あ る。

た だ し,こ の シ ステ ムは,イ ンタ ブ リ一 夕形 式 で あ り,実 行速 度 の遅 い 欠

点 が あるoさ らにPDP-9,11,15向 きに開 発 され てk－ り他 機 種へ の適

用 を阻 害 して い る。
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コ ン パ イ ラ形 式 に し た 標 準 言 語 と す る必 要 が あ る 。・

1.2.2数 値 解 析

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

(o米 国

診 療 を 目 的 と した 統 計 解 析 及 び シ ミ ュ レ ー シ ョ ン技 法 は 主 と して 大 学 ・

研 究 所 に お い て 実 施 さ れ て お り,米 国 の ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス に は そ れ 程

多 く の実 績 は 見 られ な い が,コ ン ピュ ー タ を 利 用 した 診 断(Computer

Assi.stedDiagnostics)サ ー ビ ス を実 施 し て し(る 所 は 全 米 で 約30

ヵ 所 あ り,Technicon社 に よ っ て 開 発 さ れ た エ ル カ ミ ノ病 院 の 臨 床 検

査 シ ス テ ム や イ ン ラ ォ ト ロ ニ ク ス 社 に よ る セ ン トル イ ス 診 療 所 の 臨 床 検 査

シ ス テ ム 等 が あ るo

技 術 的 に は 大 学 ・研 究 所 ま た は 総 合 病 院 で 開 発 さ れ た 技 術 を 応 用 し て い

る ケ ー ス が 殆 ん どで あ るo

⑪ 日 本

特 に医 療 を 指 向 した 数 値 解 析 は 殆 ん ど行 な わ れ て い な い の が 現 状 で あ る 。

統 計 解 析 パ ッ ケ ー ジ と し て は 日 科 技 研 のSTAT(StatisticalCom-

puterProgram)が あ るo

② ユ ー ザ ー

'

(i)米 国

医 療 の 分 野 で は 大 学 ・研 究 所 に続 い て 総 合 病 院 で 各 種 の 技 法 が 研 究 開 発

さ れ る ケ ー ス が 多 く,統 計 技 法 ま た は シ ミ ュ レー シ ・ ン技 法 を用 い た 診 療

の 分 野 で も マ サ チ ュ 一 走 ッ ソ総 合 病 院 のMUMPSシ ス テ ム を は じ め診 療 や

基 礎 医 学 の 研 究 に 多 くの コ ン ピ ュ ー タ が 使 用 さ れ て お り,診 断 ア ・レゴ リズ

ム の 開 発 を 完 了 した レベ ル に 達 し て い る。

flii)日 本

わ が 国 の 一 般 病 院 で は 末 だ こ の 分 野 に は 殆 ん ど手 が つ け られ て い な い の

が 現 状 で あ るo
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(3)大 学 ・研 究 所

(b米 国

こ の 分 野 で の 最 も代 表 的 な もの に は ミズ ー リ大 学 医 学 部 で 開 発 さ れ た

MissouriAntomatedRadiologySystemや ウ ィ ス コ ン シ ン

大 学 のMedicalDiagosisUg,ingSubjectiveProbabi-

litiesが あ るo

こ れ らの シ ス テ ム は 医 師 と患 者 が 対 話 を し な が ら症 状 等 を コ ン ピ ュ ー タ

に イ ン プ ソ ト し,統 計 処 理 ま た は シ ミ ュ レー シ ョ ン の 結 果 に よ り診 断 を 進

め て 行 く もの で あ る 。

こ の 他UCLA健 康 科 学 コ ン ピ ュ ー タ 研 究 所 のGRAFサ ブ ・ル ー チ ン ・

パ ソ ケ ー ジ を 用 い た 研 究 ・検 査 用 の 各 種 の ア プ リ ケー シ ョ ン(約30種),

ミ ズ ー リ大 学 医 学 部 の病 理 学 研 究,同 大 学 ガ ン 研 究 セ ン タ ー の 統 計 ル ー チ

ン 等 多 くの 研 究 開 発 が 進 め られ て お り,ア プ リ ケ ー シ ョ ン の あ る種 の も の

は 研 究 所 内 に お い て 実 用 シ ス テ ム と し て 用 い られ て い る。

ま た 統 計 解 析 に 関 し て はUCLAが 開 発 したBMDが 著 名 で あb,統 計

解 析 パ ッ ケ ー ジ の 手 本 とな っ て い る 。

(川 東 大 医 学 部 等 の 大 学 及 び 附 属 病 院 で 多 変 量 分 析 に よ る 各 種 診 断 ア ル ゴ リ

ズ ム の 研 究 が 行 な わ れ て い る が,現 段 階 で は 研 究 の 域 に と ど ま っ て お り実

用 化 に は 今 一 歩 で あ る。

こ の 他,北 大 医 学 部 で 放 射 線 線 量 計 算 シ ス テ ム が 開 発 さ れ 実 用 化 され て

い るo

(4)メ ー カ ー

(i)米 国

診 断 ア ル ゴ リ ズ ム の 開 発 は 本 質 的 に メ ー カ ー の 領 域 で は な く殆 ん どそ の

例 が な い が,統 計 処 理 の パ ソ ケ=ジ に はIBMのSSP,UNIVACの

STAT-PACK等 が あ り,TSSで 使 用 可 能 な もの と してGEのSTAT

-SYSTEM
,IBMのSTAT/BASIC等 が あ るo
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(ii)日 本

米 国 同 様 に 診 断 ア ル ゴ リズ ム に 関 す るツ フ ト ウ ェ ア 開 発 は 殆 ん ど行 な わ

れ て い な いo

統 計 解 析 パ ッ ケ ー ジ と し て は 日 立 製 作 所 のHSAP(HitachiSta-

ticalApplicationPackage) ,東 京 芝 浦 電 気 のBMD,STAT

(StatisticalComputerPrograms) ,富 士 通 のSTAT,三 菱

電 機 のMSL(MitsubishiStatisticalLanguaσe)な ど が あ

るo

(5)コ メ ン ト

心 臓 病 等 限 ら れ た 分 野 の 診 断 補 助 シ ス テ ム は 米 国 に お い て 開 発 さ れ て い る

が,さ ら に 広 範 な 応 用 シ ス テ ム の 開 発 と ,そ の 他 予 診 の た め の 問 診 シ ス テ ム

の 開 発 が 必 要 で あ る 。

じ

L2.3簡 易 パ タ ー ン処 理 用 言 語 プ ロ セ ッサ

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

日 ・米 と も に 医 用 問 題 向 け の パ ター ン処 理 技 術 は 殆 ん ど開 発 さ れ て い な い 。

(2)ユ ー ザ ー

日 ・米 と もに 診 断 補 助 を 目 的 に した 二 次 元 画 像 処 理 は 殆 ん ど 行 なわ れ て お

らず,キ ャ ラク タ ー ・デ ィ ス プ レ イ を 用 い た 折 線 グ ラ フ,棒 グ ラ フ表 示 程 度

に と ど ま っ て お り,こ こ当 分 は こ の 傾 向 が 続 く も の と思 わ れ る。

た だ し米 国 で はNewEnglandMedicalCenterに お け る 白 血 球 の

識 別 を イ ン タ ラ ク テ ィ ブ に 行 な うシ ス テ ム の 如 く実 用 化 シ ス テ ム の 研 究 開 発

が 進 め られ て い る。

(3)大 学 ・研 究 所

(D米 国

米 国 の 大 学 に お け る パ タ.一 ン処 理 の 代 表 的 な もの は ミズ ー リ大 学 の 疾 病

パ タ ー ン分 析 シ ス テ ム
,UCLAの 脳 図 解 シス テ ム,心 臓 治 療 モ ニ タ ー が あ
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り,そ の他 ガ ン診断 を 目的 と したTICAS(シ カ ゴ大)
,染 色 体 の 分類 と

・fn球の識 別 を 目的 と した 一 ー一 ・一 ク州 立 大学 の システ ムな どが あ る
。 こ

れ らの シ ス テムは 各 大学 ・研究 所 で'開発 が 進 め られ て い るが
,現 在 は研 究

室 で の 醗 が 行 なわれ てい る段 階 で 広 く診療 に使 わ れ る睡 で は 至
っ て

レ■な いo

(の 日 本

放 射線 医 学 総 合研 究 所 におけ るIR固 形 の オ ン ラ イン ・ リア ル タイ ム図

形 自動 処 理 シ ステ ム とガ ン研究 セ ン ター の同 種 の もの が研 究 及 び治 療 の た

め に用 い られ て お り,こ 二次 元 画 像 の パ タ ー ン認識 ア ル ゴ リ ズムが 開発 され

てhるo

また 京都 大学 では,子 宮 癌 の 早 期 発見 を 目的 と した癌 細 胞 識 別 シス テ ム

の 開 発 が進 め られ て い る。 現在 は グ ラ フィ ック ・デ ィス プ レイの解 像 度 お

よび処 理 時 間 短縮 の ため の ア ル ゴ リズ ムは未 解決 な点 が あ り
,こ れ らの 点

の 解決 が今 後 の実 用 化 の た めに 残 され てい る。
び

これ らの他,関 西 医 大 では グ ラ フ ィ ック ・デ ィス プ レイ を用 い て線 量 分

布 や患 部 の検 査 を す る核 医 学 総 合 デ ー タ処 理 シ スデ ムが 開発 され て い る
。

(4)メ ー カー'

(い 米 国

汎 用 グ ラ フ ィ'ッ ク ス ・ シ ス テ ム は,各 メ ー カ ー で 作 成 さ れ て おb
,UN_

IVACのIGSSRS(lntelligentGraphicSystemsS
oft-

wareRi・gSt・u・ture)・IBMのGSP(G・aphi・S・b・ 。u '-

tinePackage),GPS(GraphicProgrammingSer
vice),

CDCのIGS(InteractiveGraphicSystem)な ど が あ り
,

FORTRANプ ロ グ ラ ム と リ ン ケ ー ジ 可 能 な 形 と な っ て い る
。

(川 日 本

各 社 で そ れ ぞ れ 作 成 さ れ て お り 富 士 通 のGSP ,東 京 芝 浦 電 気 のIGS

(IntegratedGraphicsSupport) 、GDS,日 立 製 作 所 のHI

TAC-8811グ ラ フ ィ ッ ク ・ シ ス テ ム ,日 、本 電 気 のN287Bグ ラ フ ィ
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ッ ク ・シ ス テ ム が あ り,ま た 三 菱 電 機 は 超 高 性 能 電 子 計 算 機 と して 開 発 し

た シ ス テ ム に も と ず い て 作 成 さ れ た シ ス テ ム が あ る 。

こ れ ら の シ ス テ ムは ら ず れ もFORTRANプ ロ グ ラ ム と リ ン ク 可 能 な 形

と な っ て お り,水 準 的 に もほ ぼ 米 国 メ ー カ ー の も の と 同 等 で あ る 。

た だ し,わ が 国 で は グ ラ フ ィ ッ ク ・デ ィ ス プ レ イ を 使 用 した シ ス テ ム 自

体 が 揺 籠 期 に あ る た め の ア プ リ ケー シ ョ ン ・プ ・ グ ラ ム に つ い て は米 国 に

比 べ 不 十 分 で あ るo

医 療 情 報 シ ス テ ム 向 け の グ ラ フ ィ ッ ク ス ・シ ス テ ム と し て は,関 西 医 大

と共 同 で東 芝 が 開 発 したTOSBAC-3000Mグ ラ フ ィ ッ ク ・シ ス テ ム が

あ る 。

(5)コ メ ン ト

パ タ ー ン処 理 の 技 術 は
,今 後 開 発 さ れ るべ き分 野 で あ っ て,現 在 は 本 当 に

実 用 化 さ れ た シ ス テ ム は 殆 ん ど な い とい っ て も よい 状 態 で あ る。

医 療 の 分 野 で は 臨 床 検 査 と結 び つ い た オ ン ラ イ ン ・リ ア ル タ イ ム の 心 電 パ

タ ー ン認 識 シ ス テ ム や 放 射 線 関 係 の パ タ ー ン認 識 シ ス テ ム等 の 開 発 が 行 な わ

れ る 必 要 が あ る。

A

L2.4汎 用 デ ー タ ・マ ネ,ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス

(i)米 国

こ の 分 野 に 関 して は 殆 ん ど大 学 ・研 究 所 お よ び メ ー カ ー で 開 発 さ れ て お

り,あ ま り多 くは な い がMARKIV(lnfomatic社),ASI-ST

(ApplicationSo'ftware社)な ど が 上 げ られ るo

医 用 デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム と して はEMRS(ヘ ル ス ・ リサ

ー チ 社)BCSI(バ イ オ メ デ ィ カ ル ・コ ン ピ ュ ー タ ・サ ー ビ ス 社)が 上 げ

ら れ る 。

(ij)日 本

ソ フ トヴ ェ ァ ・ハ ウ ス に は こ の 種 の シ ス テ ム は 存 在 し な い 。
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(2)二L－ サ三一

(1)米 国

代 表 的 な もの .と して はMUMPS(マ サ チ ュー セ ッ ツ総 合 病 院)が あ る。 、

こ の 他 各 ユ ー ザ ー 毎 に作 成 さ れ た デ ー タ ・ベ ー ス は 数 多 く あ る が,そ れ

ぞ れ 問 題 向 け に 作 られ て お・り情 報 検 索 シ ス テ ム の 一 部 と な っ て い る も の で

あ っ て ホ ス ト言 語 を持 っ た 汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・ シ ス テ ム と な っ て

い な い もの が 殆 ん ど で あ るo

(ji)日 本

問 題 向 け の デ ー タ ・ベ ー ス は 大 病 院 で 作 られ 始 め て い る が 汎 用 マ ネ ジ メ

ン ト ・シ ス テ ム と い う も の は 見 当 らず,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー提 供 の シ

ス テ ム が 利 用 さ れ て い る。

(3)大 学 ・研 究 所

(D米 国

この 種 の ア プ リ ケ ー シ ョ ンは,大 学 の メ デ ィ カ ル ・セ ン ター で か な り多

く開 発 さ れ てkり,ミ ズ ー リ大 学 メ デ ィ カ ル ・セ ン タ ー のlntegrQted

File,バ ー モ ン ド大 学 のProblemOrientedMedicalRecord,ボ

ー マ ン ・グ レ イ 医 大 のlntegratedMedicalRecordFile,パ ジ ュー

大 学 のHealthServiceDataSystem等 が あ る 。

これ らは い ず れ も医 療 情 報 用 の デ ー タ ・マ ネ ー ジ メ ン ト・システ ム と し て

開 発 さ れ た もの で あ っ て,こ の 他 医 療 に お け る 情 報 検 索 シ ス テ ム に 付 属 し

た デ ー タ ・フ ァ イ ル は 非 常 に 多 い 。

(iD日 本

一 般 病 院 と 同 様 ,わ が 国 では コンピュータ ・メーカーか ら 提 供 された シス テ ム を

利 用 して お り,大 学 ・研 究 所 で こ の 種 の ア プ リ ケ ー シ ・ ン は 開 発 さ れ て い

な いo

(4)メ ー カ ー

(D米 国

特 に 医 療 情 報 シ ス テ ム を 指 向 し て 開 発 さ れ た もの で は な い が,汎 用 シ ス
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テ ム で 有 名 な も の と し て はUNIVACのDMS-1100(DataManagement

System),IMS・8(InformationManagementSy .st .em),IBMの1

.MS,HoneywellのIDS(IntegratedDataStore) ,Burroughs

のDMS,CDCのMARKM(MultiAccessRetrievalSystem)が あ

げ ら れ る 。

(ib日 本

各 社 で そ れ ぞ れ 作 成 さ れ て お り,富 士 通 のFMS,RAPID(Retrieval

AndProductionforIntegratedData),日 本 電 気 のCISS(Con-

soliditedInformationStorageSystem),三 菱 電 気 のFMS,

DMS,東 芝 のFILMAN(Fil。Manag。m,ntSy、t,m),IDS,日 本

ユ ニ パ ッ ク のFORIMS(FORTRANOrientedInformationMa-

nagementSystem)な ど が あ るo

(5)コ メ ン ト

現 在 ま で に 開 発 さ れ た ア プ リケ ー シ ョ ン はMUMPSを 除 い てCOBOL,

FORTRAN等 の 汎 用 言 語 向 き に作 られ てtoり,医 用 言 語 と の リンクを とつた

シ ス テ ム の 開 発 が 望 ま れ るo

1.2.5科 学 技 術 情 報 検 索 シ ス テ ム

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

(D米 国

医 療 情 報 検 索 シ ス テ ム は 極 め て 多 数 開 発 さ れ て お り,そ の 形 態 も極 め て

多 彩 で あ る 。

使 用 さ れ て い る コ ン ピ ュ ー タは ミ ニ ・コ ン か ら 大 型 機 ま で 各 種 あ り,そ

れ も シ ン グ ル ・ シ ス テ ム の も の とデ ュ ア ル ・シ ス テ ム の もの の 各 種 組 合 せ

が あ るo

入 出 力 は 殆 ん ど が リモ ー ト端 末 で あ り,キ ャ ラ ク タ ・デ ィ ス プ レ イ を 中

心 と した も の が 多 い 。

ソ フ ト7エ ア ・ハ ウ1が 開発 した シ ス テ ム で 代 表 的 な もの はREACH
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(R・a1　 tim・Elect・ ・ni・AccessC・ ㎜uni・ati・n・f・ ・H。,r

itals:NationalDataCo㎜unications社)
,Technicon

MIS(TechniconMedicalInf.ormationSystems社)
ttHIS

(HOsPitalInformationSystem:McDonnell-DouglasAuto-

mation社),BCSI-HealthInformationSystem(Bi6medi -

calComputerServices社),HOSPITAL(DiversfieldNu-

mericApplications),THIS(TotalHospitalInformation

System:MEDELCO社),NETWORK-320(Searle-Medida-

te社)が あ り,そ れ ぞ れ1ヵ 所 以 上(McDonnell-Douglas社 のHIS

は10病 院 以 上)で 使 用 さ れ て い る 。

こ れ ら の う ち 最 も 大 規 模 な も の は エ ル カ ミ ノ 病 院 のTechnic∩nMIS

シ ス テ ム で,医 療 情 報 と 事 務 情 報 の す べ て を カ バ ー し て お り
,病 歴 管 理,

臨 床 検 査 デ ー タ,放 射 線 デ ー タ,薬 品 デ ー タ,看 護 シ ス テ'ム,心 電 図 解 析,

入 退 院 情 報,病 院 事 務 情 報 等 が 含 ま れ てfoり,IBM370/145とIBM

360/65が 使 用 さ れ て い る 。

(ID日 本

　

米 国 の ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウス で 開 発 さ れ て い る よ うな シ ス テ ム は ま っ た

く手 掛 け られ て い な い 。

(2)ユ ー ザ ー

(D米 国

米 国 の 病 院 で は ソフ トウ ェア ・ハウスま た は コンピュータ ・メー カ で 開 発 さ れ た

シ ス テ ム を適 用 して い る ケ ー ス が 多 く ,独 自 に 開 発 さ れ た も の は 余 り多 く

な い が,マ サ チ ュ ー セ ッ ツ総 合 病 院 のMUMPS,ピ 一 夕 ・ベ ン ト病 院 の

R・alTim・C・mp・t・ ・S・ ・vi・e・f・ ・A,nb。1。t。,yCli。i,
,デ ン

バ ー健 康病 院 の都 市総 合 健康 保 護 情 報 シ ステ ム等 が あ る
。

(iD日 本

日赤 病 院 等 の大病 院 で患 者 の病 歴 管 理 シス テ ム,入 退 院 情報 管 理 シス テ

ム,臨 床 検 査 シス テ ム等 の開 発 が進 め られ て い るが ,末 だ実 用 レベ ル に到
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達 した も の は な い 。

ま た そ の シ ス テ ム 開 発 も メ ー カ ー に 対 す る依 存 度 が 高 く米 国 の 病 院 に 比

べ シ ス テ ム 開 発 技 術 力 に格 段 の 差.が あ るっ

(3)大 学 ・研 究 所

(D米'国

医 学 文 献 検 索 で も っ と も著 名 な シ ス テ ム は 国 立 医 学 図 書 館 のMEDLA--

RS及 びMEDLINが あ る。 この シ ス テ ム は ほ ぼ 全 世 界 の 医 学 文 献 の 殆 ん

どが 収 録 さ れ て い る 膨 大 な も の で,こ の種 シ ス テ ム で 他 に 匹 敵 す る も の は

世 界 中 に 見 当 ら な い 。

生 体 医 学 情 報 サ ー ビス で は ミズ ー リ大 学 コ ン ピ ュー タ開 発 セ ン ター の シ

ス テ ム が あ る 。 こ の シ ス テ ム は 生 体 医 学 情 報 を マ イ ク ロ フ ィ ル ム に収 録 し

たFactBankSystemと な っ て い るo

病 歴 管 理 で はUCLAのN・t・ ・a1L・nguag・Sy・t・mが あb・ 細 菌 学

シ ス テ ム,化 学 検 査 日報,傾 向 シ ス テ ム,麻 酔,疾 病 お よ び 手 術 索 引 等 が

含 ま れ て い る 。

同 様 な シ ス テ ム は ミズ ー リ大 学 の 患 者 病 歴(コ ン ピ ュ ー タ 自動 問 診)シ
　

ス テ ムGIPSY,CONSIDER,南 カ リ フ ォ ル ニ ア 大 学 や カ リフ ォ ル ニ ア

大 学 バ ー ク レー,カ イ ザ ー 財 団 の シ ス テ ム が あ る ○

こ の 他 政 府(HEW)が 主 体 と な っ て 進 め て ら るF-S-Lシ ス テ ム ・

ASTHOシ ス テ ム,IndianHealthServiceシ ス テ ム 等 の 極 め て 大 規

模 な シ ス テ ム が あ るo.

(iD.日 本

一 般 大病 院 と 同 様
,病 歴 管 理 シ ス テ ム,臨 床 検 査 シ ス テ ム等 の 開 発 が 東

大,阪 大,慶 大 等 で 進 め られ て い る 段 階 で あ り,米 国 と の格 差 は き わ め て

大 き い 。

しか し な が ら大 学 ・研 究 所 の場 合 は 組 織 の 中 に シ ス テ ム 開 発 を 担 当 す る

部 署 ま た は 専 門 家 が 置 か れ て お り着 実 な 開 発 が 進 め ら れ つ つ あ る 。
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(4)メ ー カー

(D米 国

ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス 同 様,こ の 分 野 に お け る メ ー カ ー の 開 発 シ ス テ ム

も 多 数 あ り,米 国 内 病 院 へ の シ ス テ ム 売 込 み に ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス と競

合 して い る 。

代 表 的 な もの はMISP(MedicalInformationSystemsProgram

:IBM),BHAS(Burroughs),PULSE(RaytheonDataSyst-

ems),NEAT(NCR)等 が あ る。

この う ちIBMのMISPは 全 米50ケ 所 以 上 の 病 院 で 使 用 さ れ て お り,

そ の ソ フ トウ ェ ア の大 部 分 は ユ ー ザ ー に よっ て 開 発 さ れ た も の で あ る。

(iD`日 本

富 士 通,東 芝,日 立 等 で 自社 内 の 附 属 病 院 向 け の シ ス テ ムが 開 発 され て

い る が,病 院 事 務 シ ス テ ム を 主 体 に 開 発 さ れ て お り,医 療 技 術 情 報 は ま だ

不 十 分 で あ る。

(5)コ メ ン ト

こ の 分 野 に っ い て は 米 国 で は シ ス テ ム 開 発 が 完 成 に近 づ い て い る と い え る 。

一 方
,わ が 国 で は 病 院 事 務 情 報 シ ス テ ム が ま ず 手 を つ け られ た 段 階 で 医 療 技

術 情 報 シ ス テ ム は 今 後 に ま た な け れ ば な ら な い 。

た
、だ 米 国 で も一 部 の 大 病 院 で 行 な わ れ て い る だ け で 地 域 医 療 との 関 連 づ け,

新 生 児 お よ び幼 児 に 関 し ては 今 後 開 発 さ れ る分 野 で あ ろ う。

1.2.6診 断 解 析

(1)ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス

(i)米 国

米 国 に お い て実 用 化 さ れ て い る健 康 シ ス テ ム,患 者 モ ニ タ リ ン グ ・シ ス

テ ム,ECG解 析 シ ス テ ム等 の 分 野 に は,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス は 殆 ん ど進

出.し て お らず,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カー ま た は 医 療 機 器,計 測 機 器 メ ー カ

ー に ま か さ れ て い るo
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⑰ 日 本

米 国 同 様 こ の 分 野 へ 進 出 して い る ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス は 見 当 ら な い 。

(2)ユ ー ザ ー

(D米 国

こ の 分 野 の シ ス テ ム は,ユ ー ザ ー ま た は 大 学 ・研 究 所 で 開 発 さ れ,そ れ

を メー カ ー一(医 療 機 器 メ ー カ ー,計 測 機 器 メ ー カー を 含 む)が 標 準 化 ・商

品 化 し て,一 般 病 院,診 療 所 へ 売 込 み 使 用 さ れ て い る 。

a.健 診 シ ス テ ム

カ イザ ー 財団 の 開 発 し た シ ス テ ム が も っ と も著 名 で あ り,以 後 の こ の

シス テ ム の 手 本 と な っ た 観 が あ る 。

この 他PaloAltoClinic,PeterBentBrighamHospital,

PeninsulaIndustrialMedicalClinic等 で 開 発 さ れ て い るo

b.患 者 モ ニ タ リ ン グ ・シ ス テ ム

患 者 の 体 温,室 温,呼 吸,心 臓 動 作,血 液 等 に 関 す る 各 種 の デ ー タ を

測 定 し,演 算 ・解 析 ・警 報 を 発 す る シ ス テ ム で あ り,大 学 病 院 で 開 発 さ

れ て い る もの が 多 い が ユ ー ザ ー で はLatterDaySaintsHospital,

BarnesHospital,LosAngelesCountryHospital,Paci-

ficMedicalCenter等 で 開 発 さ れ て い るo

c.ECG(心 電 図)解 析 シ ス テ ム

米 国 で のECGシ ス テ ム は5つ の プ ロ ジ ェ ク トに よ っ て 開 発 さ れ た が,

そ の うち3プ ロ ジ ェ ク トは そ れ ぞ れMayoClinic(1ク ト ル 心 電),

Mt.SinaiHospital(標 準 に 誘 導,ベ ク トル 心 電),LatterDay

SaintsHospita1(ベ ク トル 心 電)で 行 な わ れ た 。

㈹ 日 本

健 康 シ ス テ ム は,1東 京 芝 浦 電 気 が 関 発 し た シ ス テ ム を ベ ー ス に 岐 阜 県 健

診 セ ン ター,横 浜 総 合 健 診 セ ン ター,群 馬 健 診 セ ン タ ー 等10数 ヵ 所 で 実

用 化 さ れ,そ の 他 愛 知 県 健 診 セ ン ター,緑 健 診 セ ン タ ー 等 で シ ス テ ム が 開

発 さ れ て お り,技 術 レ ベ ル と し て は 米 国 の 同 種 シ ス テ ム と損 色 な い 。
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患 者 モ ニ タ リング ・シス テ ムは,三 井記 念 病 院 でICU(Intensive

CareUnit)シ ス テ ムが東 京 芝 浦 電気 と共 同 開発 され てい る。

そ の他 心 電 解 析 シス テ ム,心 音 解 析 シ ステ ム,脳 波解 析 シス テ ム等 が一

般 人病 院 や 交 通医 学 対 策 協 会等 で実 用 化 され て い るo

(3)大 学 ・研 究 所

(D米 国

a.健 診 シス テ ム

この シス テ ムは,カ イザ ー財 団以 来,主 と して病院 を中 心 に開 発 さ れ

て お り、大 学 に おけ る例 は あま りない がMITお よびTulane大 学 で研

究 開発 が行 なわ れ た。

b.患 者 モ ニ タ リング ・シ ス テ ム

ジ ョー ジ ・ワ シン トン大 学,南 カ リフ ォル ニア大学,ス タ ン フ ォー ド

大 学等 で各 種 の分 野 に つ い て 開発 が進 め られ た が,な か で もNIHに よ

り実施 され て い るMEDLABシ ス テ ムが もっ とも大規 模 で あ り,ECG,

肺 機 能,心 臓 機能 に関 す る圧 力,02量 等 の閥 係 が含 まれ て い る。

c.ECG解 析 シ ステ ム

医学 シス テ ム開発 研 究 所 お よび ベ テ ラン医 学 協会 でそ れ ぞ れ 別 に研 究

が 進 め られ たo

この うち前者 に よ り開発 され た標準 誘 導 シス テムはFORTRANで

書 か れてk・ りECANVersionDと して一 般 に公 開 され てい る。

さ らに現 在 は ミズ ー リ大 学 で心 電 図 の 図 形認 識 を 目的 と したECAN

VersionEが 開発 を進 め て い る。

⑪ 日 本

ECG解 析 シ ス テ ム,EEG解 析 シス テ ム,PCG解 析 シ ス テ ム等 が 東 大

医 学 部,名 古 屋 大学 等 で研 究 開発 され,最 近 実 用 化 の レ ベル に達 してい る。

特 に名 古 屋大 学 では ベ ク トル心 電解 析 シス テ ムが開発 され,実 用 化 され

て い る。 そ の他 の健 診 シ ス テ ムが 開発 され,実 用 化 さ れ てい る。 そ の他 の

健診 シス テ ム,患 者 モ ニ タ リングは大 学 ・研 究 所 では殆 ん ど行 な われ てい
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(4)メ ー カ ー

(i)'米 国

健 診 シス テ ム,患 者 モ ニ タ リン グ ・システム,ECGシ ス テ ム共 に大学 ・

研 究 所 お よび ユー ザ ー で 開発 され た シス テ ム を標 準 化 し商 品 化 して い る メ

ー カー が 多 く,医 療 機 器,計 測 機 器 メー カー も含 め てそ れぞ れ10社 程 度

が商 品 化 に成 功 してい る。

⑥ 日 本

東 京 芝浦 電 気 が 自動 健 診 シス テ ム を 自社 シス テム と して 開発 し,さ らに

これ を発 展 さ せ て米 国 の 水準 に達 す る シ ステ ム を各 地 の ユー ザー と共 同 開

発 し てい る。

ま た 同社 では ミニ コ ンを使 用 した移 動 健診 シス テ ム も開発 してい るo

この他,患 者 モ ニ タ リング ・シス テ ムICUを 三 井記 念 病 院 と共 同 開発

し,心 電 ・心 音 解 析 システ ムや 自動 細 胞診 システ ム を 自社 開発 し商 品化 し

て い るo
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J 地 域 開 発 ン ス テ ム

J.1必 要 な ソ フ ト ウ ェ ア 技 術

J.1.1モ デ リン グ

地 域 開 発 シス テ ムは,社 会 現 象 の メ カニ ズ ム を数 学 的 モ デ!レに よ って表 現 し,

地 域 開発 と一 般 的 に呼 ば れ る各 政 策 が と り行 な われ た時,社 会 が どの よ うに 変 っ

て行 くか を定 量 的 に把握 で きる結果 を得 る こと を 目的 と して いる 。

こ こで数 学 的 モ デル とい うの は,あ る会 社 現象 につ い てそ れ を生 起 きせ る メ カ

ニ ズ ムを分 析 し ,理 論 的仮 説 を構築 して数 学 的 に関 数 関係 に よっ て表 現 され た も

ので あ り,こ れ を作 成 す る こ とが,モ デ リン グで あ る。地域 開発 シ ス テ ムに お い

て は この モデ ル を い か に巧 くつ くる かが問 題 とな り,結 果 の精 度 を左 右 す るが,

そ の 良否 は,モ デ ル作 成 者 の社 会事 象 の精 通 の度 合 と,モ デ ル作成 経 験 の豊 富 さ

に かか る とい っ て 良 いだ ろ うo

●

J.1.2統 計 処 理

前節 の モ デ リ ング作業 は,実 際 に社会 現 象 を表 現 して い る観 察 デー タか ら,そ

の背 後 に あ るデ ー タ間 の一般 的 関係 を知 る こ とに よ り進 め られ て い く。 この デ ー

タ間 の関 係 を知 る た め に回帰 分 析,因 子 分 析 な ど とい っ た各 種 統 計 手法 が用 い ら

れ,統 計 処理 の ソフ トウェ アが 完備 され て い る ことが モデ リング の有 効 な武 器 と

な るoま た モ デル の設定 が終 る と,今 度 はそ の モ デ ル が有 効 な も のか ど うか を 検

証 す る必 要 が あ り,統 計 的検 定 の手 法 が 用 い られ る 。

J.1.3統 計 予 測

地域 開 発 シス テ ム の中核 で あるモ デ ル は,以 上 の よ うに して構 築 され るが,実

際 に この モ デル を運用 して計 画 や政 策 を決 定 す るの に,予 測 が行 なわ れ る 。予 測

の 方法 は モデ ル を構 成 す る方 程式 の形 式(線 型/非 線 型,単 一 方 程式 体 系/連 立
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方 程式 体 型)に よ り異 にす るが,統 計 予 測手 法 が一般 的 で あ る。

■

J.1.4ア 一 夕 ・ベ ー ス

地域 開発 シ ス テ ムで は,社 会 現 象 を定 量 的 に とらえ るが,そ れ を表 わ す デ ー タ

項 目は 人 口,経 済 を始 め と して 多種 多岐 に わ たる。 同 じ一 つ の 現 象 を表 わす デー

タで も,観 点が 違 うこ とも あ り,経 年 変化 で あ った り,地 域 内 での 分布 で あ った

りす る。 モ デル で これ を表 現 す る場 合そ れ らの デー タの うち どれ を使 うか は,作

成 者 に よって も違 い,対 象 の地域 に よって も違 うだろ う。地 域 開発 シ ス テ ムの作

成 で この デ ー タ ・ペ ー ス の完 備 度,良 い モ デル が で きる か ど うか の重 要 な ポ イ シ

トとな る。

J.1.5グ ラフ ィ ックス 処理 言 語 プ ・セ ッサ

地 域 とは,そ もそ も三 次元 の 広 が りを持 ってお り,地 域 開発 では 地域 内 での 分

布 デ ー タを扱 うことが 多 い。 この デ ー タを グ ラ フィ ック に表 示 す る こ とは 、モ デ

リン グ と予 測 結果 の 評価 の た めに 必要 で,こ れ をコ ン ピュー タに行 なわ せ る こ と

は 人 間 の 労 力 を大幅 に軽 減 す る ことに な る。

●

J.L6汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ ム

デ ー タ ・ペ ー ス の 項 で,地 域 開 発 で は 各 種 各 岐 の デ ー タを 扱 う と述 べ た が,こ

れ を一 件 一 件 人 間 が 管 理 す る の は 大 変 で あ り,デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ

ム の 必 要 性 が 生 ま れ て く る。 現 在 これ ら デ ー タは 各 部 署 が 独 自 で 管 理 し て お り,

必 要 な 時 に あ ち こ ち走 り ま わ る と い う状 態 で あ るが,今 後 は 地 域 開 発 シ ス テ ム の

一 部 と して
,総 合 地 域 デ ー タ ・ベ ー ス と一 体 に デ ー タ ・マ ネ ジ メ ン ト ・プ ロ グ ラ

ム も組 み 入 れ る 必 要 性 が 高 ま っ て く るだ ろ うo
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J.2日 ・ 米 の ソ フ トウ ェ ア 技 術 比 較

工2.1モ デ リ ン グ

(1)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス

(D米 国

SDC,PlanningResearchCorp.を 始 め として,蓄 積 が 多 い。

早 くか ら交通 予測 の手 法 が 確立 し,連 邦政 府 の指 導 で 地 方都 市 ま で普 及 し

た た め,こ の 分野 の コンサ ル タ ン トが 成長 し,そ の後 地域 開 発 の諸 分 野 全

体 に進 出 した。一 般的 な問題 に関 しては 内 部 で ア プ ロー チ法 が 手続 化 して

お り労 働 生 産性 が 高 い。

⑪ 日 本

交通 量 予測 に つ いて は 日本 で も経 験 豊富 な と ころが あるが,公 害 をは じ

め そ の他 の分野 は まだ 調 査 を始 め た段 階 に過 ぎ ない。

(2)ユ ー ザ ー

ユ ーザ ー は公 共 団 体 が 中心 で あるが,日 ・米 と も中央 官 庁 を除 い て レベ ル

は高 くない 。

(3)大 学 ・研究 所

(i)米 国

MIT,Harvard大 学,RandCorp.な ど大学 ・研 究所 か らこの種 の

ア プ ローチ が 始 ま っ たが,実 際 の都 市 ・地 域 計画 の 実践 面 では ソ フ トウ

ェア ・ハ ウスへ の委 託 が 中心 で あ る。

⑯ 日 本

研 究所 が近 年,公 害 問題 を 中心 に活 発 な動 きを見 せ て い る。

(4)メ ー カー

(i)米 国

ソフ トウェ ア ・ハ ウス の強 さか らメー カー と して取 り組 ん で い ない。

仙・日 本

現 在 蓄 積 は殆 ん ど零 で あ るが,土 地 利 用,公 害 な どに進 出 してい る と
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ころ も あ る 。

'

工2.2統 計 処 理

(1)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス

統 計 処理 の ソ フ トウェア は殆 ん どメー カー が 提供 した ものが 使 用 され るo

た だ米 国 に おい ては,一 部TSS,サ ー ビス を行 な って い る と ころ で独 自の

TSS用 統 計 処 理 プ ログ ラム がみ られ るが,小 規 模 の もの で あ る。

(2)ユ ーザ ー

メー カー の もの を使 うこ とが 多い が,日 本 で は質 の高 い ユ ー ザ ーが 独 自

の プ ログ ラムを作成 す るこ とが あ るが汎 用 的 な ものでは ない。

(3)大 学 ・研究 所 、

米 国 の 大学 で,UCLAのBMDの よ うに特定 の研 究課 題 向 きに作 られ一 般

化 した もの が ある。 日本 では ない 。

(4)メ ー カー

メー カー 各社 とも何 らかの統 計 処 理 の ソフ トウェア を供 給 して い るが,日

本 国 内 の方 が競 争 が 激 しく米 国系 メー カー との 差 は ない。

J.23統 計 予 測

統計 予 測 の ソ フ トウェ アは一 般 に統 計処 理 と一体 に開発 が 行 なわ れ るの で,予

測 に関 して も前節 とほ ぼ 同 じこ とが いえ る。

J.2.4デ ー タ ・ベ ー ス

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス

ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス に お け る デ ー タ ・ベ ー ス の 蓄 積 は ほ ぼ モ デ リ ン グ の

経 験 の 多 さ に 比 例 す る とい っ て 良 い だ ろ う。 そ の 意 味 で は 米 国 の 方 が 蓄 積 が

多 い が,米 国 の デ ー タ は,日 本 に は 殆 ん ど使 え な い の で 日 ・米 の 比 較 を 行 な

う こ とは 無 意 味 で あ ろ う。 た だ 米 国 で は,国 勢 調 査 の デ ー タ に そ の マ ネ ジ メ

ン ト ・プ ロ グ ラ ム を つ け て 販 売 し て い る会 社 も あ る こ と を 付 け 加 え て お く。
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(2)・ ユ一一ザ 一

日 ・米 と も利用 主 体 で ある ユー ザ ーに蓄 積 が 多い の は当 然 で あ る。 米 国 の

方 が項 目が 多 く,デ ー タの蓄 積 期 間 も長 い。

(3)大 学 ・研 究 所

米 国 の大 学 は,開 か れ た大 学 とい うことで公 共 機 関 な どか らの委 託 調 査 も

多 く,そ れ だ け地 域 開発 での デ ー タの蓄 積 も多 い 。 日本 の研究 所 は この分野

に進 出 して 日が浅 く団 体 数 は 多 い が,ま だ蓄 積 は あ ま りない。

(4)メ ー カー

日 ・米 と もデー タ ・ベ ース の蓄 積 は 皆 無 とい っ て よい。

J.2.5グ ラ フィ ック ス処 理 言 語 プ ロ セ ヅサ

(1)ソ フ トウェ ア ・ハ ウス

これ も委 託調 査 を行 な う際 の必要 性 に か られ 開発 され る ものが 多 いが,後

述 す るSYMAPが あ ま りに有名 で独 自の もの が使 わ れ る こ とは少 ない。日 ・

米 の差 は そ れ程 ない 。

(2)ユ ー ザ ー

日本 で は ユー ザ ー 独 自で この よ うな 出力 形式 が 望 ま しい とい う調 査 が行 な

われ た こ とが あるo

(3)大 学 ・研 究所

(い 米 国

ハ ー バー ド大 学 のSYMAPが 余 り.にも有 名 で あ る。

そ の後,三 次 元 鳥 かん 表 示 な どバ リエー シ ョン が現 われ て きたが,最 近

で は図 形 入 力 とい うこ とで ワシ ン トン大 学 な どでGDを 使 い,新 道路 な ど

を ライ ト ・ベ ン で入 力 す る とい う試 み も行 なわれ て い る。 日本 の 大学 で は

殆 ん どア プ ロー チ さ れ て い ない。

(4)メ ー カ ー

米 国 で前述 の三 次元 表 示,GD入 出 力 に よる シス テ ム の動作 の試 み が,大

気汚 染 分 布 の表 示 な どで行 なわれ て い る。 日本 で も行 な わ れ てい るが,ア イ
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デ アの点 で は追 従 の感 をまぬ が れ ない。

J.2.6汎 用 デ ー タ ・マ ネ ジ メン ト ・プログ ラム

(1)ソ フ トウェ ア ・ハ ウス

米 国 で は汎 用 で も地 域 開 発 な ど特 定 領域 内(前 述 の 国勢 調 査 用 な ど)で の

汎 用 プ ・グ ラムが 開 発 され 商 品 化 して い る。 日本 では メー カー の供 給 す る も

の も,ま だ 余 り使 われ てい ない 。

(2)ユ ー ザー

日本 では 国 土総 合 情 報 セ ン ター 構 想 な どで 研究 が始 ま った程度 で あ る。

(3)大 学 ・研 究 所

純 学 問 的興 味 が薄 い た め,余 り研 究 され ない。

(4)メ ー カー

メー カー が この 開発・の主流 をな し,部 品管 理 や銀行 な どの デ ー タが 中心 で

あ る。 地域 開 発 デ ー タを扱 うには 、 マ ト リック ス ・デ ー タの管 理 な どの 要求

が あ り,不 必 要 な もの も ある ので,多 少 の機 能 の改 変 を行 な う方が 能 率 的 で

あ る。汎 用 プ ログ ラム とい う点 では 日 ・米 とも大 差 ない が 国勢 調 査 の管理 プ

ロ グラ ム な ど,特 定 目的 の ものが動 い て い るだけ 米国 の 方 が や や進 ん でい るo

J.う ま と め

この 分野 は,米 国 が 圧倒 的 に進 ん でい る。 特 に ハ ー バー ド大 学 を 中 心 とす る大

学 の実 務 レベ ル での研究 開 発 は,高 度 な技 術 を用 い てk・ り,シ ステ ム1デ ザ イン

カ に も定 評 が あ る。

特 に地 域 開 発 シ ステ ム向 け の 図形 出 力関 係 の プ ログ ラムの 開発 も行 な わ れ てお

り,ハ ー バ ー ド大 学 のSYMAPは 有 名 であ る。

米 国 メー カー は地域 開発 の ため の基 本 ソ フ トウェア は持 って い るが,こ の分野

で,も っ とも重視 され る シ ステ ム ・デ ザ イ ンカ には,そ れほ ど優 れ た 点 は ない と

思 われ る。
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3 ソ フ ト ウ ェ ア の 流 通

5.1ね ら い

3.1.1何 故 ソ フ トウ ェ ア の 流 通 を 問 題 とす る か

ソ フ トウ ェ ア(こ こ で は プ ロ グ ラ ム と解 釈 す る)は な か な か 売 れ な い とい う。

売 れ な い 理 由 と して 需 要 が な い か ら だ とい う。 需 要 が ない の は,わ が 国 ユ ー ザ ー

の ビへ ー ビ ア に 原 因 が あ る と い う。 す な わ ち わ が 国 の ユ ー ザ ー は 何 で も 自分 で 作

りた が るか らだ との こ とで あ る。

ソ フ トウ ェア の売 買 の 少 な い こ とも事 実 で あ ろ う し,そ の原 因 もおそ ら く上記

の理 由が あ ろ う。 しか し今一 つ忘 れ ては な らない こ とは 、 買い た い とい う人 と売

りた い とい う人 を結 ぶ パ イプ,す なわ ち流 通 市場 が.整備 され て ない こ と も あるの

で は な か ろ うかo

も ち ろ硫 買 が な ⑭ ら流満 場 が ない とい う肪 も成 り立 つ・ しか し・ 流 通

市 場 が整 備 され ない と売 買 も活 発化 しない とい うこ と もあ り得 る。 や や イ タヂ ゴ

ッコの 点 は あ るに して も,需 要 家 側 が ど うい うよ うに 買い た い と思 って い るか を

調 査す る こ とは,や や手 づ ま りの感 が あ る ソ フ トウ ェア市 場 に関 す る問 題 へ 何 が

しか の突 破 口 を与 え る ものに な る の で は な いか と考 え られ る。

しか らば 何 故 この よ うに考 え た か とい うと,第1に,「 何 もか も 自分 で」 とい

うや 肪 が 少 しつ つ変 りつつ あ るの で は な励 ・,と い うこ とで ある・ 一般 に要 員

不足 か ら,、例 え ば パ ン チの 外注 化 とい うよ うな こ とは か な り大 き な ウ ェ イ トを し

め つつ あ る。 これ が 外部 ソフ トウ ェアへ の依 存 へ とな る可能 性 は 大 い に ある。

第2に,ユ ーザ ー 自身 に 多 くの ソフ トウェアが 蓄積 され て きた ことか ら,そ の

ソ フ トウェア を売 る とい う行 為 が,少 な く とも売 ろ う とい う意 志表 示 が見 られ る

よ うに な っ たo

第3に,す でに 開発 さ れた ソ フ トウェア の購 入 はs人 件 費 の伸 び よbみ て 開発

コス トの低 下 を もた らす 可能 性 もあ り,少 な くと も同 じ苦 労 を二度 さ せ ない とい
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う意 味 で も経 済 的 に望 ま し く,売 買が され て ゆ く可能 性 を検 討 して お く意味 が あ

ろ う。

第4に 、一度 開 発 され た ソフ トウ ェアが 多方 面 で使 われ る こ とは,全 体 の開発

コス トの低 下 を もた らし、開 発 の促 進 を うなが す で あ ろ う。

要 す るに,ソ フ トウェア を 「売 りた い」,「 買い たい」 とい う意欲 は 以 前 よ

りも大 き くな って い るで あろ うと い う考 え方 の も とに 、売 買 の パ イ プ と して の流

通 とい う面 で ど こに問 題 が ある か を さ ぐる こ とは,今 後,発 展 を促 す ヒで有 意 義

で あろ う。

3.1.2調 査 の 方 法(問 題 の と ら え 方)

流 通 の 問 題 を論 ず る に して も,基 本 的 に は,こ れ に つ い て コ ン ピ ュ ー タ ・ユ ー

ザ ー が どの よ うに 感 じ て い る か を 知 る必 要 が あ る。 そ の 意 味 で 重 点 を ア ン ケ ー ト

に よる 調 査 に お い た ○(調 査票 は5の5.2に 掲 載)

こ の調 査 に お い て 確 か め た か っ た こ とは,次 の諸 点 で あ る。

(1)ソ フ ト ウ ェ ア の 流 通 とい っ て も,基 本 的 に は 企 業 が 「何 もか も 自分 達 で 」

とい う姿 勢 の 場 合 は 流 通 は な りた た な い 。 ま つ こ の姿 勢 に 変 化 が 見 られ る か

否 か 。

(2)上 記 の 姿 勢 の うち,特 に 、 ソ フ トウ ェ ア の 開 発 面 に お い て 、 ど う で あ る か 。

(3)更 に,ソ フ ト ウ ェ ア の 購 買,あ る い は 販 売 の 意 志 が ど の よ うな もの で あ る

るか 。

④ ま た,・ フ トウ ・ア の購 買 汲 売 につ い て どの ○ な点 をネ ・ ク と考 ふ

どの よ うな対策 を望 ん でい るか。

(5)現 在,企 業 が と りあげ てい る分野 と,そ の ソ フ トウェ ア の充 足度,そ れ に

対 す る購 買 ・販 売 の意 志 は。
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コ ン ピ ュ ー タ

の 対 象 分 野

⇔ 開 発 ・運 営

の や り 方

→

充 足 度

仁==⇒ 不 足 分 野 →囲 」[謬

満 足分野 ⊂⇒ 曰 く

「

全体 の調 査 の性 格 は 次 の よ うな もので あ る。

(1)ア ン ケー トの回 答 を出来 る だけ 答 え やす くす る。 具 体 的 には 資料 を ひっ ば り

出す こと な く直 観 的 に答 え られ る こ とを主 張 と した こ とか ら,企 業 の ビへ ー ビ

アが どの方 向 に 向い て い るか を さ ぐり当 て る こ とを重 点 と した。

(2)調 査 に当 た って

Aソ フ トウ ェア需 要構 造 調 査報 告 書(ff)

昭 和47年3月

(財)日 本 情 報 処理 開 発 セ ン ター

B情 報 処 理 サー ビス業 需 要構 造 調 査報 告 書

昭和48年3.月

(財)日 本経 営 情 報 開 発協 会

(財)日 本 情報 セ ン ター 協会

は 大 い に参 考 とな った 。 これ ら調 査 と斉 合 性 の あ る こ とが 望 ま しいが,Aに お
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い ては,開 発 も含 め ソ フ トウ ェア需要 とみ てい る こ と,ま た企 業 内 の外注 メ カ

ニ ズ ムに 重 点 をk・Viて い る こ と ,Bに つ い ては パ ンチ外 注等 も含 め主 と して 情

報処 理 サ ー ビス業 の実 態 につ い て調 査 してい る こ とか ら,必 ず しも斉合 性 は と

れ てい な い。 す な わ ち今 回 の調 査 では で きる だけ ソフ トウェア の売 買 に重 点 を

お・い たo

③ 流 通 の意味 と して は,例 え ば,情 報 処理 サービス ・セ ンター(含TSS等 サー

ビス)に お け る プ ・グ ラム有 料 使 用 もそ の範 囲 と した。 ま た ハ ー ド,ソ フ ト価

格 分 離 に伴 うソ フ トウ ェアの レ ンタル は,購 買 と 同様 に み た(分 け て質 問 す る

こ とは質 問 の複 雑 化 を招 き(1)に逆 行 す る)。

以上 の諸 点 を含 め,(1)に 述 べ た如 く,ビ へ ー ビアの向 きを さ ぐる こ とが 重 点

で,例 えば 具 体 的 な市 場 の大 きさ,将 来 の伸 び等 を論ず る には 必 ず し も十 分 な

調査 で は な い。

(4)なk・ 通 商 産業 省 情報 処 理実 態 調 査k・ よび プ ログ ラム調 査簿 とは 用 語 の点 で 出

来 るだ け 斉 合性 を保 つ よ うつ とめた ○

⑤ 調 査対 象 につい ては,一 般 ユー ザ ー に限定 した。 ソフ トウ ェア需 給 か らみ る

と,供 給 者 と して ソ フ ト ウェア ・ハウス の ウ ェイ トは無 視 で きない が,ま ず一 般

需 要 家 が何 を考 え てい るか に重 点 をお い た。

3.1.3調 査 結 果 の概 要

調査 結 果 の概 要 を 簡単 に記 す と次 の通 りで ある。

Lわ が国 の 企業 諸 団 体 は,そ の コ ン ピュー タ化 に当 た って 「全 て 自分 で」 と

い う態度 を捨 て つつ あ るo

A金 額 的 に外 部 委 託費 の割 合 は,増 加 してい る。

(※1)昭 和
46年 度調 査 今 回(昭 和47年 度 ベ ー ス)

1社 当 た り平 均金 額 構成費 1社 当た り平均金額 構成費

電子計算機 費用 78百% 48.9% ]87百 万% 52.1%

人 件 費 46 28.5 88 24.2
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一

1外 部 委 託 費 8.5 5.4 48 1司

17.2 37 10.3そ の 他 28

(計) 160 .5 100.0 360 100.0

〔'回、答 数354社 〕 〔回 答数264111〕

昭和46年 度 調 査 の 予測 に よれ ば,昭 和50年 度 コ ン ピ ューータ関 連 支 出

4.2～4.3億 円/年

外部 委 託 費

24～39百 万円/年

Bソ フ トウェア の開 発委 託 に積 極 的 な と ころが増 加 して い る〇

一 開 発 の委 託 噸 極 的 で ある・

(※D

昭 和46

年度 調 回答数

査
258社

＼ ・ ＼(騨 社)
、 、

、 、

、 、
、 、

今 回

全面委託 は 現在は全面委 託 も

は殆 ん どな 共 同開 発 も して い 現在 も今後 も外
%
34 く共 同開 発 な い が 今後 は す る 部委託 は しない

で ある つ もりで ある (37%)

(20.7%) (38%)

` 1

、

、

一
、

'

. `

%
4.7 (30.0%) (33.3%) (32%)

数

社

答

54

回

2

無

社

答

0

回

1

(※ い ソ フ ト ウ ェ ア 需 要 構 造 調 査 報 告 書(ll)昭 和47年3月(財)日 本 情 報 処

理 開 発 セ ン タ ー

A.問1よ り
。B.問5.よ り
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2.ソ フ トウ ェア の 開 発委 託 が行 なわ れ る場 合,そ の最 も大 きな理 由は 要 員 の 不

足 で あ るo

A外 部 委 託 の 理 由 と して要 員 不

足が 第 一 で あ る。

B委 託 しない場 合 も 「自社 要 員

で十 分」 は4位 に す ぎな い

順

位
理 由

回 答 数

(%)
割合
順

位
理 由 回答数 割 合

1

コ ン ピ ュ ー タ要 員 が

不 足 して い る

109

%

55.6 1

メン テ ナ ンス上 の問

題
142

%
22.8

2

納 期 に間 に合 わ ない

か ら
24 122 2 委託費が高い 117 18.8

3

自社 に 開発 す る技術

が な いか ら
22 11.2 3

対象業務 が専門的 で

外部では理解困難
107 17.2

4

労務管理上 の問題 か

ら
15 7.7 4

技 術 的 ・量 的 に 自社

要 員で十 ・升
97 15.6

5

自社 開発 よ り経 費 が

軽 い
9 4.6 5 機密保持上 の観点 66 10.6

6

コ ン ピ ュ三 夕 の変 更

に 伴 っ て
6 3.1 6

ソフトウェア ・ハウス等

外 部委 託 機 関 の 実 態

が わ か ら ない

56 9.0

7 そ の他 6 3.1 7
技術 的に委託先が信

用 出来 ない
34 5.5

8

コ ン ピ ュー タ ・メ ー

カ ー が 提 供 す る も の

よ り秀 れ て い る か ら

5 2.5 8 その他 3 0.5

〔回 答 数196社 優 先 順位 第1位

の もの を とる。 〕

〔回答 数230社,但 し3問 以 内回 答

よ り総 回 答数622〕

A、 問8よ り B.問7よ り
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巨 一 嘉 不足 を賊 して酬 萎託は,今 後 もす 〒ん でゆ く予想 され る.当 面,作

業 力 に期 待 す る もの が 多 いが,プ ログ ラム購 入 も徐 々に期 待 さ れ てい る。

社

80

60

④

20

A1 .975年 には 外 注 委 託 を考 え る企 業,団 体 は現 在 よ り増 え る。

(ソ フ トウ ェア委 託 費 につ いて)(外 部 要 員費 につ い て)

87

/
1975年 に支払 っているで

あろ うと答えた企業数
83

"現 在支払 〆

67 っている

‥

57 57

企業数

‖
41

41

鋤
27

19社 20
一 18

16 16 12牡
10社

ぶ 蓬 ツ 3社

、＼＼＼＼】

幻

w ' ×

システ ム プログラ フbクラム その他

の分断設 ミング ノッケーン

コンサル 計

テーシヨン

購 入.

他⇔▽㌶
ル

ン

ジ

〔

Bソ フ トウェア ・ハ ウスへ の 期 待 度 でt4プ ロ グ ラ ム ・パ ッ ケ ー ジへ の 期 待 は 将 来

増 加,ま た,フ ァ シ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン トへ の 期 待 度 の 急 増 も興 味 深 い 。
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bd

酷
ω
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現 在

(7:'年)

(75年)

(78年)

〔ソフトウェア・.'・ウスにおけ るサ ー ビス分野 ℃ 第1に 期 待する と回答した比事)'
o

o

・悟 。1賢覧 山

ノアシ リテ イ・マネジメン ト

調 査/コ ンサルテーシ 。ン

RDP教 育6(4.'t)

シ ス テ ム分 析設6

要 贋 派 遣
・

52

(382)

プ ロ グ ラ ミ ン グ

37

(27.2)

プログラム ・

パッケージ

12

(8.8)

9

(6.6)

6

(胴 〕

///ll
///1＼
!!!1'
///、

]
T

50

(3t5)

・

'
.

37

(23.3)

22

(13.8)

20

(12.6)

11

(6.9)

・

〔136社 〕

そ の他 ・1(

.コ ンパーージ.ン

〔15刷 〕

5(3.1)

」'
'!'

ノ/
'!1

//!
,!/ ノ ノ
'!!
'!"ノ

'

1

、

、

1、

源 ・
`

1↑;t－5(3・1)

11
|

lll

iい

42

(27.4)

29

(189)

26

(17,0)

28

(18.3)

1・茎

(9.2)

・1(2.5)

5(3."

〔153社 〕

5(3.3)

.1(2 .6)
'、爬 一 ・(1・・

lOO%

:st2.OJ

4(2.9)
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79

53
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o

5全 体 と して ソフ トウ ェア を購 入 し よ うとい う気 持 と,自 社 で保有 レて い る ソ

フ トウ ェァ を売 りた い とい う気 持 は か な り強 い。

A企 業 の40%近 くが,ソ フ トウ ェア購 入 の意志 を持 っ てい る。

過去 に購 入 した 購 入経験 は

こ とが あ り,今 ないが 今後 今 の ところ購入す なん と も 〔回答数

後 も積極的に購 積 極的 に購 る考 えは ない い え な い

入 したい 入 したい (38%) (22.8%) 255社 〕

(23.9%) (15.3%) 97社 58社

61社 39社

B企 業 の 半 数近 くが。 自社 の ソフ トウ ェア を売 りた い気 持 を持 って い る。

「 商 品 と して 醒 し憤 働 に販 売 した い・(2.7%7社)

自社 用 を 買手 があ らわれ 今 の とこ ろ,販 売 す る

積極販売 れば販 売す る 意 志はない

(7.5%) (415%) (48.3%)

19社 104社 121社

〔回 答数251社 〕

Cプ ロ グ ラム調 査簿 に登録 してい る と回 答 した33社 中,12社 に は,引 き

合 いが きて い る。

D購 入 の メ リッ トと して は,早 く,且 つ,自 社開発 よ り割安 との判断が動 いてい る。

順位 購 入 理 由 回答数%)

1 自社開 発の時間的余裕が ない 84(39.8)

2 自社 開発では経 費がか かる 52(24.6)

3 ソ フ トウ ェア開 発要 員 の 不足 49(23、2)

4 コンヒ三一タ・メーカー提供のものより秀れているから 21(10.0)

5 マ シ ン交 換 にて 5(2.4)

〔回答数155社

但 し,2問 以内

回答 よ り総 回答

数211〕

E販 売 の動 機 と して は,事 業 化 推 進 中(7社),事 業 化 とま で はい わぬ が 投

資 回収 をは か りたい(43社),そ の 他(9社)と な ってい る。

A.問16よ り 、B,・ 問12よ り,C.問15よ り,D.問18よ り,

E:、 問14よ り

パ17一



o

6.購 入 経 路 と して は,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー,ソ フ トウェア ・ハウス が 圧 倒 的 で

あ る 。 ま た,期 待 す る販 売 経 路 と して も,メ ー カ ー ・ユ ー ザ ー団 体 に 期 待 す る

こ とが 多 く 自社 に よ る 販 売 経 路 開 拓 ま で 考 え る と ころ は 少 な い 。

A購 入 した時 の きっかけ B販 売経路 として期待す るもの

順位 動 機
回答数

(%)

1

順位 動 機
回答数

(%)

1

∩

ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス1

か ら の 売 込 み

60

(28.7)
1

o

コ ン ピ ュ ータ ・ メ ーカ ー

を 通 し て

152

(26.3)

2

o

コン ピュータ ・メ ーカーか

ら の紹 介

57

(27.3)
2 ユ ーザ ー団体 を通 じて

13!

(22.7)

3 新 聞 ・雑 誌 ・文 献 等
33

(15.8)
3
プ ログ ラム調 査簿 を

通 じて

92

(15.9)

4

ユ ー ザ ー ・ユ ー ザ ー団

体 か らの 紹 介

31

(14.8)
4

(

専 門 ソフトウェア ・ハ ウ

ス を通 じて

88

(152)

5
自 社の系 列,ま た は同

業 他 社 よ り

13

(62)
5
自社の系列,業 界団体

を通じて

63

(10.9)

6 プ ログラム調査簿 をみて
12

(5.8)
6

TSSあ るいは そ の他

情報 処理 サービス機 関

を 通 じて

31

(5.4)

7 そ の他
3

(1、4)

7
自社の販売網 を確立

して

15

(2.6)

合 計
209

(100)
8 そ の他

6

(10)

(優 先順 位 第1～3位 回 答 の合 計)

合 計
578

(100)

参考 過去 の購 入経験61社
(同 左)

A問17よ り B問14よ り
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7.ソ フ トウ ェア購 入 土 の ネ ック あ るい は 購入 しな い理 由 を見 る と,購 入経 験 者 と購 入の 意 志 な き者 との間 には若干 ズ レが あ る。

しか し共通 してい え る こ とは,自 社 の コン ピ ュ ータ との斉 合 性,品 質保 証,ま た何 が売 られ て い るかわ か らな い点 を問 題 祝 して い る。

(1)過 去に購入 した ことがあ り,

＼ 今後 も積極的に購 入 したい。

② 購入 した実績は ないが,今

後積極的に購入 したい。

③ 今 の ところ購入す る考え は

ない。

④ なん ともいえ ない 。

⑤(1)～(4)の 合 計

※()内%

(c)

32件

(19.2)

(e)

29

(17.4)

(h)

28

(168)

(b)

28

(16.8)

(f)

22

(13.2)

(d)

11

(6.6)

(a)

5

(3)

(k)

5

(3)

(9)

4

(2}

(」)

2

(1)

u)

1

(1)

(b}

24件

(22.2)

(e),

20

(18.5)

(h)

19

(17、6)

{c)

18

(16.7)

(f)

7

(6.5)

(a)

7

(65)

{d)

4

(3.7)

(j)

4

(37)

{9)

2

(19)

k)

2

(19)

(i)

1

(0.9)

(h)

56件

(222)

(b)

44

(17.5)

1{e)

44

(17.5)

(c)

39

(15.5)

(f)

18

(7.1)

(1)

16

(6,3)

(a)

12

(4.8)

(d)

7

(2.8)

(i)

7

(28)

(9)

6

(2.4)

(k)

3

(12)

(h)

36件

(25.2)

(e)

31

(217)

(b)

26

(18.2)

(c)

23

(16.1)

(f)

10

(7)

(a)

7

(4.9)

(d)

3

(2.1)

ω

3

(2ユ)

(9}

2

(1.4)

(kl

2

(1、4)

(h)

139件

(208)

(e)

124

(18.5)

(b)

122

(1&2)

(c)

112

(16.7)

(f)

57

(8.5)

(a)

31

(4.6)

(d)

25

(3.7)

(j)

22

(33)

(9)

14

(2.1)

(i)

12

(18)

{k)

工2

(18)

〔回答数167〕

〔回答数108〕

〔回答数252〕

〔回答数143〕

〔回答数670〕

偽

価

㎏

u

プ ログ ラ ム調 査簿 が 充実 さ れ てい な い。{b)ど ん な プ ログ ラムが販 売 され てい るの か わ か らない 。(c)価 格 が 高 い と思 う。

分割 払 も し くは レ ンタル方 式 が 発達 してい な い。(e)品 質 上,あ るい は信 頼 度 に不安 が あ る。(f)ア フ タ ー ・サ ー ビス が不 足 して い る。

権 利 保護 体 制 に不 安 が あ る。 ω 社 内 の事情 に合 わ ない(言 語,機 械 構 成 等)・ ω 社 内 の コ ン ピュ ータ部 門 の モ ラル に 影響 が あ る 。

社 内 の トップ を含 め た非 コン ピュ ータ部門 の理 解 が 得 に くい。(k)そ の 他

聞19,16よ りo
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8.先 に述 べ た購 入 上 の ネ ック もふ ま え,ソ フ トウ ェア の購 入,販 売 を円 滑化 す

る ため の対 策 と して,望 まれ てい る こ とは,ど の よ うな プ ログ ラ ムが 売 買され

て い るか を知 らさ れ る こ とが 圧倒 的 で あ り,品 質 の保証,ア フ タ ー ・サ ー ビス

の確 立が それ に 次 い で い る。

総 合 的 対 策 の 要 望

0

10

20

30

40

50

60

70

80

90

100

1定 期 的(月 刊 ・季 刊)専 門刊公

物 の発行に よ リプログ ラム売買対

策お よび実績 を公表す る

157社(25.6%)

一

〉

〉

→

2.有 料で もソフ トウェアのテス ト

を行ない,検 定する。中立的 な検

査機 関の設置が望 まれ る

97社(15.8%)

3.有 料 で もア フ タ ー ・サ ー ビスが

完全 で あ る こ と

96社(15.7%)

4.プ ログ ラム調 査簿 利用 サ ー ビス

の強 化

91社(14.8%)

5.カ タログに出来 るだけ価格表示

を明確にす ることが望 ま しい

66社(10.8%)

6

7←

8.口
← 一－Lg

6.

55社(9.0%)

737社(60%)

〉(情 報 を得 た い)

〉(品質 の保証)

→(ア フ タ ー ・ サ ー ビ ス)

調査料を支払ってで も自社
に必要なプ ログ ラムをさが し

紹介 して くれ る専門機 関が欲

しい

ソフ トウェア購入 費の減価

f賞去P制度

.ソ フ トウェア購入 資金 の低口 利融 資制度9社(1.5%)

その他5社(O.8%)

〔3つ 以内回答、総回答数613回 答会社数221〕

問21よ り 。
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以 上の調 査 結 果 よ り討 議 の 結果 に基 づ き

ユ ーザ ー側 に お け る ソフ トウ ェア需 要 の状 況 とユ ー ザ ー内 に お け るそ の供給 状

況 に関 す る考 察 を,

「32ソ フト ウ ェア の需 要 拡 大 と質 的 高 度 化」 で,

ユ ー ザー ソ フ トウ ェアの 蓄 積 が どの よ うな形 で流 通 の面 で結 びつ こ うと して い

るか を

「3.4ユーザー ・ソ フ トウェ アの蓄 積 と販 売 の方 向」 と して 論 じ

最 後 に,

「3.4ソ フト ウェア流 通 の問 題 と対 策」 を述 べ る こ と と した い。

5.2ソ フ ト ウ ェ ア の 需 要 拡 大 と 質 的 高 度 化

3.2.1ソ フ トウェア の需 要 拡 大

コン ピ ュー タ ・ソ フ トウェ アの需 要 には,ハ ー ドウェ ア設 備 が 先立 つ事 は い う

ま で もな い の で,先 ず ハ ー ドウ ェアの増 加 状 況 を 日本 電 子 計算㈱ の 統 計 に依 っ て

み る と,昭 和48年3月 末i現在 の汎 用 電 算 機 実動 台 数 は]7,255セ ッ トで あ り,か

つ電算 機 需要 調 査委 員会 の予 測 に よれば,昭 和50年3月 末 の設 置 目標 台数 は

37,150台(シ ステ ム規模 係 数 コ ンス タ ン トの 場 合)と あ り,近 々2年 間 で 昭和

48年 度末 ま で の過 去 約10年 間 の設 置 台 数 が 倍増 す る見通 しが 立 て られ てい る。

其 の構 成 比 を規模 別 にみ る と,超 小 型(売 価1,000万 以 下)が 圧 倒 的 に 多い こ

と も事実 だ が,大 型 も着 実 に増 加 しつ つ あ る。

詳 細 に わ た る考 察 を省 い て も,少 くと も新 規 参 入 ユー ザ ー と,増 設 ユ ー ザー に

支 え られ た数 字 で あ るわけ で,こ れ らの ユー ザ ー は,同 時 に新 た な る ソ フ トウェ

アの需 要 者 で あ る こ とは明 らか で ある。

勿論,新 増 設以 外 の ユ ー ザー にお け る適 用 業 務 の拡 大 ・ シス テム の改 善 等 に よ

る ソフ トウ ェア 開発,変 更 の需 要 は,こ れ も常 に継 続 して発 生 して い る。

これ ら,新 ・増 設 ・継 続 のすべ ての コン ピュー タ ・ユ ー ザ ーが ソ フ トウ ェア需

_122一



要 を充 足 す る手 段 は次 の何 れ か に分類 さ れ る。

o自 社 開 発

○ 共 同開 発

o委 託 開 発

o購 入

oメ ー カー支 給

そ れ ぞれ の ウェ イ トに つ いて は,昭 和47年3月 の ソ フ トウェ ア需 要 構 造調 査

報 告 書 皿(46年 度(財)日 本 情報 処理 開発 セ ンター)に よれ ば表3-1,表3-

2の 通 りで あ るo

表3-1ソ フ トウェア 開発 の形 態

(数 字は件数,上 段()は 今後 下段は現在)

自 社

開 発

共 同 開 発 委 託 開 発 そ の 他

全 体 うち ソ フ トウ
ェ ア ・ハ ウ ス 全 体

うち ソ フ トウ

ェア ・ハ ウ ス

メーカー支給
購 入

事 務処 理
プログラム

(903)

1237

(103)

95

(31)

14
(9)
19

(5)

9

(15)

132

技 術 計 算

プログラム
(221)

310

(61)
44

(15)
7

(8)
9

(4)

8

(68)

186

応 用 ソフ ト

ウ エア計

(1124)

1547
(164)
139

(46)
21

(17)
28

(9)

17

(83)

318
一

●
オ ヘ レー テイ

ン グ ・システム

(22)

28

(39)

25

(4)
2

(5)
10

(0)

0

(156)

234

サ ー ビス

プ ログ ラ ム

(35)

62
.

(28)

19

(4)

1

(2)
17

(ol
1'

(221)

382

基 本 ソフ ト

ウ エ ア計

(57}
90

(67)

44

(8)

3
(7)
27

(0)
1

(377)
616

合 計
(118n

1637

(231)

183

(54)

24
(24)
55

(9)
18

(460)

934
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表3-2ソ フ トウェア開 発 に お け る現 在 と今 後 の比 率

(現 在=100)

自

社

開

発

メ

1

カ

|

支

給

購

入

共 同 開 発 委 託 開 発

メ

1

カ

|

と

ハ ソ

ウ フ

ス ト

と ウ

チ
楡

そ
の
他
の
機
関
に

メ

1

カ

|

に

ハ ソ

ウ フ

ス ト

に ウ

手
■

そ
の
他
の
機
関
に

事務処理プログラム 730 103 333 843 22L4 118.2 0 556 10α0

技術計算 プログラム

一

71.3 34.9 6a6 gal 214.3 2375 0 5α0 40α0

応 用 ソ フ ト ウ エア 計'726

1

24.6 529 869 2190 16&4 0 529 16α0

オ ペ レ ー テ ィ ン グ ・

シ ス テ ム

1

786 684 0 1455 20(10 30α0 28.7 0 10α0

サ ー ビ ス ・

プ ロ グ ラ ム
565 585 166 15(10 4000 0 2α0 0 q

基 本 ソフ トウエア計

1

6a3 623 &3 1475 2666 10α0 235 0 3a3

全 体 721 497 345 10a6 2250 1591 174 500 7&5

明 らか に 自社 開 発 と メー カー支 給 の件 数 が多 い が,今 後 の動 向 と して は そ の何

れ もが 減 少 を見 込 まれ て お り,反 面,外 部機 関 との共 同 開発 の み が増 加 の趨 勢 を

示 して い る。

この時点 の調 査 で は,共 同 開発 の相 手 と しては,ソ フトウェア ・ハウスが トップで,

つ づい て そ の他 の 外部 機関,メ ー カー の順 となっ てい る。

そ して,ソ フ トウェ ア関 係 外 注 費 総額 は,昭 和45年 の155億 円 に対 し,昭 和

50年 の予測 と して1,200億 円 な い しは1,500億 円 が見 込 まれ て い る。

そ の裏 づ け で は ない が,昭 和45年 の1社 当 た リソ フ トウェア外 注 費 が330

万 円/社 で あった の が,今 回 の調 査 に よれ ば(47年4月 ～48年3月),既 に

1,186万 円/社 と なっ てお り,同 ・一の調 査 方 法 で は な か った と して も大 幅 な増 加

は明 らか に認 め られ る。 ソ フ トウェ アの急 激 な需要 拡 大 とそ の 外部 機 関 依存 度 の

高 ま りは,ど うや ら間 違 い の な い傾 向 と考 え られ る。
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4

ま た,新 しい 事 実 と して こ こ1～2年 の 間 に,タ イ ム ・シ ェ ア リ ング ・サ ー ビ

ス の ユ ー ザー が 既 に数 百 社 に お よ び,今 後 も増 勢 を つ づ け る も の と見 られ る。 こ

の 市 場 は 既 製 品 と して の 汎 用 プ ロ グ ラ ム ・ラ イ ブ ラ リー に よ る 簡 便 な ア ク セ ス と,

独 自 の ソ フ トウ ェ ア の 開 発,使 用 で成 り立 っ て い る が,何 れ も共 同 利 用 の特 質 上,

ソ フ トウ ェ ア の 需 給 チ ャ ン ネ ル と して も可 能 性 を 持 ち,ユ ー ザ ー と ソ フ トウ ェ ア

提 供 者 双 方 を刺 激 す る 要 素 が あ るの で,こ れ が ソ フ ト ウ ェ ア 市 場 を 触 発 す る場 合

も考 え られ る

<
〔利}}1す る意 ξあ り 〕

I

n

nI

n'

v

、1

〔棚 け る意志なし〕
〉

E・%彩%%微%%z〃 〃%%% 61

[1-z%%一 161

132一 211

ll・・一 H}1

E8一 121

126 司

巨一 ー 一 合言} 1亡=⊃
ξ,1

(回}亨 数)1035:叔)
,(

回答数)
い'『 こ'

2520|5100
業 種 5 |o t5 ⑳

※婁種グ 八一プ グループ

1・『『…鉱業.健 投,ガ ラ ス,^ヒ τiう㎏F,,.水 産.食 出?1

1ピ"… 繊㎏.祇 パル7,ll:学.石 油,イ1炭 ・ゴム,鉄 鋼.非 鉄 ,金 属

lll・'…機械 稀謝 喪械、 電気」 輸送川機 器

fi'……電 力.ガ ス.運 輸.ff鼠 不動産.通 信,出 版 サー ビス,そ の他

v・一 商 某

、1…… 金融 保険,証 券

' 図3-1業 種 別TSS利 用 の 意志 の有 無(有 料)(問4よ り)

■
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3.2.2適 用 分野 の質 的 高度 化

今 回の ア ン ケー ト調 査 に よれば(問20)新 規 参 入 ユー ザー の構 成 比 は 少 な い

とみ られ るが,そ れ ぞ れ 自己 の業 種 に必 要 な分 野 は ,ほ ぼ コ ン ピュ_タ 化 してお

り,今 後,全 面的 な シ ステ ムの見 直 しに よる大 幅 な改訂 を必 要 とす る分野 は ,ア

プ リケー シ ョン ・プ ログ ラム で は ,事 務 計 算,シ ス テ ム ・ブ ・グ ラム では,制 御

フ'ロ グ ラムに顕著 で あ る。

反 面 ・科 学 技 術 計 算 と数値 解 析 の分 野 は,ほ ぼ 完成 に 近 い レベ ル に達 してお り ,

予 測 を例 に とれ ば ・ 今後 ・ よ り良 い もの が あれば購 入 希望 とい っ た気 配 が 察せ ら

れ る もの の,こ れ
.はむ しろ例 外 で,科 学技 術 計 算 と数 値 解 析 の分 野 では,他 ユ ー

ザ ー或 は後 発 ユー ザ ー に供 給 出 来 るだ け の蓄 積 ,或 は ポ テ ン シャル が,一 方 の ユ

ー ザー に生 じつつ あ る もの と類 推 で きる
。 この面 で の レベ ィレ ・ア ップは,プ ログ

ラム以 前 の ノ ウ ・ハ ウ¢)変化 に よる ソ フ1ウ ェ ア更 新 に待 つ とい っ て よか ろ う
。

では,大 幅 改 訂 の必 要 を 自 ら認 め て い る分野 につ い てみ る と ,業 務 名 で は,総

合業 務,生 産 管 理,生 産 計画,在 庫 管理,原 価 管 理,販 売管 理,販 売計画 ,購 買

管理,資 材管 理, .輸 送 管理,輸 送 計画,財 務 管 理,合 計 管理,人 事 管 理,給 与 管

理 等 で あ り,制 御 プ ロ グ ラ ムで は,デ ー タ管 理 とオ ン ラ イン制 御 プ ログ ラムが 挙

げ られ て い るo

簡 単 にい え ぱ,パ ッケー ジ化 の易 しい もの につ い ては,質 量共 に充 足 され つ つ

あ り,ハ ー ドウ ェア の機 種 交 換 に もさ した る困難 を伴 わず に変 換 され ,遂 次完 成

され て きた もの と思 われ る。

反 面,シ ス テ ム指 向 の事 務計 算 が,今 後 の根 本 的 な改 善 を ま っ て い る事 実 は ,

デ ー タ管 理 とオ ン ラ イ ン制御 の 大幅 改 訂 を必 要 と認 め た 回答 が ,丁 度 そ の補 足説

明 とな って い るの で首 肯 し易 い。

即 ち,当 初 にお い て業 務 内部 分 シ ス テ ム と して省 力化 を中 心 に着 手実 施 を見 た

ものが,業 務 の 全体 シ ステ ム,更 には 業務 間 統 合 シス テ ム に発 展 させ る間 の質 的

レベ ル ・ア ップの要 請 を受 け ,い ざ部 分 の集 合 を計 っ た所,シ ス テ ムの統 合 は先

ず 困難 で あ る こ とが認 識 さ れ る。

即 ち,業 務 間統 合 化 は同 時 に集 計 計算 段 階→ 管 理段 階 → 予 測 計 画 段階 へ の脱
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皮 臆 床 して ・技 術 的 には ・従 来 の 方法 の 同 一ーラィ ・上 に な くて デ ー 。.ベ ー ス

'マ ネ ジ メ ン トとオ ン ラ イン制 御 の テ ク ニ・ ク を新 敏 消化 した上 略 社 独 自
の

ア プ リケー シ ・ン を締 築 しなけ れ聡 らな酬 の大 作業 で あ る 。と
,そ して 。

の レベ ル は ・ もはや 通 常 の ユー ザ ー が独 自の能 力 の み に て解 決 し得
る もの では な

く ・ メ ー カ『 ・・フ ・ウ・ア ・一 ・ス 場 合 に ・
・'て は ぽ 信 業 者 等 との 共 同 醗 と

して行 なわれる例が多い・ い わば高 殿 ソフ ・ウ・ア醗 を意味す る.。 唖

疇 鳴 す る ソ フ トウ ・ア は 冷 の所 ・ス ・… 一 ・猷 多数 で あ り
,今 後,質

量 共 に ソ フ トウ ・ア霰 の 太 き紛 量 を 占め るに鋤 ない
。

そ の他 に メー カー ・研 究 機 関 等 が指 向 して い る先端 技 術 的 な ソ フ トウ
。アが 当

然 考 え られ るが,こ こでは 省 く。

◆

3.2.3コ ン ビ'ユ一 夕 ・'ユー ザー の変 化

黎 明 期 喰 い て ・ ン ピー一 蜘 識 は噸 の教 養 と して企 業 内 の不 必 要 な部 門 に

ま で関心 を示 さ れ ・ ・ ン ピ ・一 夕担 当 者 も企 業 自身 も勉 強 と しての投 資 を当 然
の

もの と考 え て い た。

導 入時 の過 熱 期 が 去 ・て実 際 に 軌道 に乗 っ た初期 の シス テ ・ は
,理 想 賑 して

部 分 的 雄 来 の手 作業 の置 き擬 が殆 ん で あ り,か つ そ の レ ベル で の改 造 刷 け

暮 れ た・ 勿論 ・科 学 技 術 計算 ・或 は ブ 吐 ス ・コン ト・一 ・レの類 はそ れ で+分 効

果 を発 揮 した が ・企業 の 中 で の 実務 上 の効 果 の 担 ぶ ・ベ ル を見 る と 集 計 計算

に止 って い る。 当然,管 理段 階 か ら計画 段 階 に 方向 づ けは され て い る もの の
,前

提 と して の デ ー タ ・ベ ー ス 未 だ し ,オ ン ラ イ ン に し て も単 に 形 骸 を追 うの み ,

メ ー カ ー の 発 表 す る ・・一 ド ウ ェ ア は
,更 に 大 型 化 す る も の の,よ うや く巨 大 に な

り始 め た コ ン ピュ ー タ 関 連 費 用 に経 営 トッ プ も そ の 投 資 効 果 を 重 視 して 機 種 の レ

ベ ル ・ア ッ プ も専 門 家 に と っ て ま ま な ら な い
。

ま た一方 洗 進 ユ ー ザー の 中 では,'・ ン ピー一 理 員 につ い て露 にわ た る専

門 職 と して の入事 上 の 処遇 が 問題 とな る時期 を迎 え て お り ,今 後 は 特 に プ ・グ ラ

マ,コ ー ダー の増 員 ,養 成 は好 ま しい 方 向 で な く,で きれ ば 外 注 とか要 員派 遣 を

受 け て置 きか え,自 社 の専 門 家 は 実 務 に明 るい シス テ ム ・エ ン ジニ ア と して進 め
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た いo全 体 として コ ン ビ・・一 夕部門 の 要員 数 に は一 定 の枠 を は め て増員 は した く

ない。 しか しなが ら,シ ス テ ム開発 の最 終 作業 は 肉体 労働 と もい える プ ログ ラ ミ

ン グで あ り,こ れ は実 作業 と して ます ます 増 加す る傾 向 に あ る。(コ ン ピュー タ

部 門 のス ピン オ フ も問題 解決 の一手 段 で あ る と同時 に ソフ トウ ェアの供 給 者 の立

場 を とる ことに な る。)も は や勉 強 の 時代 は終 り,マ シン上 も要 員上 も,無 駄 が

許 さ れ な く な れば,必 要 欠 くべ か らざる もの の み を 自社 開 発 し,可 能 な限 り外

部 のそ れぞ れ の専 門 機 関 を効果 的 に使 うこ と,こ れ が共 同 開 発指 向 に表 わ れ て お

り,多 少 の こ とな らパ ッケー ジの購 入 で間 に合 わ せ て い くべ きだ と考 え ざる を得

な くな る。逆 に い えば,既 に手 持 の もの で市場 性 の ある ソフ トウェアは,何 程 か

の対 価 を得 て既 に投 下 した 開 発 費 の一 部 で も補 填 で きれば と思 うの も当然 で あろ

う。

養 成 が 困難 で あ り,養 成 して も常 に不 足 な の が コ ン ピュー タ要員 な らば,ソ フ

トウ ェア の売 買 とか共 同利 用 も問題 解 決 の一 手 段 と して認 め て も良 い と考 え始 め

てい るの が現 在 の ユー ザー で は な いだ ろ うかo

一 方 ,見 逃 す こ との で きない ソ フ トウ ェア の需 要層 と して,新 規 参 入 の ユ ー ザ

ーが あ る。 今 回 の ア ン ケー ト調 査 の中 には 含 ま れ て い ない が,研 究会 で 確認 され

た そ の プ ロ フ ィー ルは 以下 の通 りで あるo

企業 規模 は 中小 企 業 が殆 ん どで あ り,導 入 目的 は,人 手 不 足 の対 応 策 が 中心 と

なってい る。砺 て当社 よ門 先 きの特撰 務の代替 報 としての明 らか な醐

を もっ てい るの で,投 資額 には か な り具体 的 な前 提 が あ る。 そ のた め機 種選 択 の

際 に 必要 最 低限 の規 模 に お さえ られ て しま う。 ま して や専 門 要 員 の採 用 等 は事 情

が 許 さ ないの で,そ の打 解 策 は 当然 の こ となが ら ソフ トウェア は メー カー依 存,

共 同開 発,購 入,或 は機 械 込 み の共 同利 用 等 に求 め られ,自 社 開発 の ウェ イ トは

至 っ て低 い 。

此 の段 階 その ソ フ トウ ェア需 要 は,個 々 には僅 か で も,標 準 化 の可能 な 分野 で

は,か な りま とま った 需要 と なる こ と もあ り得 る。 そ の理 由 と して新規 参 入 の ユ

ー ザー は ,機 械 化 につ いて は い わば 白紙 の カン バス で あっ て ・ レデ ィメー ドの シ

ス テ ム で も適 用 し得 る素地 が あ る事 が あげ られ る。
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ま た,新 規 参 入 ユ ー ザ ー に 対 す る ソ フ トウ ェ ア の 供 給 者 に は ,相 変 らず ハ ー ド

ウ ェ ア ・ メ ー カー と ソ フ ト ウェア ・ハ ウス を あ げ ね ば な らな い が
,先 発,既 存 の ユ

ー ザ ー が そ の 気 に な れ ば ユ ー ザ ー と して の 体 験 と緻 密 な サ ポ ー トで
,後 発 ユ ー ザ

.一 の 好 評 を得 る事 が 予 想 さ れ る 。 そ れ が 同 一 系 列 内 で 行 なわ れ る とす れ ば 尚 更 で

あ るo

此 の 層 は,ド ラ イ に 合 理 化 を進 求 す る ユ ー ザ ー の 集 合 と見 られ る が ,合 理 化 の

た め で あ れ ば プ ・ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ の 評 価 ,売 買 に も素 直 に 応 じ る もの と期 待

し て 良 い だ ろ う。

5.5ユ ー ザ ー ・ソ フ トウ ェア の 蓄 積 と 販 売 の 方 向

●

3.3.1は じ め に

日本 に お い て コ ン ピュ ー タ が 使 わ れ 始 め て か ら 十 数 年 を 経 て
,昭 和48年3

,月末 に は 約17,255台 の コ ン ピュ ー タ が 設 置 さ れ て お り,こ れ ら に よ っ て 行 な わ

れ て い る 適 用 業 務 の 種 類 お よ び 数 は 膨 大 な も の と な っ て い る 。

この 適 用 業 務 の一 つ 一つ に は,当 然 の こ と な が ら ソ フ トウ ェ ア が 開 発 され 使 わ

れ て い る の で あ る が,こ れ ら ソ フ トウ ェ ア の 開発 に果 た した ユ ー ザ ー の 役 割 は 非

常 に 大 き な も の が あ る 。

こ こ で は,ソ フ ト ウ ェ ア流 通 の 観 点 か ら,あ ら た め て こ の ユ ー ザ ー の 部 門 に メ

ス を 入 れ,ユ ー ザ ー が 蓄 積 して きた ソ フ トウ ェ ア お よび そ の 流 通 に 果 す 役 割 に つ

い て 検 討 を 加 え た 。

'

3.3.2ソ フ トウ ェ ア 開 発 に お け る ユ ー ザ ー の 役 割

シ ス テ ム を 開発 す る場 合,制 御 プ ロ グ ラ ム ,言 語 処 理 プ ログ ラ ム,ユ ー テ ィ リ

テ ィ ・プ ロ グ ラム な ど の 基 本 プ ロ グ ラム は,メ ー カ ー に 頼 る こ と が 多 い が
,具 体

的 な適 用 業 務 に 関 す る 応 用 プ ロ グ ラ ム の 分 野 は 大 部 分 ユ ー ザ ー の 自社 開 発 で 進 め

られ て い る の が 実 情 で あ る。
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表3-3保 存 プ ロ グ ラ ム の 開 発 分 担

(単 位%)

量

目
ω
O

ー

コ ン ピ ュ ー タ ソフ トウ ェア 自 社 と コ 自社 とソフ ト 購 入

自 ・ 社
ン ピ ュ一 夕

・メ ー カ ー
ウ エ ア ・ハ ウ ま た は 合 計

メ ー カ ー
ハ ウ ス との共 同 スの共 同 交 換

基
本
プ

制 御

プ ロ グ ラ ム

7.6 83.8 24 48 0.9 0.5 lono

; .言 語 処 理 プログラ
ラ
ム お よび サ ー ビス 8.7 84.1 2.7 3.3 0.5 0.7 100.0

ム ・ プ ロ グ ラ ム

応 事 務 計 算 71.2 11.6 4.4 9.5 2.7 0.6 109・0

用
o

フ

口 技 術 計 算 65.9 17.8 6.1 6.3 1.7 2.2 100.0

グ

ラ

ム そ の 他 70.0 12.6 6.3 7.4 1.4 2.3 100.0

(昭 和47年 度 通商産業省 情報処理 実態調査 よ り)



表3-3は,昭 和47年 度 通 商 産 業省 情報 処 理実 態 調 査 に基 づ く もの で あるが,こ

れ に よれば 事 務計 算 関 係 の応 用 プ ログ ラム の うち71.2%は 自社 開発 てあり,メ ー

カー等 との共同開発 も含め るとユーザーの開発比率は80%以 上 に な る。 ま た,技 術計

算 関係 で は,若 干比 率 は下 が るが,自 社 開 発は65.9%で,メ ー カー等 との共 同 開

発 も含 め る とユ ーザ ー の 開発 比 率 は,約74%と な って い る。

この よ うに適 用業 務 に関 す る応 用 プ ログ ラム開発 に お い ては,ユ ー ザー の役 割

は非 常 に大 きな もの が あ り,ま たそ の結 果 ユー ザ ー には 多 くの ソフ トウェアが 蓄

積 され て きて い るo

3.3.3L－ ザー 内 の ソ フ トウ ェア蓄 積k・ よび流通

今回 わ れ わ れが 行 な った ソ フ トウ ェア流 通 に関 す るア ン ケー トの 中 の,ユ ー ザ

ー に おけ る ソ フ トウェア充 足 度 の項(問20)を 見 る と ,た とえ ば 賃金 計 算関 係

では233社 中,76%以 上 の 充 足度 と答 え た ものが140社,51%以 上 の充 足

度 と答 え た もの を含 め る と204社 に上 ってい る。他 に も,財 務,会 計 関 係,販 売

関係 あ る いは 在庫 管 理 な どの分 野 で充 足度 が高 くなっ て い る。

この よ うに基 本 的 な分野 で は ソ フ トウェ ア充 足 度 が 高 く,そ れ だけ ソ フ トウ ェ

ア の蓄 積 が で きてい る こ とを示 して い るo

一 方 ,技 術 計算面 では,ア ンケー トか らは,は っ き りつか め な い が,コ ン ピ ュ

ー タ利 用 の 経験 の長 い ユー ザ ー では ,基 本 的 に必 要 な ソ フ トウ ェア は一 通 り開発

さ れ て い るの が実 情 で あろ う。

これ らの ユー ザー に蓄 積 され た ソ フ トウ ェアは末 だ社 外 へ の 流 出 は 少 ない が,

社 内 では 広 く流通 す る よ うな体 制 を とっ て い る所 も増 え は じめ てい る。 特 に,こ

の こ とは技 術 計算 の分 野 で は顕 著 で,社 内 の ある 事業 所 で 開発 され た設 計 プロ グ

ラ ムが,社 内 の 他 の 多 くの事 業 所 の コン ピュー タで も使 え る よ うに提供 され る と

い った例 は至 る所 で 見 られ る。

米 国 のMonsantoや 英 国 のICIで も,以 前 か ら社 内汎 用 プ ・ グラ2・・ラィブ ラ

リイ ーの リス トを作成 して い る が,こ の よ うな一 覧表 を作成 しソ フ トウェア の社

内 流 通 を促進 す る体制 を とっ て い る ユー ザ ーが 日本 で も増 え て きて い る。
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ま た,事 務計 算 関 係 で も,各 事 業 所 で共 通 に使 え る原 価 計算 プ ログ ラム,賃 金

計 算 プ ロ グ ラム,固 定 資産 プ ログ ラムな どを,全 社 的 に統 一 して開 発 した上,配

布,使 用 してい くとい っ た傾 向が 現 われ て きて い る。

さ らに,こ の傾 向 は,関 連 企業 も含 めた 企業 グル ー プ内 での共 同 開発 あるい は

共 同利 用 とい う方 向へ 向 っ て いっ て い るo

この よ うに,す で に ユ ー ザー 内 部 では,ソ フ トウェ ア流通 は現実 に 行 なわ れ始

め てお り,今 後 ます ま す この傾 向 は強 ま る もの と予 想 され る。

3.3.4ユ ー ザー ・ソフ トウ ェア の特 長 と限 界

ユー ザ ー の 開発 した ソフ トウ ェア は ,切 実 な ニ ーズ に基 づ いて 作 られ て い るの

で,一 般 に実 用 性 の 高 い もの が 多い。 そ の中 で も汎 用性 の あ る もの は前述 の通 り

す でに ユ ー ザー 内 部 で 流通 して お り,十 分 使 用 に 耐 え て い る こ とを考 え る と,外

部 の ユー ザ ー に も流通 さ せ る こ とは 可 能 で あ る と思 わ れ る。

しか しな が ら,こ れ らの ユー ザー ・ソ フ トウ ェア を商 品 とい う観 点 か ら見 直 し

た場 合 には そ れ な りの限 界 が存 在 す る。

す な わ ち,同 一 社 内 で ソ フ トウ ェアが 流 用 さ れ る場 合 には,完 全 な ドキ ュメ ン

テ ー シ ョンが な くて も人 づ きの サ ー ビス で 十 分 間 に合 うため,ド キ ュ メ ンテー シ

・ ンが 整備 され て い な い場 合 が多 い。 この点 は ソ フ トウェ アを社 外 に 出 す場 合 ,

最 大 の ネ ック に な る こ とでは ないか と思 わ れ るo

次 に,社 外 に流 通 させ る上 で の ネ ック は,機 密 お よび権 利 保護 の 点 で ある。 社

内 では大 い に流 通 してい る もの で も,秘 密 性 が 高 い た め,社 外 に 出せ な い場合 が

多 い。 しか し,権 利保 護 上 の ネ ックは,最 近 議論 され てい る ソ フ トウ ェアの権 利

保護 対 策 が 充実 す れ ば,相 当緩 和 され るの では ない か と思 われ る。

また 、事 務 用 パ ッケ ー ジの流 通 に つ い て よ く問題 に な る こ とで あるが,企 業 毎

の制 度 の相 異 に よる シス テ ム の相 異か ら,同 一 企業 内 で は数 ヵ所 で 使 わ れ て い る

もので も,他 の企 業 では,そ の ま ま使 え な い とい うこ とが あ る。

この 点は,特 に機 械 化 の進 ん で い る分野 で は問 題 に な るが,新 規 に機 械 化 を図

ろ うとい う分 野 あ る いは 企業 で は,逆 に既成 の パ ッケ ー ジに合 うよ うに 制度 を変
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更 す る とい っ た割 り切 り方 をす れ ば,か な り障 害 が取 り除か れ る可能 性 が ある。

3.3.5ユ ーー ザ ー の ソ フ トウ ェ ア販 売 の 意 向

今 回 の ア ン ケ ー トで ユ ー ザ ー の ソ フ ト ウ ェア 販 売 の意 向 を調 べ た 所(問12)

積 極 的 に 販 売 した い と答 え た もの は10%(251社 中26社)で あ っ た が ,買 手

が 現 わ れ れ ば 販 売 す る と 答 え た もの が41%(251社 中104社)も あ り 、合 わ せ

て 半 分 以 上 の ユ ー ザ ー が ソ フ ト ウ ェ ア 販 売 の 意 向 を も っ て い る。

た だ し,こ の 動 機 は,問13の ア ン ケ ー ト結 果 か ら もわ か る通 り
,大 部 分(73

%,59社 中43社)が ソ フ トウ ェ ア 開 発 に か け た 費 用 の 回 収 に あ り
,事 業 と して

考 え て い る 所 は 少 な い(12%,59社 中7社)。

一 方
,
,通 商 産 業 省 の プ ロ グ ラム調 査 簿 に プ ログ ラム を 登 録 し て い る 企 業 を見 て

み る と,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー・,計 算 セ ン タ ー お よ び ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス の

よ うな 専 業 者 以 外 に,か な 吻 の数 の ユ ー ザ ー が 出 て い る 。 す な わ ち
,鉄 鋼,石 油,

化 学,繊 維,機 械,銀 行 な どの 多 方 面 の 企 業 か ら,そ れ ぞ れ の得 意 な 分 野 の 応 用

プ ロ グ ラ ム が 登 録 さ れ て い る。

これ ら が す べ て 積 極 的 な販 売 を 意 図 して い る の では な い こ とは 前 述 の ア ン ケ ー

トか ら も推 察 で き る が,少 な く と も ,買 手 が 現 わ れ れ ば 販 売 した い と の 意 思 表 示

で あ り,ま た 販 売 した 場 合 に 十 分 使 用 に 耐 え る実 用 性 の 高 い プ ロ グ ラ ム が 多 い で

あ ろ う と推 定 さ れ る。

■

3.3.6ユ ー ザ ー ・ソ フ トウ ェ ア 販 売 の 実 例

ユ ー ザ ー が 社 内 の ソ フ ト ウ ェ ア を 外 販 す る 例 は
,海 外 で は 早 く か ら見 ら れ る。

た と え ば,米 国Monsanto社 で は1968年 か ら化 学 プ ・ セ ス 設 計 プ ロ グ ラ ム

FLOWTRANを 外 部 に 提 供 し始 め て い る し,英 国ICI社 で も同 様 の プ ・ グ ラム

FLOVVPACKX－ よ び 配 管 設 計 シ ス テ ムISOPEDA・Cを 市 販 して い る 。

ま た,PhillipsPetroleumCo.で は,石 油 化 学 用 の プ ロ グ ラ ム ・パ ソ ケ ー

ジ(33プ ログ ラム)をMcDonnellDouglasAutomationCo
.を 通 じて 市 販 して

い る 。SunOil社 で は プ ロ セ ス ・シ ミ ュ レ ー タGPFS
,多 成 分 蒸 溜 塔 プ ロ グ ラム
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MFRACな ど15種 の プ ロ グ ラ ム を 販 売 してk・ り,ComputerProgramSa}es

の 部 署 を も っ て い る。

他 に も,DiamondShamrock社 が プ ・ ジ エ ク ト評 価 用 プ ・ グ ラ ムPROVES

を 市 販 し て お り,石 油,化 学 関 係 だ け を 調 べ て み て も,以 上 の よ うに 数 多 くの 企

業 が ソ フ ト ウ ェ ア 販 売 を 手 が け て い る 。

上 述 の 中,実 際 に 販 売 さ れ た もの が ど の位 あ る か は ,は っ き り し な い が,

Monsanto社 のFLOWTRANは 計 算 セ ン ター を 通 じて 少 な く と も50社 以 上 か

ら利 用 さ れ てtoり,ICI社 のISOPEDACは 欧 州 で6件,日 本 で3件 販 売 さ

れ た と報 告 さ れ て い る。

一 方
,日 本 で も こ こ2～3年 来,ユ ー ザ ー で ソ フ ト ウ ェア 販 売 を始 め る 所 が い

くつ か 出 て き た 。 昭 和47年3月 以 降,日 本 工 業 新 聞 に 掲 載 さ れ た ソ フ ト ウ ェ ア

代 表 作 を 見 て も 、 味 の 素 ㈱ の 生 産 計 画 プ ロ グ ラ ムLIPOS,東 レ ㈱ の 構 造 解 析 プ

・グ ラ ムTORAY-FRAN,三 菱 化 成 ㈱ の 赤 外 ス ペ ク トル ・デ ー タ検 索 プ ・ グ ラ

ムIR-SPAN,新 日 鉄 ㈱ の 報 告 書 作 成 プ ・ グ ラ ムREgPONS,な ど が ユ ー ザ ー 企

業 か ら市 販 さ れ て い る 。

ま た,昭 和48年 プ ロ グ ラ ム調 査 簿 に よ れ ば,価 格 を明 示 し て い る プ ロ グ ラ ム

約300件 中,一 般 ユ ー ザ ー と考 え ら れ る企 業 か ら出 て い る もの は64件(21%)

あ るo

3.3.7ユ ー ザ ー ・ソ フ トウ ェ ア流 通 の 条 件

前 述 の よ うに,ユ ー ザ ー は,世 の 中 に 流 通 す る 可 能 性 の あ る実 用 性 の 高 い ソ フ

ト ウ ェ ア を 多 数 保 有 し て お り,ま た そ れ らを 外 部 へ 提 供 す る 意 向 を 示 し て い る が,

こ の よ うな ユ ー ザ ー の ソ フ トウ ェ ア が 流 通 す る た め に は,下 記 の よ うな 機 能 を備

え た 販 売 代 理 店 な い しは ソ フ ト ウ ェ ア ・ハ ウ ス の 充 実 が 望 ま れ る。

(1)ソ フ トウ ェ ア の 買 上 げ

(2)ソ フ トウ ェ ア の 整 備

(3)ソ フ トウ ェ ア の 販 売 ・広 告

(4)テ ス ト実 施
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(5)ア フ ター ・サ ー ビス

搬 に ユー ザ ー では ・本業 を離 れ て直接 ソフ トウ ・ア の販 売 噂 念 ず る余 裕 が

な 場 合が 多 く諏 売代 理 店 の機能 が望 勃 て い る
.・ の ・ とは,ア ン ケー ト問

14vaも 見 られ る こ とで・ 販 売形 態 に つ い て,「 自社 の販 売 網 を利用 して1を 第

1位 で顧 た もの は205社 中7社 にす ぎ ない
。 逆va,「 ・ン ピ._タ.メ_ヵ_

を通 して」 と答 え た ものが 圧倒 的 に 多 く(2・5社 中75社)
,次 に 「一 一 ザー団

体 を通 じて 」 と な っ て い る(205社 中32社)
。

こ こに メー カー へ の期 待 が 大 き くなっ てい る こ とは
,上 述 の(2)(3)(4)k・よび(5)の 『

灘 にっ い て・現 在 の所 ・・一か が もっ と も適 してい る との判断 が 入
ってい るカ、

らでは な い か と思 わ れ る。 す な わ ち ,上 述 の販 売代 理 店 ま たは ソ フ トウェ アの立

場 には ・現 在 の所 ・ン ピ ー一 ・ ・‥ ・一 が一 翻 りやす い状 況 に あ る と廃 る
。

しか しなが ら・本格 的 にユ ー ザー … トウ ・ア の流 通 を図
っ て い くため には,

専 門 的 な機 関 を 充実 す る必 要 が あ リパ たそ の機 関 もそれ ぞれ 得 意 紛 野 を手 が

け て い く よ うに 分化 して い く必要 が あ る ので は ない か と思 わ れ る
。

5.4ソ フ トウェ ア流 通 の問 題 と対 策

●

●

3.4.1購 入 側 の 問 題 点

ソ フ ト ウ ェ ア の購 入 意 志 と して は
,

O購 入 経 験 もあ り,積 極的 な購 入 意志 の ある もの23 .9%

o購 入 経 験 は な いが 購 入 意 志 を も
った もの15 .3%

o今 の と ころ購 入意 志 の ない もの3
8%

oな ん と もい え ない と回 答 した もの22
.8%

で あ り・ 「なん とも庭 ない」 ものaで 含 め る と6・%の も のが 端 入 、,対し
,

消極 的 で あ る。(問16よ り)。

一 方 ,情 報 処理 サ ー ビス業 需 要 構造 調 査 報 告 書(昭 和48年3月(財)日 本経 営

情報 醗 協 会 ・ ㈱ 日本 情報 セ ン タ市 会 ,以 下 「情 報 処理 サ ー ・ス業 調 査」 と
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呼 ぶ)に よれ ば

oソ フ トウ ェア購 入 意 志 あ る もの48 .2%

○ 〃 な き もの51 .8%

とな ってtoり,全 体 と して は,ソ フ トウェア 購 入 意志 の あ る ものは5割 に満 た な

い と して よい で あろ うo

購 入 す る理 由 と して は,自 社 で や る場合 の 開発 期 間 の長 さ,経 費 の か か り方 を

指摘 す る ものが圧倒 的 で あ る(問18)。

一 方
,ソ フトウェア ・ハウスに期 待 す る サー ビス分野 に つ い ては,当 面 要員派 遣,

プ ロ グ ラ ミング に期 待 す ると ころ が多 く,プ ログ ラム ・パ ッケー ジは将来 の期待

項 目 となっ て い る。 ま た,調 査/コ ンサ ル テー シ ョン,シ ス テム分析,設 計 は,

あま り期 待 さ れて お らず,一 口で い えば,作 業 的 な分 野 は委託 す るが,知 識 の 提

供対 象 と して期待 して い ない(問3)。

す なわ ち,経 費,時 間的 余 裕 が な く,ま た,要 員 の不 足 等 に よ り自社 開発 よ り

割 安(問18),あ る いは 積極 的 な委 託 開発 の 姿勢 が み られ(問5),そ の理 由

が基 本 的 に は質量 両 面 に わた る要 員不 足 に あ るわけ で あ るが(問8 ,問18),

そ れ を解 決 す る手 段 と して は,当 面 作 業 委 託 的 な分野 の強 化 にむ か い,プ ログ ラ

ム購 入 とい う一 面,あ る いは シス テ ム設 計 か らの委 託 とは なっ てい ない。

しか らば,何 故 プ ログ ラム購入 とい う形 に な らない か とい うと,

○ 売 り出 され て い る プ ログ ラムが ,自 社 の コ ン ピュー タ ・シス テ ム に適 合 す

る ものか ど うか(機 種,言 語,機 器 構 成 等 に)。

○ 品 質 の問題

○ メ ンテナ ンス(ア フ ター ・サ ー ビス)へ の不 安 が もっ と も大 きい もの と類

推 され る(問7,問18よ り)

プ ログ ラム ・パ ッケー ジで は ない が,委 託 開発 先 に対す る不満 点 と して,

o委 託先 の対 象 業務 の知 識 不 足

○ 委 託先 の技 術 未 熟 。

の2つ が圧倒 的 な こと(問6,ち なみ に委 託 先 に満 足,不 満足 は ほぼ 同 数)も こ

れ を裏 づけ て い る。
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この 不安 は,お そ ら く事 務 計 算 分野 に も っ と も大 きな もの で あ ろ う。科 学 技 術

計算,ラ イブ ラ リー ・システム ・プ ログ ラム の面 では,必 ず し もそ れ程 大 きな要 素

で もない こ とか ら,こ の面 で の購 入 は 考 え や すい であ ろ うo .

そ れ と共 に忘 れ て な らない こ とは,「 どん な プログ ラムが販 売 され て い るか わ

か らな い」 とい うこ とで あ り,こ れ は特 に 購入 経 験 の ない もの に おい て そ の ウ ェ

イ トが 高 い(問18)。 この よ うな ま った く初 歩的 な情 報 の欠 除 が流 通 を疎 外 す

る大 きな要 因 となっ て い る こ とは否 め ない 。

価 格 の高 さは,購 入 面 でか な りの ウ ェイ トを もっ てい る。 特 に購 入 経 験 者 よ り,

購入 を さ ま たげ る第 一 の要 因 と して あげ られ てい る こ とに注 目す る必 要 が ある。

ただ大 多数 の者 に と って,現 在 の 価格 レベ ルす らわか らない こ との方 が む しろ問

'題 で あろ う。 購入 未経 験 者の 中 では ,価 格 の高 さが第1位 で な く第4位 程 度 の ウ

ェイ トに ある のは,批 判 をす るだ け の情報 を もち あわせ て ない もの と解 したい 。

結論 と して 購入 者 側 と して は,要 員 不 足,コ ス ト,開 発 期間 等,自 社 だ け で は

解決 で きない 問 題 が ま す ます深 刻 に な るわけ で あ るか ら,委 託 お よび ソ フ トウェ

ア 購 入 の ニ ー ズ を高 め て ゆ く必 要 が あ るo

そ の た め には,購 入 者 側(一 般 ユー ザ ー)に おいて も,

○ 市 販 製 品 に対 し,で きるだ け 自社 の業 務 シス テ ム を適 合 さ せ てゆ くとい う

姿勢 も必 要 で あ り,

o自 社 製 品 の方 が 信頼 度 が 高 い と考 え て いる よ うで あ るが,冷 静 に評 価 す る

必 要 が あ り,

○ 購 入者 側 の ニー ズ を供 給 者 に十 分PRす る必要 も ある(ニ ーズ に 合 っ た製

品 が 出 な い のは需 要 者 に も責 任 の 一端 が あ る)。

た だ し.現 時 点 にお い ては,ど の よ うに プ ロ グ ラム を さが し,そ れ を吟味 し,

購入 し,使 っ てゆ くと,所 期 の 目的 を達成 す るのか,購 入者 自身が そ の や り方 を

知 らない とい う一一面 が あ り,ま ず この面 か らの指 導,PRも 必要 で あろ う。

3.4.2供 給 者 側 の 問 題 点

先 に述 べ た ソ フ トウ ェ ア 購 入 に対 し,そ の 供 給 者 と し ては,い わ ゆ る ソ フ トウ
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エァ産 業 お よび 一 般 ユ ー ザ ー の両 者 が 考 え られ る。 こ こでは特 に 後者 が 供給者 の

・一端 を に な うに つ い て の 問題 点 につ い て論 じた い。

一 般 ユー ザ ー の半 数 近 く(52%)が 販 売 意 志 を持 っ てい る
。 数 か らみ る限 り,

購 入 よbも 販 売 の 意志 の方 が 強 い(問12)。

販 売 の 動機 と しては,積 極 的 な事 業 化 を志 向 してい る と ころ あ るが,そ れ は

む しろ少 な く,大 多数 は投 資 回収 を はか りた い と して いる(間14)。

一 方
,一 般 ユ ー ザ ー の販 売意 志 に つ いて み て も,積 極 的 な販 売意 志 を持 つ と こ

ろは10%で,残 り42%は ・買 手 が あ らわ れれ ば 販 売 す る ・・とい う消 極 的姿 勢

に止 って い る(間12)o

この こ とは期待 す る販 売経 路 に端 的 に 表 わ れ て お り,コ ン ピュー タ ・メー カー,

ユー ザ ー 団 体 を通 じて の販 売 に50%が 期待 をか け て お りi自 社 の販 売 経 路 を も

と うと して い る と ころは極 め て少 ない(問14)oこ れ は あ る意 味 で当 然 で あっ て,

新 ら しい 分野 に対 して,既 存 の流 通 経路 を あて にす るて とは 自然 の な りゆ きで あ

ろ うo

ただ以 上 の こ と よ り推 察 す るに,政 府 の知 識 集 約 産業 化 の 方 向,あ る程 度 ソ フ

トの 価値 が 認 め られ るかにあること,ま た 投 資 回収 的 な観 点 か ら,「 売 れ る もの な

ら売 っ てみ たい 」 とい う気持 が,一 般 ユー ザ ー の為 ら ざる とこ ろで あ ろ う。そ れ

と共 に商 品 と してみ た時 の 価値(マ ニ ュ アル の整備,汎 用 化),販 売 体 制(ア フ

ター ・サー ビス,十 分 な情報 提 供)に 十 分 の 自信 と力 の ない こ とも,受 身の 姿勢

表 現 とな っ て い る の で あろ う。

た だ全 体 に ソフ トウェア市場 と して み る と,先 に あげ た 製 品 お よび サ ー ビス体

制 に つ い て需 要 者 側 の問題 点 に十 分 応 え るだけ の もの で なけ れ ば な らない 。そ の

た め に ソ フ トウェア ●ハウス に関 して は当然 の こと と して,一 般 ユ ー ザー が 市場 に

出 して くる製 品 につ い て は,現 時 点 にお い て消極 的 意志 か ら不安 を禁 じ得 ない

(積 極 的 な販 売 意 志 が な い限 り,購 入者 の満 足 は なか なか得 られ ない .)。 一 方,

ソ フ トウ ェア生 産量 は圧 倒 的 に一 般 ユー ザ ーが 多 い こ と,且 つ個 々 の分野 につ い

てみ る と,そ の市場 が 現時 点 では や は り小 さ い こと(問20)か ら,自 社 内 に お

い て ある程 度投 資 回収 が図 られて後 市場 に 出 ま わ る こ との 方 が好 ま しい と も考 え
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られ,一 般 ユー ザー が供 給者 の一端 をに な うこ との必 要 が あ ろ う。

た だ先 に述 べ た 如 く,ア フ ター ・サ ー ビス,販 売 網 の こ とを考 え る と,一 般 ユ

ー ザ ーが 良 い直接 提 供者 に な る こ とは無理 と も考 え られ
,あ る種 の仲 介 者 を介 し

て の市 場 メ カ ニズ ム を構成 す る必 要 が あろ う。 この 仲介 者 は単 な る仲 介 の 機能 を

持 つ の で な く,商 品 化,サ ポー ト,メ ンテ ナ ンス,広 報 等 を行 な う機 能 の あ る こ

とが望 ま しい で あ ろ う。

一 般 ユ ー ザ ー の 製 品

⊂三=三)← 一

/ハ＼
－

O

○

○

○

商 品化

サ ポ ー ト

メ ンテ ナ ンス

広 報化

●
いず れ にせ よ販売経 路 と して ,

oソ フトウェア ・ハウスに よ る生 産 →販 売 → サ ー ビス

o仲 介 者 に よる 買 入れ → 商 品 化 → 販 売 →サ ー ビス

の2本 立が望 ま しい で あろ う。

3.43総 合 的 対 策

以上,一 般 ユ ー ザ ー を中心 と して,購 入,販 売 の 問題 点 に つ いて述 べ た わけ で

ある が,一 言 で い え ば,当 然 の ことな が ら,流 通 市場 あ る いは流 通 メ カニ ズ ムが
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まっ た く未 成 熟 の ため,販 売 ・購入 の意 志 は あっ て もど うして よいか わ か らない

とい うのがそ の実 態 であ る とい え る。

現 在 の流 通 機構 は,コ ン ピュー タ ・メー カー(ハ ー ドウェ アの 販売 の 一環 と し

て),ソ フ トウェア ・ハウス(自 社 商 品 の販売 と して),こ の二者 のみ に限 られ て

い る(問17)o

従 って,望 まれ て い る対 策 と して は,

「何 か売 られ てい る か,そ の 実績 は ど うか」 とい うこ と を知 りた い こ とが圧倒

的 であ り,次 に,

「品 質保 証 」

「ア フ ター ・サー ビス」

が それ に 次 い でい る(問21)。 注 目すべ き ことは 、 これ らが有 料 で あ って も差

支 え ない と考 えて い る点 で あ ろ う。

なts価 格 に つい て は 、具 体 的 に どの よ うに思 って い るか は 不 明 で あ るが ,1つ

は,い わ ゆ る 「相 場 」 が どれ 位 か とい うこ との情報 もない ことか ら前記 に要望 が

集 中 した の で あろ う。

ただ先 に述 べ た購 入 上の ネ ックの 問題 と して,購 入 経 験 者 が 「価 格 が 高 い」 を

第1位 と して い るこ とを考 え る と,価 格 問題 とい うのは 、遠 か らず ク ロー ズ ァ ヅ

プ され る要 素 もあ るのか も しれ ない。

こ こに総 合 的対 策 と して要 望 され た機 能 を図式 化 す る と,一 つ の 「ソ フ トウェ

ア流通 セ ンター」 と もい うべ き流 通 メカ ニズ ム が浮 び上 る。 これ を一 つ の 目標 と

して,ど の よ うな ス テ ップで これ に近 ず け て ゆ くか を考 え る 必要 が あ ろ う。(図

3-2)

しか らば,ど の よ うなス テ ップ で この よ うな機構 を実 現 して ゆ くか に つい て,

論じたい 。

まず現 時点 に おい て,ソ フ トウェ ア購 入 の意 欲 よ りみ て,急 速 に この よ う在機

構 を実現 す るには 困難 な点 が あろ うが,し か し,ま が り な りに,購 入,販 売 の意

欲 が,ユ ー ザー の半 数 近 くを しめ て きて い る こ と,「 全 て は 自社 」 とい うこ との

姿勢 が徐 々に変 りつ つ ある こ と,要 員 問題 等 よ り,外 部 依 存 の比 率 が高 ま る傾 向
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図3-2望 ま しい流通 機 構

に あ る こ と を 考 え る 時,徐 々 に この よ うな機 構 を整 備 して ゆ く こ とが 必 要 で あ ろ う。

た だ こ の よ うな 機 構 は,最 終 的 に は,き め 細 か な サ ー ビス 機 能 が 要 求 さ れ る こ と
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か ら,自 由経 済 の メカ ニズ ム の中 で の民間 の 自主 的 な進 出 と運営 が 望 ま しい で あ

ろ う。

しか し,こ の 間 にお け る政 府 の指導 は極 めて大 きな役 割 を もつ。 何故 な ら・す

でに して この面 で た て られ た2つ の施策,「 プ ログ ラム登録 制 度 」 と 「情報 処 理

振 興 事業 協 会」 は,そ の根底 に ある 「知識 集 約 化」 の方 針 と共 に,ソ フ トウェア

購 入 ・販 売 意欲 の譲 成 に役 立 っ て い ると考 え られ る か らで ある。 総 合的 対 策 と し

て 「プ ログ ラム調 査簿 の充実 とサ ー ビス 強 化」 が か な りの ウ ェイ トを しめ る こと

は,現 在知 り得 る唯 一 の情 報 源 と して,そ の存 在 を高 く評 価 して い るか らに他 な

らないo

この こ とか ら,今 後 の政 府 の役割 に つ い ては,こ の種機 構 の実 現 に向 って の指

導,育 成,基 盤,整 備 が第 一 で あ り,具 体 的 には 次 の諸 施策 を望 み た い。

(1)現 在実 施 中 の 「プ ログ ラム登 録 制度 」,「 情報 処理 振 興 事業 協 会」 につ い て

は,そ の事業 の 拡充 と共 に,積 極 的 にPR,サ ー ビス強 化 を更 にす す め てい た

だ きた い。 この2つ は,そ の発 展 と共 に,こ の種の機 構 に対 し,民 間 の進 出 を促

す一 つ の刺 激 剤 とな るで あ ろ う。

(2)現 時点 にお い て は,ソ フ トウェ ア購 入,販 売 の 意志,あ る いは,そ の期待 す

る メカニ ズ ムにつ い て集 約 され た意 見は,本 研究 を 除 い ては,ま ず ない で あろ

う。

この種 の調査 を 継続 することに よる,広 い意 味 で の市場 調 査 に よる方 向 づけ を

行 な うと共 に,そ の 結果 を広 く世 間 に公 表 し(例 えば,説 明会 の開 催),啓 蒙

活 動 を行 な うべ きで あろ う。

(3)実 態 と して,ソ フ トウ ェア の購 入,販 売 に おい て.そ れ を どの よ うな形 で行

ない,ま た,具 体 的 に どの よ うな問 題 が 発生 す るか。 どの よ うなル ー ル が望 ま

しい か につ いて は,誰 も知 らな い といえ る。 これ までの 実 例等 よ り,望 ま しい

パ タ_ン.ル ー ル を検 討 し,そ れ に対 す る ア ン ケー ト調 査 に よ る意 見 の集 約 ・

実 例 を付 して の発表(例 えば,講 習 会 形式)に よ り,市 場 メ カニズ ムのコンセン

サ ス を招 い て ゆ く こと も研究 活 動 と して必 要 で あ ろ う。

更 に全般 的 に は次 の諸 点 を考 慮 し,具 体 的 な施 策 が望 ま しいで あ ろ う。
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(1)今 後 の新 規 参 入 ユ ー ザ ー に つ い て は 一 般 的 に コ ン ピ ュ ー タ化 の た め の 要 員 を

十 分 持 つ こ と は む ず か しい と考 え られ る。 そ の た め に シ ス テ ム の 開 発 委 託,ソ

フ ト ウ ェ ア ・パ ッ ケ ー ジ の 購 入 も含 め そ の コ ン ピ ュ ー タ 化 を 指 導 す る こ とが 望

ま し い で あ ろ う。

(2)ソ フ トウ ェ ア の 流 通 経 路 と して,コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カ ー に か け られ た 期 待

は 非 常 に 大 きい 。 コ ン ピ ュ ー タ ・メ ー カー が こ の 面 に お い て どれ だ け の 役 割 を

果 し得 る か は,今 後 の流 通 促 進 の上 で1つ の キ ー とな る で あ ろ う。

(3)なk・ 外 国(特 に米 国)の 流 通 機 構 に つ い て は,ま だ 十 分 な 調 査 も行 な わ れ て

い な い 。 今 後 は 諸 外 国 調 査 も併 せ 行 な い,わ が 国 の そ れ と 対 比 し,将 来 の 動 向

を 考 え る こ と も必 要 で あ ろ う。

'
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4ソ フ ト ウ ェ ア の 開 発 体 制

4.1は じ め に

4.1.1.な ぜ ソ フ トウ ェ アの 開 発体 制 を問題 に す るか

昭 和44年6月 の 産 業構 造審 議 会 情 報 産 業 部 会 の 答 申 に よれ ば,「 情 報産 業 は,

これ か らの 情報 化 の進 展 に不 可欠 な一 環 を担 う もの 」で あ り,「 情 報 化 時 代 にお

け るキ イ ・イ ン ダス トリイ 」と され て い る。 情 報 化 の 進 展 に と もな い,高 度 な コ

ン ピ ュ ー タ ・シス テ ム,豊 富 な ア プ リケ ー シ ョン ・シス テ ム,膨 大 な外 部 情 報 が

必 要 とされ て い るが,こ れ らの 要 請 を個 別 の組 織 が 自己 の シス テ ム として 満 たす

こ とは非経 済 的 で あ り,不 可能 で あ り,そ れ ぞれ 専 門 分野 ご とに特 性 の あ る サ ー

ビス業 に シス テ ムの 一部 を依 存 す る こ とが必 要 と考 え られてい るか らで あ る。

しか し,現 実 の ソ フ トウェ アの 開 発体 制 を見 る と,47年 度 の情 報処 理 の実 態 調

査 に よれ ば,

(イ)機 械 プ ロ グ ラ ム にっ い て は コ ン ピ ュー タ ・メ ーカ ー,応 用 プ ロ グラ ム にっ い

ては 自社 開 発 が 中 心 で あ り,ソ フ トウェア ・ハウス の開 発は 機械 プ ロ グ ラム で96.2

%,応 用 プ ロ グ ラ ムで91.5%と き わ めて ウ ェ イ トが低 い 。(表4-1参 照)

表4-1保 有 プ ロ グ ラムの 開 発 分担

(単位%)

自 社

コンピュータ

ノ ー カ ー

自社とコノ
・

ヒ ュ一 夕 ・

メー カ ーの

共 同 開 発

小 計

ソフトウェア

ハ ウ ス

自社 とソフ

トウェア ・
ハウスの共

同 開 発

購入または

交 換

小 計 合 計:

某 ム

フ已グラム

制 御

フ コ グ ラ ム
76 83.9 4.8 963

.

2.3 09 0.5 37
づ 「100

言語処理 プoグ

ラムまたはサー

ビス・プログラム
87 841 3.3 96.1

1

2.7 0.5 07 3.9 100

二こ 口

フ=,ラ ム

事 務 計 算 7輻2 117 9.5 92.4

.

4.4 2.6 06 76 100

技 術 計 算 659 178 63 900

1

61 ]7 2.2 100 100

そ の 他 70.0 12.6 7.4 900

1

63 |4 23 10.0 100
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回 コ ン ビ。ユ一 夕の利 用 者 の情 報処 理 コス トの う ち主 な ものは,レ ンタ ル料 ・償

却 費等 の電 算 機 関係 費用(525%)お よ び人件 費 ・消 耗品 費 等 の電算 機室 関係

費 用(398%)で あ っ て,外 注 処 理 費 は7.7%に と ど ま り,中 で も ソ フ トウェ ア委

託 費 はO.8%と 外 注 処 理 経 費の 中 で もパ ンチ 委 託 料(2.7%),計 算 委 託 料(1.9

%),外 部 要 負費(1、3%)を 一下ま わ って い る(表4-2参 照)

(ノう 情 報処 理 サービス業 ・ソフトウェア ・ハウス業の収 入構 成 でも,受 託 計 算収 入が54.6

%と 過 半 を 占 め,ソ フ トウ ェ ア開 発収 入 は14.30/oと それ に次 ぐが,カ ー ド ・パ

ンチ ン グ(9.6%),マ シ ン ・タ イ ム販 売(8.1%),要 員派 遣 サ ー ビス(6.9

%)と それ 程 大 き な差 が ない 。(表4-3参 照)ご の よ うな

表4-2情 報処理経 費構成 内訳

項 目 構 成 比(%)

電 算 機 関 係 費 用 52.5
一 一{一_一 一_一__ 一 ー ー 一 一 ー ー ー 一 一 ～

電算機室関係費用 39.8

(人 件 費,消 耗 品 費等)一 一 一{一 一 一 一 一 一 ー 一 一 ー 一 一 →

外 注 処 理 費 用 ワ.7

(ソ フ トウ ェ ア委 託 費) (0.8)

(パ ン チ 委 託 費) (2.7)

(マ シ ン タ イ ム 借 料)・ (08)

(計 算 委 託 料) (1.9)

(外 部 要 員 費) (1.3)

(そ の 他) (0.2)

合 計 100

(出 所:通 商産業省 情 報処理実態調査)
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表4-3情 報 処 理 サー ビス業 ・ソフ トウェア ・ハウス 業 収 入 構 成

項 目 構 成 比(%)

受 託 計 算 54.6 .

ソ フ ト ウ ェ ア 開 発 14.3

カ ー ド ・パ ン チ ン グ 9.6

マ シ ン ・ タ イ ム 販 売 8.1

要 員 派 遣 サ ー ビ ス 6.9

そ の 他 6.5

合 計 100

(出 所:通 商産業省情報 処理実態調査)

事実 が 示 す よ うに,現 実 の ソ フ トウ ェア の 開 発 体 制 は,コ ン ピ ュー タの 利 用 者

が そ の組織 体 の 内部 で 開 発 を行 なっ て い るの が 大半 で あ り,外 部 に依 存 してい る

の は,パ ンチ ン グ,要 員 派 遣(主 と して コ ーデ ィ ン グ要 員 か),コ ーデ ィ ン グ等

の 労 働 集約 的 業 務 が 大 半 で あ ろ う。 この よ うな労 働 集 約 的 業務 が 外 部 に 依 存 され

るの は,最 近 の 労 働 需 給 の 遍 迫 を反 映 した もの に過 ぎな い 。 それ は 自動 車,電 機

等 の 巨大 資本 が 外 部 か ら部 品 を購 入 した り,あ るい は機 械 加 工 ・組 立 の 工程 の 一

部 を外 部 に 発注 す るの と何 ら変 る と ころ は な い。 これ ら委 託 され た 業務 が 自動 車,

電 機 の生 産 に必 要 な もの で は あ るが エ ッセ ン シ ャルな もの で ない の と同様 に,現

在 外 部 に依 存 され て い る業 務 は 必 要 で あ って もエ ッセ ンシ ャル な もの とは い い得

まい 。 そ の観 点 か らす れ ば,現 実 の ソフトウェア・ハウスの行 な っ てい る業 務 の 大 半

は,前 記 答 申が 予 想 した よ うな専 門性 の 高 い 高度 な サ ー ビ ス とは い え ない で あ ろ

う。

しか し,こ の よ うな現 実 か ら,ソ フ トウ ェ アの 開 発体 制 は利 用 者 の 内製 が本 質

で,外 部 に依 存 す る のは 労 働 集 約 的 業務 が原 則 で あ る と早 急 な結 論 を下 し て良 い
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もので あ ろ うか 。 確 か に 前記 答 申が 予 測 した よ うに,諸 外 国 に お い て は,大 学 ・

専門 ソ フ トウェア ・ハウス が ソ フ トウ ェ アの開 発 に つ いて独 自の分 野 を有 して い る。

日本 で は こ の よ うな独 自な分 野 は確 立 され ない の で あ ろ うか 。 次 に 日本 にお い て

も数 は きわ め て少 い が独 立 の専 門 分 野 を有 し専門 性 の 高 いサ ー ビス を提 供 して い

る ソ フ トウェア ・ハウス が 存在 して い るの も事 実 で あ る。 これ ら専 門 性 の 高 い サ ー 、

ビス を提供 す る ソフ トウェア・ハウス の 数 が増 加 し,答 申 の 予想 す る よ うな事態 が

生 ず る可能 性 は全 く乏 しい ので あ ろ うか。 さ らに,金 融,鉄 鋼,自 動 車,造 船,

化 学,石 油 等 大 手 の コ ン ヒ。ユ一夕 ・ユーザーは,次 第 に情 報 処理 に 要 す る内 部 コ ス ト

の増 大 と情 報 処理 シス テム の製 造 ・維 持 ・改善 の た めの 能 力不 足 と対 処 す るた め,

プ ロ グ ラム開 発 につ い て 積極 的 に外 部 に依 存 す る傾 向 を強 め て い る こ と も事 実 で,

この よ うな事 態 が よ り進 めば,答 申 の 予 想 した よ うな開 発体 制 が 確 立 され るの で

は あ るま いか 。 また,よ り基 本 的 な問 題 と して,わ が 国 の組 織 体 で は 内 部 ス タ ッ

フの 層 が 厚 く,組 織 運 営 の基 本 に か か わ るこ とは それ ら内部 ス タ ッフの 司 る と こ

ろ と され 外 部 には依 存 しない とされ てい る。 しか し,社 会 の激 動 と組 織 自体 の 自

己脱 皮 か ら,厚 い と され た 内部 ス タ ッ フの足 らな い とこ ろ もあ り,そ れ が コ ンサ

ル タ ン ト活 動 の 発展 を もた ら してい る の も事 実で あ り,従 来 の現 実 が 不変 の もの

と も考 え られ ない の では あ るまい か 。

この よ うに考 え る と,従 来 コ ン ビ。ユー タ のユ ー ザ ーの 内部 で 大 半 行 なわ れ て き

た ソ フ トウェ アの開 発 は 特 に本質 的 な要 因 に基 づ く もの で は な く,

(イ)発 展段 階 的 に把 えて 見 る と,外 部 に業 務 を委 託 す る まで完 熟 し てい な い の か

(ロ)あ るい は,業 務 の性 格 か ら外 部委 託 が 困 難 な もの の 情報 化 が 比 較 的早 く進 ん

だ た め,全 体 と して外 部 委 託 の ウェ イ トが少 いの か

とい う要 因 が あ る もの と考 え られ る。

本 稿 で は,ま ず 現 実 の 事 態 の把 握 方 法 につ い て若 干検 討 し,次 に個 別 の シ ス テ

ム につ い て現 状 の 開 発体 制 が と られ た 要 因 を分 析 し,さ らに適 当 な 開 発体 制 の あ

り方 に つ い て検 討 し,最 後 に開発 体 制 の適 正 化 を阻害 して い る要 因 と適 正化 を促

進 す るた め の対 策 につ い て検 討 し た。
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4,1.2ソ フ トウ ェアの 開発 体 制 の検 討 方 法

先 に述 べ た とお り,現 実 の ソ フ トウ ェア の開 発体 制 に つ い て,何 故 こ の よ う

な体制 が と られ て い るか を把 握 す る方 法 と して,発 展 段 階的 把 握 方 法 と分 野 別把

握方 法 とが あ るが,そ の各 々に っ い て,基 本的 な考 え方 を若 干 整 理 す る こ と とす

る。

(イ)発 展段 階 的把 握 方法

製 品 の 普 及 曲 線,技 術 の習 熟 曲 線,産 業 の 発 展段 階 論 等 に示 され る よ うに,

通常 新 製 品,新 技 術,新 産 業 が 出現 す る場 合 には,発 展段 階 に応 じた 態 様 が あ

る と され て い る。

まず,初 期 段 階 で は,技 術 の 有 無 が ポ イ ン トに な る。組 織 の 内部 で は,そ れ

が で きるか 否 か,そ の技 術が あ るか 否 か が 重 要 とされ る。反 面組 織 の 外 部 には,

多額 の金 を投 じて もその よ うな技 術 を有 す る もの の 発 見 が困 難 な場 合 が 多 い。

従 って,初 期 の段 階 で は技 術 力 の優 劣 に よ って競 争 力 の 強弱 が決 ま る こ とが 多

い 。

しか し,初 期 の 段 階 を過 ぎ,技 術 を備 え た個 人,組 織 が 多数 輩 出 す る と,そ

れ らの多 数 の もの の 間 の 競 争 の事 態 を生 じ,そ れ が 通 常 企 業 間 の競 争 で あれ ば,

販売 力 な い しは コ ス トに よって 競 争上 の優 劣 が 生 ず る こ とに な る。 そ の結 果,

ソフ トウ ェ アの設 計,生 産,販 売,開 発,労 務,資 材,資 金 の 各面 に管 理 の 必

要性 が生 ず る こ と にな る。

わが 国 の 情 報 処理 の 歴 史 は未 だ20年 に満 たず,し か も本 格 的 情 報 化 の 時 代

は た か だか こ こ10年 間 にす ぎな い。 その 意 味 で は,よ うや く初 期 段 階 か ら脱

し中期 段 階 に移 行 しか け た ばか りとい え よ う。 しか も業務 に よ って は版 行 現 象

が あ り,未 だ初 期 段 階 に と どま って い る もの も少 くな い 。

ソフ トウェ アの 開発 体 制 の あ り方 につ い て も,従 来 の よ うな静 態 的 な理 念 論

で と らえ るよ りは,こ の よ うな発 展 段 階 論 的 な抱 え方 の方 が よ り現 実 の方 向 を

見誤 らな いで あ ろ う。

従 来,組 織 の 内部 で 主 とし て行 な わ て きた ソ フ トウ ェ アの 開 発 は;内 部 的 に
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見 れ ば 目的 とす る ソ フ トウ 。アが 開 発 可能 か否 かが 最 大 の ポ イ ン トで ・ よ り{氏

コス トの もの;よ り使 い易 い もの,よ り変 更 し易 い もの が開 発 可 能 か 否 か を検

討 す る意 議 に 乏 し い。 また外 部 的 に は そ の よ うな ソ フ トウ ェ ア を専 門的 に開 発

し うる繊 は少 く,従 。て 外 部 の専 聯 関 を禾日用 す る メ リ ・ トは 乏 しか った と

い え よ う。 さ らに その よ うな状 況下 では,内 部 的 に技 術 の保 有 を計 ろ う とす る

傾 向が 強 ま る こ と も否定 し難 い と こ ろで あ ろ う。

しか し,情 靴 の齪 に と もな い,ソ フ トウ ・ アの開 発 能 力 ・特 にそ 酬 ～分

の開 発 能 力 を有 す る もの は 数 多 く増 え た とい え よ う。 わが 国 に お け る コ ン ピ ュ

ー タ ・シス テ ムの 稼 働 セ ッ ト数 は48年3月 未 現 在で17,255セ ッ ト(JECC

調 査),利 用 事 業者 数3,867団 体,情 報 処理 技 術者143千 人(う ちプ ログラマ

ー ・システム ・エンジニア350千 人)と 企 業 ない しは 団体 の組 織 の 内外 にソ フ トウ

ェ アの開 発 能 力 を有 す る ものの 数 が 増 加 して い る。 従 って,こ の よ うな状 況 に

おい て は;従 来 か ら存 した よ うな 内部 開 発 中 心 の体 制 は い ずれ 再 検 討 をせ ま ら

㌫㌫=u驚 ∴ ㌶∵:欝 雪㌻㌻㌻Pl「
グの中の比較 的単純 な業務 は外部 に委託 されてい る。 これ ら業務 は労働集約的

な単純業務で あ り,最 近 の労働力不足 の状況か らこれ ら労 働集約 的 な業務は今

後 も一層分離 され る可能 性が強い。 さ らに,従 来初期 の段階では マネジ メン ト

唖 酬 であ。購 報処照 門(特 に企業内の繍 処郵 門)も 繊 肉の合理

化 の 波 に さ らされ,社 脈 行 な うべ 業 務,郷 の 醐 機 関 に委 託 す べ き業 務

は明 確 に 区分 せ ざ るを え な くな るで あ ろ う。 そ の観 点 か らす れ ば,従 来 自己完

結 型 の ソ フ トウ ェ ア開 発 体 制 が将 来 と も永 続 す る と も思 え ない 。 また 後 述 の よ

うに,情 報 化 の波 は 事 務 に始 ま りエ ン ジ ニ ア リ ン グ,マ ネ ジ メ ン ト,社 会 シス

テ ムへ と波 及 して い るの で あ るか ら,部 門 に よ って は情 報 化 の テ ンポ が お くれ

て初 期 段 階 に と どま っ て い るた め に 自 己完結 型 の 開 発体 制 を と って い る場 合 も

あ ろ う。 従 って,個 々の シス テ ムの 実 例 に っ い て現 状 を明 らか にす る と と もに

その 発 展 段 階 を と らえ て,将 来 の 方 向 を 占 うこ と と した 。
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⇔ 分 野 別 開発 体 制 の把 握 方 法

次 に,従 来 ソ フ トウ ェ アの開 発 体 制 の あ り方 は一 議 的 に論 じ られ て きたが,

情 報 化 の進 展,ソ フ トウ ェ アの複 雑 多 様 化 に と もな い,従 来 の よ うな一 議 的 な

議論 は現 実 に そ ぐわ な くな っ て き て い る と考 え られ る。従 って ソ フ トウ ェアの

分野 毎 に開 発 体 制 の あ り方 を検 討 す る必 要 が あ る と思 われ る 。

ソ フ トウ ェ アの 種 類 に つ い ては,(2.ソ フトウェア技術 図2-1ソ フ トウェア体 系図

参 照)○ プ
ログ ラ ミン グ ・シ ステ ム

○ ア プ リケー シ ョン ・シス テ ム

・ユー ザ ー ・プ ログ ラム

・ライ ブ ラ リー ・ル ー チ ンお よび 問題 向 プ ログ ラム

・デー タ ・ペ ー ス ・マ ネ ジメ ン ト

に大別 さ れ る。

一 方 ,プ ロ グラ ムの開 発体 制 とい う面か ら考 え る と,

○業 務 プ ロ グ ラ ム

o技 法 プ ロ グラ ム

o機 械 プ ロ グラ ム

oそ の他 プ ロ グ ラ ム

に分 類 す る こ とが で き る。 しか し て その それ ぞれ にっ い て汎 用 性 の有 無(あ る

いは高低 ない しは濃淡 の表現の方が妥 当で あろ うか),情 報化 の成 熟度(あ る

いは進展度),業 務 に関す る必要 の有無等 をチ ェックす ると,マ クロ的には組

織内部で製作 され ると考 え られ る もの と組織外 に製作 を委託す る ものは図4-

1の よ うに大別 され よ う(た だ し,.い ずれの場合 に も,コ ーディ ング以降の労

働集約的業務は外部 に依存可能 と考 え られ る)。 なお外部への委託先 としては,

米国 の例で は大学 が有力 な機関 とされ てい るが,日 本の場合 には大学が実務性

に乏 しいので重視 していないが,例 えば医療情報 システムの ような業務の専門的

知 識の供給 源が大学 に限 られ る場合 は それが重要 な開発機関 となろ う。
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4.2ソ フ トウ ェアの 開 発 体 制 の現 状

一個 別 の 実例 に よ る検 討 一

次 に現 在 個 々 の ユ ー ザ ー に おい て個 々の ソ フ トウ ェ アが い か な る開発 体 制 で 開

発 されてい るか,ま たぽ ソ フ トウェ ア開 発 の全 体 の体 制 が どのよ うで あ るか について

13の 個 別 の 実 例 に よ り検 討 す る こ と と した。
●

●

A情 報 セ ンター 総 合 文 献情報 検 索シ ステ ム

1.開 発 シス テ ムの 概 要

科 学技 術 関 係 の 文 献 は,全 世界 で 年 間30万 ～40万 件 が 刊 行 され てお り,研

究 者 に と って 必 要 な 情報 を これ らの 文 献 の中 か ら迅 速 に提供 するこ とを目 的に こ

の総 合文 献 情 報検 索 シス テ ムが 開 発 され た。

本 シ ステ ム は,次 の4っ の サ ブ ・シ ス テ ムか ら構 成 され て お り,抄録誌(科 学

技 術 文 献速 報)お よび,そ の 年 間索 引 誌 を コ ン ピ ュー タ,高 速漢 字 プリンタLな'

どの機 械 処 理 に よ り作 成 してい る。

(1)文 献 速 報 自動 作 成 シス テ ム

文 献 速 報,年 間 索 引,項 目索 引,著 者 索 引 な ど をバ ッチ方 式 で作成 している。

(2)BCDモ ー ド,EBCDICモ ー ドIRシ ス テ ム

SDI,Q-Aお よび パ ー シ 予ル ・フ ァイル 作 成 の機 能 が あ り,バ ッチ 検 索

方 式 お よ び オ ン ラ イ ン検 索 方 式 で 動 作 す る。

(3)漢 字 モ ー ドIRシ ステ ム

バ ッチ方 式 でSDI ,Q-A,テ ー マ検 索 が 可 能 で あ り,SDI,Q-Aな

どの 回答 は 高速 漢 字 出力 装 置}と よ っ て出 力 され る 。

(4)用 語 管 理 シス テ ム

IRシ ス テ ムで 使 用 す る用 語 の 語 彙 を総 合 的 に コ ン トロー ルす ることを目的

と した シ ス テ ム で,DOCTOR(Dictionary'OperationandControl
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forThesaurusOrganization)シ ス テ ム と呼 ん で い る 。

2.開 発 の 経 緯

(Dシ ス テ ム 開 発 当 初

昭 和42年11月}・ 大 型 ・ ン ピ ー タ を導 入 し・42年 か ら43田 こか けて

シ ステ ム を開 発 した。

開 発 にあ たっ て は次 の 如 く分 担 した。

○ シス テ ム基 本構 想 の計 画 立案 … … 所 内 ス タ ッフ

○詳 細 設計,プ ロ グラ ム作 成.

主 要部 分 コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー

周 辺 部 分 所 内 ス タ ッ フ

○シ ス テ ム運 用 所 内 ス タ ッ フ

{2)シ ス テ ムの改 良

上記 シス テ ム を改良 して 文献 抄 録 誌 の 作成 お よび バ ッチ方 式 に よ る検 索 シ

ス テ ム を機能 追 加 す る作 業 を昭 和43年 夏 よ り着 手 し,昭 和44年 未 に完 成 し

た。

開発 は所 内 ス タ ッ フ5r・」6名 が従 事 した。

(3)シ ステ ムの オ ン ライ ン化

さ らに オ ン ラ イ ン方 式 に よ る検 索 シス テ ムの 開発 を昭和43年 末 に着 手 し,

46年 末 に完 成 した。

この 開 発 に あ た っ て は,

○ シス テ ムの 制 御 関係 メ ー カ ー

○処理 プ ロ グ ラ ム(含 フ ァ イル管 理)所 内 ス タ ッ フ

で 分 担 した。

な お検 索 シス テ ムの 開 発 に あ た って フ ァイル構 造 を決 定 す るた め に,フ ァ

イ ル.ス ペ ース の効 率 とア クセ ス ・タ イムの 相 関 関係 の シ ミュレ ー シ ョン を

実施 した が,こ れ の 実 施 は 全 て ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に委 託 した 。

④ シソ ー ラ スの 開発
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●

検 索 シス テ ムの 開 発 に 並行 して,用 語管理 シス テ ムの作 成 を行 な っ た。

開 発 に あ た っ ては

oシ ス テム設 計 所 内 スタ ッフお よび コン ピ ュ三 夕'メ ーカ ー

。プ ログ ラム作 成 ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に委 託

とい う分 担 で作 成 した 。

'問 題 点 と将 来 の方 向

A情 報 セ ン ター と して は,基 本 設 計 ・機 能 設 計 は所 内 ス タ ッ フが行 な い,詳

細 設 計 ・プ ログ ラ ム作成 は極 力 ソ フ トウ ェア ・ハ ウ スに 委 託 す る方 向 で考 えて

い る。

しか しな が ら,

(1)単 年度 会 計 で あ るた め,質 的 に 高度 な ソ フ トウ ェアの 発 注 が 行 な い難 い 。

(2)ス ペ シ ャ リテ ィの 高 い ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スが 少 ない 。

(3)制 度 上,特 定 の 処 に発 注 す るた めに は その信 頼 度,技 術 力 な どそ こへ 発 注

す る必 要 性 を定 量 化 しな け れ ば な らないが,非 常 に難 しい。

とい った 問題 点 が あ り,思 う通 りには な か なか す す め難 い の が現 状 で あ る。

今後 の ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に つ い ては,各 種 の アプ リケ ー シ ョン ・フ ィー

ル ドにつ い て 高度 な ス ペ シ ャ リテ ィを持 った と ころが 数 社 つつ あ る よ うな状 態

に な るこ とが 望 ま しい 。

■

、
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Bソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス のGlFSシ ス ァ ム

Lシ ステ ム の 概 要

GIFSに は,化 学 プ ロ セ ス の シ ミ ュ レー シ ョ ン を 目的 と し た プ ログ ラ ム'パ

ッケ ー ジ で あ り,同 種 の も の にIBMのGIFS,TIPSな ど が あ る。

本 シ ス テ ムwは,IBMのGIFSを 上 廻 る 機 能 を もつ こ とを 目 的 に 開 発 さ れ た 。

●

2.シ ステ ムO'開 発体 制

川 開発 の 計画 作 成 と体 制

昭 和41年1月 よ り開発 に着 手 し,47年3月 に完成 した。

開発 の 方法 は,1年 単 位の 研究 計画 を作成 し,毎 年度 これ の見 直 し,改 訂 を

行 な って進 めた 。

当初は 大学 関係者,利 用企 業6社 お よびB社 で 運営委 員会 を作 り,こ こで 計

画 の作 定,仕 様 の決定 な どを行 ない,運 営 は参 加 会 費 に よ り行 な われ た。

参 加利 用 企業 は,遂 年 増加 し最 終 的 には 約20社 に達 した。

鱈 後 か鯵 加 し絵 具 の会費は・参カ日が遅 くな る程 高 くす 助 法で・醐

参 加者 の リス クを考 えた 。

運 営委 員会 で仕 様'・計 画 が 討 議 決定 され これ に基 づ い て,B社 が プログ ラ ム

の 開発 を行 な い,成 果 物 は 参 加者 に リ リー スさ れ た。

なお プ ログラ ムは,CDC-6600FORTRANで 開 発 され た の で,参 加

者 が 持つ コン ピュ ータへ の変 換 は,そ れ ぞ れ の参 加者 の 負担 で行 な わ れた 。

(2)開 発成 功 の理 由

一 般 に研 究開 発 的要素 の強 い ソ フ トウ ェ ア開発 に あた って は ,開 発 に関す る

リスク を 需要者 に 分担 さ せ る こ とは か な り困難 で あ り,開 発 者 が見 込 生 産を 行

な い,そ の所 有権 を 開発 者 が 持 つ のが 普通 で ある 。

B社 のGIFS開 発 が成 功 した主 た る 理 由は 次 の 通 りで あ る。
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●

a.シ ス テム に必 要 な機 能 が,使 用者 側 の 希 望 として ユー ザ ー側 か ら提 起 され

た。

b.ソ フ トウ ェア ・ハ ウス 側 は ソフ トウ ェ ア技術 者 として の立場 か ら,要 求 機

能 の実 現 の可 能 性,代 替 手 段 な どを提 言 し た。

c.機 能,ソ フ トウ ェア技 術 の両 方 に通 じtc学 識 経験 者 に よ って,ユ ー ザ ー,

ソフ トウェ ア技術 者双 方 の主張 に中立 的判 断 が 加 え られた。

d.研 究 開発 的要 素は あ りなが ら,IBMの もの を上 廻 る機能 とい う1つ の ゴ

ール が あ った。

以上 の種 々の理 由 か ら妥 当な 仕様 を決 め る ことが で き,か つ運 営委 員会 に よ

り詳細 仕様 まで 決 定 さ れた こ とが 成功 し た原 因 で あ る。

3.今 後 の ソフ トウ ェア開発 体 制

今後 の ソ フ トウ ェア開発は,国 全体 を 通 じて 重 複投 資 を避 け るべ きで あ り,同

一 業 界 内で 同種 の ものを 各 社 個 々に開発 す べ き では ない
。

そ の た め同一 業 界 におい て共 通 に必要 とされ,か つ将 来 必ず 使用 され る プ ログ

ラム ・パ ッケー ジにつ い ては 学 ・協 会 に お いて,開 発 す べ き ものの 選定 お よび プ

ログ ラム仕 様 の 決定 を行 ない,'さ らに それ の詳細 仕 様 を も決 定 し,Implemen-

tationを ソフ トウ ェア ・ハ ウス に委 託す る方 式 が 望 ま しい。

この場 合 の ソ フ トウ ェア ・ハ ウスへ の発 注 の スポ ンサ ー は,国 家 機 関 また は 当

該 学 ・協 会が あた り,学 ・協 会参 加 企業 へ は 実 質の 負担 に よ りプ ログ ラムの 使 用

権 を与 え る 。

発 注 に際 しては,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス毎 に ス ペ シャ リテ ィを持 たせ る こ とを

考慮 す る こ とが望 ましい。'

4.プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジ の 販 売

ユ ー テ ィ リテ ィ ・プ ログ ラ ム に 類 す る プ ・ グ ラ ム ・パ ッケー ジ の 販 売 ・購 入 は

今 後 と も行 な わ れ る 。
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しか しなが ら。 ン ピ。一 夕 使用 が 離 にな るに つ れ てジ 開発 さ れ るソフ トウ ・

ア も高度 な スペ シャ リテ ィが 要 求さ れ,ま す ます 特化 す る方 向 に進 む と考 えられ

る。

既 に一部 そ の傾 向 が現 わ れ てい るが,企 業 内 の 情報 処 理 部 門 にお いて プ ログ ラ

ム ・パ ッケ ー ジを 購入 し,企 業 内ユ ーザ ー にサ ー ビスす る こ とは 困難 とな って く

るで あ ろ う。

む し ろ,ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス ま た は 計 算 セ ン タ ー の 持 つユ ー テ ィ リテ ィ を 買

う方 向 に進 む こ とが 考 え られ る。

◆

C電 気会社 総 含 健診 シ ステム

1.既 開 発 シス テム の概 要

この シ ステ ムは成 人病 の早 期 発 見 を 目的 と した もの で,従 来 行 な わ れ て き た

人 間 ドック検 診 の 内容 の レベ ル を維 持 し なが ら,多 人 数 を短 時 間 に,多 数 の検

査 項 目 を最 低 の費 用 で処 理 し,す み や か に結 果 の判 定 を行 な うこ とを 目的 と し

て,シ ス テ ム技術 と ・ ン ピ 。一 夕 を導 入 して開 発 され た・

1日 の 検診 能 力150名 以下
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◆

検 査 項 目 数40項 目

問 診 項 目 数200項 目

受検 所 要 時 間 約3時 間

総 合 判定 の 時期 受 検 終 了1～2時 間後

昭 和43年 に 開発 に 着手 し,45年5月 に完 成 し た この シ ス テ ムは,午 前 中 の

予 約 時 間 に受 付 け られ,血 液検 査,胸 部,腹 部,胃 部X線,視 力 検 査,聴 力 検

査,眼 底 写 真,心 電 図,心 拍 数,血 圧 な どの 検 査 が 行 な われ る。

検 査 結 果 は,自 動 検 査 機 器 か らオ ン ラ イ ンで,ま たは マ ー ク ・カー ドに記 入

され て コ ン ピ ュー タ に イ ンプ ッ トされ る。

一方
,X線 フ ィル ムの 読 影 と心電 図 の解 読 は,専 門 医 に よ っ て行 な われ,他

の検 査 デ ー タに一 括 して コ ン ピ ュー タ に入力 され る。

コ ン ビ。ユ 一夕で は,こ れ らの 検 査 デ ー タ を受診 者 個 人 ご とに と りま とめ,標

準 値 との比 較,異 常 項 目の 描 出 を行 な って検 査 成 績表 を ア ウ トプ ッ トす る。

この成 績 表 に基 づ い て医 師 が 面 接 を行 な い,必 要 が あれ ば補 足 理 学 的検 査 を

行 な い,結 果 の説 明 と,生 活 上 の 指 導 を行 な って い る。

2.既 開 発 シ ステ ムの 開発 体 制

ほ)シ ス テ ム開発 の ニ ー ズ と計 画 策 定

a開 発 の ニ ーズ

(D近 年 特 に脳 卒 中,心 臓 疾 患,高 血 圧 症,癌 な どの 成 人病 に よ る死 亡 率

が 全死 亡 率 の58%に も達 し,し か もその 数 は 人 口構 成 の 変 化 に よ り中 高

年 令層 の増 加 とあ い ま って,ま す ます 増 大す る可能 性 が あ る。

(iD胃 部X線 撮 影,血 圧測 定,尿 検 査 な どの集 団検 診 は 従 来 か ら行 な わ れ

て い た が,成 人病 の総 合 的 な検 診 に は不 十 分 で あ る。

(liD人 間 ドッ ク方式 は,日 数 と高額 の 費 用 を必 要 と し,し か も1ヵ 所 の 処

理 能 力 は た か だ か年 間3～4万 人程 度 と極 め て低 く,3,000万 人におよ

ぶ 中 高年 令層 を対 象 とす るに は,す こぶ るか け離れ て い る。

(iXb米 国 の カ イザ ー財 団 に よ るAutomatedMIltiphasicScreen輌ngが
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開 発 され てい た が,わ が 国 とは疾 病傾 向,法 制,社 会 慣 習 な どが 違 うた

め,そ の ま まで は わ が 国 で は 実用 化 で きない 。

な ど に よ り,わ が 国 の 実情 に合 っ た シス テ ムの 開 発 の 必 要性 が社 内 で強 く

希 望 され た。

b開 発 計 画 の作 成

将 来 に お け る成 人 病 健 診 シ ス テ ムへ の投 資 金 額,即 ち この 種 シ ス テ ムの

規 模 と必 要 施 設 数 を推 定 し,当 社 が この シス テ ム販 売 を した場 合 の期 待 収

入 額 を,フ ィジ ビ リテ ィ ・ス タ デ ィに よ っ て推定 して シ ステ ム の開 発 を決

定 した 。

仕様 の決 定 に あ た っ て は,わ が 国 の 成 人病 健 診 に必 要 な検 診 項 目,検 査

内容 を もれ な く組 み込 む こ と と,検 査 か ら総 合 判 定 ま で を1日 の うち に全

て終 了す る こ とに最 大 の ポ イ ン トが 置 か れ た。

この た め に,胸 部X線 は,胃 部X線 の 前 に行 な うな どの 医 学 的 制 約 を十

分 に配 慮 し,か つ 必 要 十 分 な ス ク リー ニ ン グの レベ ル を保 つ た め に必 要 な

検 査 機 器 の 仕 様 ・台 数 や検 査 時 間 を シ ミュ レー シ ョン して,全 体 シ ステ ム

の 仕 様 を決定 した 。

② シ ス テム の開 発 体 制

○ シス テ ム の基 本 設 計

附 属 病 院 の 医 師 な らび に医用 シ ス テ ムお よび コ ン ピ ュー タ ・シ ス テ ムの

社 内 技 術 者 で プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ー ム を編 成 して実 施 した。

○検 査 機 器 の 開発

基 本 設 計 に基 づ き社 内医 用 機 器 部門 で新 規 開 発 し た。

もちろ ん,自 記 オー ジオ メ ータ ・自動 化 学 分 析器 の 如 く市 販 品 は これ を

利 用 した。

oプ ロ グ ラム作 成

全 て社 内の 電 子 計 算 機 事 業 部,経 営 情 報 シス テ ム部 な どの ス タ ッ フに よ

り実 施 した 。
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そ の理 由 ば 大 き く次 の3つ に よ る。

① 先 駆 的 シス テ ムで あ り,外 部 機 関 を利 用 す る こ とに よ る同 業他 社 へ の 機

密 の 漏 洩 。

② 開 発 的 な 業務 で あ っ て,特 に医 師 との 連携 が 不 可欠 で あ り設 計 と実施 が

うま く分 離 で きる体 制 が とれ なか っ た。

③ シス テ ム販 売 を して 行 く上 で,ノ ゥ ・ハ ウを社 内 に 蓄積 して お くこ とが

不 可 欠 で あ る。

3.現 在 と り うる開 発 体 制

この種 の シ ス テム につ い て は,コ ン ピ ュー タ側 だ け の技 術 力 で は 実 施 し得 な

い もの で あ り,基 本 設 計 に つい ては 総 合技 術 力 を持 った 社 内 で 全 て行 な わ ざ る

を得 ず,外 部 機 関 に求 め る こ とは 不 可能 に近 い 。

しい て求 め る どす れ ば 国家 機 関(国 立病 院 ,国 立附 属 研 究 機 関 な ど)の み で

あ り,本 質 的 に は この 種 の問 題 は 国家 機 関が 主導 的 に実 施 し,そ の 成 果 を民 間

へ 公開 す べ き もので あ ろ う。

プ ロ グ ラ ミン グにっ い ては ,現 在 の 如 くシス テ ム技 術 が あ る程 度 公知 に な っ

て い る段 階 で は,プ ロ グ ラ ムの 内 部 仕様 書(詳 細 設 計)を 完 成 した後 で は ,内

部 の パ ワーの 不足 を外 部 に マ ンパ ワ ー ・リー スの形 で求 め る こ とは 可 能 で あ り,

多用 す べ きで あ る。

D建 築 コ ン サル タ ン ト会 社構 造 解析 プ ログ ラ ム

1.既 開 発 シ ス テ ムの概 要

構 造物 応 力 解 析 プ ロ グ ラム開 発 過 程

1961～1964… ・・固 定 法,擁 角 法 に よ る平 面架 構 応 力解 析 プ ロ グラ ム
,床

版,基 礎,柱 梁 な どの個 別 設 計 プ ログ ラ ム を開 発

1965変 形 法 に基 づ く任 意 形 状 平 面架 構応 力 解 析 プ ロ グ ラム開

発

1967パ ッケージ1～Vシ リー ズ発 表

1平 面架構 の応 力 解 析 ・設 計 プ ロ グ ラム
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n

皿

W

V

D

立体 架構の応力解 析

FEMに よる線材 および面材混合架構 の応力解

析

平面格子の橋 梁応 力解析 ・設計

平面構造物の部材弾塑 性 を考慮 した二次 元振

動お よび応力解 析

直列型質点系振動 モ デルの直接積分法 による

弾塑性振動解 析

1970FEMに よ る応 力 解 析 パ ッケ ー ジ・シ リー ズを追加

1970振 動 解 析 シ リー ズ1～)aを 追 加

2.既 開発 シ ステ ム の 開発 体 制

(1)シ ス テ ム開 発 の ニ ー ズ と計画 作定

a開 発 の ニ ー ズ

「従 来 の 数 値 計 算 を その ま ま コ ン ビ ュー タへ 」の 時代 か ら,「 コ ン ピ ュ

ー タの特 徴 を十 分 意 識 した 新 しい解 析 手 法 ・設 計 手 法 を 」へ 移 り変 る時代

で あ り,社 内 設 計 グル ープ に も汎用 的解 析 の ツ ール と して汎 用 的 プ ロ グ ラ

ム を持 ち たい とい う希 望 が 強 くあ った 。

b計 画 の 作 定

フ ィジ ビ リテ ィ ・ス タデ ィを実 施 して,当 時 お よび将 来 に お け る構 造 設

計 へ の投 資 金 額 お よ び構 造 設 計 グル ー プ数 よ り利用 度 を推 定 した 。

さ らに,プ ロ グ ラム を売 るの で は な くコ ンサ ル テ ィン グ ・サ ー ビス お よ

び計 算 サ ー ビス に よ る期 待 収 入額 を推 定 して,開 発 を決 定 した 。

仕 様 の 決 定 に あ た っ て は,日 本 に お け る設 計 慣 習 に立 脚 した設 計 ・解 析

パ ッケ ー ジの 開 発 に最 大の ポ イ ン トが 置 かれ た 。

な お,STRESSな どに み られ る入 力 の フ リ ー フ ォー マ ッ ト形 式 は,開

発 者 の立 場 か らは 非 常 に興 味 は あ っ たが,日 本 と米 国 との 国 情 の 違 い,パ

ッケ ージ の 目的 な どの点 か らフ ィッ クス ド ・フ ォ ーマ ッ トを採 用 した。
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」

② 開 発 体 制 の 組 織 化

○ シ ステ ムの基 本設 計

土 木 また は建 築 の設 計 経 験 を有 す る社 内 の 技術 者 で 特 別 グル ープ(約7

名 ～10名)を 編 成 し た。

この 段 階 で の 投 資 費用 は 恐 ら く全 体 費用 の30～35%に の ぼ っ て い る

で あ ろ う。

。プ ロ グ ラ ム作成

全 て 社 内で 実 施 した 。

その 理 由 は 次 の2つ に求 め られ る。

① 業 務 内容 を十 分 理 解 で きる外 注 会 社 が 当時 存在 しな か っ た。

② 社 内 の 業務 の進 め方 が,設 計 と実施 が うま く分 離 で き る体 制 で な か っ

た 。

(3)シ ス テ ムの 普 及

プ ログ ラ ム作 成 以 上 に,当 初 は社 内 で どの よ うに利 用 させ る か とい う点 に

非常 に多 くの 努 力 が 払 われ た 。

即 ち,設 計 プ ロ グ ラムの 使 用 に あ た っ て,プ ロ グラ ムの機 能 を十分 理 解 し

た う えで 用 い るべ き プ ロ グ ラムが決 定 され る必要 が あ る。

汎用 的 な プ ロ グ ラ ムで あ れ ば あ る程,こ の 対 象 とす る系 の モ デル 化 の ス テ

ップが 重 要 性 を お び て くるが,と もす れ ば この 点 に関 す る無 理 解 が,プ ロ グ

ラムの 機 能 に対 す る苦 情 とな った り,普 及 を妨 げ る主 原因 とな っ た りす る。

3.現 在 と りう る開 発 体 制

(1)開 発 当 初 と現 在 との環 境 の差 異

aソ フ トウ ェ ア開 発 の 手順 が確 立 され て きて い る。

基本 設 計,詳 細設 計,プ ロ グ ラ ミン グ,シ ス テ ム ・テ ス トとい う よ うに

ソ フ トウ ェア開 発 の 節 を明 確 に す る努 力 が積 み 重ね られ て来 て い る。

b既 に存 在 して い る(保 有 して い る)部 品 が相 当数 あ る。

直 接変 更 な しに利 用 で きな くて も,マ イ ナ ー ・チ ェン ジで利 用 で き る も
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のが 相 当多 い 。

c外 注 の 可能 性 あ る会 社 が 増 大 して い る。

(2}と りう る開 発体 制

この 種 の 問題 に つ い て は,基 本 的 設 計 は 全 て 内部 で 行 な わ ざ るを得 ない が,

次 の 如 くプ ログ ラム の 内部 仕 様 書(詳 細 設 計)を 完 成 した後 は,内 部 に利用

可能 な パ ワーが 不 足 して い る場 合 は プ ロ グ ラ ミング につ い て外 注 方式 を多用

すべ きで あ ろ う。

a過 去 に作成 され て あ る部 品 の 利 用 を最 大 限 に すべ く基 本 計 画 をた て,

bま た新 し くこ こで 作 られ る部 品 が他 に転用 で き る よ う,ま た チ ェ ッ クが

よ り明 確 にで き る よ うプ ロ グラ ム部 分 の 大 きさ,機 能 を分 割 し,

cシ ス テ ムの外 部 機 能 を規 定 し,か つ それ に伴 い 内部 仕 様 を明 確 に した 上

で そ れ らを凍結 し,

dそ の時,利 用 可能 な 内部 の パ ワ ーが 不 足す れ ば プ ロ グ ラ ミン グ に外注 方

式 を多 用 す る。

この場 合 の 外 注先 は 必 ず し も工学 設 計 の バ ック ・グラ ン ドを必 要 と しな

い0

4シ ス テ ム開 発 の外 部 委 託

U)外 部 委 託 に関 す る基 本 的考 え方

外 部 機 関 に協 力 を依 頼 す る場 合 には,次 の2っ の異 な っ た方 法 が あ る。

(D労 働 力 に対 す る期 待

自 らの 有 して い る技 術 力 よ り低 い技 術力 しか 有 して い ない所 へ も,そ の

労 働 力 を期待 してImprementati・nを 外 注 す る こ とは,今 まで も行 な わ

れ て き た し,今 後 も増 々行 な っ て いか ねば な らな い。

(ii)技 術 力 に対 す る期 待

コ ン ピ ュー タの 利 用 が 現 在 の よ うに 広 が っ て くる と,自 らの 所 だ けで全

て の 技 術 分野 を カ バ ーす る こ とは ます ます 困 難 にな り,他 社 の技 術 力 を積

極 的 に利 用 す べ く基 本 設 計 段 階 か ら外注 す るこ と も十分 考 え られ る。
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(2)外 部 委 託 を租 害 して い る要 因

前項 の い ず れ の方 式 に お い て も,未 だ仲 々協 力 会 社 を求 め る事 が困 難 で あ

るが,そ の 要 因 の 主 た る もの は 次 の4つ で あ る。

i)顧 客(自 社 に とっ て の)の 企 業 秘 密 の流 出

iD自 らの 持 つ ノ ウ ・ハ ウの外 注先 へ の 流 出

iiDひ い ては 顧 客 を横取 りされ るお そ れ

～)外 部機 関 の技 術力 の評 価 基 準 と外 注 コ ス トの 決定 基 準 の 欠 如

E社 に おけ る旅 館 客室 予約 シ ステ ム の ソ フ トウ ェア開発 体 制

1.企 業 の性 格

E社 は,全 国 に営 業所 を有 す る旅 行 代理 店 で同 業界 で は トップ ・ク ラス の企

業 で あ る 。

2.旅 館 予 約 シス テ ム の概 要

当 社 は,昭 和44年2月 に旅 館 客 室 の 予約 照 合 システムとそれ に付 属 す る支店

相 互 間の メ ッセ ー ジ交 換 の シス テ ム を完 成 して い たが,業 務 量 の 増 大 と処 理 速

度 の 向 上 の要 請 とか ら昭 和45年 か ら次 の シス テ ム を検 討 し,昭 和46年 か ら

シス テ ム.プ ラニ ン グに入 り,昭 和49年1月 完 成 した 。 そ の シ ス テ ムの概 要

は次 の とお りで あ る。

a.機 器 構 成(図E-1参 照)

セ ン タ_.シ ス テム と して は,・BM/370-155Hを2セ ・ ト保 有 し・

これ に集 団 磁 気 デ ィス ク装 置,磁 気 テ ープ装 置 を接 続 して い る(1セ ッ トは

常 時 事 務計 算 を行 な って い るが,オ ンラ イ ン処 理 を行 な っ て い る コ ン ピュ ー

タが ダ ウン した場 合 に は そ れ をバ ッ ク ・ア ップす る)。

セ ン タ ー ・シス テ ムは,高 速 回線 で結 ばれ てい る集 配信 装 置 お よび端 末装

置 を制 御 し,端 未装 置 か らの 入 力 デ ー タ を処理 す る。

集 配 装 置 は,仙 台,東 京,大 阪 の'3ヵ 所 に 存 し,セ ンタ ー ・シス デ ム とは

2,400な い しは4,800ボ ー の 高速 回 線 で接 続 され,各 支 店 の端 未 装 置 とは

200ボ ーの低 速 回 線 で連 絡 され て い る。 各 集配 信 装 置 箇 所 毎 の 回線 数 と接
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続 端 子 数 は 表E-1の とお りで あ る。

端 末 装 置 は,回 線 か ら変 復 調 装 置(MODEM)を 介 して通 信 回 線 に接 続 さ

れ る端 子 制 御 装 置 と これ に よ っ て制 御 され るCRTデ ィスプレイ装 置 とキ ー ・

ボ ー ド・プ リン タ ーで構 成 され て い る。

b業 務 内容

端 末装 置 か らの 入 力 デ ー タ を オ ン ラ イ ン ・リアル タイ ム に処理 す る シ ス テ

ムで,

○旅 館 ホ テ ルの 客 室 予 約 お よ び照 会 業務

○メ ッセ ー ジ ・ス イ ッチ ング業務

の外,オ ン ライ ン ・サ ー ビスの 終 了後 バ ッチ処 理 で,

○ フ.アイ ル の ア ッ プ ・デ イ ト

。旅 館 ・ホテ ル へ の 予約 通知

・報 告 書 ・統計 表

等 の 作成 を行 な う。

3.ソ フ トウ ェ アの開 発 体 制

この シ ス テ ムの た め に,当 社 内 で専 用 の オ ン ラ イ ン ・コン トロ ール'プ ロ グ

ラム を開 発 し た。 この プ ロ グ ラム は,40,000ス テ ップ程 度 の もの で あ るが,

社 内開 発 工 数 だ けで1,800人/月 とい う膨 大 な人 員 を要 してい る。 この ソ フ ト

ウ ェア には,ア メ リカ ン ・エ ア ・ラ イ ン用 に 開 発 され,デ ル タ ・エ ア ・ラ イ ン

も採 用 したSABERが 原型 と な っ てお り,同 種 プ ロ グ ラ ムは 国 内航 空 会 社 に お

い て も使 用 され て い る 。 こ の ソ フ トウェ アの 特 色 と して は,

。端 末装 置 と磁 気 デ ィス ク,磁 気 テ ー プの 間 の コ ミュ ニケ ー シ ∋ンを コ ン トロ

ール す る

。固 定長 の た め,フ ァイル の 中 に デ ー タを お さ め る点 で 工夫 して あ る 〃

。プ ログ ラム を分 割 して 使用 す る こ と を考 慮 して お り,仮 想 記 憶 の先 取 的 な工

夫 を して あ る こ と

。エ ラーの 際 の バ ック ・ア ップ を効率 よ く行 な うた め,エ ラ ー発 生 の可能 性 に
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つ い て十 分検 討 して あ る こ と

等 が 挙 げ られ る。

な お,本 システ ム を作 成 す る上 で,IBMのSEの サ ポ ー トは 受 け た が,そ

れ以 外 は 全 て社 内 の 技 術 者 に よ って賄 っ た。 この原 因 とし ては,社 内 的 に技 術

者 の 必 要 性 を感 じた 社 内 で養 成 した人 材 が そ ろっ て い た こ との 外 に,ソ フ トウ

ェア ・ハ ウスの技 術 力 に不 安 を感 じて い た ため で あ る。

今 後 に つい ては,ソ フ トウェ ア ・ハ ウス の活用 は 考 え られ るが,オ ン ライン・

リザベーシ ョン ・シス テ ム を必 要 す る企 業 の数 は 国 鉄,航 空 会社3社,大 手 旅 行 代

理 店 等 きわ め て少 いの で,そ れ等 数少 い ユ ーザ ー を対 象 とす る専 門 ソ フ トウ ェ

ア ・ハ ウスが 育 つ か 否 か は 疑 問 で,そ の意 味 か らす れ ば社 内 開 発 あ るい は 外 国

機 メ ー カー のSEの 援 助 以 外 は 考 え られ ない の では な い だ ろ うか 。

表E 1

集配信装置場所 回 線 数 端 末 数

仙 台 11 41

東 京 39 90

大 阪 32 119

合 計 82 250

F自 動 車 会社 に お け る ソフ トウ ェア開発 体 制

1.企 業 の 性格

F自 動 車 は,米 国 ビ ッグ ス リー に次 ぐ乗 用 車 メ ー カ ーで,国 内 的 に は トッ プ

クラ ス を 占め て い る。

わが 国 自動 車 工 業 は,乗 用 車 の ア ッセ ン ブル ・メ ー カ ーを 頂点 とす る多 数 の

企 業 は,販 売 部 門(デ ィ ー ラ ー),委 託 生 産 部 門(ア ッセ ン ブ リ ・メ ー カ ーか
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ら特定 の 車種 に つ い て の ア ッセ ン ブ リの み を委託 され る) ,ト ラ ッ ク部 門,部

品生 産 部 門 の い ずれ か の一 部 を担 当 して い る場 合 が 多 い 。 しか し,そ れ らの 業

務 の全 て は ア ッセ ン ブ リ ・メ ー カ ー に コ ン トロ ール され て お り,従 っ て,ア ッ

セ ン ブ リ ・メ ーカ ーの指 令,ア ッセ ン ブ リ ・メ ー カーへ の 報 告 が 非常 に頻 繁 に

行 なわ れ,そ れ を効 率 よ く行 な っ て い るの が コ ン ビ'ユ一 夕で あ る とい え よ う。

2情 報 化 の体 制

当社 は,技 術 計 算用 に外 国機 を,業 務 処理 用(オ ン ラ イ ン ・オ ー ダ ー ・イ ン

ベ ン トリー用 も含 む)に 国産 機 を使用 しており合 計 使用 台数 は201数 セ
ッ トに及

ぶが,各 工場 と も同一 機 種 を使 用 して い る外 ,乗 用 車,小 型 トラ ッ クに つ い て

ア ッセ ン ブ リを委 託 して い る企 業 に は 当社 と同 一 機 種 を保 有 して も らっ て お り
,

プ ロ グ ラ ム も同一 に してい る(そ れ ら工場 には ,TAPETOTAPEで デ ー

タ伝 送 を行 な っ て い る)。

な お,部 品 メ ーカ ー にっ い ては,同 一機 種 の 保有 は強 制 して お らず ,部 品 メ

ー カー で 使用 して い る コ ン ピ
ュー タ用 にデ ー タ を変 換 した テ ー プ を支 給 して い

る。

ソ フ トウェ ア開発 要 員 は,本 社 部 門 に約20人 ,工 場 に約100人 お り,こ れ

で 全 て の シス テ ム の開 発 を行 な っ て い る。 な お,EDP部 門 に所 属 した人員 を極

カ ー般 業 務 の 要 員 に転 出 させ て お り,社 内 用 の簡 易 言 語 もあ る と ころか らオペ

レ ー シ ョナル な 業 務 以 外 は 現場 で 開 発 して い る。

3.ソ フ トウェ アの 開発 体 制

当 社 で 使用 す る ソ フ トウ ェ アに っ い て は,工 場 で 使 用 され る プ ロセ ス ・コ ン

ビ。ユ ー タ用 の プ ロ グ ラム を除 い て は ,全 部 内製 してい る。 これ は,単 に一 般 の

業務 処 理 プ ログ ラムの み に と どま らず,社 内 の各 現 場 或 い は部 品 メ ー カー等 で

プ ロ グ ラム開 発 用 に 使用 され るRPGタ イ プの簡 易 言語 プ ロ グ ラム ,オ ンラ イ ン

用 の 簡 易 言 語 プ ロ グ ラ ムか ら,果 て は ビジ ネス ・ゲ ーム用 の プ ログ ラム まで 社

内で 開 発 して い る。

この原 因 に っい ては,
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。社 内 に人材 が お り,社 外 へ の流 動 性 が 低 く十 分 教 育 して あ るの で,内 部 開 発

で 十 分 間 に あ う。

。 ビジ ネス ・ゲ ー ム ,簡 易 言 語 等 の プ ロ グ ラム につ い て も,外 部 の ソ フ トウ ェ

アの供 給 す る もの は 汎用 性 が 強 過 ぎて実 用 性 に乏 し く,若 し実用 性 を高 め よ

う とす る と十 分 な説 明 を行 な わ ね ば な らず,専 門 家 に依 頼 す る意 味 が ない 。

。自動 車 工 業 は ,企 業 数 の少 い反 面業 務 面 で は垂 直構 造 で,個 々 の企 業 間 の 業

務 が お互 い深 く結 び あ って い るので,そ れ らの業 務 にっ い て十 分 の理 解 の な

い もの が 作 る ソ フ トウ ェ アにっ い て は信 頼 性 が 乏 しい 。

.等 の点 が挙 げ られ て お り,今 後 当分 の 間外 部 の ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に プ ログ

ラム開 発 を委 託 す る意 向 は ない もの と思 われ る。

な お,当 社 では,技 術 計 算 関 係 の プ ログ ラム に っ い ては,外 国機 メ ー カー の

有 料 で提 供 され てい る プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ を購 入 使用 して い るの み で,ソ

フ トウ ェ ア ・ハ ウスの 作 る プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ は購 入 し.たこ とが な い 。

(註)プ ロセス ・コン ピ ュー タの ソ フ トウ ェアは,ハ ー ドウェ ア本体 と同程 度 の

価 格 を必 要 と し,費 用 面 で は 負担 が重 い が,社 内 には ソ フ トウェ アを開 発

す る人 員 が い な い の で機 器 メ ー カーか ら供 給 を うけて い る。

・ プ ロ コ ン用 の ソ フ トウ ェ アにっ い ては
,機 器 メ ー カ ーが 分担 してお り,

立体 倉 庫 の よ うに数 多 く販 売 可能 な シス テ ム に つ い ては ,数 回の ソ フ トウ

ェア開 発 に よ り機 器 メ ー カ ー に もノ ウ ・ハ ウが 蓄 積 され てい るだ けに採 算

的 に 面白 い 業務 に な って い る模 様 で あ る。

この 分野 に進 出 し よ うと して い る ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ スが あ るが ,お そ

ら く機器 メ ー カ ー が離 さな い 分野 となろ う。

G銀 行 に お ける ソフ トウ ェア開発 体制

1.企 業 の性格

G銀 行 は 都銀13行 中 資 金 量 で は トッ プ クラ スの 銀 行 で全 国 に218の 支店を

有 して い る。

2.情 報 化 の・基本的 な考 え方
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次 の3目 標 の達 成 を主 眼 と して い る。

。事 務 部 門 の 合理 化(生 産 性 の 向上 と コス トの引 下 げ)

○経 営 管理 の 改善(科 学 的経 営 管理 の向 上)

⊃顧 客 サ ー ビスの 改 善(事 務処 理 の質 的 向 上)

3,情 報 化 の体 制

行 内 に お い て次 の3部 門 を有 す る外 に,関 係会 社 と して,ソ フ トウ ェ ア ・ハ

ウスお よび計 算 セ ンタ ー を1社 ず つ有 して い る。

主 と して次 の 業 務 を処 理

・長 期 的 機 器計 画

・事 務 手続

・事 務 合理 化 案 計 画

(約300人)
・マネ ジメ ン ト ・サ イ エ ン ス

・計算 受託

・新 機 種 へ の移 行 作 業

主 と して次 の 業務 を処 理

'灘 一「il∴ ヨン

・大 阪 事務 セ ンタ ー

(約500人)

機 器 と して は次 の規 模 の もの を使用 して い る。

・東 京 事務 セ ン タ ー 外 国 大型 機5セ ッ ト

外 国 中 型 機2セ ッ ト

・大阪 事 務 セ ンタ ー 外 国大 型機3セ ッ ト
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・大 阪事 務 セ ン ター 国 産 中型 機1セ ッ ト(マ ルチ ・プロセ ッサ)

な お,東 京,大 阪 各 セ ン タ ーで 外 国大 型 機 各2セ ッ ト計4セ ッ トで 預金 為 替 の

オ ン ラ イ ン処 理 を行 な っ てい る。

4.シ ス テ ム の開 発 体 制

基 本 的 に は業 務 用 お よび マ ネ ジメ ン ト ・サ イエ ン ス と もに 内部 作 成 を原 則 と

して い る。 そ の理 由は 次 の とお りで あ る。

① 環 境 変 化 に応 じて 緊急 な シス テ ム 開発 を進 め る必要 が あ り,そ の た め の要

員 を内 部 に保 有 す る必 要 が あ る こ と。

② 各 部 門 の 情 報 化促 進 の た め の行 内的 な コ ンサ ル タ ン トを養 成 す る必 要 が あ

り,そ の た め に コン ピ ュ ー タ技 術 を有 す る もの を内部 に確 保 す る必 要 が あ る。

③ マ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ンスは,企 業 秘 密 の 観点 か ら内 部 に確 保 した い 。

現 在 まで の とこ ろ業務 の急 増 に よ り行 内 各 部 門 よ り人材 を コ ン ピ ュ ー タ部 門

に集 めて い るが,反 面外 部 に放 出 した ケ ー スは 少 い 。 シス テ ム開発 要 員 に対 す

る需 要 は ます ま す増 大 す るが,本 業 との 関 係 上 人 事構 成 上 も限界 に 近 ず きつ っ

あ る。

従 って 外 部 機 関 の利 用 は拡 大の 方 向 にあ るが,そ れは 次 の よ うに行 な わ れ て

い る。

(1)ま ず 直 系 の 計算 セ ン ター,ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に業務 委 託 ない しは そ こ

か ら人 員派 遣 を うけ て い る。

(ii)機 種 移 行 の 際 には コ ン ビ。ユ一 夕 ・メ ー カ ーの プ ロ グラマ ーに プ ロジ ェ ク ト

参加 を求 め る(た だ し,一 定 時 点 経 過後 は,こ れ らの人 員 は0に な るた て ま

え とな っ て い る)。

㈹ プ ロ ジ ェ ク ト全 体 は まか せ ない が,技 術 的 な 一部(た と えば,漢 字 情 報 処

理,あ るい は マ ネ ジメ ン ト ・サ イエ ン ス ・プ ロ グ ラム)に っ い ては 専 門 的 な

開 発 能 力 あ るい フ トウ ェ ア ・ハ ウスに委 託 開 発 を行 なっ て い る。

(助 プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジ につ い て は極 力 利 用 を考 えて い る。
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H製 鉄 会社 に お け る ソ フ トウ ェア開発 体 制

1.企 業 の 性格

H製 鉄 会 社 は,全 国 に10事 業所 を有 し世 界 最 大 級 の 製鉄 会 社 で あ る。

2.情 報 化 の基 本 的 な考 え方

当社 の事 業 環 境 は表H-1に 示 す とお りで あ るが,そ の よ うな事 業 環 境 の 中

で経 営 の 効 率 化 を計 るた め の道 具 と して コ ン ピ ュー タ を活 用 す る こ とを考 えて

い る。

3.コ ン ヒ。ユ一 夕の利 用 の歴 史 と利 用 分 野

EDP化 の 前段 階 と して,昭 和27年 頃 か らPCSを 採 用 して い た 。昭 和33

年 頃 か らEDPS化 を企 画 し昭 和36年EDPSの 導 入 を行 な った 。 昭 和40年

には 販売 事務 の コ ン ピ ュ ータ化(オ ー ダ ー ・エ ン ト リー ・シ ステ ム)を 行 な い,

昭 和42年 には生 産 ・工程 管 理 の オ ン ライ ン化 を行 な い,オ ーダ ー エ ン トリー ・

シス テ ム と連結 した外,ビ ジネ ス ・コ ン ピ ュー タ と プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タの

ハ イ アラ ー キ ー体 制 を確 立 した 。

コ ン ビ。ユ 一夕の利 用 割 合 は,表H-2の とお りで生 産 面 へ の 利 用 が 圧倒 的 に

高 い。

4.コ ン ピ ュー タ機 器 構 成 と関連 要員

全 国10事 業所 お よ び本 社 に業 務 量 に応 じて 国産 な い しは外 国 機 の コ ン ピュ

ー タが1セ ッ トま たは 数 セ ッ ト設置 され
,本 社 コ ン ピ ュー タ と各 事 業所 の コ ン

ヒ。ユー タは概 ね1,200ボ ーの 通信 回 線 に よ って結 合 され てい る。

な お,各 事 業所 に おい て は,中 央 管理 セ ン タ ーの コ ン ピュ ー タ と各 現場 の プ

ロセ ス ・コ ン ピ ュ ータは オ ン ラ イ ンに よ って直 結 され て い る。

設 置 コ ン ピ ュ ータ台 数 は,管 理 セ ン タ ーの コ ン ピ ュー タだ け で,国 産 機16

セ ッ ト(複 数 社 の 機 器 を使用),外 国 機16セ ッ ト計32セ ッ トを使用 して い

る 。 プ ロセ ス ・コ ン ピ ュー タに つ い ては 多数 各 社 の機 器 を使用 し て い る。

コ ン ピ ュー タ関 連 要 員 は 次 の とお り。

管 理 職31人
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プ ラ ン ナ ー ・プ ロ グ ラ マ ー

オ ペ レ ー タ ー

パ ン チ ャ ー

計 算 事 務 そ の 他

65'9人

241人

196人

184人

計1,311人

なお,そ の 他 外 部 か らオ ペ レー タ,パ ンチ ャ ーを数 百 名派 遣 を うけて お り,

全体 の人 数 は 約1,500人 程 度 と考 え られ る。

5.シ ス テ ムの 開 発体 制

シス テ ム開 発 の ニ ー ズの 汲 み 上 げ と計 画 策定 は,原 則 として 各 事 業所 毎 の積

み 上 げ方 式 を採 用 してい る。 ただ し,新 製鉄 所 建 設 時 の シス テ ム 開 発,販 売 シ

ス テ ム と生 産 シ ス テ ムの統 一等 の ビッ グ ・プ ロジ ェク トにっ い て は,本 社 指 令

方式 を とって い る。

開発 の た め の組 織 と して は 基 本 的 に は プ ロジ ェク ト ・チ ー ム制 を採 用 して い

る。

開 発体 制 と しては,従 来 は 社 内 開発 が中 心 で あ っ た。 この理 由 と して は,社

外 に この よ うな シ ステ ムの 開 発 を依 頼 で き るこ こ ろが なか った か らで あ り,そ

れは,コ ン ピ ュー タ ・メ ー カ ー,ソ フ トウ ェア ・ハ ウ ス を問 わ な い 。 若 し鉄 鋼

業 の組 織,営 業,生 産,管 理 等 を熟知 した コン ピ ュー タ ・メ ー カ ー な り,コ ン

サ ル タ ン ト会 社 な りが あれ ば,そ れ に 外注 す る こ とは 考 え られ るが,現 実 には

そ の よ うな企 業 は な い 。 た だ,外 国機 メ ー カーの 鉄 鋼 業 担 当 のSE等 の コ ンサ

ル テ ー シ ョンは 参考 に して い る。 しか し,大 規 模 な シス テ ムの 全 体 を外 注 す る

こ とは な いに せ よ,技 術計 算 等 の 一部 の ソ フ トウ ェ アに っい て は,ソ フ トウェ

ア ・ハ ウス に外 注 す る こ とは 検 討 して い る。 その 場 合 で も,地 方 事 業 所 で は,

当社 の 依 頼 に応 じ られ る よ うな技 術力 の あ る ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス は ない だ け

に,中 央 の 一 部 有 力 ソ フ トウェ ア ・ハ ウス にの み限 られ るで あ ろ う。 ま た,マ

ーケ
ッテ ィン グ ・リサ ーチ等 特 殊 な業務 に っ い ては,専 門 企 業(ソ フ トウ ェア ・

ハ ウス も含 む)に 依 頼 す る場 合 もあ る。
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以 上 述 べ た よ うに,ソ フ トウ ェ アの開 発 を外 部 に依 頼 して い な いが,そ の原

因 の 一つ と して,社 内 に外 部 に開 発 を委 託 す る場 合 の体 制 が確 立 して い ない こ

と も挙 げ られ る。 即 ち,ミ ス テ ムの どの 部 分 を外 部 に委 託 す るか,納 入 され た

ソ フ トウ ェアを ど う検 収 す るか,納 入 され た ソ フ トウ ェ ア と社 内 開 発 の ソ フ ト

ウ ェアを ど う組 合 わ せ るか とい う点 の 検 討 が十 分 な され て い な い た め,外 部 に

委 託 し難 い状 況 に あ る。 今 後 この 点 は 順 次 改善 して行 くが,ド キ ュメ ンテ ー シ

ョン技 術 が 非常 に 重 要 に な ろ う。

表H-1

レ外 的 環 境

国民経 済の拡 大 ・高度化 とこれ を支 え

る鉄鋼生 産の伸 び

大手鉄鋼 メーカー間の厳 しい市場 の競

争

レ内 的 環 境

大規模 ・複雑 な販売 ・生産活動

あ らゆる品種の販売 ・生 産

全国 にわたる新旧 ・大小 さまざまな製

レ画 期 的 な情 報 処理 性 能

大量 の デ ー タを

正 確 に

か っ迅 速 に

レ利 用 の た めの 前 提 条件 の 整備 が 不 可欠

～ コ ン ヒ。ユ一 夕化 を テ コ と した 業務 の標

準 化 ・シス テ ム化 の 展 望

ソ

　

し

経
営
効

率
化
の
道

具
と
し
て
の

コ
ン
ビ
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表H--2コ ン ピ ュ ー タ の 利 用 分 野

利 用 分 野 利 用'割 合

販 売 6.0%

生 産 66.7

人 事 ・ 労 務 5.9

経 理 ・ 原 価 6.0

資 材 ・ 購 買 3.1

設 備 ・ 整 備 0.5

技 術 計 算 8.3

計 画 ・そ の 他 3.5

合 計 100

1計 算 セ ン ター に おけ る ソフ トウ ェア開発 体制

1.企 業の 性格

1計 算 セ ンタ ーは1'化 学 工 業株 式会 社 の 子 会 社 で,同 社 の計 算 機 部 門 の一 部 .

が分 離独 立 した 会社 で あ る。1'化 学 工 業(株)は 全 国 に5工 場1中 央 研 究 所 を有

す るわが 国 第1級 の 総 合 化学 会社 で あ る。 同社 の情 報処 理部 門 の概 要 は次 の と

お りで あ る。

(1)機 器 構 成

本社 お よ び本 社 社屋 内 に あ る1計 算 セ ンタ ー に外 国 大 型 機2セ ッ ト,5工

場 に国 産 中 型 機 を各1セ ッ ト計5セ ッ ト,研 究 所 に国 産 大 型 機 お よび 中型 機

各1セ ッ ト計2セ ッ ト,合 計9セ ッ トを有 し,そ の うち本 社 部 門 お よび 工場

部 門 の コ ン ピ ュー タは オ ンラ イ ンで 直結 され て い る。

② 要 員

情 報 処理 部 門 の 要 員 は,1計 算 セ ンタ ーの要 員 も含 め220名(男 子131

名,女 子89名)で,う ち1計 算 セ ン タ ーの要 員 は33名 で あ る。な お,こ の

外 オペ レ ー タ,パ ンチ ャー を外 部 か ら雇 上 げ て い る。
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2.業 務 内 容

1計 算 セ ンタ ーの 業 務 内容 は,1'化 学 工 業(株)の 業 務 処 理 の外,同 社 の系 列

会社 の 業務 の処 理 を行 な って い る。

3.ソ フ トウ ェ ア開 発 上 の特 色

1計 算 セ ン ター に お け るプ ロ グラ ム開 発 は 自社 開 発 が 大 半 で あ る。 そ の保 有

す るプ ロ グ ラム につ い ては 事務 計 算 の 分野 に お い て も汎 用 性 の 高 い プ ロ グ ラム

が 多い 。既 に完 成 され た汎 用 プ ロ グラム は,

・従 業員 預金 関 係

・健 康保 険 関係

・固 定 資 産税 関 係

・賃金 計 算 関係

・ボ ンベ管理 業 務 関係

で,今 後 財 務 会 計 の シ ス テ ム にっ い て汎 用 性 の 高い プ ログ ラ ム を開 発 し よ う と

して い る。

1計 算 セ ンタ ーが この よ うに汎 用 性 の 高 い プ ロ グ ラ ムの 開 発 をな しえ た要 因

と しては,

OI'化 学 工 業(株)の 系列 会 社 の み を対 象 とし てい るた め ,会 計 処 理 ・ 事 務 手

続 に っ い て も非常 に 類 以 性 が強 か っ た 。

。 しか も1計 算 セ ン タ ーのSEが 元来1'化 学 工 業(株)の 従業員 で あ っ た た め ,業

務 の 処理 手続 に熟 知 し てい た こ と。

○業務 その もの の処 理 手続 に つ い て は ,法 的 規 制 に よ り容 易 に変 え られ て い る

もの に限 られ て い る こ と。

等 が 挙 げ られ る外 に,1'化 学 工 業(株)の 系 列 会 社 で は 未 だ コ ン ピ ュ ータ が導 入

され て お らず,事 務 の シ ス テ ム化 に 未感 染 であ っ た こ と も挙 げ られ る 。

しか し,当 初 か ら系列15社 共 通 の ソ フ トウェ ア を開 発 した の で は な く,当

初2～3社 向 の個 別 シス テ ム を完 成 させ,そ の 問 題 点等 を煮 つ め た上 で,汎 用

シ ステ ム を開 発 して い るの が現 状 で あ る。
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J運 送 会 社 に お け る ソ フ トウ ェア開発 体 制

1.企 業の 性 格

J社 は 全 国 に数 千 の 事 業所 を 有 す る全 国 的規 模 の運 送 業 者 で あ る。

2.情 報 化 の体 制

沿 革 的 に は,昭 和28年 か ら事務 合理 化 の組織 を 作成 し,昭 和31年 頃

EDPの 前 段 階 と してPCS樽 入 し,昭 和35年 に ・ン 巴 一 夕 樽 入 し,昭

和43年 か らオ ン ラ イ ンに よ る物 流 管 理 を行 な っ てい る
。

使用 コ ン ヒ。ユ一 夕 は,

。物 流 オ ン ライ ン関係 は 国 産 大型 機2セ
ッ ト

な お,端 末機 は全 国 に220端 末 を 保有 し,原 則 と して地 方 主 要営 業所 に備 え

て い るが,そ の一 部 は 特 定 の ユ ー ザ ーの 工場 等 の 内 部 に あ る
。

。社 内経 理 ,荷 主 との 間 の 代 金 請 求,各 種統 計 業務 に は,社 内 で 国 産中 型 機7

セ ッ ト,外 国 大型 機1セ ッ トを使用 す る外
,計 算 セ ンタ ー を4社(概 ね 中 型

機 を保 有)利 用 して い る。

o倉 庫 業務 等 現 業 事 務 の 専 用 コ ン ピ
ュー タ と して は,小 型 ・超 小 型 コ ン ヒ。ユ一

夕 を9セ ッ ト使用 す る外,電 々公 社 のDRESSお よ び計 算 セ ンタ ー を6社 利

用 して い る。

情 報化 要 員 と しては,

○ プ ラ ンニ ン グ,プ ロ グ ラ ミン グ,オ ペ レ ーテ ィン グ部門 に154人

。穿 孔 部 門 に368人(こ れ は全 国 の220端 末 の オAOレ 一 夕 ーが 主体 で
,一 般

の キ ーパ ンチ ャーは70名 程 度 に と どま る(一 般 穿 孔 業務 は 外 注 に 依 存 して

い る)。

。その他93人

で合 計615人 で あ る。

オ ン ライ ンの物 流 管理 シ ス テ ムは ,機 能 的 には デ ー タ ・キ ャザ リン グ と メ ・ソ

セ ー ジ ・ス ウ ィ ッチ ン グで ,主 要 業 務 は 出荷 指 図 お よび 出荷 報告 が 主体 で あ る。

最 適 輸送 計 画 の よ うな技 術 計 算 は 現 在 あ ま りや って お らず,て れ らは次 の機 器
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の レベ ル ・ア ップ時 の解 決 課 題 とな っ て い る。

3.ソ フ トウ ェ アの開 発体 制

オ ン ライ ン業務 を開 始 す る時 の オ ン ラ イ ン ・コン トロ ール ・プ ロ グ ラ ムは,

コ ンピ ュー タ ・メ ー カー か ら提 供 を受 け たが,そ の 他 の 業務 プ ログ ラ ム につ い

ては,全 部 社 内で 開発 してい る。 この原 因 に つ い て は・

。当社 の業 務 の う ち特 定 の荷 主 か ら依 頼 を うけ て荷 主の 品物 を運 送 す る場 合 に

は,そ の シ ステ ム化 は 荷 主 と当社 の協 議 に よ って定 め る。 従 って,プ ロ グ ラ

ム開 発 の 手 間 と して は,荷 主 との 事務 処 理 の シ ス テ ムの決 定 に時 間 を要 し,

プ ロ グ ラ ミング には そ れ程 手 間 は要 しな い こ と。

。事務 シス テ ムは 頻 繁 に改 良 され るた め に,メ ンテ ナ ンスの 容易 さの た め に社

内 の 人 員 に依 存 してい る。

。外部 には,物 流 シス テ ムの専 門 家 は 少 く,開 発 を委 託 す る とすれ ば,業 務 の

説 明 に長 時 間 を要 し,結 局外 部 委 託 の メ リッ トが挙 げ られ ない 。

等 の 諸点 が 挙 げ られ て い る。

しか し,コ ー デ ィン グ以降 の分 野 につ い ては,今 後 の労 働 力 不 足 を考 え る と,

是非 と も外 部 に依 存 せ ざ る を えな い と考 え て い る。

Kコ ン ピ ュー タ ・メー カーの 基本 ソフ トウ ェア

1.基 本 ソ フ トウ ェ ア開 発 体 制

社

1/Oイ ンタ ー フ ェー ス,試 験

オペレーテ ィングー制 御 プ ログ ラ ム開 発
シス テ ム部

言 語 プログラム部 一言 語 プ ロ グラ ム

サ ー ビス ・プログラム

の 開 発
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2.開 発 の ニ ーズ と計 画 作 成

基 本 ソ フ トウ ェアの 開 発 計画 は,企 業 の経 営 戦 略 のな か で,ど の よ うな需 要

に対 して どの よ うな規 模 の コ ン ビ。ユ一 夕 を生 産 販 売 す るか とい う商品 計 画 立 案

の中 で 決 定 され る。

ハ ー ドウェアの アーキ テクチ ャ ソ フ トウェアの アーキテ クチ ャ

朧麿
制 御 プ ロ グ ラム

通 信 制 御 プ ロ グ ラム

ユーテ ィリテ ィ0プ ログ ラム

言 語 プ ロ セ ッサ

基 本 ソ フ トウ ェ アの 開 発 は 次 の ス テ ップ を追 って 実施 され る。,

商 品 計 画 基 本 計 画(ア ー キ テ クチ ャの 決 定)
↓

　 　ロ

機能 設計

構 成 仕様

機能 仕様
__-JL_一一≡↓一

詳 細 設 計

3.外 部委 託 に関 す る考 え方

(1)外 部委 託 の 状 況

か っ ては 基 本 ソ フ トウ ェアは全 て 社 内 で 開発 すべ きで あ ると い う方 針 で あ

っ た。

しか しな が ら現 時 点 で は,メ ーカー が何 で も開発 しな けれ ば な らな い とい う

こ とは な くな っ た。

外 部委 託 は 次 の よ うに分 けて 考 え る。

。制 御 プ ログ ラ ム… … … マ ンパ ワ ーの活 用
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.語 ロクラム…'{∵;:㌶ 術の活用

② 外 部 委 託 の形態

ソ フ トウ ェア開 発 の 外 注方 式 は 次 の2つ の形 態 が あ る。

a共 同 開 発6式

マ ンパ ワー ・リー ス的 な 業 務 で あ って,社 内開 発 部 隊 と外 注 先 との イ ン

ター フ ェ ース を完 全 に行 な うこ とが極 めて 困 難 な場 合 に,ア ー キ テ クチ ャ

は社 内 で決 定 し,コ ー ダー と して マ ンパ ワー リース す る。

b－ 括 外注 方 式

外 注 先 の技 術 力 が 高 く,こ れ を 重視 す る場 合 に開発 の全 て を外 注 す る。

た だ し,こ れ が 可能 な条 件 は,

.① 契 約 時 に仕 様 が 明確 に規 定 で き る こ と

② 検 収 時 に定量 的 評 価 が で き る こ と

が 必 要条 件 で あ り,従 っ て新 規 な ソ フ トウ ェ ア よ り も,既 に他 の コ ン ピュ

ー タで 整備 され た プ ロ セ ッサ ー と類 似 の もの が 対象 とな る。

L造 船 会 社の 専 用 シ ステ ム

1.シ ステ ム 開発 体 制

(1)シ ステ ム 開発 の ニ ーズ と計 画 作定

。社 内各 事 業部 で中 期 計 画 達 成 を 目的 と して要 求 プ ロジ ェク トが立 案 され る。

この プロジェク ト計 画 は,担 当部 門,関 連 部 門,所 要 期 間,所 要 人 員 数,計

算 機 時 間,所 要 予算 な どが詳 細 に見積 られ て い る。

。所 要 プロジェクト案 は,事 業 部 長 の 承認 を必 要 と し,承 認 され た もの が 情 報

、 シス テ ム部 に提 出 され る。

。情 報'システム部 では,各 事 業 部 か ら提 出 され た プ ロ ジ ェ ク ト要 求 案 を審 査 し,

同種 の プ ロジ ェ ク ト要 求 は 極 力 集 約 化 す る。 この 際,外 部 コ ンサ ル タ ン ト

な ど を利 用 す る こ と もあ る。

。 こ こで纏 め られ た要 求 プ ロ ジ ェ ク トを エ ンジ ニ ア リ ング部 門,間 接 部 門 の
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省 力化 とい う観 点 か ら,企 業 の経 営 合 理 化 に資 す る もの の順 に 順 位 づ け を

行 な い,実 施 の 可否 に つ い て会 社 トップの 決 裁 を求 め る。'

。以 上 の ス テ ップ を経 て 実施 を許 可 され た プ ロ ジ ェ ク トには 予 算 が つ け られ,

プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ムが編 成 され 実 行 に移 され る。

(2)開 発体 制 の組 織 化

ユ ー ザ ー事 業 部 と情 報 シス テ ム部 よ り要 員 を選 ん で プ ロジ ェ ク ト ・チ ー ム

を編 成 す る。

大 プ ロ ジ ェ ク トの場 合 には,ユ ー ザ ー事 業 部 の 要 員 は ラ イ ン業 務 を離 れ て,
o

プ ロ ジ ェ ク ト期 間 中 は プ ロ ジ ェ ク ト業 務 に専任 す る。

プ ロ ジ ェ ク トに必 要 な特 殊 端 末機 器 ・情 報 化機 器 の製 作 ・購 入,ソ フ トウ

ェアの 開発 な どが プ ロ ジ ェ ク ト ・チ ーム の任務 で あ る。

2.今 後 の ソ フ トウ ェ ア開発 の方 針

(1)開 発 担 当 部 門 と担 当 者 の 専門 化

情 報 システ ム部 は ハ ー ドウ ェ アの 設 計 お よ び基 本 ソ フ トウ ェ ア(OS,言

語 な ど)の 開 発 に あ た り,ア プ リケ ー シ ョン ・プ ログ ラムは ユ ー ザ ー事 業部

に作 成 させ る。

ユ ーザ ー事 業 部 には オ ー プ ン:プ ロ グ ラマ ーが1 ,000名 以 上 お り,FOR-

TRAN,COBOLな どに よ る フ.ロ グ ラ ミング技 術 力 は情 報 シ ス テ ム部 の ス

タ ッ フ よ り優 れ て い る。'

(2)人 員 の ロ ー テ ー シ ョン

情 報 シス テ ム部 の ス タ ッフが,プ ロジ ェ ク ト ・リー ダに な った場 合 には,

その フ.ロジ ェク ト完 成 後,シ ステ ム運 用 部 門(ユ ーザ ー事 業部)の 長 と して

.ライ ンへ転 属 せ し め,代 りに その部 門 か ら情 報 シス テ ム部 へ 新 人 を配 転 す る。

こ うす る こ とに よ りシス テ ム運 用 が 定 着 し,シ ス テ ムの改 善,メ ン テ ナ ン

スが ス ム ー ズ に行 な われ る。

(3)シ ス テ ム開 発 の効 率 化

情 報 シス テ ム部 で,全 プ ロ ジ ェク トを一括 把 握 す る こ とに よ り,ハ ー ドウ
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エ ア(端 末 機 器,ミ ニ コ ン,ド ラ フ タ ー,マ イク ロ検 索 器 な ど)の 統 一 が 行

な わ れ,そ れ に と もな って ソ フ トウ ェ ア も分類 整 理 され る た め重 複 作 業 が避

け られ,ソ フ トウ ェア開 発 費用 の て 低減 が 図 られ る・

ま た プ ロ グ ラ ミン グにっ い ては,社 内 でEasyLanguageを 開 発 し効

率 の 向上 を狙 ってい る。

3.外 部機 関 に対 す る考 え方

(1)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス

ソ フ トウ ェア ・ハ ウス に対 す る業務 委 託 は次 の3つ に分類 して考 え る。

a固 定 的 委 託

特 定 な数 社 に限 って永 続 的 に 委 託 す る もの で,オ ペ レー タ,プ ロ グ ラマ

ー
,シ ス テ ム ・エ ン ジ ニ アの 派遣 お よび 社 内 オ ープ ン ・プロ グ ラ マ ーが行

な うよ うな アプ リケ ー シ ョン ・プ ロ グ ラムの 作成 を委託 す る。

b準 固定 的委 託

特 定 の長 期 間 プ ロ ジ ェ ク ト実施 の 際 に,そ の プ ロジ ェ ク ト期 間 中 に限 っ
'

て人 員 派 遣 また は プ ロ グ ラ ム作 成 を委 託 す る。

cス ポ ッ ト的 委 託

特 定 の テ ー マ につ い て 高 度 な技 術 力 を持 って い る ソ フ トウェ ア ・ハ ウス

を対 象 と して シ ス テ ム開 発 を委 託 す る。

{2}メ ー カ ー

メ ー カー が持 っ て い る パ ッケ ー ジな どを道 具 と して 使用 す る必 要 が生 じた

時 に,そ の 使 い方 を教 え て貰 う。

プ ロ ジ ェ ク ト実施 に あ た っ て,こ れ を メ ーカ ー に期 待 し て も,業 務 に対 す

る知 識 ・技 術 が社 内 に比 す べ く もない の で,こ の よ うな こ とは 考 え られ ない。

(3)大 学 ・研 究所

実 務 的 な意 味 で は あ ま り期待 で き な いが,ア カ デ ミッ クな テ ーマ につ い て

委 託 研 究 を依 頼 す る。

㈲ プ ロ グ ラ ム ・パ ッケ ー ジの購 入

一18e一



2～3の パ ッケ ージ を購 入 した例 は あ るが,一 般 的 にい って汎 用 的 な もの

は殆 ん ど使 い物 に な らず,自 分 の シ ス テムの た め に専 門家(実 務 家)が 作 っ

た もの で な けれ ば 使 え な い。

自社 の プ ロジ ェ ク ト実 施 の過 程 で副 産物 と し て作 られ るパ ッケ ー ジ を,前

述 の固定 的委 託 対 象 の ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス に汎 用 化 させ る こ と を考 えて い

る。

これ は 一一方 で は 高度 な ス ペ シ ャ リテ ィを持 っ た ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の育

成 に っ なが る。

M油 化 工業 会 社 の販 売統 計 シ ステム

1.既 開 発 シス テ ム の背 景 と概 要

(1)背 景

a会 社 の概 要

資 本 金1,800万 円

従 業 員220名

誉 業 品 目 工 業 用 界 面活性 剤 の 製 造販 売

bシ ス テ ム開発 の 目的

正確 な情 報 を社 内 に 広 く早 く供 給 し全社 員 が 自分 自身 が 思 考 し,創 造 し,

行動 し得 る よ うに,コ ン ピ ュー タに よ り情 報 を提 供 す る。

cシ ス テ ムの概 要

各 部 門 毎 に社 内 で 伝 票,元 帳 を簡 単 な ビ リン グ マ シンで 発 行 し;同 時 に

紙 テ ー プ を作成 す る。

この 紙 テ ー プ を外 部 の計 算 セ ン タ ーに持 ち込 み計 算 機 処 理 してい る。

アウ トプ ッ トは,各 発 行 部 門 へ配 布 し フ ァイ ル してあ り,誰 で もこの フ

ァイル を見 る こ とが で き る。

① 売 上 伝 票 処 理43年12月

販 売 情 報の把 握

② 製造 伝 票 処 理44年11月
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ロ ッ ト別品 質 状 況 の把 握

③ 仕 入元 帳 処 理45年3月

合理 的 な資 材 運 用 管理

2シ ス テ ム開 発体 制

,11)シ ス テ ム開発 の ニ ー ズ

取 扱 商 品 数 が 多品 種 少 量 で あ るた め,実 態 の把 握 が困 難 であ っ た。

また,人 件 費 の 高騰 な ど,経 済 変 動 に よ る原 材 料 の値 動 きな どに 迅速 に対

処 す る ため シス テ ム化 を は か っ た。

(2)開 発体 制 の組 織 化 と外 部 機 関 と の関係

社 内 に お け る特 別 な コ ン ピ ュー タ部門 は 設 け て お らず,各 部 門毎 に女 子 社

員数 名 が適 性 に よ り会 計 機操 作 を担 当 してい る。

シス テ ム開発 にあ た っ ては,

。必 要 とす る資料(ア ウ トプ ッ ト)の 選 択 と フ ォー マ
ッ トの決 定 は 社 内 で

常 務 取 締 役 を リー ダに決定 。

○処 理 プ ロ グ ラム の 設 計 ,作 成,運 用 は 外部 計算 セ ン タ ーに委 託 。

。 コ ン ピュ ー タ処 理 と手 作業 との 区分
,イ ン プ ッ ト ・デ ー タの種 類 な どの シ

ス テ ム設計 は 両 者 の共 同 作業 。

の 如 く分 担 した。

3.シ ス テ ム開 発 の 外 部 委 託

(1)外 部 機 関 に対 す る基 本 的 考 え方

前 述 の 如 き シ ス テ ム開 発 が とれ た のは,委 託 先 が 取 引銀 行系 の機 関で あ っ

た か らで あ っ て,一 般 の独 立 機 関 で は企 業 機 密 の 問 題 が 発生 す る。

外 部 機 関 の熱 心 さ と コ ンサ ル テ ィ ング能力 が 不 可 欠 な要 件 で あ る。

② プ ロ グ ラム ・パ ッケ ー ジの購 入

実施 してい な い 。

汎用 給 与 計 算 ル ー チ ンな ど を国 で 開発 して欲 しい。

各社 給 与 体 系 が バ ラバ ラで あ るこ とに つ い て は,自 社 の体 系 を前 提 と した
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場 合 に は サ ー ビスは 高 くつ くとい う点 の 指導 の 問 題 で あ る。

パ ッケ ージ以 外 の 問 題 と して ,コ ニ ド(製 品 コ ー ド など)の 統 一 化 を 国 と

して早 急 に取 り上 げ る必 要 が あ る。

4.3適 正 な ソフ トウ ェアの 開 発 体制

以 一ヒ13の 個 別 の ユ ー ザ ーの現 状 を先 に述 べ た開 発 体制 の検 討 方 法 に よ 〔て検

討 して 見 ると・ 業 務 プ ログ ラ ム,技 法 プPグ ラム,機 械 プログ ラム ,そ の他 プ ロ

グ ラAに おけ る 望 ましい開発 体制 は 次 の とお りで あ る。

4.3.1業 務 プ ロ グ ラム

一 般 に は 事務 計 算 プ ロ グ ラム とい わ れ る ものが 中 心 となろ うが
,使 用 機 器 との

関 連 か ら例 え ば オ ン ライ ン在庫 問合 せ,オ ン ライ ン ・バ ンキ ン グ ・シス テ ム等 機

械 プ ロ グ ラム に非 常 に大 きな影 響 を うけ る場 合 が 多 い 。

業務 プ ログ ラムに は 一般 に汎 用 性 の あ る分野 が 比較 的少 い 。企 業,行 政 機 関等

の 事務 シス テ ムは非 常 に共 通 性 が 高 いが ,細 部 は異 な ってい る場 合 が 大半 で,仮

に法 で 様 式 が定 め られ て い て も法 の 中 で若 干 の判 断 を許 され て い る限 り同 一の も

の は少 い 。 む しろ,事 務 シス テ ムの統 一 化 を計 りうる グル ー プ(た とえ ば ,親 会

社の命令 に よ り処理 基準の統一化 を計 っている企業 グループ群 ,あ るいは中小企

業等で会計事務所 の指導 によ る統一経理処理が行なわれている場合)が 存在 しな

い場合 には ソフ トウェアの方か ら汎用 性 を求 め ることは筋違いであ ろ う
。組織体

の事務処理 手続 は,元 来沿革的な要因が強 く,そ の組織体の歴 史の積 み重 ねの表

現であ る故 に,外 部監察の結 果不合理 だ といって も,容 易に変 更 しうるものでは

ない。

業務 プログ ラムについていえば,技 法的 には特殊性 は乏 しい。元来業務 とい う

のは単純であ るか らであ る。 その点では専門性のあ る ものの開発 の有位性 は乏 し

い。業務の専門的 ノ ウ ・ハ ウを有す る方 が事務 の システム化 の際適 切な ア ドバ イ

スをし うることは 事実であ るが,そ の分野 におけ る情報化が進 めば比較的周知 の

こととなろ う。反 面,情 報化 が未成熟の段階では シス テムを必要 とす る側が供 給
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すれ ば足 り,シ ステ ムの 開 発 者側 にそ の よ うな要件 を求 め る こ とは ,コ ンサ ル タ

ン ト的 な機 能 を求 め る こと と な り,現 在 の段 階 で は や や過 大 な要 求 とい え よ う。

以 上 の状 況 か らす れ ば,業 務 プ ロ グ ラム にっ い ては,そ れ が 特殊 な機 器 の 使用

を前提iこ しない 限 り,通 常 は個 々に開 発 せ ざる を えず,ま た これ らプ ロ グ ラム の

開発 は 開 発 工 数 は 大 き く要 す るが 技 術的 には 開 発 は容 易 で あ り,む しろ労 働 需 給

が これ 以 上 逼迫 す れ ば,次 第 に ソ フ トウ ェア ・ハ ウス の分 野 に な ろ う。

4.3.2技 法 プ ログ ラム

技 法 プ ロ グ ラムは,、 、

(イ)ラ イ ブ リー ・ル ーチ ン

(ロ)マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ン ス ・プ ロ グラ ム

(ノう エ ンジ ニ ア リン グ ・プ ロ グ ラム

の3っ に大 別 す る こ とが で き よ う。

(イ)ラ イ ブ ラ リー ・ル ーチ ンは,計 算 式 の プ ロ グラム化 で あ るか ら汎 用 性 は 高 く,

ま た誰 で もが 開 発 し うるσ 現 在 は メ ー カーが 無料 で 提 供 してい る場 合 が 多 い。

本 来 対 価 を支払 って まで も利 用 した い と思 う ものは 少 く,開 発 体 制 を議 論 して

も意 味 が な い 。

(∋ マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ンス ・プ ロ グ ラ ムにっ い ては,企 業毎 に マ ネ ジ メ ント・

シス テ ム が あ るよ うに,企 業 毎 に マ ネ ジメ ン ト ・サ イ エ ン ス ・プ ログ ラムが あ

って も不 思 議 で は な い。 む し ろ,今 後 の企 業 間 の 競争 が,マ ー ケ ッテ ィ ン グ,

生 産 管 理,設 計 管 理,資 金 の効 率 運用,企 業 内研 修 等 企 業 の企 画 管理 能 力 の競

争 に な るで あ ろ うか ら,企 業 間 に お け るマ ネ ジ メ ン ト ・サ イ エ ン ス ・プ ログ ラ

ムの 優 劣 が 企 業 業績 に 直結 す る もの とな ろ う。従 っ て,優 れ た マ ネ ジ メ ン ト ・

サ イ エ ンス ・プ ロ グ ラム につ い ては 外部 発表 が さ し控 え られ る(例 えば や や陳

腐 化 す るまで公 表 ないしは外 部 使 用 を認 め な い)こ と とな ろ うし,情 報漏 洩 をお

そ れ て極 力 内部 作成 す るこ とに な ろ う。

しか し,マ ネ ジ メ ン ト・サ イ エ ンス ・プ ロ グ ラム に使用 され るLP・OR等 の'

技 法 その もの には 共 通 性 が あ る。既 に 作成 され た プ ロ グ ラムそ の もの は完 全 に
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次 の プ ロ グ ラ ムの モ ジ ュー ル と して使 用 され るわ けで は ない が,そ の コ ンセ プ

トな りプ ログ ラム の 一部 は,多 少 の 使 用 上 の効 率 の悪 さ に 目 をつ ぶ れ ば,使 用

可能 で あ ろ う。 マ ネジ メ ン ト ・サ イ エ ンス ・プ ロ グ ラムは,本 来 業 務 プ ログ ラ

ム とは 異 な り使 用頻 度 は多 くな い。 ま た あ る特定 の 目的 に使用 す る こ とが 多 い。

従 って,シ ス テ ム の た め に最 適 な プ ログ ラム を開 発 す る よ りは,多 少 コ ン ピュ

ー タに対 す る使 用 上 の負担 が か か って も
,プ ロ グラ ム開 発 の た め の 時 間 と費用

が少 い方 が よ いで あ ろ う。 従 っ て,コ ン ピ ュー タの 使用 上 は 多少 時 間 が か か る

に し て も,開 発 に要 す る時 間 とコ ス トか らは既 製 の もの の活 用 の方 が 使用 目的

を み たす た め には タ イ ム リーで あ りコス トも割安 の場 合 が少 くな い 。現 在 は 既

製 の プ ログ ラムないしは その コ ンセ プ トが モ ジ ュール と して採 用 され な くて も,

将 来 は それ が採 用 され る可能 性 は大 きい。

マ ネ ジ メ ン ト ・サ イエ ン ス ・プ ロ グ ラム を作成 す る上 で 重 要 な こ とは ,そ の

シ ス テ ムに 関 す る ノ ウ ・ハ ウ と技 法 で,前 者 は シス テ ム を必 要 とす る方 が供 給

す れ ば足 り,逆 に それ を他 に 求 め る こ とは 困 難 であ ろ う。 反 面技 法 につ い ては

比 較 的周 知 で あ るが,技 法 プ ロ グ ラ ム を要求 され た シ ス テ ムの 中 で どの よ うな

モ ジ ュ ール と して採用 す る力 が あ るか,換 言 すれ ば技 法 プ ロ グ ラ ムの 専 門 家 と

して の技 術 力 が どの 位 あ るか が,開 発 体 制 を分 担 す る ソフ トウ ェア ・ハ ウス と

1しての 要 素 にな ろ う。

(ノう エ ン ジ ニ ア リン グ ・プ ロ グ ラム

マ ネジ メ ン ト ・サ イ エ ンス ・プ ロ グ ラムが 企 業毎 に あ るの に対 して,エ ンジ

ニ ア リン グ ・プ ロ グ ラム は ,個 別 の対 象 物 にっ い て個 別 の 技 法 プ ロ グ ラム毎 に

プ ロ グ ラムが 存す るが,ユ ー ザ ー とい う観 点 か らす る と,そ の 個 別 の プ ロ グラ

ム に つ い て 多数 の ユ ーザ ーが 存 す る。 例 えば橋 梁 物 とい う個 別 の 対 象 物 の応 力

解 析 と個 別 の 技 法 の プ ロ グ ラ ムに つ い て,多 数 の 建 設 業 者 が ユ ー ザ ー と な る。

従 っ て この よ うな プ ロ グ ラ ムに つ い て は,汎 用 プ ロ グ ラム と して 販 売 の 可能 性

が あ る とい え よ う。

この種 の プ ロ グ ラム開発 には,対 象 物 に対 す る ノ ウ ・ハ ウを備 えて い る こ と

一185一



が絶 対 の条 件 と され,プ ロ グ ラ ミン グ技 法 その もの は2次 的 と され る(エ ン ジ

ニ ア リン グの ノ ウ ・ハ ウの あ る もの が プ ロ グ ラ ミン グ技 法 を マス タ ーす る こ と

が 望 ま しい と され てい る)。 エ ン ジニ ア リ ン グに は汎 用 性 が あ る反 面理 論 だ け

で は解 明 で きず,ノ ウ ・ハ ウを必 要 とす る もの で あ る。 そ の意 味 で は,こ の 種

プ ロ グ ラム に つ い て は,エ ンジ ニ ア リング の ノ ウ ・ハ ウ を有 す る もの にの み開

発 可 能 とい え る(場 合 に よ って は,ノ ウ ・ハ ウの有 す る もの か ら適 切 な ア ドバ,

イス を受 け うる場 合 で も良 い)。 ただ,そ こで要 求 され る もの は,シ ステ ム ・、

プ ラ ンニ ン グの み で,ソ フ トウ ェアの コ ー デ ィ ン グ以 後 が外 部 に委 託 し うるの

は 当然 で あ ろ う。

この 種 の ノ ウ ・ハ ウを有 す る もの と して通 常 考 え る もの は,ユ ーザ ー,大 学

研究 所(特 に医 大 等 実 用 の 場 を有 して い る大学)の 外 に従 来 技 術 その もの を事

業 の 対 象 と して い た もo)(た とえば,設 計 事 務 所)な い しは それ らが 専門 業 者

とな っ た もの が 開 発 を分 担 す べ きで あ ろ う。

この種 の ソ フ トウ ェ アにつ い て も,情 報 化 の 遅 れ てい る分野 の もの あ るい は

ユ ーザ ーの少 い もの(た と えば,X線 結 晶 構 造 解 析 プ ログ ラ ム等 は ユ ーザ ーの

数 が国 内 で は 少 く,し か もわが 国 に お け る コ ン ピ ュ ー タの稼 働 シ ェ ア を考 え る

と き,複 数 の ユ ーザ ー は考 え られ な い)に つい て は,概 ね ユ ーザ ーの 内 製 に よ

って しま うで あ ろ う。 ま た,こ れ らにつ い ては,プ ラ ンニ ン グを十 分 固 める よ

りは試 行 錯 誤 的 に プ ロ グ ラ ミン グを く り返 し行 な う こ とが 多 い の で,プ ロ グ ラ

ミング ・コ ー デ ィ ン グ もユ ーザ ー内 部 で行 な わ れ る可能 性 が 強 い 。

4.3.3機 械 プ ロ グラ ム

機械 プロ グ ラム に っい て は,

(イ)コ ン ピ ュ ー タ本 体 ・周 辺 端 末 機 器 に 関す るプ ロ グ ラム

(ロ)言 語 プ ロセ ッサ,'ジ ェネ レ ー タ,コ ンバ ー タ,ユ ー テ ィ リテ ィ

(ノう 数 値 制 御 機 器 等 の 特 殊 ハ ー ドウ ェア用 プ ロ グ ラム

に大 別 す る こ とが で き よ う。

(イ)コ ン ピ ュー タ本体 ・周 辺端 末 機 器 に関 す る プ ロ グ ラ ムは,コ ン ピ ュー タ本体
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メ ー カ ーの基 本 設 計 に か らむ もの だ けに,シ ステ ム設 計 は当然 メ ー カ ーの 分担

すべ き もの 琶 』)一 デ,ン グ以降 は ・。 ・ウ 。ア ・一 ラス に まか され て も秘

密 保 持 の観 点か らメー カー 系 列 に限 られ よ う。

㈲ 言 語 プ ロセ ッサ等 に つ い ては,汎 用 性 の 高 い プ ロ グ ラムは 当然 メー カ ーが シ

ス テ ム ・プ ラ ニ ン グ し よ う。 た だ し,特 殊用 途 向 の言 語 プ ロセ ッサ,ジ ェネ レ

ータ ,コ ンバー タ,ユ ー テ ィ リテ ィに つい ては,専 門 ソ フ トウ ェ ア'ハ ウスカ～

分担 すべ き もので あ ろ う。 た だ,こ の場 合 で も,汎 用 性 の 高 い もの に つ い て開

発 す る こ とは,わ が 国 の コ ン ピュ ー タの普 及 機種 の多 様 性(従 って対 象機 種 の

数 の 少 な さ)と 機 能 変 更 の頻 繁 さ を考 え る と,メ ー カー系列 以 外 の ソフトウェア

'ハウスが 行 な った 場 合 に は,成 功 しな い 可能 性 が 強 い 。 これは 対 象 機 種 が 少 い

こ と,作 成 して か ら時 日 を経 ぬ うち に陳腐 化 して し ま う可能 性 が 強 い か らで あ

る。

従 って,特 殊用 途 用 の これ らプ ロ グ ラム につ い て は,個 別 用 は 作成 で きて も,

汎用 性 の 高 い もの の 開 発 は困 難 で あ ろ う。米 国 に お い ては,大 学,研 究 所,専

門 企 業 が これ らプ ロ グ ラム を開 発 して い るの は,1っ はIBMの コンピュータの

普 及 台 数 の 多 さ を示 す もの で あ り,1つ は ユ ーザ ー 内の これ らの技 術 者 の 層 の

うす さ を示 す もの で あ ろ う。

(ノう 最 後 に特 殊 機 器 用 の プ ロ グラ ム につ い て は初 期 の 段階 で,コ ン ピ ュー タの本

体 同様,大 学 ・研 究 所 等 で 開 発 され た 例 も少 くな い が,段 階 が 進 めば,機 器 メ

ー カ ーが 内製 す る もの で あ ろ う。 た だ,コ ン ビ。ユ一 夕のOSに つ い て も,特 殊

用途 用には メー カ=以 外の ものが開発 している場 合 があるよ うに,特 殊機器用

に つ い て も,特 殊 用 途 用 メ ー カ ー の 内 製 す る もの の ウ ェ イ トは 低 く,む し ろ ソ

.フ トゥェァ ・ハウスの 分 担 す べ き 分 野 も多 い 。

4.3.4そ の 他 プ ロ グ ラ ム

そ め 他 プ ロ グ ラ ム と し て 挙 げ う るの は,

(注1)か つ ては,わ が国の コンピュータ ・メー カーが大学 ・研究 所か ら援 助 を うけ たこ とも

あ ったが,現 在は この傾向 は殆ん どない 。
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(イ)エ ン ジニ ア リ ン グ ●プ ロ グラ ム に近 い もの・… ・・例 え ば 自動 作 図 プ ロ グ ラム

⇔ 機 械 プ ロ グ ラム に近 い もの… … 例 えば 自動 流れ 図 プ ロ グ ラム

(・う その 他 の そ の他 プ ロ グ ラム

に 大別 で き る。.

(イ)エ ン ジニ ア リ ング ・プ ロ グ ラム に近 い もの は エ ン ジニ ア リン グ ・プ ロ グラム

同 様 ノ ウ ・ハ ウが 重 要で あ り,ノ ウ ・ハ ウの な い もの の 作成 した もの は,実 用

に供 さ ぬ場 合 が 多 い。 な お,こ の種 の プ ログ ラムは,先 に述 べ た エ ン ジニ ア リ

ン グ ・プ ロ グ ラムの 中 の情 報 化 の遅 れ た もの 或 いは ユ ーザ ーの少 い もの と同様

に試行 錯 誤 に よって 作 成 す る傾 向 が 強 く,汎 用 性 の 高 い シス テ ムは,シ ス テ ム

機 器 メ ー カ ーが 自己 の 商品 販 売 の 手 段 と して独 占 し よ う とす るた め外 部 へ の ノ

ウ ・ハ'ウ流 出 を極 力 防 止 し よ う と して 内製 す る場 合 が 多 い とい え よ う。

⇔ 機械 プ ロ グ ラム に近 い もの につ い ては,パ ッケ ー ジ ・プ ロ グ ラム と して 多 数

の ユ ーザ ー を有 して い る もの が 多 い(代 表 的 な もの と してAppliedData

Research社 のAutoflowは 数 百 の ユ ー ザ ー を有 し てい る)。 ハ ー ドウ ェ

アの 機能 変 更 に よって 陳腐 化 す る危 険 性 は あ るが,米 国 で は バ ー ジ ョン ・ア ッ

プ を繰 り返 す こ とに よ っ て それ を避 け てい る。 わ が 国 に お い て も,同 種 プ ログ

ラム を作 成 し てい る場 合 に は,何 等 か の形 で メ ー カ ーの 支援 を う けて い る場 合

が 多 い。

(・う そ の他 プ ロ グ ラム につ い て は,未 だ 特 定 の ま とま っ た分 野 とな っ て い ない た

め に 「そ の 他 」とな っ た もの が 多 く,技 法 的 には 未確 立 で 試行 錯 誤 的 に内製 す

る もの が 多 い 。

4.3.5社 会 シス テ ム ・プ ログ ラム

従 来 の プ ロ グ ラムの 分 類 は,プ ロ グ ラム別 の分 類 で あ っ た が,既 往 の プ ロ グラ

ム を横 断 す る よ うな 巨大 シス テ ム の プ ロ グ ラム(主 として 社 会 シ ス テム プ ロ グ ラ

ム に 多 い)が 出現 してい る。

これ らは,業 務 プ ロ グ ラム とマ ネ ジメ ン ト ・サ イエ ンス ・プ ロ グラ ム とエ ンジ

ニ ア リン グ ・プ ロ グ ラム と特 殊 機 器 プ ロ グ ラム を結 合 した プ ロ グラ ムで 通常 巨大
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プ ロ グ ラムで 比 較 的 需 要 数 が か ぎ られ て い る。

しか し,こ れ らの シス テ ムは,既 存 の法 律,規 則,取 扱 慣 習,取 引 慣 習 等 の変

更 を必 要 とす る ものが 多い 。既 存 の秩 序 には 多 くの利 害 関係 者 が 存 し,そ の 間 の

意 見調 整 が 困 難 な場 合 が 少 くない 。 従 っ て その 調 整 手段 と して既 に開 発 実績 を有

す るエ ンジ ニ ア リ ング会社,コ ンサ ル タ ン ト,ソ フ トウェア ・ハウスの ア ドバ イ ス を

採 用 す る ケ ー スが少 くない 。

ただ,こ れ は現 在 そ うで あ る とい うだ けで 本 質 的 に その よ うで な け れ ば な らな

い とい う必然 性 が な い こ とは い うま で もない 。 む しろ将 来 の合 理 的 な姿 と し ては,

エ ンジ ニ ア リン グ ・プ ロ グ ラム に近 い そ の他 プ ロ グ ラム と同 様 に 試行 錯 誤 的方 法

の くり返 し によ って 内 製 す るが機 器 に関 連 す る部 分は 機 器 メ ー カ ーに依 存 す る傾

向 が 強 い と考 え られ る。

この よ うな 分野 別 開 発体 制 に つい て,以 上 の 観点 か ら大 胆 に ま とめ れ ば,表4

-4の とお りに な る もの とい え よ う。

業 務
プログラム

技 法

プログラム

機 械

プ ログ ラム

そ の 他

プロ グラム

(汎 用 性)(情 報 化の成熟度)(業 務 のノウ・ハウの必要性)

図4--1開 発 分 担 の チ ェ ッ ク方 法
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表4-4分 野別開発分担(理 想図)

開 発 分 担
大 分 類 、中 分 類

ユ ー ザ ー メ ー カ ー
ソフ トウェア
心ハウス 大学 ・研究所

業務プログラム ○ ○

ラ イ ブ ラ リ ー ・ル ー チ ン △ △

マ ネ ー ジ メ ン ト ・

一 一

〇

一 ー ー ー ー ー ー へ

技法プログラム
サ イエ ン ス ・プ ロ グ ラム ○

(シ ス テム

○

(標 準的プロ
ぱ準的および
個別の技法

全体) グ ラム) プログ ラム)
一

エ ン ジニ ア リン グ'

プ ロ グ ラ ム ○ ○ ○

(ユ ー ザ ーの (ノ ウ ・ハ ウを (同 左)

少い分野) 有する場合)

コ ン ピ ュ ー タ 本 体,周 辺 ○
端末機器用 (特殊用途向)

機械プログラム
言語 プ ロセ ッサ,ジ ェ ネ

レ 一 夕,コ ン バ ー タ.ユ
○一 テ ィ リ テ ィ

(特殊用途向)
○ ○

(特殊用途向)

特殊機器用 ○ ○ ○

一 一 一 一 ～ ●

(特 殊用途向) (特 殊機器の
メーカー) (特殊用途向)

.

エ ン ジ ニ ア リ ン グ ・

プログラムに近い もの ○ ○

(ユ ー ザ ーの

少い分野)

その他
機械 プログラムに

プ ロ グ ラ ム 近い もの ○

(メ ーカー系 列)
一 ← 一 一 ー 一 〔{一 一 ー 一 一一 一 ー ー 一 一

そ の 他 (不 明)

社会 シス テ ム ・

プ ログ ラ ム ○ ○ ○ ○

(機器に関連
する部門)

△ 印は分担可能だが,重 要な意味 を有 しない もの。

いずれの場合 に もシステム ・プランニング段階 とし,

ウスが分担可能 。

コ ー デ ィ ン グ 以 降 は ソ フ トウ ェア ・八
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4.4開 発 体 制 の適 正 化 の ため の 施 策

4.4、1開 発体 制 の適 正化 を阻 害 してい る要因

段階 的 に開 発 分担 の 適 正 化 が 実 現 し,ソ フ トウェアの開発 を 専門 の業 とするソフ トウェ

ア.ハ ウスの業 務 分担 範囲 が 拡 大 することは疑 いないにせ よ,現 在 開 発 体 制 の適 正 化 は

進 ん で いな い 。 そ の原 因 と し ては 次 の 諸 点 が挙 げ られ よ う。

(1)基 本 的 阻 害要 因

(イ)情 報 ない しは情 報処理 の価値 の未 確立及 びその前提 としての評価方法の未

形 成

(∋ 情 報 ない しは情 報 処 理 の法 的 保 護 の不 足

(・う 情 報 処 理 技 術 及 び各 種 機 器 に お け る標 準 化 の未 整 備

(⇒ 商 法,税 法 等 各 種 法 的 諸 制度 の 未整 備

(2)利 用 者組 織 内部 の阻 害 要 因

(イ)利 用者 内部 の コ ス トに対 す る無 関心

㈲ 利用 者 内部 の 人 材 の 豊 富 さ

前 者 は 情 報処 理 の基 本 的 問 題 点 で あ り,早 急 な解 決 は 望 め まい 。 後 者 につ い

ては,一 部 大 手 ユ ー ザ ー につ い て は,か ね て よ り開 発 体 制 の適 正化 が 叫 ば れ,

理 論 の 上で は理 解 して い る もの の,現 実 的 には 実行 に移 され て い な い 。

これ ら基 本的 な問 題 を除 外 して も当 面 次 の阻 害 要 因 の 除 却 が 早急 に図 られ な

けれ ば な る まい 。

(3)ソ フ トウ ェア ・ハ ウス側 の阻害 要 因

次 の諸 問題 の 解 決 の た め には,既 述 の 基本 的 な問 題 点 の 解 決 を要 す る こ とは,

言 を また な い 。 しか し,そ れ は 百 年 河 清 を待 つ 感 が あ .り,当 面 の役 には 立 た な

い。 反 面 玉ソフ トウェア ・ハ ウ ス側 に存 す る阻 害要因 につ い ては,比 較 的現 実 的

な対策 を採 り易 く,ま た効 果 の挙 げ易 い ものが 多い 。 ソ フ トウ ェア ・ハ ウス側

の限 害要 因 としては 次 の ものが 挙 げ られ る。

(イ)ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス の技 術力 ネ足

ユーザーがソフトウェアを自 己開 発 する要 因 として挙 げられるのは,ソ フ トウェア・ハウ
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ス の技 術 不足,特 に 業務 に対 す る理解 力 の 不足 で あ る。 これは,ユ ーザーが他 部

門 の利 益 を 当該 部 門 に投 入 しうるために積 極的 か つ十分 な教 育投 資 が行なえたのに

対 し,ソ フ トウェア ・ハウス 側 で は情 報 処 理 部 門 の 中 で の 利 潤 の範 囲 内で しか再

投 資 が で きな い ため 十 分 な 研究 教 育投 資 が 行 な え な か った た めで あ り,更 に

日本 の場 合 に は 米 国 と比 較 す れ ば 同一 コ ン ピ ュー タの 市場 範 囲 が 狭 く潜 在 的

な ユ ー ザ ーの 範 囲 が 狭 い た め特 定 の分 野 に専 門 化 す れ ば 市場 不足 を生 ず る可

能 性 が強 く,ま た 日本 の場 合 は技 術 者 の 移 動 が 米 国程 激 し くな い た め に 業務

の ノ ウ ・ハ ウが ユ ーザ ー に偏 在 し易 い こ と もその 要 因 と して挙 げ られ よ う。

しか し,い ず れ に して も,ソ フ トウェ ア ・ハ ウスが 専 門 の 分 野 に時 化(或 い

は,専 門 の分 野 を数 個 有 す る)し な い限 り専 用 性 は 高 め られ ず,従 っ て避 ,け

難 い 事態 で あ ろ う。 情 報 化 の 波 が 社会 の隅 々まで 及 ん で い る とき,ソ フ トウ

ェ デ ・ハ ウスが 全 て の ソ フ トウ ェ アの 開発 が 可能 で あ る とい うの は,全 ての

ソ フ トウ ェア につ い て 十 分 な こ とが で きな い こ と を意 味 す るに過 ぎな い 。従

って,ソ フ トウ ェア ・ハ ウスが 専用 性 の 高 い 専 門 企 業 と して成 りた っ た め に

は,特 定 分 野 へ の 特 化 が 必 要 とな ろ う。

(∋ ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウ ス の価 値観 ・倫理 観の未 確 立

委 託 す る業 者 が 当該 企 業 に と って 重要 な業 務 で あ る場 合 には,ノ ウ ・ハ ウ

の流 出 を お それ て内 部 作 成 を行 な う場 合 が 多 い。 特 に,ソ フトウェア ・ハウスが

他 の ソフトウェア ・ハウスに業 務 を委 託 す る場 合 に は,将 来 の 競 争 者 を育 成 して

しま う結 果 とな る不 安 か らそ の傾 向 は 強 い とい え よ う。

この よ うな問 題 は受 託 す る ソフ トウェア ・ハウスの モ ラル の 問題 と片 ず け られ

が ちで あ るが,既 に述 べ た よ うに情 報 に 関 す る価 値 な い しは法 的 保 護 の未 整

備 の 段 階 で は,国 民 的 な コ ンセ ンサ スが 定 ま っ てい な い の で あ るか ら,従 っ

て あ る現 象 に つ い て の善 悪 の判 断 も区 々 に別 れ るの は 当 然 とい え よ う。

従 っ て この よ うな 状 況 下 で は,ユ ーザ ーが それ らの 問題 に関 す る紛 議 を避

けるためにも内部 作成 に走 るのは 当然 で,ソ フ トウェア ・ハウスの倫 理 綱領 の確 立,国

による業 者 資格 認 定,業 者 登 録 制度 等 が 確 立 しなければ,ユ ーザー側 と しては 安 心

一192一

■



●

して外 部 委 託 は行 な え な い であ ろ う。

な お,こ れ ら ソフ トウェア ・ハウス側 に 対 す る規 制は 一見 ソフ トウェア ・ハ ウス の

発展 を阻 害 す る よ うに映ず るが,基 本 的 には発 展の た めの 基盤 整 備 に 通 じ,

結 局 は積 極 的 な発 展 に 貢献 す る こ と に な ろ う。

4.4.2開 発 体 制 の適 正 化 を促 進 す るた めの対 策

情 報 処理 分 野 の拡 大,情 報 処 理 の 高 度 化 にソフトウェア ・ハウスの 技術 力 の 向上,利

用 者側 の情 報 処理 技術 者の不 足等の要 因 が加 わり,ソフ トウェアの開 発 体 制 は 段 階 的 に

適 性 化 の方 向 に むか お うが,こ れ を一 層 促進 す るた め には,次 の諸 対 策 が 採 られ

る こ とが 望 ま し い。

(1)情 報 処 理 基 盤 の 整 備

情 報 処理 にか らむ諸 問題 は,情 報 処 理 基盤 が整 備 され て い な い と ころ か ら生

ず る問 題 が 多 い 。 これ は,従 来 の経 済 活 動 の 基盤 が物 中心 の価 値 観 に基 づ い て

形 成 され てい たた め,経 済 的価 値 の あ る情 報 な い しは情 報処 理 が生 じて も,そ

れ を評 価 す る方 法 または 価 値 基 準 が 不 明 確 で あ り,従 って保 護 すべ き内容 に つ

い て も区 々で あ り十分 な コ ンセ ン サ スが え られ て い な い。い わ ば,経 済 活 動 と

それ を守 る法 体 系 との 間 に時 間 的 ギ ャ ップが あ る とい うこ とで あ ろ う。

しか し基 盤 整 備 の必 要 性 は 情 報 処理 の 諸 問題 を論 議 す る時 に常 に唱 え られ る

こ とで あ る。従 って,こ こでは 次 の 諸 点 の 整備 の必 要 性 の み を託 す こ と とす る。

(イ)情 報 な い しは情 報 処 理 の価 値 の 形式,そ の 前提 と して の評 価 方 式 の確 立

㈲ 情 報 な い しは情 報 処 理 の 法 的保 護体 制 の確 立

(ノう 各 種 情 報 処 理 関 連の 標 準 化 の促 進

(二)商 法,税 法 等 の各 種 法 的 諸制 度 の 情 報 化 へ の対 応

② ソ フ トウ ェ ア ・ハ ウス の育 成

ソ フ トウ ェ アの開 発 分 担 の 適 正 化 の た めに は,そ の担 手 で あ る ソ フ トウ ェア ・

ハ ウスの 適 正 な発 展 が 図 られ な けれ ば な らな い。

ソフトウェ7・ ハウスの 適 正 な発 展 の た め には,

(イ)ソ フ トウェア ・ハウス としての 倫理 基 準,行 動原理 の確 立
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(口)専 門 性 を確 保 す るた め の技 術 力 の確 保

を要 す る もの とい え よ う。

(イ)」 ソフ トウ ェア ・ハ ウ ス としての 倫 理 基準 ・行 動 原 理 の 確 立

既 に述 べ た とお り,従 来 の 物 中 心 の 経済 価1直 の体 系 の 中 で は,情 報 な い し

は情 報 処 理 は価 値 あ る もの とは 認 め られ る,従 って諸 般 の 法 的 保 護 の 対 象 に

な って い な い 。情 報 ない しは 情 報処 理 技 術 の開 発 には 多額 の コ ス トを要 す る

反 面,そ の 保 護 が法 律 的 には 可能 で な い ため,情 報処理 に 関 す る経 済活 動 に

関 しては契 約 当 事 者 間 の 債権 契 約 にゆ だね られ て い る(従 って,契 約 内容 は

契 約 両 当 事者 を規制 す るだ け で,第3者 へ の 対抗 要 件 は ない)の が 現 状 であ

る。 単 一民 族,共 通 言 語,共 通価 値観 に基 づ き,契 約 万能 主義 よ りは常 識 に

よ る規 律 が 支 配 的 な わが 国 に おい ては,契 約 に よっ て万 事 を決 定 す るこ とは

全 く不得 意 な行 為 で あ って,そ の取 扱 い が 「な じみ 」難 い分 野 で あ った とい

え よ う。 この よ うな,い わば 法律 的 な 無秩 序 な社 会 に おい て は,共 通 の価 値

観 の お よぶ範 囲 にお い て 事 を処 理 し よ う とす る。 即 ち,共 通 の 価 値 観 の 支配

す る特定 の組 織 の 内部 にお い て,万 事 を処 理 しよ う とす る傾 向 が 強 ま る こ と

は 否 定 で きな い。 従 っ て,開 発 分 野 の適 正 化 を図 る た め には,共 通 価値 観 の

お よ ぶ範 囲 を拡 大 す る必 要 が あ ろ う。

共 通 の価 値観 の現 実化 の手段 として最 も普遍 的な ものは法 律 であるが,既 述 の

とお り法制 化 まで条 件 がととのっていないとすれば,ソ フ トウェア ・ハウス問 で組 織を作

り,そ の組織 に属 するものの倫 理 綱 領,行 動 原 理 を作成 すれば,少 くともそ の組織

嘱 するソフ・ウ。ア ・一ウスにつ・口 まその倫 理 綱 ・行 動原 理 を守 る体 制 が確 立

され,共 通 の価 値観 の環 が 拡大 しよう。 現在,情 報 処 理 サ ー ビス業者 につ いて

は,国 に よ る業者 登 録 が 行 な われ てい るが 、 ソフトウェア ・ハウス につ いて も,

特 定 の倫 理 綱 領 の遵 守 を条件 とす る国 に よ る資格 認定 制 度 或 いは 登録 制 度 を

確 立 すべ きで あ ろ う。

(ロ)技 術 力 の 確保,向 上

次 に専 門 性 を確 保 す るた めの 技 術 力 の 向 上 につ い て は,従 来 か ら情 報 処 理
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の 高度 化 と情 報処 理サー ビス 業.ソ フトウェア・ハウスの振 興 の観 点 か ら,情 報 処

理 振 興 事 業協 会 に よ る プ ロ グ ラム の委 託 開 発 が行 な われ て きた(昭 和48年

度 委 託 開発 契 約 予算8.4億 円)。 この 委託 開 発 が ソフトウェア ・ハウスの技 術 力

の 向 上 に貢 献 した こ とは疑 い な い が,開 発 分担 の分 野 が 明確 でな か ったた め

に,全 体 の技 術 水 準 の向 上 には貢 献 した もの の,特 定 の ソ フ トウ ェア ・ハ ウ

ス に とって 将 来 伸 ば すべ き特 定 の分 野 に お け る技 術 向 上 に貢 献 したか ど うか

は疑 問 で あ る。更 に.こ の 委 託 開 発 制度 に ょ って 専門性 が 強 ま り,専 門 家 と

して ユ ー ザ ー以 上 の技 術 力 を具備 しえ た とは いい 難 い。

今 後 ソフトウェア ・ハウスが専 門 性 の あ る企 業 と して育 つ た め には,

。特 定 分野 へ の技 術 力 の 集 中

○多 面 ,そ の 特 定 の分 野 にお け る技 術習 熟

を必 要 と しよ う。 従 来,特 定 の ソフ トウェア ・ハウスに とっ て専 門 分 野 に集 中 す

る に しては,1分 野 の ソ フ トウ ェ ア需 要 が 小 さ く,従 っ て企 業 経 営 上 か ら も.

多 くの 分 野 に進 出 せ ざ る をえ な か っ た。 今後 も同様 の 傾 向 が続 こ うが,情 報

化 の 進展 に伴 って 適正 な開 発 分 野 を担 当 す るた め には,専 門性 の 要求 は 益 々

強 ま ろ う。 国 の 政 策 も専 門 性 の強 化 に資 す る と共 に その 分 野 にお い て技 術習

熟 の 機 会 を与 え る もの で な けれ ば な るまい 。

48年 度 補 正 予 算 で 支 出が 定 め られ た ソ フ トウ ェア ・モ ジ ュール 開発 補 助

金 に っい て は

。経 営 管 理

○事 務 処 理 計 算

。設 計 計 算

00R

。自動 制 御

の5分 野 に つ い て,そ れぞ れ数 社 が 協 同 し て ソ フ トウ ェ ア研 究 組 合 を 作 り応

募 した が,こ の よ うな開 発 補 助 金 に よっ て それ ぞれ の ソ フ トウ ェア ・∴ウ 入

の専 門分 野 の 区分 が で き,各 社 が その分 野 にお いて専 門性 を発揮 す るた め の
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技術 向 上 が行 な われ る事 態 が 望 まれ る。

なお,今 後 政府 機 関 を中 心 と して開 発 が 行 な われ るで あ ろ う社 会 シス テ ム

の 開発 につ い て も,極 力 この 専 門性 の 向上 の た め に活用 す る こ とが 望 まれ,

仮 に そ の特 定 分 野(例 えば シ ス テ ムの 一部 に エ ンジ ニ ア リン グ ・プ ロ グ ラム

或 い は技 術 計 算 手 法 を使用 す る とす れ ば,そ の 部分 に おい て)に お い て十 分

な経験 が な くと も将 来 その 分 野 に専 門性 を見 出 そ う とす る ソ フ トウ ェア'ハ

ウス には,シ ステ ム開発 に参 加 し技 術 習得 の場 を与 え る こ とが 望 ま しい。

{3}ユ ーザ ーの 意 識 の変 革

ソフ トウェア ・ハウスに専門 的技 術 力 が備 わ っ て も,ユ ーザ ー側 で それ を活 用 す

る意 向 が乏 しけれ ば 業 者 の能 力 は 空転 し,専 門 性 の メ リ ッ トは 失 わ れ よ う。 専

門 化 した ソ フ トウ ェア ・ハ ウス も生 きるため には 再 び専 門性 を 放棄 して 多 くの

分 野 に着 手 し,そ の結 果再 び労 働 集 約 的 な 業務 が 大半 とな ろ う。

若 し,ソ フ トウェア ・ハウスが 専門 企 業 と しての 技 術 力 と倫 理 綱 領,行 動 原 理 を

備 えて い る とすれ ば,ユ ーザ ー側 に それ を周 知 させ るこ とが ユ ニザ ー に活 用 の

意 欲 を生 じさ せ る こ とにな ろ う。 この た めに,国 に よ る業 者 登 録,資 格 認 定 制

度 が 確立 され,ユ ーザ ーへ のPRが 十 分 行 なわ れ る こ とが望 ま しい 。

一 方 ,ユ ー ザー側 に おい て も,若 しその よ うな 情 勢 が生 じた場 合 には,初 期

の よ うな コス ト無 視 の 内製 重 視 の姿 勢 を反 省 す る必 要 が あ ろ う。 ユ ー ザ ーの 経

営 に とって 必 要 なの は情 報 で あ って情 報 処 理 技 術 で は ない 。 コ ン ピ ュ ータは 万

能 で は な く,使 用 で き る限界 と効 果 が あ る筈 で,ソ フ トウ ェア技 術 は それ程 企

業 機密 に属 す る とは 思 われ ない 。 わが 国 に お い て も,一 部 先 進 的 ユ ーザ ーの 内

部 に は,ソ フトウェア ・ハウスの活 用 がコス ト的 にも有 利 で あり,ソ フ トウェアの開 発 期 間

の 短縮 の た め に も有 効 で あ り,更 に社 内 の 人 事 政 策 上 もその方 が 有 利 で あ る と

の 認 識 が 高 ま りっ つ あ るが,一 般 の ユ ー ザ ー,特 に ユ ー ザ ー一の情 報処 理 部 門 で

は,目 先 の 外 部 へ の 費用 支 出 に 目 を うば わ れ,こ の気 運 は乏 しい 。 ユ ーザ ー内

部 の この 機 運 を高 め る た め に も,情 報化 に 必 要 な もの は何 か(コ ン ピ ュ ータの

効 率 的運 営 か,そ れ と も情 報 の 素 早 い入 手 か),開 発 コス ト ・開発 期 間 ・ユ 一
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ザ ー 内部 の 情 報 処 理 部 門 の 人材 活 用 の うえで 外 部 開 発委 託 と内 製 と ど ち らが 有

利 か 検 討 す る必 要 が あ る と同時 に,情 報 処 理 サ ー ビス業,ソ フ トウ ェア'ハ ウス

等 も国の 支援 の 下 に その 検 討結 果 をユ ー ザ ー に周知 させ る必 要 が あ ろ う。
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5.資 料 編
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5.1ソ フ トウ ェ ア技術 に関 す る ア ンケ ー ト調 査 集 計 結 果

・表 の 見 方

1.横 欄 に つ い て

横 櫛 は,ユ ー ザ ー ・プ ロ グ ラ ム と して,

A.経 営 組 織 体ttCl[sい て 必 要 と さ れ る シ ス テ ム

B.一 一般 大 衆 向 け に 必 要 と さ れ る シ ス テ ム

C.各 部 門 に また が る シ ス テ ム

の3つ に分類 し,さ らtrCA..B.C.そ れ ぞ れ 考 え られ る シ ス テ ム 名 を 例 示

して い る 。

2.た て 欄 に つ い て

た て 欄 は,ソ フ トウ ェ ア 技 術 と し て,

a.プ ロ グ ラ ミ ン グ ・シ ス テ ム

b.ラ イ ブ ラ リー ・ル ー チ ン お よ び 問 題 向 プ ロ グ ラ ミ ン グ

c.デ ー タ ・ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン ト

の3つva分 類 し,さ らuaそ れ ぞ れ 考 え られ る 技 術(制 御 プ ロ グ ラ ム,… ・・…,

科 学 技 術 計 算,… ・・…,汎 用 デー タ ・マ ネー ジ メ ン ト ・プ ログ ラ ム,… …・・)

を 例 示 し て い る 。

3.こ の 調 査 票 は,2年 後,開 発(レ ベ ル ア ッ プ,新 た に 開 発 す る 等)が 予

想 さ れ る ユ ー ザ ー ・プ ・ グ ラ ・ 横 櫛)に 関 し泌 要 と思 わ れ る ソ フ .トウ

ェ ア技 術(た て 欄)に つ い て 出 来 る だ け 具 体 的 に記 入 し て 頂 い た 。

・ ア ン ケー ト票 発 送 数

・ ア ン ケー ト票 回 収 数

108件

30件

⑨
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⊂====:一'
A経 営組 織体におい て必要 とされるシ ステム

ソ フ ト ウ ェ

シ ・ テ ・ 名 一 下 い 酬 管,1い テ ム ー
ア共江 ∨ ㌔ ～ 一[

一 　 一一 一

① 会話型.一 括処理を同時処理11∫能な効:おの良い,(コ ンパクト左・ 封 こ小さい メモ す るOSのIW栓 、、 (・`)処川」中 に 資料',1≡`三;:のため のTSS∵ ロク'ノ み処 理 か(じ!1力λlr而εな{,Sの{琴1発 、、

∨

フ 制 御 プ ロ グ ラ ム リ ・パ ー チ`シ ョンで で き る)(,Sの 開 発 Q)イ ン タ ラ クテ ィゾ ・シ ス学 ム とパ ノチ 処 ∫`1≒シス テ ム とが1」1トー・レベ ノレ'三[)r「iヒなoSの 〔5〕i'国1ジaゾ ・ス ケ・ジ ュー'し機 能

口 ② 大容 量 フ ァイ ル ・マ ネジ メン ト・ソ ステ ム を パ ッナ,リ.ア 几 タ イム 両 モ ー ドで 操 作 開発

グ ①経営者が必 要に応じて,情 報を リクウエストできる簡易型ボ一 夕ゾル端末等1フ)使用 ⑩ ミ=コ ン端 末 と,対`!コ ン ピュ ー タ間 の 法燈f卍1∫能&(し 咳1'の 開 発

[

`1

1ラ 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム 可能 なc.c.P.の 開発 (=i)‡複合 タ ー ミナ ノレ161畑0ソ'uグ ラ!・の じC発

ミ ②`・職 種 コ ンビ ュ ー 禍 の イ ンタ ー フ ェ ース ・ブ ・ク.ラム の開 発

ン 、 ① 情報処理部門以外の人が簡単に使用で きる効率 のよい 自然言語に近い.闘hlきi向;・轡} ③ ト'uncti,'"K・ ・y、h`・a'、い・"推 定 早渡 の簡 ～傾 経 営 管 理 者向 ク)会言占砿 浸 の 開 発

、

⑥集計,作 表等の高度Kマ クロ化された無能 を持 ち.ら ≒ CI亨 ≡ ご ソアPい う=矩611

グ 言 語 プ ロ グ ラ ム の開発(デ ータ ・メンテ ナンス 用,検 索用お よび会話 型シミュレーシ ョン言∫語等)
プ

③ 各種問題i向ぼ8吾を簡単に生成で きる核li'語の開発
としては,処 理手順の詳細 では左 く,処 刑の目的,条 件,

結果について人間の作業的 記述に近㌧'、・.ξ語で・かつ機磯

され ξの で特 に ソ ・イ

■ ②会話型COBOLの 開 発 ◎ ゾ ログクムの処理効 率,1陶E効 宅をあげるオプテrマ イザ ーの作成 とは独立 した言語の開発
亀'fン タ ー フ ェ ー ス

,

シ ① ア ウ トプ ッ トを簡 単κ図 表 化 で き るユ ー テ ィリテf・ プ ログ ラ ム(バ ッ 〃'一ジ)の ③ 標 準 化 フ μ一チ ャ ー トか らオ プ ジ..ク ト ・プ ログ ラムをイ年波 す る ユ ー テfリfテ テf・ フ'ログ ラムの 開 発 を貯 二1三'」、巧=た える ユ

ス
ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム 開発 イ ・プ ログ ラム の 開 発

⑦ オベ レー シ 」 ンの 自動 化,角 力化 用 の ユ ーテfリfテ ィ
一三fリ テ 丁・ゾ日 グ

テ
②情報検索用測月プログラムの開発

③ プログラム より自動的Kフ ローチャー トを描 くオ層一 トフt1一の汎用パッケージの開発

O種 々の形態のプアイルに総 合的 に有効 なsORTバ18RGEプ ログラムが必要

⑥ ミニコン端末か らマス ・フrイ ルデータに照合する照 合ルーナ ン川 ユーテ ィリ ィ
・プログラムの開発/ ラ ムのn塁発

ム ①使いやすい.効 率的左デバッグ・エイ ドのプ『グラム開発

1 1

そ の 他

② 司一フ ァイルを複数言語(コ ンパ イラー)で 取扱えるプ ログ ラム開発 i
'

{
、

1
:

科 数 値 計 算 o特 π深い 数学の知識が 赤くても問篶 をψ決する方法論的な一・1・1・のつ'プリケーシ
,

し

!

学 ヨ ン ・プ ログ ラ ムの 開 発

技
術

1
① 大型 コンピュー タ等で左ければ,処 理でき左いもの を中小刷 コン ビ・・一 タでも細分{ 。高度,精 密な方向 と簡;↓ζfヒされた方向の二方向性ンう:あり,一 つの隙Y{に 対 して.

1

1
`基 数 式 表 現 処酬 能。するライブラリ..ら.の 醗1 '両 面を算出iり能 とする プログラムの開発

' [

フ 1

}罰 ` 、

1 Il 1

統

引
算

や

イ

フ

計 処 理

◎汎用統 計プログラムの開発

②ジェネレータ形式の統計 解析用 ルーチ ンの開発

1

ラ

戊1
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●

ノレ

|

チ

ン

経

営

科

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

①会話型で各 種の"営 分析やう馴 に関す るシ ミュレーシ・ンを簡単にできるパ ッケー
ジの開発

②意思決定の効果の判定 を容易に行な うことができるン ミュレーシ・ンの開発

8是 認 纂;≡ 二夫 鵠 編 ㌣]宍 彰珊 。。、,な。,..tZ－

シ ョン ・システムの開発

◎個別の糸㌣営モ㈱1シ ステムか ら脱皮した 「総合的評価 シミュレーシilン ・モデル」
の作成(経 済データ・パンク{東川nl能 が必要←商用`1'SSθ)使 用)

咋 聾 紗1㌍ 二Σあ㍍ シ釧 てあたり・砲 プアタタを入れた会話刑シミユ

諮

フ
ケ

常

一
一

通
タ

マ

⑦

⑧

⑨剛言語の開発(触雰`;題 ム警 語祭 器 謙

語 から 簡 単 任 グ ラツ ィッ ク ・デ ィスプ レ・イに 出 力で きる イン

丁一 ス ・プ ロ グ ラ ムが 必 要

/ト ・シミュレ ー ション用 パ ソケ ー ジの 開 発

、、

ス ケ ジ ユ ーUン グ

① 一般の入が 簡単に利用できるデータ入力機能,ス ケジュールの図表 による表現機能

を備えたプ ログラム ・パ ッケージの開発

② ヒューリステ ィックな問題を分類,整 理し,汎 用化可能 なもの をライブラリー・ルー

チ ンとす る

③PERTCPM1もAMPS等 統 合 し て使 用 力法 を簡 単Kし た ラ イプ ラ1)一 バ レー チ ン

の開 発

◎ 販 売,{1旙 計 画 シス テ ム等 連結 し たMAN-1)1SPA1'Cllモ デ ル の 開 発

⑤ コ ノ ビ ュー タのオ ペ レー シ∋ ン'ス ケ ジューラーの 開 発

⑥負荷を加味 した 自⑪スケジ ューラーの開 発

(各 様変化に追従できる ソフトなス ケジューラー)

⑦強 力な会 話ぽスケジューラーの開発

C⊃ マンド

形式言 語
によって
使用可能一
なプログラ
ムの開発

数 、

学1統

理

†一三ロ

|
_⊥._._._______,H__・_,.__層

†三コ口

予

画

測

① 問 題設 定 を会 話的 に 行 な うプ ・グ ラム ・パ ッ ケ ージ の開 発 ③ グ ラ フ理論 を簡 単 に取 扱 え れ る プ ・グ ラム ・パ ッ ケージ の 開 発

② 人 ・物 ・金 文は 販 売 と生 産 等経 営的 バ ラ ンスの とれ た経 営 計画 が 容 易 忙 で き る ブ ・}(Dltiteger1'r・gramtning及vO'Nlm-Lit]erProgram[ningパ ッケ ー ジの 充 実

グ ラム開発

一}一 　 一^'

①情報処理部門以外の人で も手軽に使用で きるコマンド言語を使 って処理できる統計
予測パ シケージが必要

②予測結果 をデ ィス フ'レイ表示する③ 過去数期間
の財務諸表 を入力すれば,将 来 の財務予測表が出力 し,そ の結果と経営

上の注 目点 を表示するプログ ラムの開発

④実相,見 込,予 測が連続 的に抱 えることができ,環 境 及びデ ィシジ・ンパ ラメ一夕
の変fヒによってどうなるかをンミュレー トできる予椰手法モデル の開発

◎統計的デー タ以外 も容易に数6封 ヒし,預 恒能 なパッケージの開発

⑥ マンンの予想必要時間の算 出ルーチンの開発⑦
構造変革が いつ起るかを見 るカス トロフ ィー的手捌パンケージの開発

玉

○既存 プ アイル のデータを容易に リンクさせ入力 として使用できる。

また出力 を他の処理系にフアイノレをそのまま渡せ,使}岩 が簡 単桧多日的

パ ッケージの開 発

■



古

レ
よ

び

問

題

ぞ 向

o

フ

口

エ

ン

機 械 ・ 電 気

ジ 土 木 ● 建 築

ア

リ

ン

化 .当
†

グ

物 理 ・ 原 子 力

グ

ラ

ム

図

形

パ
タ
ー

ン
処

理

グ ラ フ ィ ソ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

簡 易 パ タ・一ン処 理 プ ログ ラム

て の 他

デ

ー

タ

●

ベ

ー

ス

●

1マ

ネ

,ン

メ

ン

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

科学技 術情 報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

↓

① キャラクタ ・デ ィスプレイvaデfジ タル ・イメージで図形表示で きるプ ・グラムの
開 発
②図形表示が小 メモ リ内で処理できるプログラム開発
③ カラーデtス プレイ用パrケ ージの開.瑳

④ 低コス トのグラフィック装置と各種の サブルーチンを備えかつ高度な'[「語プ ロセ ッ

サの開発

⑤懸賞者に対するグラフfック情報 を提供可能なパッケージの開発(CRT使 用)
⑥図形パターンをユーテtリ ティとして使用でき,デ ータとの組 合せで グラフfヒで き
るパラメータ式言語の開 発

⑦ 多種多様左図 を作成する融通恒1のある図形報告書1乍成プログラムの開発

.ー

_,一__」

① カラー表示・大型パネル表 示,パ ノラマ表 示が出来,数 値情報を容易 に視覚表示す

るプログラムの開発

② ライ トペンで容易に 曲線を描ける(プ ロッ トを必 要とせず)

◎ 太き宏デー タ・ペースか ら経営情報 を効ぷ よく集約し.経 営情報 フγイルを作 るフ'
ログラムの開 発

② 複雑かっ大量のデー タを統一 された形で入力.整 理(デ ータベース構築),出 力で
きるプログ ラムの開発
③ 各サブ・システムから経営管理用汎 用デー タ・ベースを作れるプログラムの開発

① ユーザーが追加,修 正可能な情報検 索ブ【・グラムの開発

② 入力お よび出力データを容易π リンクでき,か つ出力を図形 化できるデータ・ベー

スが必要

③ 図表1ヒ等を行な うプログラム・パッケージ との リンクを許す検索プログ ラムの開発

①数値計算お よび図形表 示プ ・グラム等 とリンク使用できる多目的検索プ ・グラムの

開発

② 各種会話形 ビジネス ・ゲーム ・'モデルの開発

⑧ リクエス トに対 し,デ ータ ・ベー スか らミ郊醐:工 し人品工学臼勺士i.1;こ5っ たえるシ
ステムの開発

⑨ 異種の グラフ ィック装置に使用で きる汎用プログラムの開発

⑩漢字 入出力可能 なソ7ト ウェアの賭発⑪
COM化 及びハー ド・コ ピー-fヒがも っと容易にで きるJL－ チンの鰐発

③ 両面のある部分 を変形させて全日〔の 影響をみる

}

④ プ アイ ル,フ ィー ル ド別,ユ ーザ ー 別,タ ー ミナ ル別,参 照/更 新等 の 処理 別 Ω ま

た,時 期,1時 間 別等 の区 分 を荘 馴 し窮1作す を機 密{9護,デ ータ保 護 を備えたプログラ却ll発

◎R('st「uctu「in9・K・ef"tm"tting機 能 を持 った シ ス テムの 開 発

⑥ キ ー ・ワー ドの 指定 に よ り時系 刊 デ ー タが 待 ら れる 検 ポ プ ロ グ ラム の開 発

◎TSs用 とパ ッチ用 と∂)共通 プ ロ グ ラムの 開 発

◎数「lh:又は図形表示する際 オンライン可能 で多種の端末が使用できるプログラムの開発

⑤E¥・ft{ファイルか ら,集 計.抽 出等の処理を行ない,シ ミ.=レーション,数 理計画,総 州
予画等 のプログラムに リンクさせることができるイージーコーデ ィングのゾ ログラ
ム ・パ ッケージの開 発

⑥金言舌型の強力な レポー トライ ターの開発

1

◎アプリケーション特性に応じ.数 柿に標準fヒする必要あ り

(bデ ー4・ マ ニ ・ビ レー シ ョン ぼ語 が ほ と 七 ど1レ ベ ル で あ る:二 一 ザ ーの レベ ルに

合 った レベ ル 居間

⑨ 財 務.会 計,生 産,販 売 等 の フ ァイルを鞠 合fヒし,且 つ 相 互リンク㌘':可≦ たフ'=グラムの開 発

@デ ータの メ ン テナ ン ス を素人 が行 な え るデ ー タ'メ ンテ ァ ンス 言 ぞ を備 え た,オ ン
ラ イン ・デ ー タ 。マ ネ ジ メン ト ・シ ステ ムの 賭 ≧

cデ ー タ ・ベ ー スを(公 的 な)デ ー タ ・パ ン クか らiiil時入 力 デ ー タ とし て徳 川 で き

る 必要 あ り(デ ー タ ・パ ンク の設定)

① 情報処理知識 のない人でも使用可能 な日常言語に近い処理 言語の開発

②機種によ っては ない ものもあるのでよ り多数の機種κ装 備す る必要あ り

③SELF-CONTA[NDSYSTEMの 開発又は導入

◎集計、作表の機能 を持ち,完 全な問題向,自 然語に近いi.「語で樹'疫 独立な もので

∫GRT等 の端末が使用可能

そ の 他

① マイクロ・フィルム 化された非EDP(イ メージ)デ ータの検索,表 示で連動する情

情報検案システム ・プ ログラム

②通信回線を用い,公 的機関の もつ情報(外 部情報)が 容易に参照で きること

⑧ オペ レ ー シ ョンの 管 理 が必 要(T:1ロ ⊃ltung・mv【]tSystem)

舗 ℃官 管 理 シ.ステ ム を トー タ ル シ ステ ムと して考 え.営 業,人 事,経 済 情 報 な どの 各

サ ブ ・システ ム を融合 させ る

2

●

▲

■
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台
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「斎===二 二 ・・ 「
.___一 一__ 2.人i}1・/移 管 珊!シ ス テ ム

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

(酪 人事 ・労 務担 当部 門1こ9一 ミーhn.{・聞 き,イ ン タラ クテ ィブに 利 川 で きる こと

が 望 ま しい

① シ ス テ ム生 成 時の ・ζラ メー タ指定 だ け に よ'・て 数 多 くの オ'プ シ ・・ンが イン ス トレ

ー シ'ヨ ン毎 に 選べ ユ}ザ ー処 理 プnグ ラム とttMT
,DISK等 のM)とll"渡 の

容 易 さ でdン ター フ.－Xで きる コ ン トロー ル ・プ 「:グラ ムの 開 発

② 機 器 サ イ ド別 に小 型機 への ・り』ボ トも で!るL;'語 ソr)グ ク ムの 開 発 パ ツナ ,'tン
ラ イン,会 話 各 処 門!のサ ポ ト

③.・.つ の制 御 プ ログ ラム に よつ て な 一チ ン ワ

ORの 機 能 を持 つ プ 【)グラ ∴(OS)

.ク 化 さ れ た シ ステ ムを 管理! .,か つ

② 各 メ カの機種相互間で 多種 多様 の端末をサポ トで さムプ1'グ ラムの開 発

(命統,汁,情 報 検索 中.し.}田 ち デ ク^ス 中心 …な るか ら,

OSゾ)隣1発 一(TSsr,1il」]、

その ノ∫向に強い

≡≡ 蚕丘
Ei口 口 プ ロ グ ラ ム

①情報処理部門以外の人で も数時間の トレー-Sン クで簡 単にご1}けるパ ラメー タ式言

語の開発

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

①漢字デ ータの 処理表示が情報検 索言語 とリンクして容 易にで さるプログラムの開

発

②ファ{〃 ・マネジメン ト関係の フ'Oグ ラムの強化が必要

② ・・一 ザ ・利 ・[・・テ ・ ドな非 手暇 向 ⑪ 。・-P・ticed・ ・aDな い しは,プ ・・グラ ム

オ リエ ン テ ツド左'言説秘)じ‖発

◎]、 型機 －Cf吏戊村《r〕'イ虐なcOBOL以 」:tl(r幣ノ}(準な □'IYI.)開 発

'そ

科
学
技
術
基
本
計
算

数

の

値 十手
自

他

算

①出力は,数 値 よりも,文 字列が 多い,従 って 文字列の出力に使い 易い アウ トプッ

ト ・エデ ィターの ようなものが必要

「

ラ

イ

フ
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ノレ

1

経

営

科

チ 学

ン

数 式 表 現

統 計 処 理

T

|

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

①長期的な人 員計画や,採 用,整 員計画等を立案するために,将 来 組織はど う変わ

るか,そ れを満す人員はどうなるか といった ことので きる簡単なシ ミュレーシ ョ

ン ・パ ッケージの開発

②給 与,資 格の構成の経年変化をシ ミュレー トするため,実 際の スキ九 ・インベン

トリー ・フ ァイルのデ ー・タとリンクで きるシステ ム

③総合的 な人的資源の移動 を容 易に表現で きるシ ミ.レ ーシllン 言語が必要 また

その時の労務関 係費をも予測で きる もの

④各階層別,各 セ クション別の ビジネス ・ゲームの ような
シュミレーシ ョンを開発

⑤人事.労 務政策の評価のための シミュレーション ・プ コ

グ ラムが必要

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

①人事,労 務 政策立案のためのスクジュー リング ・プログラムが必要

数 理 計 画

デ'匡囎要独話会
〔」

八

統

lL
__」___.

計 予 測
①簡単な情報を与える乙とにより将来の人件費や,整 負計画の統計予測のできるパ

ッケージの開発'

c人 ・事考課を科学的 に

肥え るζとができる

ソフ トウ ェアの開発

3
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ン

ジ 土 木 ・ 建 築

ア

IJ化 学

ン

グ

物 理 ・ 原 子 力

図 グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

髪 言 語 プ 。 セ 。 サ

f

丘 簡易パ・づ 晒 プ・グ・・
理

そ の 他
'

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ.ム

統 計 情 報 検 索 プログ ラ ム

科学技 術情報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ'の 他

'

;

;
1

'

:
1'

、

.

|

1
ト

1・

1

「

;

|
l
l

l

l

l・

1

①漢字情報処理のプログラム開 発 |
I
l

二〆

{

…
～

1 1
1一

1

①手 書OCR的 なデータが多 くなるため,そ れk対 してハー ドでは限界があるため,
1② 統計情報 を視覚的 に,わ か り易くグラフ化する汎用 パ ッケー ジの開発
1

ソ フ トウェアでパ ターン認識をするプログラムの開発 |
:
1

① マイクロフイルム(顔 写 真等)と デー タ内容とが運動 して表示できる端末装他 と 1② 社会保険,所 得税等の汎用プ・ グラムの開発

ソフ トウ ェア の開 発 (制 度の改定毎にプログラムを改定す る不便 を除 く)

・ ③ 能 力,適 正の 測定 ・分析 プ ログ ラムの 開 発|
1

①任意の条件 を・与えて情報検 索を行 なうことがで きる と同時に,勤 務報告処理や給 ③ 「名前」によって容 易に検索 変更等が可能(早 い)プ ログラムの開発 …

与計算 などの順次処理 も効率的に行なえるプ ログラムの開発 1④ フ ァイルの機密保持機能 を備える必要あ り 1
⑭ 層 は少 なくてもよいが フ ・イル効率.検 蕎 間効勅 よい もので,機 種・

サ :
イズ別一 また,小 型機 もサポー トで きるもの |

1
…

①CRT, COM等 の使用可能 なプログラムの開発 }
|

・

|
1

一

1

1
.

!
1
1

一

①情報処理部門以外の人 で も簡単に香け る,自 然語 に近い言語で オンライン処理 に ③適合条件式 を使いやすい形で入力で きるコ マン ドとその検 索メカニズム
1
1

よる情報の検索が容易にできる プログラムの開発 ④ 人事検案 会話型プログラムの 開発 1
1

一 ② 多種 多様の端末 をサポー トす ることができる必要あ り 』 1 !

① 資格の ない人によるデ ータ,ベ ースの検索や更新の防止機能が必要 |

」

l
I

4

、
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1 3.会 計 経 州 管 理 シ ス テ ∴

一
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グ

ラ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

制 御 プ ロ グ ラ ム

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

≡ ≡五E]
ロロ フ ロ グ ラ ム

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

そ の 他

ラ

科
学
技
術
基
本
計
算

数

数

値

式

†言
n

表

算

現

イ

フ

ラ

」|

|

●

ノレ

|

チ

ン

統 計 処 理

経

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

営
ス ケ ジ ュ リ ン.グ

科

学

数 理 計

予

画

測

1

漂 ぷ　 一 　 り　 あら　 ～…i?竺 ㌶ 難;鶯 ㌶ ㌘㌶ 梁 竺㍑
②・・ウ・テ ・・ グ ・・… 揺 偏する必勤 ξある{

① ・・ン ビー タ臥 具機種刷 く冷 め を結び,リ ア九タイムK入 金 ・鎧 ・報告 を2行:
|

な う会話型心よび メッセ ジ交換 ゾログラムの開発1

I

l

1

①会話用語で使用で きる問題向 プnグ ラム言語の開 発1、1

酬 醐 理部門以外の人でも鯛 でき。作表語 の喘1

③。.ラ 伊 。.ザ..。 グ,。 用蹴 、衙端 発11

|

①勘定の記舵 整理 経理統計用パッケージの開発1③ 各種経理資事1を簡易に図表化でさろブ・・グラムの開発1

・・列輌 謝 る㈱ ・・グ… ・… 馴 ・行一1・ …ll
の1「

1

① ネットワークの構成技術

「

{

'

①収支予測 に関するシ ミュレーシ・ンで,会 話型で処理できるシステ ムを開発

②資.m繰b予 測等のためKDYNAMOを さらに専門化した ようなシ ミ=レ ・一シ1・ン

言語の開 発

1③'f・ 算"Yffiの ため の シ ミュ レ ーシuン

!

:

プログラムが必要

1

1
1① 予 算計 η:のため の ス ケ ジ ューVン グ
.

|

・フ'ロ グ ラ ムの 開 発

① 予算 と実績 との対比お よび差違の 分析 プ・グラム

|

5

'
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1
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向
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ン

化 学 ;
1
1

|

o

フ
グ

1 r'

1

口

物 理 ・ 原 子 力 {'
:
1
1

グ

}

図 グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理 i
l

lラ

1

形
パ
タ

言 語 プ ロ セ ッ サ
①漢字入出力処理機能 を持 った プロセッサーの開発

l
i
l

;

1ム

;

,1

ン

処 簡 易 パ ター・一ン処 理 プ ログ ラム

「

① ライン ・プリンターまたは 簡 易グラフ ィック ・デ ィスプレ イKよ り,統 計情報

を視覚的 に表示 するプログラムが必要

lil
l

l
` 理 'li
.

}一{ －L」

① リ ソー ス ・シ ェア)1ン グ機 能 を 持 った プ ・ グラ ムが必 要 ④会計監 査 情報検索お よびレポート作成のための 道具として使用で きるプ ログラ11
.

. そ の 他 ②一般会計 システム,内 部牽制 システムが必要
ムの開発1

`1

i ③財務関係 資料作成 の汎用 プログ ラムの開発 ⑤監査用の標準プ・グラムの開発:`
、

①会計情報 ファイルの作成'検 索 ・更新 プログラムが必要

1
⑤ 多数のOCR端 末か らオンラインでデ～ タ収集,メ ンテナンスを行 なうプ ログラ1⑦ デー タの破損防止と復元がオンラィ;・処理の もとでcメ ッシュ構造に よるファ

1

デ

い
|

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ・ト

プ ロ グ ラ ム

②依頼後数時間 で報告 できるようなプログラムが必要

③大量データ より効率的Kラ ンダム ・ア クセスできるプ ログラムが必要

④変更,障 害対 策のモ ジュール化,ト ー タル化が必要

ムの 開 発1イ リン グ ・シ ステ ム 封 よ

⑥ 。ジ..。 髄 ℃ 。 ジ。_の 選択.迫 力。により各 ユー ザー髄 の 。。テ。カ■ も蜘(で きる拗 が蝦 蹴 ・りの 欄 検索・・

1輪 るものが必 要1グ ラムの開発

■

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

il

①会計繊 ・… か 綱 の 抽出 ・統計魑 を行・ … グ・・1
、1

|

べ ②会計検購 マンド噸 －il
,

1 il

ス 科学技 術情 報検索プログラム
ll
ll

・

マ

lll
∫

il |
、 1

不 情 報 検 索 用 会 話 型 言 語 :
ジ lll

メ

ン そ の 他 }① 企業間 ・MTベ ースでのデ　タ授受に備烏 賊 種間の　 ド・ データ'フ た

1

:② コー ド体系の 開発

|

ト
,マ ッ トを 合せ る ソフ トウ ェアの 開 発 :

:、

6
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ド=… 一_シ ・… 名 「
ソ フ トウ ェ ア技 術 ～ ～ 一_ ～

_____一_

「

プ
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グ

ラ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

制 御 プ ロ グ ラ ム

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

≡ 話
己 口口 フ 口 グ ラ ム

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

そ の

フ

科
学
技
術
基
本
計
算

地

算

現

イ

フ

ラ

統 言
口 処 理

)}
経

シ ミ ユ レ ー ジ ョ ン

1

● 営
ス ケ ジ ュ リ ン.グ

ノレ

1

科 数

一
.理 「彊戸 画

チ

ン

学!統

__L..

計 予 測

't.販 売 管 理 シ ス テ ∴

①'c・ ・チ,リ ーカ …1・ ・,・J・L・ 卜 ・ノ・ッ ・拠Fl!が1・ ・塒 処 理 ■1徒 なOSが'四

◎ 会 話 型,CRTデtス ソ'レ イま た は タイフ'ラ イ タ型 端 末装 置 を使 用 し,KEYINに

よ り 支店,営 業 所 の販 売予 測」 実 質 をみ る こ と がで きる

③ オ ン'ノ1,・ シ ーK'i-1.で プrlク ・'ム ・.1/・ が 発 生 して{レ1'鋤 的 に リv.タ 村,

か'[[fl種.f);:.ラ.が 防1卜、で きる ゾ:tグ ラム

① メ ン ラ イン/パ ッチ ・ジu'プb:完 全無 人 連続 運 転nr徒 な ゾttグ/ム

①y角 的な情報ネ ッbワ ークの イン ター.フェー スが容 易臼=∫なえるブl」グラム

(端 末 他の専用システム との リンケージ).荊 に公衆回線

1② 各 ソ ィ ル ドか らの 通 信 デ ー・タを,内 容 に よっ て,て の 優先M'1位{L決 定{,中 断
1
{継 続等 制御 す る プ ロ グ ラ ム
1

!
1③ 高 水 準 言語 レベ 几で通 信 制 御 フ'ロ グ ラムttEkU発 で きる 必 要 あtJ

①情報処理部門以外の人でも簡単に潜くことがで きる簡略化された言語が必要

②会話形式で簡単にプ アイnへ 問 合せが可能 な1謂}

① 一般使用区域 データ通信に関す るユーテ ィリテ ・等の 開発が必要

②数値,パ ラメータを与える ことによ り.ソ ァイルよ り自動的に数値を取 り出し・

統計 表または グラフが描けるプログラム

③ 各 種 レボ ーート処 理 まで を パ ック ジ化 した プ ログ ラ ムが必 要

(フ ァ イル ・ラ イ ブ ラ リ・一の 管理.汎 用 イン プ ッ ト ・チ ェ ッ ク)

■冨 蒜 繊 二・・一・ リティ‥ グラム

① 簡単な形(表 現)で 複雑な数甑計算 も可能な数式 の パタ・一ンカ必 要

1

① デー タ'ベ ースを振 り分け集約 し,統 計資料 として,必 要なデータを作成 するユ

ーテ ィリテ・'的なパッケージが必要

ー

)

t

F

f

`

①立地 条件,顧 ε数 顧客階胤 ⊂ぶける販売計画.店 舗計画.父 通{磐田来車効率等

の汎 用シミュレ ・一ション ・パッケージ

②販売員の最適配意計画,販 売予算配分の最適化をttか るための シ ミュレーシ・1ン

O簡 単な形で,各 種の販 売干犯,分 析,統 計 などをシ ミュレ トできるパック'一ージ

④会話型で経済発注量および 発注間隔等 を容 易に予測できる機能

|⑤ 物流 システム・シ ミュレ ・ション

①各 フィール ドから,あ らゆるデー タを収集 し.そ の種瓶 内容等Kよ り.自 動的

に スケジ ュー リングで きる機能が必要

②配送 スケジューリング ・ルーチンが必 要

(R日付:渋気三,PERT等)

① 既 存の ラ イ7'ラ リー を活 用す るた め イン ター フ ・[一ースを合 わせ る必 要 が あ る

(DP,MIP)

①販売予測および販 売計画と実績 との対比プ・グラム

②簡単なパラメータによ り,デ ー タ ・べ・一スか らピック ・アップ,集 約 し.統 計予

測に必要なデー タを得 られるユーテ ィリティ的なパッケ ージ

③長期 短期(月,日 別)の 商品別売上(需 要)一];muプrlグ ラム ・パッケージ

③商品別 の売上要因分机 消費予測を中心 としたマー ケッテ ィング ・プログラム

7
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}1
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1
1

グ

物 理 ・ 原 子 力

1
:
|
1

口 1

1.

、 グ

i

iラ

図

形
ノぐ

タ

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

①情報処理部門以外の人で も使用 できる言語ブ・セ ッサ1③ 伝票の現物 イン プット処 理(写 真読取 り)用 ブ ・セ ッサ(OCRの カナ読取 り中
1

②各 。,一 ル ・から簡単 ・綻 ・ ・。てデー・ ・ベースを引 きば ・た各 ・・一}心)

ル ドにグラフィックス処理できるプロセ ッサ1④ 前年度対比実績等の グラフ表示

1

ム
F

|
ン

処
理

簡易パタ.一ン処理プログラム

1
1①数賃情報 を視覚的 にわ かりやす く表示するプ ログラムが必要

|

1
一}一 ー一一

lI
つ |

て の 他 1
|

1
.

一 ■

.

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト
①情報処理部 門以外の人でも使用で きるプ・グラム

}③ データ ・ベー スにパ ラメー タ等を一与えることにより容易K追 加 削除などが 出来

;亀F

:ア
!

日
プ ロ グ ラ ム ②各種の販売統計 外 部マーケ ッティング情報 会計.顧 客 管珊フ ァイル との共

同化

るプログラム

④機密保護機 能が必要
i
タ

・ー

ー
$
- 統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

① あらゆる部門か らの要求を一括 して,振 り分け,優 先順位を決定 し 汎用情報デ

ー タ ・ベースを検 索で きるプログラム

i酬 調 ・嚇 ・・グ・・・… ク使・・… 多・的検… グ・・の・

発

べ
②情報分析,解 析 ブ回グラムの汎用化

④ ハイァラキー な販売統i計の検索

| 1①会話形式で
ファイルへ問 合せ可能な コマン ドの整備,特 に情報処理部門以外の人1

ス 科学技術情 報検索プログラム 1で も利胴能l
ll

■ lI・-
1!

マ

、

ll
ll

不 情 報 検 索 用 会 話 型 言 語 1
1

ジ 1

メ

ン そ の 他

1
;'①

ファ イル 障害に対する バック ・アップ機能1

.

.1

ト 、 、1
r
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)ノ ニ7ト ・ン ェ 〆fミ6蔚___

_一._一_
5.在 庫 管 理 シ ス テ ム

9　 『

① パ ッチ,リ アル処理が同時並行処理"1.能なモニ タが必 要 ・

ぜ

フ

ロ

制 御 プ ロ グ ラ 」、 ② ミニ ・コンの導 人を考え,地 域別,分 離 方式忙合った プ"グ ラムの開発

:
1

グ ① オ ン ラ イン受 付 パッチ 処 理 の ため の11モ ー ト ・パ ッチ機 能CRTデfス プ レfの ◎ 受注,発 注の発生する場.倉 庫等の末端の コンピュ・タこのhiera舗yを 期成r"

1・

③IMSl)/%;σ)ノ ト凡蓼fヒL万 こも¢)力:'必寝
}

ラ… 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム
た め の ペ ー ジ ン グ機 能 お・、【び リス ター ト機 能 が必 要 のでC・ 叩uしert{・C⑯ ・mpllterの=・ ミ≡ ・ヶ.シ ョ ン を効 率,t〈 行 な う フuク ラ )通 信 制御 に 関 一1一る特 殊 な

,

… 技法に精通[て いなくて
ミ

1ム が必要
1 〉 も 効率 の 、こい コ デ イン

ン |1 グがで きる通信制御 フ「n

グ 言 語 プ ロ グ ラ ム
ll
l[,

グラム1;す語 を望 む、

●

i「1
シ ① 効 率 の よい 階層 構 造 ファ イ ルの シ ー ケ ン シ ャル ・7ア イルへ の 変換 ブ ・・グ ラム 詞 1

ス ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム 必要 ;
ト

i_ ア li
|

ム
づ

「

て の 他

1
①需要予測計算処理プログラムが必要;

1

科 数 値 計 算

'

学
技' |

.

ラ

術
基
本

数 式 表 現
l

l

l`
`

'1

イ
計
算
統 計 処 理

1
①安全在庫数 ・鰍朋1統計分析プ・グラムの開発ll

!;
.

フ ll
lI

l
ラ

1

①計画購入.常 備設定(上 限,ト 限)購 入点のシ ミュレ ーシゴンが簡単に出来るパ1③ 受 人 ・払出に よう右i庫予想v在 庫 推移)を 算出す るプ ・・グラムが必要1|

i

lリ
】 経

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
ッケー ジが必要

②汎用性の高い需要予測 シミュレーション・モデ ル

l
l'
11

| 1、
"

ll

◆ 営
ス ケ シ ユ ー リ ン グ Il

ll

ト'1;
ll

科 数 理 計 画
ll

・ll
ll
ll

チ

ン

学
統 計 予 測

①。囎 。方式。。。、改。。。め。。蹄,の 。析。。グ,。 。。。。司 ②。_一 ス、,,,結 。。崎 … グ・・秘 ・!

。,。 、吸ll
}1

上 … !1一 寸

9

＼



お

よ

び

問

題

向

プ

ロ

グ

ラ

ム

エ

ン

ジ

ニ

ア

lJ

ン

グ

機 械 ・ 電 気
■

土 木 ・ 建 築

l

lく

1
:
|

}

化 学

≡一 「一

…

i

l

物 理 ・ 原 子 力

,1

・

1

図

形
ノミ

タ

|
ン

処
理

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

① キ ャ ラク タ ・デ ィ ス プレ イ ● よび ハー ド ・コ ピー
1

.

1

簡易パターン処理 プログラム

」一 一 　 「

|
① ハー ドを含む,製 品%の 光電読取技術1

|

i

チ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

そ の 他
.

1

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

①単純。燃,デ.。._を 脚 、。。。,_グ,嚇_i。 一 。… ・ラ・.・デー・・。ネ〃 ・・… グ・一 ・i
'

②一 ザー ・ベルで・・グ・・を追加できる機能が瀕1④ 醜 ・… をリ・一 … 処理で藤 麺 を行なうプログ・ムが必要l

l(ぬ 一頃 加が効敏 く出来ること)`

統 計 情 報 検 索 プロ グ ラ ム

・

|

科学技 術情 報検索プログラム

ll
ll
l`、
1;
| .1.1

1
1,

情 報 検 索 用 会 話型 言 語

ll

①… 的轍 能で麟 追加できる語1} .
ll
Il
t

そ の 他

li・
lI

l!
ll
ll
ll

10
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●

　 一ー システ人名1「
ソ フ トウ ェ ア]支 術 ～ 、 一 6,物 流 管 理 ン ス テ ム

_..__『 一
1

①Tssに ょる オ・ン ラィンむ よび ・こッチ処 理 互 同時 処 理 ・り'倉{≧な{[sの 開 発1①4デ ィ メン ノ.・ナ・しな1レsの 開 発1

プ 制 御 プ ロ グ ラ ム ② り.rい タイム 処理 に お け る レ スポ ン ス ・タイ ムの φ」一に1⑤ タ スク間 の フ ァ イ・tの共 用
'.

口 ∋ 制 御 用 。.・ 。.,の ・。 ト 。 。l
l lO商 品の デ ポ ー別 仕 分け か ら.配 中 .'荷 役

"

ク

ラ

・1.

ー.

ー

i

a 』

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

① ユーザ が簡単に使用で き.か つ効率的な通信制御が111能なもの1④ 回線端人の 多様化 と音,lr処理への 対礼 物 く異機種問の`ハ ク ン

② 多量の デ.稲 処 理 ・朧 に・する儲 蹴 なプ・グラム ・パックージの開 発1
[(・ 音響みブラ 端本出1)③デー タの インプッ トは,オ ノライン ・リアル タイムで,'プ ウ トプ ットは パッナ処1

⑥ リ可」 ト ・シ.ヨ'7'・ ゴ..・卜 「ノ! の'質 したi'i動 制 御 フuグ/ム の 開 発
、

の 高信 頼卿Sの 開 発 出来 才Uま 無線 ぼ る秘{湿 線 と交 通

、 ミ 理 で同時処理`1∫能なもの `⑤ 各種の回線 スピ ドの端末をご」ン トロ ノしす る機能 が必要

1
情報の結合に とる'Lト 指示

1ン ①情 報処理部門以外の人が容易に使用で きるパラメ タ形式の言語の開 発 |

!グ 言 語 プ ロ グ ラ ム ②音声処理舗の醗l
l

●i ;
11

1 一

シ
=

①会話型で輸送手段の選択が容易にできるプ・グラムll

ス
ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム i

|

'テ
∀ ■

}

}
1

ム

そ の'他
!}
ll
ll,'
ll

科
ぷ

数 値 計 ・ 算

1

・i

;一子 ll

.

ラ

技
術
基
本

一}イ'一 一-

数 式 表 現
1}
1;
li

▲

イ,

計
算
統 計 処 理

1
①デー・・べ一は 暗 らゆ楢 計処理が可艦 醐 向けか グラムの開発Il

ll

②コマンドによる統計処理}
w

`
フト

}

ラ
1

①会話型で.各 種の経営分析や予測力珂 能な もの,ま た,地 域 ごとの需 要予測(購1③ 在鵬 需要分析等の シ ミュレ ーソヨンが容 易に封1来るパッケ ージ
＼

|

リ 経

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン
1

売 ノJ等)の シ ミ ュレ ー シ ・ン ・モ デル1④ 配 送 効 率 化の た めの 配 送 シ ミュ レ ー シ ・ン ・プ ・ グラ ム

卿 弛 ・模嫌 ・る繊 鯛 ・軸 … レー・・ンi⑤ … ク 引 ・ 唖 ・・・ … レー ・・11

「

1

1 ①配送,配 分等のスケジュー リングが容易にで きる パッケージが必 要1 i

■ 営
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ ②。ケジ司.グ を簡単。でき。書翰纏ll

Il}寸 〉 。荷主別在庫管理,ス ペー ス管理 季節変動予測,配 送計陣L京 師管理,

ノレ
l
l 収 支構成分析,'卜 産分析

|
科 数 理 計 画 1

: 「

i

チ 学
1①情報処理部門以外

の人が容易に使用できるパラメータ形式のプ・クラムの開発がll

ン1
統 計 予 測

一 」.一__ 一 「A.}←-T一

ll必要11 1
②需計 測・・グ・・,臓+画 ・・グ・・ll・

11



お
①物 と設備 と情報の一元化されたコン トロール ・プ ログラム

よ 工

機 械 ・ 電 気

ll

び
・

問

ン

ジ

ニ

土 木 ・ 建 築

1
l
l
|

1

.

・

趨

向

ア

リ

ン

化 学

ll II

;

l

l

}

プ

i
lロ

|

グ

物 理 ・ 原 子 力

;
1{
1・1

;1

i
`グ

ラ

i

図

形
パ

タ

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

①図形または字 を簡単に解読で きるプロ グラムの開発

(パ ターン認識 可能 なハー ドウェアの開 発が必要)

②物流のモ ニタリング用プ ログラムの開発

1
.

1
|
Ij

iム
| ① 品 質の モ ニ タ リ ング とパ タ ーン 認 識 に よる マテ リア ル ・チ ェ ック ・プ ロ グ ラム1

{

1
ン

処 簡 易 パ ターン 処 理 プログ ラム.
「

i
「.
`

-

1

理
^1

1 '

.̀

.F.
l

l上

.
`

`

1.

そ の 他

1'll
l
ll

| :
1}

i

iデ

i

1 汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

①。。。デ.,を 鰍 され。デ.,。 変換 い 。・・で・るブ・グ・・の爾 ③・ ・イ・の鵠 ・・,削 脳 末… 易・で・・横縦 ・た・・グ・・1㈱ れ ・よる・・・・… る プア和 ・・セス ・ル苧 が瀕.1;

② デー。をア。プ デイ け る とき,レ コー ド単位の ブ・テ… ンから.割 引 ④イ・デ・ク・'‥ ケ"・ 〃'フ ァイル購 厩 もたせる ファイル'ン ステム11

|
データ 」エレメン ト単位の プロテ クションも可能にす るプログラムll

タ ①麺 。肋 。猷 。,。必要。あるii
■

統 計 情 報 検 索 プロ グ ラ ム ll
べ il

{
1 ①組み込み可能なもの11
ス 科学技 術情報検索プログラム

1}
1|

●

}1
1

マ il
、 lI
不 情 報 検 索 用 会 話 型 言 語 1}
ジ ll }

メ

ン

ト

そ の 他

①実績収集の手法の汎用.・。ケ⇒ の必要ll

ゆ.,体 系。開発1{
ll
ll、

12
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■

■

「ミ ～ μ 子.名1一
ソ"ト ウ ・ 〆技 術 　 ～-1・ ・ 順 い 開 発 管Fl㌧ ・ テ ・

__..一一 一 ・_ ....

一..・ 一

① 会話 型,パ ッチ処 理 リア ・1タfム 処 理 が ・'」徒 な汎 用 《}s陶 ∫1三の 拡 張 スの 相 ∫'.利用

ブ 制 御 プ ロ グ ラ ム ② 洲、川 《[Sの 中 に フ'1・・ヒ ス ・:・二・卜・・つ しを内 臓(.た`"'・ しタ・fム制 御 プ"グ ラ ム
① ソ別 …管川

③lloSTコ ン ビュ タと して は,リ モ ト/ロ ーカル ・バ ッナ,TSS,オ ン ソ イン,

1口 リソルタイム処理の同時処理が 要請 さ才1ると同時に複数=ξンピゴ タ問の リソ ;ないで利 用で

① 任意端末の接続 ・り能なエン ドノリ な交{.処 理の超高速デ タ伝送 〔数Mbps)

i

l② 総 合fl動 化購

ラ 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム 画像通信.音 川応答へ の対処 、
:

:4の 伝送制

ブ語言

イテーユ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

一
洞 洞川 卜'位:・ン ビ、、 殉.'..卜 ・・'↓ 〃必 要

い ・ ザ ・-n・くレ タが 物EiEttt)ノ アイ 九の位ii'ltに関 知1

② 総 合1'1動 化 情想:こみ 「・れ る よ')没 階 層 シ ス テ ム1・C/t'・け る ・'ン ピ=

aの 伝送 制 御 ゾ"グ.ノ ムの 開 発

… 一 ー一 ・-1

肉 」 ・!'t・.1

:

|

1_一.

③1川1{TI{.、N,1'L/1〔}ウ 汎 川 、「晶 撤.ち1± で も数 、

仙 的tc処 理 しか て きない の で,こ.n;ノ1;同 程 度 ま

でS!'i:zト リン グ スの処Fllt,]徒 な11'語 の;開 発 か 必

●

一

口

:・UliMj節 約 か
,コ'ブ 節 約 か

':㌔ パ ン ・ ト リ ッ ク
.こ弾 力

n'」に 変/1';'・t,'ニ ノPグ ラ

ム

グ ラ ム

① 情報処理部門以外の人(技 術者等 、が簡単に組める。 また.対 話形式で使用で き

る漂 プ ・グラムこっ醗
.

②1'L/1,FORTR,、N等 の汎用言語 い1ア ノ`・タイム処理もuj徒 な)

心 ・・1ゾ リ ・ソド日 η 機片1話 語 が 必 要

④(:《}Mt・lt,1';&叱U}}目 と"〈)v)1ト 川 と を別 々の コ ン「パ イ プ に し,使 用t}的 に応

,じ た フ ア シ リテf利 用 をは か る必 要 があ る"

リ テ イ ・ プ ロ グ ラ ム

① 媒 体 の 異 な る(メ ー カー,機 種,記 録,密 度 等)MTフ ァイ ル を共 通 に扱 う コ・

テ ィ リテ ィ ・ゾ ロ グラ ムが 必要

②A/b.∫}/A変 換 プ1.Tグ ラ ムが必 要

1◎ 馴 致 鵡 表現す る リブFillノ ロ グラtz

l① 種 ・,の統tt・Vllの ア カ ウ・テ,ン グ ・・1チ ・
　
1⑤ ア ウ トプ ッ トが す ぐわ か る 方式 例X .1:(,図 形 処 理ij":
1

① 乱 数発 生 関 数等 の 二い テ ・s:)テ ィ ・プrtグ ラ ムカ1必 要

1

|

1

|

・1

_一 …1

そ の 他

科
学
技
術
基

数 値 十二…眞

ラ

算

① 連 立1次 方程式,逆 行 列,行 列,数 値 微 積 分,常 微 分,偏 微 分,乱 数,ガ ン マ 函

枚 ベ ッ.itノ:函 耽 ッ ー リtr解 析,曲 線 近 似.補 間 等,特 κ逆 行 列 吐・ ソー シ'

マ ト リッ ク ス(lO,OO厄 程 度 、を 高精 題 こ

イ

数 式 表 現

① 文字ス トリン グスの高度な処理が可能な言語の 開発が先決

② グラフ 〈ヅクス処理の拡張.ま た,高 速 ゾリン タ・'を開発す る必要が ある

一 ー一一・一 一`一

②突鼻形式 ごとの ッ'ブルーチン ・パ ックージが必要 とrtる。Rた,か なり精 度の高1③ 数値言i'算を主体としたS－ 力

い突鼻 を要求されるため,計 算 方式の汎用性bv弔;1題 あ り,機 能 の拡張 が必要

フ
理

① 蛎 高岬 理 欄 創 るため橘 々?繍 解et7-,iグ ラム"Cッ ケ ーパ151帰 分1

　析

,分 散分 析,多 変 量解 析.時 系 列 分析,数 量 化 記 述 統 計)特 に計 量 モ デ 八 に|

:

関 連 した もの が必 要
_t_一

①SIMS{:RIPT,Gl・SS,nYNAIfO,CSMI',atF'S-gの 連 続 型,非 連 続mp・v

デ ルの汎 用 シ ミ ュレ ・一シ ⊃ン 言語

② イ ベ ンf処 理 の サ プ ル ー・」・ン を－tル チ ・プ ・ グラ ム の よ うに実 施 させ ・ メ イン か

ら割 込 み を か け られ る よ うな ソフ トウ ユ アの 開 発

ー

ー
」

提 供 ミ)サ ヅ ・'L・ チ・ン パ ッ'■ 一ジ.つ 朽 叉が悲 題で1
…
{

|:

一.… 一'一 一 一'}一 一'「

i

i

1
表現 を要求され るたや・ デ ータ変換。つ訴筍 ∴一チンが必要i

}

i

～

ラ

」|

|

●

ノレ

|

チ

ン

経

営

一 シ ヨ ン

ス ケ ジ ユ ー リ ン グ

① 大規模プロジェク トにおける研究開発進捗管牌システム(日 程=,ス ト,技 術レ1

ベルが評価で きるもの)の 開発

②MUt、Tl-PROJECT向 ソフトウェアの充実

㌔

O今 後,こ の穂の管理技術が重 要になって くる⊂とが 予想されるが,ま だ,応 用

数学的な側面が強 ぐ,当 面は,オ ベレ ーシ:ヨニノズ・リサーチ忙代 表され るよう

なシステム工学的な考え方を底辺にまで拡大することが先決である

科 数 理 計

」_____

画
① 数 理 計 画言 語 が 必要(1'P,tntegerLP,N・w-linear等 を 含 む)

OPA1{1',

が必 要

UPSSほ 寺ち行列等)な どの よ うな 各種了プ リ〃

学l

l統
._」.一

①計量 経済 モデル ・シミュレーシ・ン ・パ ッケー ジの 開発

②各種技術 予測 シ'ステムの充実 鉛よび新システムの開発

ー

1

|

t

↓

1
1

シ ョン ・プ ロ グラ ム

計 予 測

13

ノ



エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

百

形
パ
タ
↓

処
理

☆

よ

び

問

題

向

プ

ロ

グ

ラ

ム

機 械 ● 電 気

土

化

木 ⑪ 建 築

学

物 理 ・ 原 子 力

理

サ

処

ツ

ス

セ

クツ

ロ

ィ

プ

フ

語

うグ

言

簡易パターン処理 プログラム

そ の 他

デ

1

タ

`●

1べ
}

川

1ス

`・

1マ

;、

1不

1川

iメ

iン

}ト

i

汎 用 デ ー タ'■ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プ ログ ラ ム

科学技 術情 報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語 ・

そ の 他

① 数値韻脚 用言語,系ffiU用 解析言語,熱cこ 導解析

①水理計 算,線 形計克 橋梁計算,構 造物応力解析,連 続体構造物解析,振 動解析

照明計算等の プログラム言語

①化学関係研究開発に適用 し易い汎 用的評価 プ・グラム,ス ケジュー リン グ・プ・

グラムの開発

② 有機化 合物の分析 および構造式の推定 プログラムの開発

①結晶構造解杭 原子炉内の共鳴中性手速計算 臨界計真 燃焼計算,

①図形の入出力の処理が小容量の メモ リで廉価に オンライン処理で きる技術の開発

②WtFORTRANSTATεMENTの 設定によリコーディン グを容易に したもの

③化学プ・セスの シミュレーシ・ン言語,結 晶構造解析 プ・グラム,

Wプuグ ラム等の開発

③ コン ビ;一 夕出 力 の 次元 拡 大k・t:ぴ ア ナ ロ グ化 が 必 要,具 体 的 に は,(i)プ ロ ッ ター1

サ ブル ー チ ンの 拡充,㈹ キャ ラ ク ター・・デ ィス プ レ イの 図 形情 報 多様 化 の た めの サ1

ボ ー・ト ・ プ ログ ラムの 開 発

O各 開発セ クションごとに必要 な技術情報をtン ラインによって処理で≧らプロ

グラムの開発

〇二次元図形処理

音声入力,図 面/フ ァイ

O手 書 き文字の認識

o写 真読取 り

・処理(CO、 し/CIN、

①C。rnputerDataBaseと 結 び つ い たRand。mAccessFilmI)isplay

System(Rem。teTerminalへ の)開 発 一 文献,図 面等 のFaetR.etrieve

② ミニ コン ・プ ロ グ ラム ・シ ミュ レ ー タ(ロ ジ ッ ク ・チ ェ ック,効 率 分析 な どが で

きる もの

①研究開発 に関するデータの苦 境 ユーザレベルでの追加 修正が出来 るプ・グラ

ム

② バッチ ・オン ラインの両モー ト'でデータの追加,更 新ので きるファイル・システム

1

① とり出 し時の演算処理 が自由にできるもの

①特許検 索,文 献検索のオ ンライン処理が必要

②科学技術文献.検 索システムの開発

③検索効率検査ルーチンを内蔵するプログラムの開発

o数 値計算 エンジニア リング向けプロ グラムおよび図形処理 プログラムと リ

ンク して会話型で使用できる多目的検索 プログラムが必要

① 自然語(日 本文 英文)に よリィンタラクテ ィプに検索で きる必要がある

120
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1　 一 ・・示・名 丁

ソ フ ト ウ ェ /賊 ～ 二 こ
～1、.梧 情 理 。 。テ 。 ・「一← 　 一 一

,1

逼

フ 制 御 プ ロ グ ラ ム
Il①汎用

OSに データ ・ベース ・マネジメン トを有効に利用する拡張10〔、Sを持 ちi

口
同 時 にT∬,リ モ ー ト ・パ ッチ 醇 は プ ・・ク'ラム1

1

グ
ll

① リモー ト・ターミナル(Cl{Tデ ィスプレイ,タ イプライタ,フ ィルム ・ディ スプlI

1ラ

;

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム 。,)の制御。。グ,。ll
↓ こ 1|
i、

「

}1
}ン

1グ
:

言 語 プ ロ グ ラ ム
①情報処理部門以外の人でも使用できる言語プログラム

②情報検索用言語の標準化が必要

③特許文舶 ドキ。 ・ン ト)の 榔 、と,特 許 データ,・ 。ク トリト　一ブを遜 とl
l

するIlighlevellangu㎎e(疑 似自然言的会話型)|

■

! 1
シ

スー
ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

①特輪 栽ぬ ての囎 。対.。 鯨 可育巨。プ。グ,。1③ 。。。/。,。.フ ァ,。(fishe)等 。。,。 ム.フ ァ,.の 生成 と醜 特l

lI
②特許蓄積 マス タの汎用サンプリング ・プログラムが必要1許 速 報などの 日本語(漢 字)文 献の編集,出 版機能1

1-

… ア

Il
lF 一'一{一 ー一 一・

ム ①引時 齢 率の高暗 語 ス・・の開発ll
そ の 他 1

②リモート… ッチ,オ ・司 ・による癖f青 椴 索Il

ll

科
μ

数 値 計 算

ll

ll

l;子 I

ll技 .■ －A-_

術
基 数 式 表 現

})

ll・
ラ
本 ・1

`

計 | 1
イ 算

統 計 処 理
|

1
l
l,

フ :1
|

」

ラ
ll

①検索評臣を簡単に出来るパッケージが必要}1
シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ll

リ 経 1;

-

● 営
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

1.l

ll
;1
I
li

ノレ

科 数 理 計 画
:i
.{

1 ;1 |一
ll

チ μ1 ll

ン

子1統 計 予 測

「

;1「1
|

___－L ll㎜ 一.
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お

よ 工

機 械 ・ 電 気

|

び

l
l問

ン

ジ

ニ

土 木 ・ 建 築

ll
ll
ll
|I
ll
l1

ll

題
ア

ll 化 学

①化学構造式=IVlWHSSERLINENOTATION変 換 プ・グラム
1` '}

1

向 ン |

} グ ll
∫1

iプ

1{ 物 理 ・ 原 子 力
1
|

|口( 1
1 {1

1グ

|
1一

図

形

!く

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

①特許情報に関する図形表示可能なプログラムIl Il
◎英字融魍:1

1フ
1 タ ③図面/フ イルム処理(CO、 し/ClM)|1
トー

1

1

1

|

1
ン

処 簡 易 パ タ・一ン 処 理 プ ログ ラム

①商標検索の類似基準 と,そ の係数化,特 許新規性審査のための新規性判断基準 な

ど思考パ タ ーンの必要

1

1

②OCI{/UIM(ComputerlnドutMicrofi㎞)処 理 機 倉巨l

l
I

ξ

: 理 1`

　 一.--一 －ll
①b。mputer伽taBa3eと オン ラ イン で 結 び つい た ラニ・ダ ム ・ア ク セ ス ・フ イル ム`② 簡 易形のAss。ciativeMemryの 開 発 と,そ の ソフ トウ ェア の 開 発1

' 1`

,

て の 他 ディスプレイ ・システムの開発1タ
ll
I1

. ,'.-r- lI

一 ■■ 汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト
①ユ"ザー向け多目的詩 評縦横作成プログラムll

ア

ー
プ ロ グ ラ ム ②斑 翻 デー タをランダム'ア クセス装駆 使・て齢 する方法ll

I1

タ
①数値データを検索L計 算処理する会話型統計情報検索システムが必要

1

「

・

べ

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

11
①内外。デ.,.。.ス.。.プ(CA、 允 。MP,、D,X等),国 際的規模の融 鱗 許節 分・チ芳・1・一ム ・… の俄 ・・グ・・!

.

ス
科 学 技 術 情 報検索 プログラ、ム 。報。検。す。、D1的。。テ。i④ ・ヒ学・造式・噺 ・・記・・鮮 ・・雛i'

●

◎ 艦 欄 のS,,,、 、ID,liWServ・,e}⑤ 欄 ヒ合物 の ・ 一 ド化 と 命 名法 妊 デ ー ・ ・ペ ー ス礫 技 術 秘 要1、1

・マ 1
①疑似 自然語(英 文コマン ド)/自 然語型(日 本丸 漢名 カナ)/人 工言語型な`② 遠隔地の端末装置 を利用 して特殊情報検索 を行な うための会話型言語1

、 ``

不

ジ

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語 どが敢 られ醜 いずれも・ssイ ンタラクテ・プ中 ドによ・る(朝 バーll

ド(・。・ク・・ン・キー型)も 含む)ll

メ
①・・一・一 ・… ペース暗 理… ライ… る蹴 ・・テ・が必要ll

そ の 他 111'

Il.i
16

、

●

も



・

修

1　 ～_ シ ス テ ム ・名 1
ソ フ ト ウ ェ'〆 技 術 、

___._二 ～..
9.設 備 管 理1シ ス テ ム

①使用条件に合わせ て改変された形 でOSを ジェネレ.一ト(部 分モジ ュールの追加 ② コンカレン ト処理機能 を備えたソΩグラム

ブ 制 御
∨

フ ロ グ ラ ム
修 正 が簡 単 でSystcmGenerationParameterに よ りOSの オ}ダ'メ イ ドが1

口
できる) 1' uミ'一 コ ン に ヒ!5フ'・ ノ'ロ グ 枠f÷ii幸く」∫㍉ 二 よ ヅ, 売場 塁}霞ll㌃ を得 な ・)'こ《へ・)

グ
{

①測定器,異 常検出器等か らの信 号に文・}する処理
1 ブ 「∫グ ラ ム

}ラ 通 信 制 御 プ 口 グ ラ ム

ミ
1 1

ン
① 自然言語 に近 く,か つ,機 械処理効率の よい問題内言語であって直接,オ ノライ ② ドαポ川 ハ を使用する戊暮合メモリーの減少1

グ 言 語 プ ロ グ ラ ム
ン ・データ ・ベース処理に適応性 のあるものの開発が必要

:
1

● ;
1

シ

ス
ユ ー ア

一 イ
リ テ ィ ・ フ

'
ロ グ ラ ム

;
1
|

一 )

ア 1
}, 一－A一

ム ①音声応答制御機能が必要 1

そ の 他 ;
;
`

}

① デ ー タ ・ベ ース ・マ ネジ メン ト ・シ ズテ ムか ら 自由 に使 用 ・,∫徒 な 八一 チ ン ・'こッ 鋤 分・積分パッケージが・必要1

科 数 値 計
o
算 ケージが必要

1
)1

学 1'
11

枝 舎「 Il 1

ラ

イ

フ

術
基
本
計
算

数

統

式

計

表

処

現

理

Il

1

▲

'

「

1
.

↓

'

、 1

ラ

〕|

経

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

①設備の 有効利用ぱ関するシ ミュレー シ・・ンを簡単にで きる会話型のパ ッケー ジが

必要

1

● 営
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

①使用 しやすい汎用 パッケー ジの開発

ノレ

1

科 数 理 計 画

{

|

|

-

ー

-

O軌 道保守 のための作業の投 入量の汎用化 人全国)

O工 事積算方法の統一 による積算 を簡 易にで きるとともに設計図のための図形 パ

ターン処理を同時に可能な プログラムの開 発

チ 学

ン
統 計 予 測

①適正設備予測可能 なプ・グラムの開発

1
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び

問

題

向

プ

ロ

グ

ラ

ム

デ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

■

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

図

形

パ

タ
ー

ン
処

理

機

土

械

木

●

●

齢屯

建

気

築

化 ,当子

物 理 ・ 原 子 力

理

サ

処

ツ

スク

セ

ツ

ロ

ィ

プ

フ

語

うグ

言

簡 易 パ タ・一ン処 理 プ ログ ラム

て の 他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト
む

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

科学技術情 報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

①設備状況に より供給信頼度を算出するプ・グラムの 開発

O応 用解析用プログラム

O熱 伝導計算 プログラム

①系統図 および設備配置図作成 プ・グラムの開発

②図形パターン認織処理機能が必要

① キャ ラクタ ・ディスプレイである程度の図形パター ンを表示で きるブ・グラムの

開発
o

① データ ・ペースの メンテナ ンスが容 易かつ短時 間に効率 よく行 なわれるデータ ・

マネジメン ト'プ ログラムの開発

②工程管理的 ファイルの更新機能が必要

③売場内観 客分布,温 湿瓶 フォーン等り把握 を し,

な うことができるプログラムの開発

よりよい売場環境の演出を行

①工場機器の保守管理に必 要なデータの集税 保全のため:'c取替時期部品の準備 を

自動的に行 なうためのプログラムの開発

レ 階__、__。
使用ので きる汎用 プログラムの開発

/'
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ソ フ トウ ェ ア 技 術

シ ス テ ノ・名
～ 、 一
__._..一__

ム

10、 購 売 管 理 シ ス テ ム

参 一 ÷ …'"..一 －PT'一'一.『 『-l

l

∨

:
グ1

つ;

ミ～

制
…

御 プ ロ グ ラ

:
.

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

|

1 ン

「

iグ
:
●

「

1シ

ス

テ

言 語 プ ロ グ ラ ム

…

i
l
1

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

:

i
.l

l

そ の 他 ・

ll

}
1̀

ラ

.

イ

・

1フ

1ラ

i,
1

,科
}学

技

術

基

本

計

算

数 値 計 算

1

1

l
l
i
:

数 式 表 現

1

1

統 計 処 理

　

;
1

経

営

科

学

1

シ ミ ユ レ ー シ ョ ン

・ 1

ル

ー

チ

ンF
V
、

,

ス ケ ジ ユ ー リ ン グ

数 理 計 画

統

`

計 予 測

①工事用材料使用量予測プログラムの開発
L

}一 一 一.
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建`築

学

そ

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メント

プ

統 計 情 報 検 索 プ ログ ラ ム

科 学 技 術 情 報検索 プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

物 理 ・ 原 子 力

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

簡易パタ.一ン処理 プログラム

の 他

ロ グ ラ ム

① 自動的に手形の発行,振 込 等支払処理の出来 るパ ッケージが必要(銀 行間のオン

ライン処理に合わせ るこ とができる)

①時間的な入力の タイム ・ラグをスムースに扱えるファイル構造
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ロ グ ラ ム

11.生 産 管 理 シ ス テ ム

ブ御制

制信通

　已

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

① コン ピュー タ◎階層 または ネットワークを構成 する必要がある場合が多いので,

マ・呼 ・・ン ‥ 一 夕の制御前 旨なプ・グラムが必要

)◎ オン ラ イン ・デ ーa.)管 理L各Tatkの 時}lll管 理/ス ク1ジ。-JI管 理

|

1た テ ー ブ ル を 与え る こ とに よっ て実 施 変 更 可能 な機 能力1必 要

1

!

御 プ ロ グ ラ ム
●

ー

ー

`

ー

-

ー

L

単簡力専

一
①異なった機種間あるい はレベルの異 なるコンピュー タ間に汎 用性の あるブ・グラ ②小 型コン ビ'・ タで複数の端末シ・xテム(Cl{1'ltど 、を制 御で きること

ムが必要 ③Pataifighway等 の効率の よい データ通信を可能 にする もこりが 必要

ロ グ ラ ム

①特別な言語 は必要ないが,マ ク・命令またはサ ブ ・プ・グラムで・ オンライン

デー タの取込み,伝 送回線の ∫/O,CRTの 制 御 が行 なえること

1② ミニ ・ン あ るい は・ プ ロセ ス"ン ピ・一 夕の プ ロ グ ラム を

い で献 糖 語を用・て開発・き… テ・秘 要

、コ ン'ヒ ρ ・ 〔一

テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

① オ ン ラ イン ・プ ・ダ ク ト・ラン と並 行 して,こ れ に 影響 を与 え る こ と な く,ブ ・ グ

ラムの 検 索,参 照,更 新,結 合,テ ス ト,リ ソー ス等 がCR'rを 介 して 行 な え る

シス ア ム

一「一
」

一一

そ の 他

'① オ
ン ライン ・ブ・グラムのデバッグとテス トが簡単に行なえること ② コン ピュ ー タ ・シ ス テ ムの シ ミュ レー シ ョンが 行 な え る こ_

ロ

ラ

イ

フ

ラ

リ

|

■

ル

ー

チ

ン

科

学

技

術
・基

i本

計

算

数 値 計 算
11
11

11
1!

iI
'

数 式 表 現

`iI[↓ll・
:

i

統 計 処 理
1

:

1

l

l

経

営

科

学

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

①発生 した トラブルに よって生 じる影響範囲の予測 シス テム;② 柑 易価格が変化 したときの,生 産窺 と販売量 あるいは在庫量の変動回路 をパ ラメー}t
－ 夕で変えることに よって企業 体の連動 をシミュレー トす るものll

l
;

i

ス ケ ジ ユ ーllン グ

①多種多量生産形態 における柔軟 なス ケジュー リング手法の開発
・

②複雑な生 産ラインの日程計画を手軽 にたて られるよ うなス ケジュー リン グ ・プロ

グラム ・パ ッケージが必要

l

l③ 輌 の鮒 的艇 散 よる・ケ・・一・類 と,それに柄 人員再配肋 処理が1③ 榔 に対する・・… … トと継 に対するガント チ・一ト竣 換。蘇 る計

できるブ。グ,。1醗 渋 出す方灘 殺 る波 力・ある(・ 呼 鱈)
1

　

数 理 計 画 ①長 ・中 ・短期 計画を一貫 して組み立 てられ るようなパ ッケー ジで しか も,生 産実1

績データを簡単に利用 して§†画を立てられ るような周辺 プログラム

1

②　モート・ゐ ブ故 臨 リアルタ仏1こ動作する原欄 達・鵬 供給の∫樋1

化言+算ブ・グラム(腰 ・モ11捌 ・さ く醒 糠 。良い)1

…

統 計 予 測

__」__.一

①生産計画 と生産実績との対比 拾よび差異 の因子分析プ ログラムが必要{

②工期見積 りの統計処理 ・要因分析l
I

③ プロセス工場等で機 械負荷や日程計画にLPOイ ンデ ックス法を用いる|

③手軽で柔難 のあるパッケ⇒ ヴ ・グラ・づ必 要1
|

!
.

シ
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声

.

'

'

.

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

'

機 械 ・ 電 気

}〒 一 ・'「 、

①NC,プ ・セス ・コン ト・一ル,情 報処理,そ れぞれの階 層づけ と連携

i

一}

…i
l
l…11l

ii

l 土 木 ・ 建 築 ・
.1;

1;.
['

:

1

.

.

1

.

F

;
i

お

よ

び

問

題

向

プ

ロ

グ

ラ

ム

化 学
1
;
;

物 理 ・ 原 子 力

l
lI'1
l ll

図

形

パ

タ

1
ン

処
理

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ ・サ

① メイン ・コン ピュー タの負荷の軽い,か っ プ・グラム作成の容 易なプ・・ヒッサ

の開発

簡 易 パ タ・一ン 処 理 プ ログ ラム 1

・

.〔 、一
一

そ.の 他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

① 子部品展開,親 部品検索等の汎 用プログラム

②各 関連業務に必要 な諸元を管理 するデー タ・ベース ・プログラム

'

i

i

!
1…

デ

|

タ

■

べ

|

ス

■

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム
1

～

1

-「 〒

科 学 技 術 情 報 検索 プログラム

.

|

:

情 報 検 ・索 用 会 話 型 言 語
①M息n-、lachineの 会 話 型 処 理

i

そ の 他

|
1

i
!

●

1
22
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■

・

・

ラ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

コ三
テ

ニ

ペ

二三

ムラグ

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

言 語 プ ロ グ ラ ム

… ユ ー テ ィ η テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

そ の 他

フ

ひ

イ

フ

ラ

リ

|

●

ル

ー

チ

ン

科
学
技
術
基
本
計
算

十
二
=
日

表

算

現

統 計 処 理

経

営

科

学

一
」

シ ミ ユ レ ニ シ 「ヨ ン

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

数 理 寸'三口 画

統

.⊥____

計 予 測

12.そ の 他 ○ シ ス テ ム(1.預 金 ・ 為 替 シ ス テ ム) (2.社 会 保 険 情 報 処 理 シy.テ.・ ・) (3.計 算 セ ン クー ン運営 管llii・ フ;;グ ラム開 発 鷺 訂

Q)異 種 メーカーに対 して汎用性の あるプ ログラム

① 人 事 ・労 務管理 シ.ス テ ム との リン ケー ジ ・プ ロ グラ ム

①統言i情報 リンケー ジ,統 計 情幸臣処理・)パッケージ時系列処理の・くツケージ

①統計情報の予測への利用 システム

①';;い ノ'管理,入 出 力装 置.り 約 垣ll況 撒 どに ㌻ アる ソフ1eTl=ア ・モ ∴ ξ

② オベ レt－ 夕の 介入 を な く し,コ ン ビュ ー.・タつ スノL－ フ ットを最 大 に す る 自糞 的 な ジ

.}ブ ・ス ケジ ュー ル 機能,

① 祈 願 の畏 まった滋 端 末紺 綬涜 庄;異 な:過 信 システーL::・;る連1・口 頼'共 末

装置の共用

① フ'"グ ラム ・ラ イブ ラ リー・O登 録 ぴ ち正 な どつ 否 芸1ブ=一 グラ ち テ ス ト ・-T,一 六作

成 プ ロ グ ラム,テ ス ト結 果の チzッ ク ・7r:'グ ラ ム

、

① コ ン ピュ ・・一タ ・シス テ ム の パ フ ォー マン ス ・シ ミュ レー シ ョン

① ジ ヨプ ・ス ケジ ュ ー リン グの 最適 化 プ ロ グ ラム

23
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お

よ

び

問

題

向

プ

ロ

グ

ラ

ム

.

エ

ン

ジ

ニ

ア

ll

ン

グ

機 械 ・ 電 気

土 木 ・ ・ 建 築

化 学
、

.

物 理 ・ 原 子 力

図

形
ノミ

タ

|
ン

処
理

グ ラ フ ィ ッ ク'ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

、 .

本人織別法

Σ

簡易パダーン処理 プログラム

'

ト

.

デi

il
…

iタ

i'
1ベ

iス

1

1

そ の 他

7

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

①個人情報の ヒス トリカル ・データ ・ベー スの確立

②各組識体共通の個人データ・ベース

統 計 情 報 検 索 プ ログ ラ ム
大容量で効率 のよいデー タ・マネジメン トが必要

'

科学技 術情 報検索プログラム

ー

ス

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他
`
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●

●

■ ●

■

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

ラ

イ

ブ

ラ

リ

|

,・

ノ レ

i

l

iチ

山

川～
..一 シ ス 予 六 名

ト1ノユ」ノ'1ヒ|ポ:一
一.,_

(・1・ デ ー タ 収 集)(5、 そ の 他)
一__=一 、

制 御 プ ロ グ ラ ム

≠一

① リアル タイ ム ・ギー タ収 集 と'rss, 、パ ッチ を併行 処 理 す る シ ス テ ム
、'①']'ン ライン ・パ ッチ

,TS翫)卯ll貿 が 可「1εた プロ グラ ム

い ナ・一パー ヘ ッ ドを減 少 さ ピ,シ ステ ム ・m三 夕 リン ケづぐ容 易た こ ↓=)

…

i
!

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム
① 異なる通信速度ち・よぴ端 末紺7fをi=湯 に接続`,1能ICた るプログラム

i

言 語 プ ロ グ ラ ム
①TAI3('LARFOI{Mで コーデ ィン グで きる 簡 単 な プ ロ グ ラム

1

!

ト

l

L_

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム
①図表,グ ラフを作成す るフr」グラム。 言語 ブ胃グラムを合わせ.よ り簡単桧 もの

ぞあること i

:

そ の 他
① 」・型コン ピュー タとの り:換性 を果す ことので きる,あ るい校異機種間の互換性 を

持てる,強 力宍コンバータ ・プログラムの翻発

i

i
}
}
}
|

数 値 計 算

'

科
:学

}技
;術

:基

1本

計

算 .

「一..－A,

1数 式 表 現

i
…

[

li

I
l
I

1

ト

統 計 処 理
.

.

L_」.

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

①UENC}1、IARKTト:S'rに 使 え るコ ン ビュー・外 シ ミュ レー シ,,ン 言 語 が必 要

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

数 理 計 画

統 計 予 測

一 ー一'一 一.戸'一 一 ー ー 一.r._㊨ 吟r_ 『
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■

お

よ 工

機 械 ・ 電 気
1

びーー
1

ン

ジ 土 木 ・ 建 築 、

恒 二
φ

ア
題

向

リ

ン

化 学

o

フ
グ

口

物 理 ・ 原 子 力

・

グ 図
形
グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理 ・

ラ

ー

`.

a パ 言 語 プ ロ セ ッ サ
. タ

.

ム
|
ン

① 図形,漢 字の認識の可能な汎用 プ・グラム

処 簡易パタ～ン処理 プログラム

理
、

一.一 一9・

そ の 他
,

デ
i汎 用 デ ー 。.。 ネ ジ 、.、 ①oMR端 末か らの収集データを選別 して,フ ァイルに蓄 積す るシステム ① デー タ・ベニスを簡単に構築で きるプログラム。持 に現行の ファイル ・システム

1
プ ロ グ ラ ム の変換 を可能にす ること

タ
①簡単なコマン ド型式が検索可能なブ ・グラム

■

統 計 情 報 検 索 プロ グ ラ ム
べ 1

】

ス
科学技 術情 報検索プログラム

●

マ

、

不 情 報 検 索 用 会 話 型 言 語
ジ

メ

ン

ト

そ の 他

26
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■

、

一.

18一 般 大衆向けに 必靴 される システム

「一 「

,

)'技 術 ～ シ ス テ ム 名
～ 一{ 一.___一 一_

ラ

ソ7ト ウ ェ

ム

L環 境 情 報 シ ス テ ム
1

'

フ

ロ

制 御
∨

フ ロ グ

① オン ライン ・デー声収衡TSS,パ ッチの並行処理 を可能 にす るOSが 必要;③ 汎用でかつ 企業(つニ ーズに あわぜ て選択の でさる寸

②CP澗 通1職 能が必要 、1発

i

l④ 一仁くレ ー 奏不要 のosの 開 発

'し へ ・ドの 無 口)冑 川

}

1.

;
I

i
:

…

…

三
z、

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム
① 多数の端末センサー(数 百点)お よびTss端 末を制御できるプログラムの開 発11

② 自動観測端末 を制御する機能:5必 要i,

|
1

|
1

～

I

l

言 語
9

プ ロ グ ラ ム

①行W偏 微分方程式用問題向言語が必要}

l

l

!

}

l
l
}

一

ユ ー ア イ リ テ ィ
o

・ フ ロ グ ラ ム

①媒体の異 なる(メ ーカー,機 極 記録面皮守)但 東 アーフ ・ファイルを共通 に扱1
|

うためのユー ティ リティが必 要1

|
`●

「」,　 一.

l
l

{

iト
1

　一 一

:

そ の 他

|

l

l^

1

ト

;
I

l

l

∫「

i科
1学

数 値 計 算

①拡散万屋式,三㌧体力学用汎用 プoグ ラムl

l'

:

…

}一 －

l
l
l

|

ラ

!技
:術
F

基
～

本

数

1

式

一 一

表 現

|
|

l
I

l

|

|

{

l
l'

'

イ

フ

計
算
1

統 計 処

〆

理

|

|

{

:

1
」

l

l

|

ラi

l

リ

⑯

{

1経

l
lシ ぐ ユ レ、

一一 シ ヨ

－A」一 」

ン

①モン テな・・ニパ ㍉ レ…・ 。・,線 型1三線 耀 姻 顕 …立モデル擁 要1邑 糖 シ行 ム.。 ミ.‥ 。が心 安'
|②

芸欝 棉 瀾 ㌃ シミ・レー^・ ノ機能が腰l

l

|

」

1、

1

l

l

■

ル

ー

チ

ン

営

科

学

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

数 理一 計 画

環境の変化 を把握 し,予 測可能 なシステム ・モデル○問発が必要

1

{
統 計

111

__一_.一_一.__一_ ____"_..

予 測

①重回帰 モデルによる汚染物質濃度 の変化の推定手法 クラスター,パ ターン等への1② 要因分析プログラム ・パ ッケージが必i"
|

分割の ための判別手法1

[

1
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か

お

よ

び

問

題

向

.
プ

ロ

グ

ラ

ム

デ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

.
・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

図

形

パ
タ
ー

ン
処

理

機 械 ■ 電 気

土 木 ■ 建 築

化 学

物 理 ・ 原 子 力

理

サ

処

ツ

スク

セ

ツ

ロ

ィ

プ

フ

語

一フグ

言

簡易パターン処理 プログラム

そ の 他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プ ログ ラ ム

科学技 術情 報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

道路,工 場への テレメータ用機器の設{祝こより地域環境情報 システムつ謹立

i

①大気有機物質等の分析機能が必要 ②光化学 反応による二次生成物の生成過 程のシ ミュレー ション ・モデルの開発

O気 象情報,交 通情俄 工場操業,電 力消費情感O－ 元的≡集 と,

予測,指 示系統の確立

・それによるξ目境

①汚染物質の乱流拡 散 を表わナ方程式系およじ`パラメ ータ つ イ・チン グ手法

` (

①汚 染濃度の高等線図,風 ベク トルな どの図形出力.

た出力の変更を可能 にする プログラム

②数値か よび図形のディス プレイ機能が必要

ラ イ トペ ンで の 指 示 に対 応 しl
l

'1

1

|
1

③汚染物質(SO2,NOX・ ・・ の濃度を与え ることFCよ り汚 染地図 を描 く汎 用パ

ッケージの開発

①汚染濃度パターy;気 象パターンの類型1ヒ 分類を行な うプ・グラムの開発

②航空写真の分析を高速 で行 なうプ ログラム

◎ 」・プ・ック地域敵 討 る大気断 をよび気象・地理条件を加味した要諦1情 報i

属 とつ く短命 よ帳 期予測解析技法}

1

① バッチ,オ ンラインの両モー ドでのデータの追加.更 新のできるファイル ・シス

テム

②階層構造のデータ処理 環境デー タの圧縮 蓄積用プログラム

③ アナログ的情報(:写 真等)の ファイリン グ技法

④地理情 報のファイリング技術の開発

⑤創成,更 新,加 工,分 析,検 索が ユーザー ・レベルで簡単 に操作で きる こと

①環境情 報をもとにした統計量を自動的に求 める統計確析パ ッケー ジと利用者のプ1② 各種モデル用デー タの検索がで きること。

ログラムをもとにした解析を可能 にす る言語

① シソー ラス,コ ー ドを統括 し,自 然語 鉛よびコー ドのデ ィス ク リプタに よる階 】　

層的関係 を表現 しうる言語1|

|
|
|

'
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■

[　 _～
1ソ フ ト ウ

ェ"技 術
シ ス ≡ ノ・名

～L ～ 、 一
一__ ._.こ 二一_、

グ ラ

1

ム

1
2.労 働 情 報 シ ス テ ム

プ

ロ

グ

ラ

ミ

制 御 プ ロ

[

l
l

l
l

|

i
l
|

通

、

信 制 御 プ ロ グ ラ ム
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① リモ ー ト/cu－ ⑲'し・・ベ ツチ,TSSカ9報 時S兵 術ti∫#ヒなOS

(教 育管 理.情 報 処理 教 育)

◎ カーヒッ トMT.音 声 ドラ ムの制 御 機fだ

ト

①同時に多数端末との会話処理が可能 であり.か つ,端 末映像,音 声機器の制 御を.}
1

行 なえるプログラム(t'.M)1

1

①lnU。reC。mpiler(例:、 、'ATFOR)の 開 発

②C.aI用 言 語

① 簡単 左 ミニFORTI{AN,COBOL,AS"MBLき 】H等 の 会 話 型 言語

1

「

①時間割 作成 教室利用スケジューーリング等の教 育管理を 目的 とした ブ・グラム

①内申番記述と学校差,学 内成績と進路指導等の統計処理(教 育管理)

)

31



お
機 械 ・ 電 気

よ 工

び
ン

ジ 土 木 ・ 建 築

問 二

題
ア

リ 化 学

向 ン

O

フ

ロ

グ

物 理 ・ 原 子 力

φ

ク

ラ

図
形

;

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

.ム ↓
処 簡 易 パ タ・一ン 処 理 プ ログ ラム

理
－

i

・ そ の 他

デ

■

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

iタ
φ
■

べ

統 計 情 報 検 索 プロ グ ラ ム

1

ス

1・

科学技 術情 報検索プログラム

マ
.

ネ

ジ
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要泌勧継穂儲

能機理処報情クツイフ〔フグ①

ドンマ』'
理詰会るきで索検を報情クツイフ'フグ①
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フ ロ

ll①
各 システム共通のOS(マ シン ・インデペ ンデン ト、ll

ll

② リア刷 ム用制御フPグ ラム;1

③同時並行処理機能ll
``

三

ξ

三
ム

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

①異機種間通信制御機能1`} 1
②回線端末から1曇声処理への対処1}

③醐 処理,,..。.,_。 ヴ 。グ,。ll
ll

言 語 プ ロ グ ラ ム

①社会保険情報処理用プログラムの開発1③ 情報処理部門以外の人でも簡単に使用できる会話型言語1
)1

②各業務とも,意味づけされた記号℃ かっ わかり易いコマンドカ必 要ll
1}

i1

ll①情報交換プ ログラム
,デ ータ ・リンケー ジ ・プログラム ・ファイル処理プログラll

ムi}
)

ll
c

一
ユ ー ア イ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム
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①統計情報 リンケー ジ,統 計情報処理の パッケージ,時 系列処理のバ ッヶージカ泌ll
Il

要11
1・l
ll
l|

経

営

科

学

シ ミ ユ レ 一 シ ヨ ン

① 社会保険情報用 シミュレーション'モ デルll
ll

②新型保険の献 酬11

11
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ー

・

チ

ン

ス ケ ジ ュ 一 リ ン グ

①社会保障の改善のスケジュー リング,投 資計画策定 プログラムll
ll

lI

ll
|1

11

11
1

11
11

|1

数 理 計 画

統

|

言†

・

予 測

⑳ 「齢 をわかりやすい・簡単訪 法でグラフィック'デ ィスプレイに聞 表示η ②社会保険情齢 よび社会保障費畷 期予i則プログみ1

するプログラムll
lI
ll
ll一 一 」

35

・

1



鉛

よ

び

問

題

向

プ

ロ

グ

ラ

ム

デ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

■

マ

ネ

ジ

メ

ン

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

図

形

パ
タ
ー

ン
処

理

機

土

化

械

木

■ 電

建

気

築

学

物 理 ・ 原 子 力

グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

言 語 プ ロ セ ッ サ

簡 易 パ ターン ・処 理 プログ ラム

そ の 他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メント

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プロ グ ラ ム

科学技 術情 報検索プログラム
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①漢字入出力処理機能が必要

①インプ ットされた フローチャー トか らプログラムを作成する言語

①大量データと高速アクセスの対 処

② オン ライン ・データ ・マ♪ ジメン ト'シ ステム

③素人向けコマン ド

①検索結果をわか りやすい形で編集お よびディスプ レイへの出力

②素 人で も簡 単にわかる会話型 コマン ド

①会話型で簡単に フ・イルに問合せ可能 な言語

②素人で も簡単 にわかるコマン ド言語

①個人識別のための コー ド体 系お よび関連技術

①漢 字.図 形,
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シ ミ ユ レ ー シ ョ ン
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理 計 画
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⊥

学
言† 予 測

".道 路 ・ 交 通 情 報 シ ス テ ム

① 交通情報制禦 ミ能 と通常 ・IOBの 何1処 理.ま た{.:切獅 ∫能t:osの 開発 〔i)iン 』ラ イン,TSSLイ ノ クワ ↓ リー一、,「 エ・一ヵtL・ パ ッチ の 北下∫過し邦i(L'f了;f:・)

OSが 必 要

③ り『・'Jt・aイム 処刑 をノrと優先 処 理 し,そ の レ スポ ン ス ・ 州 ム ・つll・」上

① Ω号蔓性 表示装置・ 車両検知器 等多様な端末 を同時にコン トロー'ノレする プログ1
ラム|

②嶽5コ 三 元蕊 醗 繁 簡を異にする:;ンピ　 タ綱1嚥 『

③ 数Y・ 〈の 回 線端 末In・t・ct・ ・ 、情 報 ・ツ1て集.ノ ミ示 装凹 い ㍉ ・い へ の 出 刀,分 散

コ ン ピュ ー タとの 対:1制 御

④tlf・用回 線 〔誘導 無 線)σ う硝 〕と高 速 デ ー タ伝送}`1/o処 理 ・・∫能

コ

①同一の デー タ・ア ドレスに,汎 用言語 と共通 にアクセス可能で使用の簡 単なビッ1
!

ト処理 用言語の開発i

}

② グラ7ィ ック・デ ∫スプレ・ficよる父通管制用金元古型ぎ語 の開発

① ん/D,D/、 変換プログラム ・パ ッケージが必 要II

②異機種コンビ;一 夕で作成 されたデーS「x－括1、 て統計 処理 可能 なプログラムのll

開発``

①OD解 析に よる需 要,交 通量の把握がでさるプログラム

①交通需要予期 交通量配分計画(迂 回路指示、を,ほぼ実時間に処理可能な高速1

シ ミュ レー シ ョン

|
プ ログラムの開発i

L

② 交通 流 シ ミ,tレ ー シ ・ン(車 両 追fミt,方 形波,密 度波)に よ)tit'通behavie・ の
L

解析 を行な うパッケージ

③ 事故等異常時 にお・ける交通管制を適切 に行 なうため二)シミュレーション ・ブ・グラ

ム

① コ マ ン ド ・パス等 運 行 ス ケ ジ ュー リン グ ・プ ロ グ ラム

①交通流の最適化 をはかるための線型計画法等のプログラム

② ネットワーク分析 フ'・グラム

①交通behavierの パターン化(Q-K曲 線),需 要交通量の タ イム ・プロフィルの

組立 ての アル ゴリズ ム

② 回帰分析 要因分析

`
「
1
|
一____

Oオ ンランプの閉鎖(高 速道).交 差点での 左右折1つ許 酉:,信 号間髪O制 民

(Prugressireも しくは面制御),'車 両位置の認蔽,合 流点人三弦 、非 連続亜道

システム)○ 決定のたわのアルゴリズム

↓
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科学技術情 報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

、

①圧縮性流体として交通流 をとらえ.地 点情報を区剛 照 に変換'万 口1
、|

①道路網 にっいて,交 通量,地 下埋設物,工 事計画 などをグラフィック表示 し,会

話的に,検 索やデー タ入力のできるもの

|

|

1

|

l

l

l

l

`

I

l

|

1

1

1

、|

1

②カラ「 ディスプレイに脚 幽 司詮1び交酬 咀 た道路倒ll師 燈 ブ"1

け グラ ムの 開 発1

|

一 「
[

①道路の走行時前方視野 を実際 どおつ の.川 ミン グズ ・ブラウン管玉に「∫∫し、出す シ

メテム

〕∂'…琉膓」・1…,旅「　TII芋ll冒wも二)i塵事云 茜'＼.)デニ=ジ9nも し く、:こ,パ'=一 ン}ミ'三Zをt了た')

た め の 路 面 上の 表示 力式

○あま り大 がか りな7ア イルは必要で}弍ない、,また,検31は 必ず統計的 もしく

は,数 理的 な解析を付随 し,数 値デ ータが対牧となる、、そのため,検 索お・よ

び解析の両機能を結 びつけた系が必 要に なる

1

1
1

| |

1 1
`

↓ 1

' |
1

1 1
.

| 1

1 L-一..一 一_.一
1 1
1

`
`

` |

`

|
1

噌 一一 字ー一
.

)

1
1

1
1

`

1 1

、 [
'

、
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「嶽=_一. シ ス テ 。 名 一 丁
|

プ

ロ

グ

ラ

ミ

ン

グ

・

シ

ス

テ

ム

ラ

イ

ブ

ラ

}|

1

●

1ル

1

チ

ン

制 御 プ ロ グ ラ ム

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

言 語 プ ロ グ ラ ム

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ.グ ラ ム

そ の 他

科
学
技
術
基
本
計
算

経

営

科

声.手

数' 値 計 算

数 式 表 現

統 計 処 理

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

:ス ケ シ・
ユ リ ン グ

数

一
理 計 画

統 計 予 測

①汎 用oses能 に プ ・t'ス ・コ ン ト・t－ル機 能 を内 蔵 した リ アル ・ 々 ム}n制 御 プ1②v=一 カ ル/リ モ ーート'パ ッチ,TSS,リ ア ノ1タ イム処 理 が 同 張手に 処理 され る

vグ ラ ムOS(特 に フ ァ イル ・シ ス テ ムぱ,す べ て の モ 一寸ドで 共 用 可能)

1

① 多種多様の リモー ト・ター ミナルを制御でき,リ モー トのサテ ライト・コン ピュ

ー タとの交 信が可能 宏もの

②救急車 とセノターとの移動無線デー タ通信の制御プ ・グラム

①医療分析用の会話型言語

1.

O職 場の レベルで,人 間 ドッタ ・レベルのiD療 可能 になろような,す ン ラインに

よる中央医療機構 と:⊃接続 が必要

O各 人の医療歴は、 フ7イ ル化 され,診 断の正確性 に寄与〔rる:う にぐ る、

①生化学分析用のA/b変pate;び ノイズ除去に関するプログラム

②大投のデータを迅速 にアクセス可能tI/oユ ーティリティが必要

①各種生体化学反応に対す るダイナ ミック ・シミュレーション ・モ デル

②院内患 者の伝票の物品の フロー ・シミュレー ション

③地域患 者の シミュレー シ習ン

①病院 の空 きベ ッ ド批 血清等の在庫,搬 送に対する計画7'zaグ ラムが必要

②看護婦勤務のスケジュー リング

①病院建設』投資計画,給 食の最適栄養配分

O医 療情報の収集 と検索の適性化が必要

O医 療データ ・パン クの標準化が必要

① 有機化学化 合物の分析,合 成に関す るプログラム

②地域疾病予測ブ ・グラム
●
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1問
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11
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il

1
! リ 化 学 1}
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1向
1

ン
・1 』l

lll

`1

. グ `

`

フ

ロ

物 理 ・ 原 子 力
,1

11

11

lll

グ

i
.一

フ

図

形
パ
タ

グ

言

テ フ ィ ツ ク ス 処 理

語 プ ロ セ ッ サ な会話型言語

1
① ド・ トば ト・一ク掘 形表示 を⇔ ラク ・・デ ・・ル 仕 で可能 とす るよう1②x群 民 放射線治瓶 梱 包診の新 几一チンi

ll

1・1

,1

1

ム
|
ン

処 簡易パターン処理 プログラム

Il
①生体の図形 写真の一臓 示をデ・スプW」 ・【畷 わす会話型舗ll

l
ll'

理 ll

|一.一 　 .A-一 1
①1血清 の分析等諸分析パッケー ジの作成 lI

そ の 他
②会話型の問診表処理プログラム

111

11

③心電図伝送およびその解析 プ・グラムの開発11 …

デ

ー

o

フ

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

ロ グ ラ ム ム

①.。 チ.。.,,.の 両。一,で デー ・の迫力、 更新がで き… 輌 ・・テ1③ 一 ザーがいつで も… テナ・ ・でき・プ・グ・・が殴;

|l

ll

1

鱗 屑構造のデータ処理 デー タの リン ク処 理 可能 な プ ロ グ ラムll
lタ

①倒 ・学分。結・・病気・・因顯 ・締 ・・噸 乱 ・動謙 ・デー・を繊1③ … ㈱ 庭 ・・醐 … と・で… う・プ・グ・・{ i
■

i
iべ

統 計 情 報 検 索 プ ログ ラ ム
、 す る汎 用 パ ッケー ジ

1④ 検索プ・グラムの普及と標準化1
11

1 ②問診に必要な会話型言語
ll
`・1 1

①自然語およびコー ドのディスクリプタによる階層的関係を表現しうる言語ll
ス
シ 科学技 術情 報検索プログラム

(M・di・ ・IT・rmi・ 。1。艀)

1|
ll

● {

②図形(x線 写真 化学構造式) などの蓄硫 検索技術が必要ll
マ

、 ①会話型検索用 コマン ド言語 ll
不
.

情 報 検 索 用 会 話 型 言i語 ②医甑 看護娩 患者等が操作可能な簡易な医療向言語が必要 ll

シ 'll
l

1メ

ン そ の 他
ll
ll
ll

ト i⇔11」
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1-～ シ ステ。名1

ソ フ トウ ェ ア技 術__
_一___ .

8.資 源 有 効 利 用 情 報 シ ス テ ム
■A一

①大型 コンピュータと中型コンピゴ一夕の接続に より制 御プnグ ラムを機能分担 し1
∨

フ

ロ

制 御 プ ロ グ ラ ム た。、の臓l

l
.

ク

ラ 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

l
l

l

ミ|

|

1

1ン ①会話型C。B。Lの醗1

1グ
|
●

言 語 プ ロ グ ラ ム 1

:

シ
1①

余目+情報利用ル　テン1

ス
ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

②実行形式ブ・グラムの編集ルーチン}
,

テ (
. 1

ム1
1

そ の 他
「

11

一 |

1

: 科
学

数 値 計 算

1

.}
|

【

1
「 技 1

:

術
基 数 式 表 現

「

1

ラ 本
1

1

. 計 1

,イ 算
{

統 計 処 理 1
・

1フ
|

1

ラ ①・油・ ・… ど・緬 ・・麟 効・噛 め・… レー… ヴ ・グ 「

1 シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ラムの開発1
!リ
} 経

l

l

| ① コン ピュ ー タ ・オベ レー ンヨ ン ・ス ケ ジ ュー ラ1

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 1

営 イ
●

1

|

レ

ー

ノ

科 数 理 計 画

|
1

1
1

、i乗
三
学'
統 計 予 測

① 嗣(カ ー ド,磁 気 テープ,用 紙等)在 噸 理ルーチ・}
1

|

ン1 _
` }

1

1 i 1一

Oあ るシステムを開発運用する費用が それによ り節減され る資源の コス トを

現時点 では上廻る もので あっても,将 来 は.必 ず逆転する時が くると考え,

その時 は直 ちに実行 に移せ るよ うに研究 を進めておく必要がある。
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お ①{i油 資源 いu噺 じ)導 刷 臓1`1:に限定;う:ある.使 い照さない う.』らレ(,川 」,人
～

機 械 ・ 電 気
陽 エネルギーの活用研究 をする必 要がある

よ 工

一一　一^一 ー一一_一,.一 一一}一 一 ≡ 一

ぴー」.
イ
ー

ン

ジ 土 木 ・ 建 築
l

i問
二

遮
ア

リ 化 学
1向 ン

"

.

プ
グ

1

物 理 ・ 原 子 力 {
1

;
1

グ 図
形
グ ラ フ ィ ッ ク ス 処 理

1

1

ノこ

タ

言 語 プ ロ セ ッ サ

: ム 1

ン.

A 処 簡易 パタ…ン処理 プログラム
.

理
.一 一 ー-■ 「r

①廃棄物 を資源1ヒする情 報システへ す:なわち,あ る仕様(性 質,形 状 計)の 不1

そ の 他
製 品 発'じ 源 と,不lj}判 司fl巨先 と を泉や合 『下る シ ステ ムの1旧 事邑1

|

1

テ:
汎 用 ・デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト |

1

|ピ
プ ロ グ ラ ム

1
(

iタ i1

・

べ

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム {
|

ー

ス
科 学技 術 情 報検 索プログラム

●

マ

、

ネ 情 報 検 索 用 会 話 型 言 語
ジ

メ

ン

ト

そ の 他
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[～ ～_ シ ス テ ノ・名

L-一
:

ソ フ トウ ェ ア技 術_一
_____一 ～__、_

9.そ の 他 の シ'ス テ ム(L気 象 衛1・漬f:処 理 シ ス テ ム〕(2・ 気 ㊧ 】儂 測 シ ス テ ム)
＼

① オ ン ライ ン ・リア ル タ イム処 理 用OS
"

フ

ロ

制 御 プ ロ グ ラ ム
② 大量データ/225M、 じ)を 短時間(⑳ 分)処 理するプ ・セス ・コン ト。 一ル機

、

能

グ ①ス クジュールによるファクシ ミリ画像信.号の送 信 ① 分類.荊 聴 ト・よび伝信蘭∫旨の整備

1 ラ 通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム
10分 間1.7GHz,225M.{1.の デー タ通 信 処毘 他 コン ビ訊一 夕・シス テ ム との

ミ
` 2,・蜘BPSオ ン ラ イ ン伝送 処 理

iソ ①PL/1の 付加

iグ 言 語 プ ロ グ ラ ム
1

■ 一 、'` !、

シ ① 大量 デー タの フ ァ イ ・レ ・コン ト ロー ル ① 圧縮 コー ドの プロセス機能ヨ"よぴ.、/P変 換 プログラム

}ス

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

テ

ム
.

そ の 他

科

遵
1術

数 値 計 算
.

|
1

1
1基

ラ

A－

数 式 表 現

＼
①画 像デー タか らの風向,風 速計算,各 種気 象解析用分布図の作成

② ファクシ ミリ画像の作成

「"～ _'

本 ③衛星執達 姿勢計算とその予測計算
1 計 〉

,イ 算
統 計 処 理

▽

[フ
/

i

1_ '、 ～

}フ

t

.

リ 経

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

1 ①宇宙環境 気 象状況の変 化に応ず るためのダイナ ミック ・ス ケジューリング .

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

■ 営 '

/}、^'

科 数 理 計 画 ＼

チ ぷ
子
統 計 予 測

ン
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処
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理

サ

処

ツ

ス

セ

クツ

ロ

ィ

プ

フ

語

うグ

言

簡 易 パ タ'一ン処 理 プロ グ ラム

デ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

●

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

そ の 他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プ ログ ラ ム

科 学技 術 情 報検索 プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

f

..{

①画像デー タのデ ィス プレイ表示 と㊦一、'プ・ッ川こよる作画

② 気象解析結果 の ライ トペ・等 によるデ・fスル イ・・ンピ・・一 への適 切

③ 入力時の画像デー タの画像モニター

、一}

①大量デー タと高速 アクセスへ の対処,保 存用デー タ・ファイルの作成

宇宙環境 衛星状態 気象状況等の把握のための各種物理量の検索

・(

、

① ペーシ。ク'ブ ・グラムの改良、∫熔 線中に数値 を入れるブ・グラムの改良

② グラフィック ・ディスプレイか らの情報の修[E入 力で きる会話型 言語

⑯
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一 シスチ・名1
ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 ～__

_一__,__一__._÷

(:S.気 象 資 料 自動 編 集 中 継 シ ス テ ム)(・`・ エ ネ ・し ギ ー 需 給 恒Wliシ ス テ ム)(・ ・ 又 聞

制 御 プ ロ グ ラ ム

① オ ン ラ イン ・リア ル ・タイ ム ・シ ス テ ム用の マ 厚しチ ・プ ロセ ッサ 制 御 プ ロ グ ラム

(パ ッチ 併行 処理 も可 能 な)

` ①準備作業/プ τコグラム完成後実行 ±で)が 最近かえ って繁雑になっている∨

OSの 発達によ「て オペ レー タの負担が軽減された結果 それがOSに 吸収され ま

いで,準 備作業 として(シ ス テム設計,プ コグラミン グ上の内容に も間係のたいこ

とが)発 生 した もので ある。 これ らはOSに 吸収する ことが望ま しい、

、

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

① 自動 検針 シ ス テム … ・… ・・電 力,ガ ス,火 道 の ユー チ,イ リテ ィ乙 共 同 に よ るξi動検針

1。 。。。の。め嚇 デー校 牌 ロ、

ブ

。

で
巨.
バ
㌧̀

ピ

㌧
ス

テ

ム

言 語 プ ロ グ ラ ム

①通 信処理鳳Oい{Tデ ー タ処理 用の高効率 かつ記述性の高い言語

ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

A

そ の 他

①通信処理 システム用の会話型 コ∨ン ド ・システム

ラ

イ

ブ

ラ

:
Lリ

…

:

科
学
技
術
基
本
計
算

'

数 値 計 算

①大型マ トリ・クスの逆行qは よび固有{陸 高速つ・塙 蛭 で求 ξることう:でき㍉1

一ナン

②非線形最適化問題を解 くルーチン

数 式 表 現 '

① 高性能の リス ト処理言語プ ロセ シサー

統 計 処 理

① 大 舐 時 系列 デ ー タの フー リエ解 析,ス ペ ク トル 解 析 ル ーーチ ン

経

営

科

学

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン

|

.

ル

…

1 ー

チ

/

ス ケ ジ ュ ー リ ン グ

数 理 計 画

、

ン

藁 合的 エネルギー需給 予測 システ ムの ルーチン化

.

統 計 予 測

|
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化 学
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理

サ

処
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ス

セ
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プ

フ

語

うグ

言

デ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

・

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

簡 易 パ タ・一ン 処 理 プ ログ ラム

そ の

① 通 信 シ ス テ ム用 シ ミュ レー ショ ン ・プ ・ グ ラム

他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

フ ロ グ フ ム

統 計 情 報 検 索 プ ログ ラ ム

科学技 術情 報検索プログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

① ファ イル構 造 の 変 更,追 加 等 が 容 易 なデ ー タ ・ベ ース ・マ ネ ジ メン ト

(オ ン ライン ・ラン ニン グを 中断 し ない)

① 有限 要素法 を中心とする聞 ε車桁フニグラム芦系 {

① 反 応 シ ミュ レー シ ∋ン用 プ ロ グ ラム缶 系

}

① 。ルナ ヴ 。グ,,.グ 。で も指定 し。,,,.グ で.ラ ウ.資 上。.,ス ブレ≒

が行なわれる機能を持たゼる(ア ニ ざ一シ ≡,ン用 、

① 高速度の物性データ ・ジェネレー タ

⊃一粒的 ニネルギー資源,'

土竜 泣通,技 術 蹄 検

索 シ'ステム

'
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'

丁 一'各 部門にま たが る シ・テムシ'.く 号 ム 名

ソ フ ト ウ ェ ア 技 術 一__
__.一._一 』 一

1.流 通 情 報 シ ス テ ム

}.

①HOS1白 ○ バ ン キン グ・シ ステ ム と して の 汎 用OS(パ ッチ ・オ ン ラ イン,TSS)1③ で スフ ァ イ'レ～:・`・ン ラ ィン ・パ ッチ 間`リ ブ γf・ しの シュ ア リン クIW・1'Pl-間 通L職 能

プ|

1口

制 御 プ ロ グ ラ ム
櫟1η さ,hる と同 蹴 マス ト ラ・,ッ ク に 処 す る た め の処 理 有E力 鳳 び レ ス ボll'(ぷ 寸時 並行 処理 機能 』1〔 っイ ン タラタ シ

・ハン処 理 で、 か っ,・ ラ・一パ ー ・ヘ ノ ドニ ジ な.、 フ=プ ラムつ 三 吉
ン ス ㌧タ イムの 向 上ll

② 分 散 コン ビュー ぐ ・ネ ッ トワー ク1⑤ 鋪 括`1,交 換ll`㌧ リモ ー ト、 パ ッチx望 を 照(実 現 で 主5機 能1

1
{
/

←

ク

|r

ト

| ll①回線端末
の多様化 と音声処理への 羊拠1① ネットワ一 夕 ・デ ザインの最適化1べ 多回線に効率的な一ン ドリング駆 龍 三たフコ ゲラム.⊃袈竜ノ

ラ

ミ

ト
〉

ト

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム

|

② 公衆回線の利用 と音声 モード デー タ ・モ… ドの混在 接続時間の短簡㍍ 伝i塗品1③`'.、T、1の 利用1
質の棚[画 株 〔残 蹴 と人η朔 ⇔ 翻.謝 靴,1票 靴i

③輔 醐 の綱 と融 伝送(・ ンピ_一 ネ。・・一・、 已 醐 ダ・・リ・・と加 テ・・縦1
'1

1`ン

グ 言 語 プ ロ グ ラ ム 11
1■

…

■ ll

シ

1
①主にアセンブラー,そ の他会i納 言誤 殺 検索言か,音 情 語が要請さ頑 ⊃|1

ス
ユ ー テ ィ リ テ ィ ・ プ ロ グ ラ ム

ll
②出力パ ターンの図表fヒを容易にするプログラム1,

1
テ !1

一

i

ム ①・ン・・一・・‥ 一 ク鹸 繍{{ }
1

そ の 他 lll
ll
ll

一一・-1

巴
子

、

数 値 計 算

|
|

1

1

|

1'

1
[

1

1
1

|
l

l1技 | i

術 1 。齢 の・遮 家庭酬L支 払力聴1ヒll
1

1基
数 式 表 現

1 ㌔ 。ネ..。_の随 。ll
ラ ,本

1 1!

イ
計

①各種統計 方式に対 処 し.うる作表機能を もつプ・ ゲラムt
li

算
統 計 処 理

1
'

1

・

フ
ll

lll

ラ
1、①利用者側が求める流通経路 の シミ

ュレー シ・ンヤ,経 営 分析や予 測に関す るシミ1
'

[

.

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ユ レー シ ョン を リア ル ・タ イム で行 な え る ライ ブ ラ リー1

1

10流通経路にぶけ る場所別宅£庫量把握と1艦

1
リ 経 1

O輸 送能力,工 場生 産能力.資 源産出能 力等の パラン シン ダによる産業社会活1

|
1①主要産地の作付か ら出荷までのス ケジュー リング管理機能
1

動の調整システムの開発1

■ 営
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ |

|

「

ただ し,こ れ は,環 境情報 システムの制約条件下で働 くことに左る|

1
〆 1

ノレ 。

l

l

〉
。ネ。ト。一ク.デ ザィ。の最適fヒ[|

|``..

ー.

-.

科 数 理 計 画
1

|
1
|

階 層砿 がり・醐 性向の難1τ 対応する販類 灘 理 販売酬L資 鍋

1画

1
F

已 学 統 計 予 測

①流通蹴 るファ"一 の棚 および組合せに対処し 統計予測を一括麺 でき1

るライブ ラリーのパ ッケー ジ化1

O収 益管理,手 数罷の決定l

I
O銀 行の人員配置と省力,省 脳 ∫ヒ1

1ン

1 」_.

|
/ 。個人鯛 と不間 理:'△^
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おい

よ

1び1
(

'商

Li

題

i向

iブ

iロ

グ

∴

`フ

.ム

1

ず

エ

ン

ジ

ニ

ア

リ

ン

グ

図

形

パ
タ
ー

ン
処

理

'機
械 ● 電 .気

デ

ー

タ

・

ベ

ー

ス

●

マ

ネ

ジ

メ

ン

ト

土 木 建 築

化 学

物 理 ・ 原 子 力

理

サ

処

'"'

ス

セ

クツ

ロ

ィ

ブ

フ

語

うグ

言

簡 易 パ タ・一ン処 理 プ ログ ラム

そ の 他

汎 用 デ ー タ ・ マ ネ ジ メ ン ト

プ ロ グ ラ ム

統 計 情 報 検 索 プ ロ グ ラ ム

科 学 技 術 情 報検 索プ ログラム

情 報 検 索 用 会 話 型 言 語

そ の 他

}

■

一

一

1

一

一

]

|

1
ー

ー

1
O本 人織別法の開発

①臨 械 店 銀行の相互 ・リ。・の醗1③ ・・・… 一 ・の ・・ア ウ・の標靴 と多日的1ヒ

②家言+既 ・・鯉 ・・めた ・一 ・… ・… 新1① ネットワー ク'デ ザイン

1

|

1

1

1

① 大量 。.。 と高速アク・・一・対処(灘 ・ ・,… 鋤 ・自動支払)1④ ・醐 ・と・・・・ … テ・ ・
1

②階層 ファイル

1、
③漢字●よび音声情報への対処

1

1

1

1

・1

'
①小売店」顧客の資産 家計管理 消費情報の検索1

② 醐 情報が リ・クされてい ・デー ・ ・ベ ース ・基づ・・統治 索を醐 理で きl

lる プ
ログ ラ ム

|
I

l

|

|
1

1
|
1.

l
I

i

l

l

①個人信用情報の蓄積 と検索l
l

②利用者単位の機 密保持 にか なった検 索コマン ドに対応す るプログラム1
|

1

|
|

1
1

|① 品 目
のコー ド体系に関するソフ トウェア技術(

I

l

i

1
1

l
I
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.

ρ

1　 一__一 ン ス 干 ノ・ 名

ソ フ ト ウ ェ プ技 術'　 ～_ 2.行 政 情 瑞 シ ス テ ム
____.～._

① ぼ 。。 ラィ。.パ 。拠 肋1井 徹 理 と1臓 多様。淋 ・ ・る・・…;が 一・禦 デーパ ー・梧,酬 … つ きパ 肋 間 ・・触 出 … で1
∨

フ

ロ

制 御 プ ロ グ ラ ム
デ ー・… ザ ・… で き… 諏1さ ・輪 欄 … 詞 ・ ・と・靴 ・酬 で ・・保湿 ・・テ・秘 要}

ll
.

1
LL-一.

グ$

1

① 多数の回線 を効率よ く制御す るプnグ ラム1

祈

1
フー}

1.

通 信 制 御 プ ロ グ ラ ム ②搬鯛 佑1脚。。テ。の醗1;
ミ 1
ン.`L

.

.
①情報処理部門以外の人でも簡単に使用でさる自然語に近い汎用統計言語の開発

1

1

1グ 言 語 プ ロ グ ラ ム l

l
■ lI

l'

}シ ①,。 、T,、,,、 。,、。、プ。グ・・を・・一チ.一 ・鷹 摸する解 的 ・・.・ ・;・
.

ス ユ ー テ ィllテ ィ ・ プ ロ グ ラ ム
1}

‥シ・ン'カグラムll

テ ⑳陸処醍可能とするものll
11

ム

そ の 他
l
ll
ll
ll

ll

科
学

数 値 計 算

ll
ll
ll

|1'
``

|

.

技
術

一.一「
ll

ラ
基
本

数 式 表 現
[

Il
l

ll
`|

イ
計
算

①効率的データ・チェック・プログラム・パッケージll

統 計 処 理
Il

②会話型の統計集計プ・グラム1
・

フ ,l
ll
'

ラ ①デー・ ・ベースと直接・・クでき結 果を醸 等・変換す・機能をもつ・・グ・,③ 眺 事故等醗 糊 創 る要員お・ぴ瓢 ・面 諭r砺 藪 ・ミ^ルづ1-一 　 '〔
|
.
)
,

ー

シ ミ ュ レ ー シ ョ ン ム.パ 。ケ_ジ1。 ン プ ・グラムの開発(惰 鱒 勝手舶lll

経 ⑳ 支・デ・(財政・パ 回帰・デ∋1}
1-一 一 一'一 一 一 『一 』 一}|

|

■ 営
ス ケ ジ ュ ー リ ン グ 噛

〔l
ll
Il
ll
ll

ノレ

一.
①数理計画友 待行列理論 順序づけ(諸施設配置)「1

1

科 数 理 計 画
ll

ll

ll
l

チ 声

{

①確率遷移モデル(人 口自然増減 人 口移動予測)1③ 犯罪結託 交通事故統計 その他統計処理 要因分杭 事件,事 故の予測 治安1・
1

1ン

子
統 計 予 測 ②確率分析モデル(住 宅需要予測 地価予測)1指 標等の処理プログラムの開発(書 察事務手続)ll 、

`1
1 1 ,1

一 一'『一'49 '
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開
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ネ
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率

口
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効
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治分グのロ
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レ
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す形

〈

ムよテ

O

変

率

ス効シ

烏

し力出を報情焔一べ

発開⑩

を

な置能装可憶の記索量検容と大新の夏用なス的

み只乗検担でつ
・

使に単柵で人いないて

↓デの等図形地①

能機力入字臓

グ力理処字漢①

}

一

朶べ効・のタタ

「

一

デ

デ字量漢文①②

剖能機ゆ烈図①

つわ携に理処報情

語①

一

気

」

電
●

械機

築

一

一建
■

木工

学
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化
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図

形
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⑳

5.2ソ フ トウ エアの流通 に関 す る調査 票

]lpoε £

調 査 時 点1973年8月1日

た だ し,質 問 に て 特 に 指 定 の あ る場 合 は除 き ま す。

(注 〕元＼線 枠 内 の み こ,記入Lて ドさい 、,

巨],

サ ン プル漸

口]コ'徳 川

一

資本金

二⊇{]

財団法 人

粟餅

〔]
1地 域

・1[コ

部'村

・・口1・ □

日本情報処理開発センター

■

●

ド記 の 事 項 をC留 意 の ヒご証 人 ドさ いt

〒]り5(1掠 邦:港 収lf -」・>Nd3)'H5而Sり

罫リ1日

tll嵐

機 械h、 旧lc{1、}

・ミ姑 報 処 川 州1発 →こ

'1'川1111:II,!,r↓131

'

la'1

1
・t.総 務

1曹filL`,1ttf、;Ψ

:トltllit:西,51川

..1



1外 部 委託について

問1.年 間のコンビ=一 夕部門の費用(概 算)に ついてご記入下さい◆但 し期間は原則 として,

19T2年4月 ～19T3年3月 を基準とし,多 少の期間のズレは,さ しっかえあ りません。

金 額 単位:万 円

U}電 子 計 算 機 費 用(注1)
12 .び`1

!I

ll`
万円

② コンピュータ部門の人件 費(注2)
18 II

ll 万円

外

注

処

理

費

(3}ソ フ ト ウ エ ア 委 託 費(注3)
24

Il
II
`1 万円

ω マ シ ン タ イム借 料(注3)
30 `l

ll 万円

㈲ 計 算 委 託 費(注4)
鵠
!

II

II
ll
`` 、万 円

{6}外 部 要 員 費(注5)
42t

|
II
ll
l

万円

σ}そ の 他
偲 [・i

`IIl
万円

〔8)そ の 他(注6)
品 lIl|

ll|l I
万円

働 合 計
・・1・i[;
'「III

万円

注1.(Dの 「電子計算機費用」とは.レ ンタル料,買 い取 りの場合は,電 子計算機の償却費を指

します。

注2.② の 「コンピュータ部門の人件費」 とは,原 則として1カ 年間1ζ実際に支払った現金給与

でいわゆる税込み金額の総計を記入して下さい。なお外部要員の人件費は㈲の 「外部要員

費」に記入 して下さい。

注3.(3},C4}の 「ソフトウェア委託費」,「 マシンタイム借料」は外部委託 した,シ ステム設計,

プログラム作成,お よびコンピュータの時間借 りに係る費用をいいます。
1、

注4.⑤ の 「計 算委託 費」 とは,上 記 ソ フ トウ ェアの 委託 だ けで な く,パ ンチの 委託 費等 を含 み,

{3),(4)の 「ソフ トウzア 委託 費」 「マ シンタ イ'ム借 料 」 とに 区分 して経理 す るCと が出 来

・ない 場合(一 括 して外 部委託 した場合)に 記入 して下 さい。

注5.⑥ の 「外 部要 員費 」 とは,社 外の,シ ステム エ ンジニ ア,オ ペ レー タ,プ ログ ラマ,キ ー

パ ンチ ャー等 を利用 した人件 費 等を指 します。

注6.C8)の 「その 他 」に は.コ ン ビ=一 タ導入諸 掛 り,一 般 管理 費等 を指 し ます。

'.
◆

回

一2一

問2.問1の 費用のうち.{3)ソ フ トウェア委託費,{6)外 部要員費について次の委託された作業の比

率は,お よそどんな割合になっておりますか。 また,そ れぞれの費用の1975年 度支出は1972

年度に比べ,ど のくらい伸びるものと予想され,そ の時の割合はどのくらいになるものと予想

されますか。パーセンテージ(%)でC記 入下さい。なわ,現 在(31ソフトウェア委託費,⑥ 外

部要員費について行なって(支 出 して)い なくとも1975年 度で行なうことが予想 されます場

合には,期 待する委託作業比率にのみご記入下さい。

調 査/
コンサルテー
シ ョ ン

システムの
分 析 設 計

プPグ ラミング

(含コーデ ィング)

プログラム ・
パ ッケー ジの

購 入
その 他 合 計

現

在

〔31ソフトウェ
ア委託費

6

%
8

%
10

%
12

%
]4

% 100%

(6騒貝曇
16

%
18

%

20

%

22

%

24

% 100%

1975

年

度

障錨曇
26

%
28

%
30

%

32

%
34

% 100%

…裂貝 割36
%

胞

%

40

%

42

%

44

% 100%

③ ソ フ トウェ ア委託 費は1975年 度ICは1972年 度 の

4b[コ 倍艘 と預

〔6}外 部要員費は1975年 度には1972年 度の

・・ロ コ 倍醸 と予想

注 伸び槻 在よりも下まわると予想 され ます場合は 口 とこ記入下さい.

問3.貴 社で現在行ない,あ るいは将来(2年 後,5年 後)に わたって行なうと予想される外部委

託の うら,ソ フトウェア会社に期待す るサー ビス分野について3つ 以内で選んで下さい。

(ご 回答は優先順位で1,2,3,と 該当ntlce記 入下.さい。)

なお,外 部委託をソフトウェア会社に期待されることがない場合にはご記入不用です。

a

b

e

d

e

f

g

h

i

調 査/コ ンサ ルテ ー ション

シス テム分析 ・設計

プ【】グ ラ ミング(コ ー デ ィン グを含 む)

コン バー ジ ョン

要 員 派 遣

フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジメ ン ト

EDP教 育

プロ グ ラム ・パ ッケー ジの販 売

その 他

ぐく　

現在(73年)将 来(75年)将 来(78年)

口
口
口
口
口
口
口
口
口

50

部

口
口
口
口
口
口
口
口
口

59

67

口
口
口
口
口
口
口
口
口

腿

76

)

ピ
●



● ■

回
問4.TSS(タ イム ・シ ェア リン グ ・サ ー ビス)を 含 む情 報処 理 サー ビス ・セ ン ターを 利用 す る

時,セ ン ターにあ ろ ライブラ リー ・プログラム あ るい は,プ ロ グラ ム ・パ ッ ケー ジで有用 な もの

があ り,処 理 を含め て(但 し,プ ログ ラムは 自己 の所 有 とは な らない)そ の 使 用が 有料 で ある ・

場合,利 用 の意志 は あ ります か。

① 利用す る方 向に あ る ・

② 糊 す、。もりはない ・口

問5.ソ フトウェア開発の外部委託に対する1コ社の考え方について記入 して下さい。

但し既成のプログラムのレンタル購入は除きます。

① 開発の委託に積極的である

② 全面委託は殆んどな く,自 社 との共同開発である

③ 現在は開発の全面委託も共同開発 もしていないが,今 後はするつ もりである

④ 現在も今後 も外部委託はしない

問6.共 同開発を含む外部委託先(メ ーカ,ソ フトウェア会社など)lc対 する全体的評価について

C目己人下さいo

① よい.ま ずまずである

② なんともいえない

③ あまりよくな い.悪 い

また 「③あまりよくない、悪い 」とC回 答いただいた理由を次の項目から3っ 以内で選び

C記 入.Fさい。

① 委託先の技術未熟

② 委託先の対象革務の知識不足

③ 委託先の作※体制の不充分

④ 仕様書の未整理

⑤ メインテナンスの相互未確認

⑥ 納期変更時の取扱い

⑦ 開発途上の ノウハウの取扱い

⑧ 社内秘密のろうえい

⑨ そ の 他

ぐしく　 )

・口

・口

9

一3一

◆L
■

間7.外 部に対して,ソ フ トウェア開発(jt同 開発を含む)の 委託を しない理 由 も多々あると思

われ ます。その場合の要員について3つ 以内でc記 入'ドさい。

① 技術的,m的 に自社要員で十分

② 対象業務が専門的で外部では理解困難

③ ソフ トウェア会社等外部委託機関の実態がわからない

④ 委託費が高い

⑤ 機密保持上の観点

⑥ 技術的に委託先が信用できない

⑦ メィンテナンスヒの問題

⑧ そ の 他

聞8.

ぐし　 　 )
ソフ トウ ェアの 開発 を 外部 に委 託す る場 合t委 託 しよ うとす る理 由に つい て3つ 以 内 で選ん

で ドさい。(C回 答 は優先 順位 でL2.3と こ記 入Fさ いn)

a.コ ン ビA－ ク要 員が 不足 して い る.

b.労 務 管理 ヒの 問題 か ら

c.自 社 に開 発す る技 術 がな いか ら

d.納 期 に間 に合 わ ない か ら

e.自1土 開発 よ り経費b《軽 し、

f.コ ン ピュー タの 変更 に伴 って

g.コ ン ピュー タ ・メー カが提 供 す る もの よ り秀 れて い るか ら

h.そ の 他

ぐしく　 馬 )

lL,

lh

:12

問9.ソ フ トウ・一アの 開 発 を外 部に 委託す る場合.経 費のlntfi1り に 対 して.貴 社での1評価 ノ」式 とし

て,納 得 しやす い ものに っい て3つ 以 内 でdul答 ドさい、、(dl,1答 は優 先順 位1.2.3とc'記 入

トさい。)

:t:イ
a.「 恒価X見 聞 り ステ'プ

b.開 発期ltl.(人 件 費rP価

c.現 在開 発さ れて い る類似 の ソ フ トウ 、アとの 比較 に よる算 定

d,開 発費用 と,得 られ る効 果 との比 較算 定

軌その他ぐ し… 　 )㌻

⊃



Uコ ン ピュータ部 門の運営について

問10.貴 社の コンピュータ部門の運営体制はどのよ うですか。

a.予 算制度について……

...・①実施 してい る ② していない ③ その他

b.独 立採算制について……

①採用 してい る ② していない ③ その他

c,コ ンピュータ部門の独立にっいて ……

①考えている.ま たは実施 してい る ② していない ③ その他

聞11.全 般的にコンピュータ要員の充足が困難1ζなりつvあ りますが,不 足要員の充足状況をみ

E]る ため下表の コンビ　 顕 職醐 唖人数について・およその見通 しをe記 入Fさ い・

葵貝職稲

現 在 人 口 数(48年8月) 2年 後 の 追 加r定 人 員数

自 社 外 注 £]社 外部利用,委 託

シ ステ ム ・エ ン ジニ ア
61`1`

}1
人
9`
:

人 ,2 人 15i I 人

シ ニ ア ・プロ グ ラマ
]811
11
1

人 211
1 人

24
人 271

1
人

ブoグ ラマ …l
l
I
人
331・

1「1

人 36 .

人
391
1 人

オペ レー タ ・・lI

I)
人 4511

18

人 48
` 人 511『

}1
人

パ ンチ ャー 545{
ll

人 571オ
III

人 6・1
`

人 63`Il `1.
人

注2年 後の追加予定人員数の箇所は,現 在よ りも,人 員を減少 させ る場合には,減 少人

員数を記人し数字の前に一印を付して下さい。

例

システ・ ・t・ン・・ア 「 元i
M-ii・1人 －ili・ 人

・・口

口

口

'、

一4一

回

田 ソ フ トウ エ ア の販 売 ・購 入 に つ い て

問12.貴 社で開発した,ま たは今後 開発するプログラムの うらで外部1ζも需要(ニ ーズ)が ある

と思わ れるもの1ζついて,そ の販売 をどうお考えですか

① 今のところ販売する意志はない

② 買手があ らわれれば販売するり

③ 社内用に開発したものを積極的に販売したい →

④ 働 品 と してua5EL・ ・fif"Af「OlcWi,zしtこ い ・1□

問13.ソ フ トウエアを販売す る.あ るいはしよ うと思われた動機は何でし■うか.次 の ものから

お答え 下さい。

注.問12で ①あろいは② を記入したかは問13は 記人する必要はありませんので聞14へ お進み ド

さい。

①ra1± が既に'ノフ トウエアの・liM化を推進中であろ

② 令のところ,ソ フトウエア開 化 販売の'1使 化まではXiLて いないヵ∫投資回収を、1'1'りrこい

から

③その℃ 　 パ)[1

問14.ソ フ トウエ アの 販売 形態 につ い て お聞 きし ます。'ノ フ トウエ アの販 売 をす る経路 は どのfj'

法1ζ期 待 して い ます か。llな もの を3つ 以 内 選ん で t優 先順 位 を1,2,3,1ζ よっ て こ記 ノ、ドさい

a.プ ログ ラ ム調査 簿 を通 じ てISI:

b.コ ン ビ=一 夕 ・メー カ ーを通 じ て

c.ユ ー ザ ー団体 を 通 じて

d.専 門 ソ フ トウ エア取 扱 会社 を通 じて

e.自 社の 子 会 社,業 界団 体 を通 じて

f.自 社の 販売 網 を 確 立し て

g.TSSあ るい は その 他の 情 報処 理 サ ー ビス機 関 を通 じ て

　 ぐしく　 パ)"

`
.



, ●

問15.通 商産業省が実施しているプログラム調査鱒についてc'質問 します。

Q-1現 在プログラム調査簿にプログラムを登録 していますか。

① している

② していない

Q-2(琵 録しているプログラムについて引合がありましたか。.

① あった

② ない

(Q-1で ②を回答 したかたは,Q-2は 答えな くても結慮です。)

問16,貴 社ではソフ トウエア購人の経験 がありますか。

① 過去に購入したことがあり,今 後も積極的に購入したい

・1□

・2口

② 購人した実績はないが今後積極的に購入 したい

③ 今のところ購入する考えはない

④ なんと もいえない ・・口

問17.ソ フ トウエ アの 胡 人経路 に つい てお 聞き し ます。 ソ フ トウエ アを購 人 した時 どの よ うな き

一・かけで わ買 いに な りま したか
。 主な もの を3つ 以内 選び,優 先 順位 を1,2,3.とC記 人 ドさい。

注.問16で ③ あ るいは④ を記入 したiJ'は 問17は 記 人す る必要 はあ り ませ ん ので問18へ お進 み

.ドさ
い。

・=4

a.プ ログ ラム調 査簿 を見 て

b.新 聞,雑 誌,文 献等 を見 て

c.コ ン ピュータ ・メー カか らの紹 介 で

d.ユ ー ザ,ユ ー ザ団 体 か らの紹介 で

e.ソ フ トウエア会 社か らの 売込 みで

f.自 社の 系列 企 業およ び同 業種の 企 業か ら;
9.そ の 他()SO

問t8.ソ フ トウ エアの 購入 した理 由 は何で し よ うか。 三1三な もの を2っc'[ig?,Fさ い 。

注.但 し,⊂ の設 問に限 り外国機 ノー カの ソ フ トウエ ア ・ハー ドウエアの 価格 分離

方式 にて止 む を得ず'ノ フ トウエ アを購 人 した場 合 を除 きます。.

① ソ フ トウ エア開 発要 員の不 足

② 自社開 発で は経 費が かか るか ら

◎ 自社開 発の時 間的 余裕 がな い

④ マシ ン交換 にて

⑤]ン ピュ一 夕 ・ ノー カの杉1!供の もの よ り究 れてい るか ら

(例.技 術的.一一 使い や すい,暗 闘的 効率 がよ い 等)

日
「■

.5一

'

6
⑱

`

問19,ソ フ トウエ ア購入 上の ネ ッ クお よび購 人 しないellEliと 思 われ る ものは どん な点で しょ うか
b

次に 挙げ た ものか ら上 位3つ 以内で 選 び,優 先順 位 】,2,3,を 付 けて お 答え 下さい。

1:二:二;1:鷺 蕊1:。 。、。。、__、 、,_。 週

も含 む)

c.価 格が 高 い と思 うrs

d.分 割支 払 も しく はレ ンタ ル方 式 が発 達 してい ない

e.品 質.ヒあ るい は信頼 度 に不 安が あ る

f.ア フ ター ・サー ビスが不 足 して い る

g.権 利保 護 体制 に不安 が あ る(ソ フ トウエ アの 専用使 州権 がemsJl.さ れ ていな い)

h.社 内の}ll情 に 合わな い。(使 用,1語,機 械 構成.標 準化 等)

i.社 内の コ ンビ=一 夕部門 のモ ラ ルに影響 が あ る

j.社 内 の トソプを 含め た非 コ ン ヒ.t－ 夕部門 の理解 が 得に くい

k'そで 　 ) t・/1



問20.貴 社の ソフ トウエア保有状況及び販売,.購 人にっいてお聞きします。

e回 答は次の記入万法によりプログラム分類表(通 商産※省編.プ ログラムSUffreicよ る)に

直接C'記 入.下さい。(プ ログラム分類表は7ペ ージにあ ります}

函
A欄

充
足
産

綱

C樋

口社が保有されていろプログラムの全てにっいて,完 成,完 了状況 を(自 社開発,買

いとり,レ ツ タル万式にて購入した もの,共 同開発の場合は貴社に所有権が有る もの

を含みます。)次 の充足度の5段 階IC別 けて該当する番号を ご記入下 さい
。なお,プ

ログラム名の うら.・アプ リケーション ・プログ ラムの事務計算(06
.総 合業務～21.

その他)で は充足状況を事務機械化の進展度とし,そ れ以降 はプPグ ラムの完成度,

充足度 とします。

黙◎ る駕ll総 〆)
△…現在対象業務としていない

A欄 で記入されたものが,今 後2年 以内にどの程度の修正,改 訂を必要とするかをお.

答え下さいe修 正,改 訂の程度は次の4段 階にてその該当す る番号を記入して下 さい。

①全面的なシステムの見直しによる大幅な改訂が必要となろう。

②個々のサブ ・システム単位では大改訂あろいは新規開発になるが基本システムとし

ては変 らないであろう。

③必要に応じて小規模な改訂 で十分であろう。

④改訂はぽとん ど必要なかろ う。

貴社でのソフトウエア購入の経験およびこれか らの購入予定等にっいて,次 の項目の

中から該当する番号をC記 入下さい。

①過去にソフ トウエアを購入 したことがあ り,今 後 も積極的に購入す る予定である。

②過去にソフトウエアを購入したことはないが,今 後は積極的に購入する予定である。

③ 過去にソフトウエアを購入したことがあるが,今 後はまだなんと もいえない。

④ 過去にソフトウェアを購入したこともない し,現 時点の状況か らして今後の購入に

っいてもまったく未定である。

■ ご

一6一

回

D腐 貴社での ソフ トウエア販売の経験 およびこれからの臓.碇 球 ついて次の項目の中

か ら該当する番号をご記入 下さい。

① 過去にソフトウエアを販売したζ とがあ り,今 後も積極的に販売する朽セである
。

②過去にソフトウエアを販売したことはないが,今 後は積極的tc販 売する－r定である。

③過去にソフトウエ ・を販売したことカ・あるが,今 後はまノこなんとも・・拙 し・。

④ 過去`・ソ7ト ウ・アを販売 したこともないし㌧ 蔽 の臓 についても聴 点の状況

からしてまったく未定であ る。

Ili.ソ フ トウ エ アの 流 通 の 対 策 につ い て

問21・ ソフトウエア販売 購入につい て円滑化するための齢 的な対策としてfitrの お考えを次

の ものか ら3つ 以内でお選び 下さい。

① プログラム調査簿利用サービスの強化をはかる。

② 定期的(月F9,季 刊)専 門刊行物の発行tcよ り.プ ログラム売買対象 および察知を公表する
。

③ 調査科 を支払 ってで も自社に必要なプログラムを捜し,紹 介してくれる専門機関が欲 しい

(例.プ ログラム情報センターの設搬)。

④ 有料で もソフトウエアの テス トを行ない,検 定する,中 立的な検査機関の設趾が望まれろ。

⑤ 有料で もアフター ・サービスが完全であること。

⑥ カタ・グに出来るだけ価格表示 を明確にす ることが望ましい。

⑦ ソフトウエア購入費の減価償却制度。 層」

⑧ ソフ トウエア購入資金の低利融資制度。

⑤ そ の 他。'

、
.

'
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問20 プ ログ ラム分 類 表

A

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

充

足

度

B

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

改

良

の

必

要

度

C

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

購

入

1こ

つ

い

て

D

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

販

売

に

つ

い

て

A
'ノ

フ

ト

ウ

エ

ア

充

足

度

B

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

改

良

の

必

要

度

C

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

購

入

に

つ

い

て

D

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

販

売

に

つ

い

て

A

ソ

フ

ト

ウ

エ

ア

充

足

分

B

ソ

フ

ト

ウ

エ[

ア1ア

改

良

の

必

'堰

.
C'D

ソ ソ

フ フ

ト ト

ウ ウ

エ エ

ア

購 販

ノ、 売
ト
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ソフトウェアの流通に関する

アンケー ト調査分析 結果



、

皐
、

●

べ



■

5.3ソ フ ト ウ エア の 流 通 に 関 す る ア ン ケ ー ト調 査

分 析 結 果

1.調 査 対 象 お よ び回 収状 況

本調 査 は,ソ フ トウ ェア流通 お よび 外 部委 託 の 問題 に 関心 が 高 い と思わ れ る コ

ン ピュー タ ・ユー ザ ー-ig約1,000社 任 意 抽 出 して 実施 した 。

調 査票 発 送数976件

同 回 収 数264件

同 国 収率27%

な お資本 金規 模別,機 種 別,業 種 別 回 収 内訳 は 表 一1,2,3,の 通 りで ある・

表一1資 本金 規 模別 回 収状 況 表 一2使 用 機 種 別 回収 状況

資 本 金 件数

1億 円以下 24

1～5億 円 30

5～10億 円 23

10～50億 円 96

50～100億 円 35

100億 円以 上 56

計 264

機 種 件 数

国 産 機 55

国 産 機(複 数) 73

国産 ・外 国機(併 用) 71

外 国 機 64

不 明 1

計 264

一1一



表 一3業 種別回収状況

グル ー プ 業 種 件

鉱 業,建 設

1 ガ ラス,土 石 製品 32

'水 産
,食 品

繊 維,紙,パ ル プ

化学工業
皿 61

石 油 ・石 炭 製 品,ゴ ム製 品

鉄鋼,非 鉄金属,金 属製品

機械,精 密機械

電気機器
田 55

輸送用機器

その他 製造

電 力,ガ ス

w 運 輸,倉 庫,不 動 産 34

通 信,出 版,サ ー ビス,そ の他
ケ

V 商 業 31

Vl 金融,保 険証券 51

合 計 264

2.ソ フ トウ ェア流 通 に関 す る 調 査 集計 結果

(1)コ ン ピ ュー タ部門 費の集 計 分析(問1よ り)

(a)コ ン ピュー タ部 門費総 額91,607百 万 円 の うち電 子計 算 機 費用 が,47,731百

万 円 と5割 以 上 に 達 し,コ ン ピュー タ部 門 人件 費 と合 わ せ る と76%強 を 占 め

てい る。一 方,外 注処 理 費 は,IZ313百 万 円 と総 額 の13.4%と な り,そ の内

訳 を み る と計 算委 託費 が60%と 最 も多 く,次 い で外 部要 員費 が2割 強 を 占め

両経 費 を合 わ せ る と,外 注処 理 費 全体 の約80%以 上 にのぼ って い る。

な お,一 社 当た りの コ ン ピ ュー タ部 門 費 の平 均 金額 は 約35,800万 円 とな っ

てい る。(図 一1・A,図 一1・B)

-2-

1



プ

●

(昭 和47年4月 ～48年3月)

(単 位 百万 円)

醤
鷺

外 ビ{処理費

総額

12313百 万Pl

図 一1・Aコ ンピュータ 部 門 の 経 費(年 間)

(b)図 一2で は 電 子計 算機 費用(レ ン タ ル

料 また は コン ピュータ償 却 費)を 規模 別

に見 た もので あ る 。

月間101～500万 円(年 間12百 万 円

～60百 万 円)経 費 を支 出 して い る企業

・は ,全 体 の40%で,次 いで501～1,000

万 円(月 間)の ク ラスが20%で あ る。

また 月間5,000万 円を 超 え る大 型 ユー

ザ ーは3%(8件)に のぼ る。

ソフ トウェア委 託費

711(「J8010)

マ シンタイム借料

644(52巧6)

tの 他771(6・3%)

図 一1・B外 注 処 理 費 の 内 訳 お よ び

構 成 比

5,000ノ ゴド1∫:⊥E|力 円 ト'
1111,;

い・ioO

万 円

101～

5e〔}万 円

.1]%

図 一2規 模別月間電子計算機

費用支 出状況

(c)図 一4,で は コ ン ピ ュータ部 門 費 に 占め る電 子計 算 機 費用 お よび コ

ン ピュー タ部門 人件 費 の割 合別 の 分布状 況 を示 して いる 。図 一3に よれば,電

子計 算 機 費 用は 企業 件 数 で21～80%の 合 計 で234件 を数 え,特 に41～60%

の支 出 比率 が最 も多 く,ま た,一 社 当た りの平 均金 額 では 比 率 が 高 くな る ほ ど

多額 にな る傾 向 が あ り,81%以 上 支 出す る とこ ろで は年 間579百 万 円 に も達

す る 。な お21～80%の 範囲 に おけ る1社 当た り平 均電 子計算機 費用 支 出は,

-3一



175百 万 円(年 間)と な って い る 。

また,図4の コ ン ピュ ー タ 部 門 に お け る人 件 費 で は,1～60%の 割 合 で 支

出 し てい る の が261侍 中246件 を 占 め て お り,こ の 範 囲 の 平 均 金 額 は,1社 当

た り,約88百 万 円(年 間)で あ る 。 特 に 人 件 費 と して21～40%支 出 して い る

と こ ろが 最 も 多 くみ られ る 。

■

口・数

60

50

lo

;》o

L'u

lu

)(

|33

[コ
1社 当 た りの

欝 欝・・珍
600

5⑪〔}

4(沿

:叉)0

ト鋤

ltr)o

1《i6Aこ(iff,jl～209い21～409,:,41～60;66上 ～809h81〔}6J≧L -1:〔 ハ

図 一3コ ン ピュー タ部 門 費 に占め る電 子計 算機 費用 の

割 合 と1社 当た りの 平均金額(百 万 円未満 切 捨 て)
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口 ・数

60

50

▲0

30

ZO

1()

口

」社 当た り

鞭 珍
年間

150

100

1?、レ未《雀i、20()〈,21～;一)ら1・ 喜1～6`}9【)61～BO《}0810/oJ;止 上

図 一4コ ン ピ ュー タ 部 門 費 に 占 め る コ ン ピ ュ ー タ 人 件 費

の 割 合 と1社 当 た り の 平 均 金 額(百 万 円 未 満 切 捨 て)

の

(2)外 部 委 託(外 注 処 理)費 の 分 析(問1よ り)

(a)図 一5,図 一6,図 一7,図 一8は,コ ン ピュ ー タ 部 門 費 に 占 め る外 注 処理

費(ソ フ トウ ェ ア委 託 費,マ シ ン タ イ ム 借 料,計 算 委 託 費 お よび 外 部 要 員 費)

※
の 割 合が1～20%の 企 業 を業 種別 に集 計 す る と ともに,1社 当た りの平 均 金

額 を算 出 した もので あ る 。

※
これ に よ る と コン ピ ュー タ部 門費 に 占め る外 注 処 理 費 の比 率 が20%以 下

であ る企業 が40件(ソ フ トウ ェア委託 費),27件(マ シン タ イ ム借料)67

件(計 算委 託 費),78件(外 部要 員費)程 度 で あ り,さ らに図 一1・Aの よ

一5一



、

うに 「そ の他 」の費 目を 加 え る と,全 体 では コ ン ピュー タ 部 門 賀総 額 の13.4%

とな る。

※ 今 回 の調査 で は,1～20%ま で の範 囲 が 最 も回 答が 多 く,し た が って

この範 囲 の 企 業件 数 のみ集 計 した 。

また,こ れ ら4図 を業 種 別 にみ る と,

① ソ フ トウェ ア委 託 費 では,グ ル ー プMの 銀 行,保 険,証 券 業が1社 当た り

3,519万 円 と断 然 多 く,大 規 模 な ソ フ トウ ェ アの外 注 を行 な ってい る と推 測

さ れ,も っ とも,少 な い のは グル ー プ1の 鉱 業,建 設,ガ ラス,土 石,製 造,

水 産,食 品 の部 門 で,1社 当 た り平 均400万 円程 度 で あ りグル ー プVIVC比 べ

て1/8以 下 で あ る.(図 一5)

② マ シ ンタ イム 借料 部 門 で は,グ ルー プIVを 除 き どの業種 も外 注費 は多 く,

1,500～2,400万 円 の範 囲 に 分布 して い るが件 数 は そ れ ほ ど多 くは ない 。

(図 一6)

⑤ 計算 委託 費 で は。 グル ー プW(金 融,保 険,証 券)が9,596万 円(年 間1

社 当た り平 均)と 圧 到 的 に多 く,こ れは,自 社 か ら分離 して計 算 セ ンタ ー と

し て独 立さ せ て,委 託処 理 を行 な ってい る と見 られ る と ころか ら,こ の よ う

な結果 にな った もの と思 わ れ る。(図 一7)

④ 外 部 要 員費 では,金 額 の面 では グルー プV(商 業),M(金 融、 保 険 証券)

の業種 が 多 く支 出 して い る とい え る。 また ,件 数 では グ ルー プ 皿,田(工 業

製造 業部 門)及 び,グ ル ー プM(金 融,保 険,証 券 業)が 多 い 。(図 一8)
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図 一5コ ン ピュー タ 部 門 費 に占 め る ソフ トウ ェア委 託 費の 割合 が

20%以 下 の 企業件 数 の 業種 別分 布状 況 と平 均金額
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外 注処 理 費全体 でみ る と,支 出 金額 では,グ ルー プM(金 融,保 険,証 券業)

が 比較 的 高 く,件 数 で は 業種 の範 囲 も広 く,サ ンプル 数 の違 い もあ るが,グ ル

ー プll
,皿 とい った と こ ろが 多 い とい え る 。

%
¢))さ ら に ソ フ ト ウ ェ ア 二 河

・ケ ル ー フ

委 託 費 の みを見 る と,

業 種別 の外 注処 理 費 に

占 め る割合 の分 布状 況

は 図 一9の よ うに な る

業種 別 では,グ ルー プ

fiを見 る と件 数 で最 も

多 く(15件)そ の割

合 も60%ま で が10

件 で81%以 上 占め る

企 業 も5件 とか な りソ

フ トウ ェア委 託 費の 割

合 が 高 い こ とが わか る。

また グル ー プVの 商 業(四 川 、

が ソフ トウ ・ ア委 託 費 図 一9

の支 出が 少 な く,図 一
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外 注処 理 費 全体 に占 め る ソフ'トウ ェア委 託

費 の割 合 の業種 別 件数 分 布状況

5と 合 わせ て見 て もあ ま り外 注処理ua熱 心 で はな い とい え よ う。

(c)図 一10は ソ フ トウ ェア委 託 費 お よび外 部要 員費 につ いて そ の 構成 す る 内訳

の今後 の 予 測を 示 して い る 。(問2よ り)

ソ フ トウ ェア委 託 費 では,プ ログ ラム ・パ ッケー ジ購 入 が 現 在 よ りもか な り

多 くな る と予想 され,プ ・グ ラム ・パ ソケー ジ の流 通 が大 い に期待 され てい る

とい え よ う。

外 部要 員 費を 見 る と,そ の他 が 現在,将 来(1975年)と もに断 然 回答 数が

多 い 。 これ は パ ンチ要 員の外 注 を か な り見込 んで い るか らだ と思 われ る・
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40

20

(ソ フ トウ ェア委 託 費 に つい て) (外 部 要員費κついて ♪

調 査 シ ス ァ ム プ ロ グ ラ プログラム そ の他

/の 分 析

コンサル 設 言十

アーション

ミ ン グ パ ック'一ジ

購 入

調 査 シ㌘ステムの プログラ そ の他

/分 析 設計

コン⇒ウレ

アーション

ミング

図 一10ソ フ トウ ェア委 託 費 お よび外 部 要 員費 の内訳 の予 測

(d)図 一11は,今 後 ユ ー ザ ー が,ソ フ トウ ェ ア 会 社 に 対 し,ど の よ うな サ ー ビ

ス を 期 待 す る か と い う もの で あ る。(間3よ り)こ れ に よ る と プ ロ グ ラ ム ・パ

・ケ ー ジ,フ ァシ リテ ィ ・マ ネ ジ メ ン ト
,調 査/コ ンサ ル テ ー シ ョ ンへ の 将 来

の 期 待 意 識 は 高 いが,反 対 に要 員派 遣,プ ロ グ ラ ミ ン グ等 は 将 来
,し だ い に 減

少 す るで あ ろ う と 思 わ れ る。

.,

、高

》
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(但 し,優 先 順位第1位 の ものを とる)

図 一11ソ フ トウ ェア会社 へ のサ ー ビス の期待 度

(e)図 一12,図 一13,図 一14,図 一15,図 一16は ソ フ トウ ェア の外 部

委 託 に対 す る姿 勢,委 託 す る理 由,委 託 しな い理 由,委 託経 費 の見積 り方 法,

お よび評価 の 状 況で あ る 。

① 図 一12は,業 種 別 の ソ フ トウ ェアの 外 部委 託va対 す る姿勢 に ついて で あ

るが,こ の 図 か らも明 らか な よ うに,全 体 的 には,現 在 お よび 将 来 とも全 面

委 託 また は共 同開発 に よる外 部 委 託 をす る と回答 した ユ ーザ ー が7割 弱 あ り

増 加 の傾 向 にあ る とい える。

しか し なが ら,業 種 別 にみ る と,グ ルー プU(繊 維,紙,パ ル プ,化 学,

石 油,鉄 鋼,金 属 製 品 等)m(機 械,電 気,輸 送用機 器 等),VI(金 融,保

険証 券)な どは,相 対的 には 外 部委 託は 増 加 す る傾 向 には あ るが,全 く委 託

しない で 自社 開発 する と回 答 したユ ーザ ー も多 数 あ り,図 一14の 外部 委 託

一11一



を しな い理 由 を 考慮 し,今 後検 討 す る余 知 が あ る と思 わ れる 。(問5よ り)

⑳ 図一13は,外 部 委 託 をす る理由 に つ いて で あ るが,そ の第1位 が 「コ ン ピ

ュー タ要 員 の不 足 」で,か な り大 きな 比 重 を 占 め てい る。 また,第2位 は,「納

期 に間 に合 わ な い 」,第3位 が,「 労務 管 理上 の問題 」等が挙 げ られ てお り,

ソ フ トウ ェア ・ハ ウス等 の受 託者 は ユ ーザ ー の こ うい った 考 え方 を一 考 す る

必 要 が あ る と思 われ る。

また,第4,5位 に,「 自社 に開発 す る技 術 が ない 」 「自社 開 発 よ り経 費

が 軽 い 」が 挙 げ られ て い るが,こ れ ら と裏 は ら に図 一16・Bの 外 部委 託 先

に対 す る評 価 の 良 くない 理 由が あ る こ とを 念頭 に置 く必 要が あ ろ う。(問8

よ り)

③ 図 一14は,反 対 に外 部委 託 を しな い理 由vaつ い て で あ るが,「 メ イ ンテナ

ンス上 の問 題 」 「委 託 費 が 高 い 」 「専 門的 で外 部で は無 理 」の3者 で 約6割

弱を 占め て お り,そ の他 の理 由 にして もソフ トウ ェア ・ハ ウス等 受 注 先 で解

決 可 能 な問 題 が 多 く,今 後 こ れ らの問題 を解 決 す るこ とに よ って,外 部 委 託

市 場 を 拡大 す る こ とは可 能 と思わ れ る 。(問7よ り)

④ 図 一15は,ソ フ トウ ェアの 開発 を委託 す る際 の経 費見 積 り方法 に つい て

示 して い る。

これ によれ ば 「開発 期 間 ×人 件費 単価 」とい う,わ りに大 まかな 方法 が 多

く と られ て い る よ うで あ るが,他 の三 方 式 もか な り多 い。 全般 的 に見 積 り方

法 としては各 企 業 まち まち で これ とい った 統一 的 な方 式は存 在 しな い と思 われ

る。 「開発 費用 と得 られ る効 果 との 比較 算 定 」 とい うソフ トウ ェア の評価 を

と りい れ てい る企 業 も1位 に挙 げ て い る とこ ろが かな り多 い こ とは 注 目 され

る。(問9よ り)

⑤ 図 一16は,共 同 開発 を含 む 外部 委 託先(メ ーカー,ソ フ トウ ェア会社 等)

に対 す る評価 につ い て示 して い る。

外 部 委 託 先 に対 す る評価 は 「よい 」と い う回 答 と 「悪 い 」とい う回答 が ほ

ぼ 同 数 で あ り,そ れ ぞ れ約20%を 占め てい る 。(図 一16・A)
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労 務管理.トの問題

自社開発より経 費 う:軽い

コ ンピ ュー タの変 更 に 伴って

コ ン ビ.ユー タ ・メー カ ーが

提 供 す る もの よ り秀 れ て い る。

円 内 数 字は 優先 順 位

わす.

レ

P2位

P3位

図 一13ソ フ トウ ェアの外 部 委 託 を す る理 由件 数 分布 状 況

{支術 自㌃Pこas壽f:先 方付言∫目・できな し・、

ソフ トウェ'ア会 社等

外部委託機関の・寿態

がわから刀い

9,0%

lO.6%

密保持 上の観点

技術的,・障的iC

自社 要員で十分

15.6%

その他

対象業務が屯門的

で外部では理解困難

17.z%

図 一14ソ フ トウ ェ ア の 外 部 委 託 を し

な い 理 由
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開発期間x人 件費単価

,

匿
⇔

単価x見 積 りステ ップ

優先順位

〃

"

1位 の件 数

2位 〃

3位 〃

現イi=開発 されている類似の ソフト 開 発費用と,得 られ る効果

ウェアとの比較による算定 との比較算定

円内数字は優先順位1,2,3位 までの合計件数で

円の大きさはその比 を表わす

図 一15ソ フ トウェア外 部 委 託経 費の見 積方 法件 数 分布 状 況

o

(件)

45

126

よ い,ま ず まず

な ん と もいえ ない

ま りよ くな い,

社 内秘 密の ろうえい

開発途上の

ノウハウの取扱い

仕様書の

メンテナンスの

相互未確認

12.leh

納期変更時の取扱い

委託先の対象業務

の知識不足

回答数

日6

委託先の 作業体

制の が十分

16.4%

委託先の技術未然

図 一16・A外 部委 託 先 に 対 す る 図 一16・B評 価 の 良 くな い理 由

評価
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(f)図 一17はTSS(タ イ ム ・シ ェ ア リ ン グ ・サ ーービス)利 用 の 意 志 に つ い て

業 種 別 に み た もの で あ る 。

全体 の 傾 向 と し ては,7割 弱 の ユ ー ザ ー は,有 料 で もTSSの 利 用 を 考 え て

お り,グ ル ー プ1,H,皿,Vlの 業 種 が 特 に そ れ が 顕 著 で,他 は 利 用 し た い 企

業 と そ うで な い 企 業 の 差 は あ ま りな い 。(問4よ り)

　 塾
1

;

1:

∴
(件 数)40tr・,o・ ・52c,i,、o

菓 煙3iVt;'co
グルー:プ

(件 数)

図 一17業 種 別TSS利 用 の 意志 の有無(有 料)

(3)ソ フ トウ ェアの販 売 購入 に つい て
,

(a)図 一18は,ソ フ トウ ェア の販売,購 入 の 意識 あ るいは経 験 の 有無 を業種 別

に集計 し た もの で,販 売 につ いて は,各 業種 と も消極 的 で,「 買手 が あ らわ れ

れ ば販 売 す る 」 と 「今 の ところ販 売 す る意 志 な し 」とが 大勢 を 占め る結 果 とな

ってい る 。(図 一18・A)

一方
,購 入 につ い ては,購 入 の経験 の あ る 企業 が 多 少 あ り,グ ル ー プll,皿

では両者 とも18件 の回 答 が あ り,図 一17と も比較 す れば,ソ フ トウ ェア の

外 部製 品 の利 用は か な り積極 的 で あ る と見 られ る。(図 一.18・B)(問12,

16よ り)
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(b)図 一19は,ソ フ トウ ェ ア 販 売,購 入 の 経 路 につ い て 述 べ て い る 。(問14 ,

17よ り)

ソ7ト ウエ アの販 売繊 につ い ては(賭 す る もの も含 め て)「 ・ン ピa－

=ニン ヒ ュー タ ・メー プノー

を通 じて

掴 綿 埠 先順 位 」.2.3位 までのas・t・#tt

で円の大 きさ蛤 言†鰍 の比 を表わす
。

卵 ・,・ぷ 縦 樋
じて

}:1社の販'元網 を確1己:して

・・ぽ る鴎 その他の情醐 噺

一ビス機関 を通 じて

、。。。。。,'。。。雇 。、て

経路(件 数)

■ 優先順位1位 の件数

1>2位

D3位

図 一19・Aソ フ トウ ェア 販 売 の 期 待 す る

(単 位万円)
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㈱

i講

修
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売込み 彫修＼ 60
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∨
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さ
」

5
"

タ ・メ ー カ ー 」あ る い は 「ユ ー ザ ー 団 体 を 通 じ て 」 とい った 意 見 が 多 く,ソ フ'

㌦ ウ。アの保証竣 唖 加 販売ルー,曝 せたい餉 が うか放 る.註

「プ ログ ラム調 査簿 」お よび 「専門機 関 」の利 用 に もかな り意欲 が あ り.回答数

も264件 中205件 と高 い回 答率 が得 られ た6

一 方 購 入 したい とい う企 業 もや は り 「コ ン ピュータ ・メ ーカ ー 」お よび 「ユ

ーザ ー団 体 」 「ソ フ トウ ェア会社 」の紹 介 を受 けたい と希 望 してい る よ うで・

これを,図 一19・Bの よ うに電 子計 算 機 費 用(月 間)支 出額 別 に見 る と,

100万 ～2,000万 の 中堅 か ら大 型 機 に相 当 す る コ ンピュー タを利 用 して いる 企

業 に 集 中 してい る。 また 販売 とは異 な り,「 プ ログラム調査 簿 の利 用 」は 少な

い。 しか し図 一20の よ うに,プ ログ ラム調 査 簿 に登 録 してい る 企業33件 の

内約!の12件 には何 らかの引 合 が あ った こ とを考 えれば 今後 プPグ ラム調
3

査簿 の活 用が 望 まれ る。(聞15よ り)

プ ログラム調査薄 κ登録

していない

(227件)

図_20プ ログ ラム 調 査 簿 の登 録 と利 用
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(c)図 一21は,ソ フ トウ ェア販 売 お よび購 入の 動 機 理由 を表 わ して い る。(問

13,18よ り)

ソ フ トウ ェ ア の販 売に 関 しては,「 開発 費 用の 回収 」を 目的 とす る もの が ほ

とん ど で,い か に ソ フ トウ ェ ア開発 が 負担 とな ってい るかが うかが え る。 また

「そ の他 」が9件 と比較 的 多 くみ られたが,内 容 は外 部 か らの 需要 に 応 じて 売

り出すといったケースが 大部 分 で,自 社 のPR,プ ログラマー の 実力 向 上等 とい う意

見 も見 られ た。

ソ フ トウ ェ ア の購入 で は 「自社 開発 の 時間 的余 裕 が ない 」が 最 も多 く,全 体

の4割 近 くを 占 め,ま た 「経 費が か か る 」,お よび 「開発 要 員 の不 足 」が これ

に続 き,い つ れ も 自社 開発 の 能 力 に余裕 が な い こ とを挙 げ て い る。

コ ン ピ ュー タ ・メー カ の

提 供 の もの よ り秀 れ て い る。

図 一21・Aソ フ トウ ェ ア 販 売

の 動 機

マ シ ン、交換 に て

10.0%

ソ フ トウ ェア'
・A、(21件)

開 発要 員 の不 足

23.2%'

自社 開 発 の(・19件)

時 間的 余 裕 が 咽 答 数)

な い211件 自 社開 発 では 経

が か か るから39
.8%

246%

(84件)(52件)

図 一21・Bソ フ トウ ェ ア 購 入

の 理 由

(d)図 一22で は,ソ フ トウ ェ ア を 購 入 す る際 の ネ ック を 調 査 した 結 果 を 表 わ し

て い る。(問19よ り)

こ の 図 は,図 一18-Bに 対 応 し て,ソ フ トウ ェア 購 入va積 極 的 な ユ ー ザ ー

と 消 極 的 な ユ ー ザ ー に 別 け て 集 計 し た 。 購 入 経 験 の あ る ユ ー ザ ー で も っ と も 多

か った の が 「価 格 が 高 い 」 こ とで あ り,か な りユ ー ザ ー の実 感 が 表 わ れ て お り,

全 体 で も 「価 格 が 高 い 」 と回 答 し た の が100件 を 超 え ベ ス ト4に ラ ンク さ れ て
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全般的 には 購 入 に 消極 的 な

ところか らの回 答が やや 多 く,

「プログ ラム の内容 ・品 質 へ

の不 安 」お よび 「社 内の 事 情

に 不適 」 とい った項 目が 多か

った。

!

(4)ソ フ トウ ェア流 通 へ の対 策

(問21よ り)

以 上 ソフ トウ ェアの外 部委 託,

パ ッケー ジの購 入,販 売な どソ

フ トウ ェアが 現 在 どの よ うな過

程を 経 て ユ ーザ ー に利 用 され て

い るか を 見て きたが,今 後 ソ フ

トウ ェアの流 通 に対 して どん な

制 度,施 策 を 希望 して い る のか

を図 一23に 示 して み た。

回 答数 は221,総 数 に して

613と い うかな り高 い 回答 率 を

示 した 。 回答 数 が 多 か った もの に,

＼ ＼＼
＼ ＼
.＼

ソフ トウェブ縞

入(評 責働 勺 消極的
合

計

(件)

:旗 人経 験 願 意
志無 不明有 無

,

ン川 グラム汲 婿 ぽ 実さ
れていない }……議

〉雑』
…

漫
..::俗漁,灘 ≧

考
ごん た プ ロ グ ラ ム1徽 ゴr:さ

れ てい るか わ か らな い
一

31

122

価 榔 ノ・高 い と尼 へ

灘 ・ ll2

分 筆岐 払 も し くは し ン わ レ

フ)式 が 発 達 し てい な い 購iii
白'・ ・∴.`'.

25

元r1蜘:あ 三いは 七 旬 度 に 不

安 が あ る 修
修 馨.,.,鱗 馨i

ア ワ ター ・サ ー ビス が 不 足

121

57ご
権利保護体距に不安づ:ある

社内の事徹 合わない(使

用'舗 ・機械構成 、標 隼イヒ等)＼鎌欝萢
14

139

社 内 の コ ン ビ.一 タ部 門 の

モ ラル に 影 響:う1ある ,, 12

社内の トップを含めた非 コンピ
ュータ部門の理解が得に くい 欝 … 22

合 計(件) 2～,～ 390 658

図 一ー一22

魔羅1回 答件数30件 以i:

吻 〃20件 以E

睡]〃|o件 以上

,[=コ 〃10件 未満

(但 し優先

順位 にて

3項 目以

内選択 と

した)

ソ フ トウェ ア購 入 上 の ネ ック

件 数分 布

よ りプ ログラ ム売 買 の対 象お よび 実績 の公 表 」が トップ写以下

をテ ス ト検 定す る中 立機 関 の設置 」 「ア フタ ー ・サー ビスが完 全 」 「プ ログ ラ ム

調 査 簿利 用サ ー ビスの強 化 」 「カ タ ログ に出来 るだ け価 格 表示 を 明 確 にす る 」等

が かな り多 く,こ れ らの要 求は 図 一22の 「ソフ トウ ェア購 入 上 の ネ ック 」に挙

げ られ る もの と類 似 してお り,特 に プ ログラ ムを 公 表 す る専 門刊 行 物 の 発行 ・ ソ

フ トウ ェア の品 質 の保 証 に 関す る問題 の 解決 が希 求 さ れて い る。

-21二

「定 期 的(月 刊,季 刊)専 門刊 行物 の発 行 に

「ソフ トウ ェア



●

カ タtlグ に 出 来 る だ け

価格 表 示 を 明 確 任 す る

＼

馳'ソ タ
・ サ ー ピ スカミ

完 全

ソフ トウエア購入費の減価償却制度

ソソトウエァ播入資金の低利融資借度

その他0 .8%

ノ ロ グ ラ ム 調

☆ 簿:利 用 一り}ビ ス

の 強f{:

|4 .892,

回答数

613

定 期 的(月iill,

専 門 刊 行 物 の 発

プ ロ グ ラム 売 買

よぴ 実 績 を公 表

り

お

)

よ

象

刊

に

対

'ピ

"～

)

必要なプ ログラムを捜し,

紹介 してくれる専門機関

(回 答数は3問 以 内選択の総計)

図 一23ソ フ トウ ェ ア流 通 の 対 策
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